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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章







　ロシア連れん邦ぽうの首しゆ都とモスクワ。

　かつて、地球上が資本主義と社会主義とに二分されていた冷れい戦せん時代には、社会主義側がわの総そう元もと締じめであったソビエト連邦の首都でもあった都市である。

　社会主義が崩ほう壊かいしたあと、ソビエト連邦はいくつかの国家に分裂し、地上から消しよう滅めつした。

　とはいえソビエト連邦の主体であったロシアは、今でも世界各国に多大な影えい響きよう力を持つ大国であることに変わりは無い。

　そして、このロシア連邦の隣となりに、もう一つの大国がある。

　ソビエトと同じように共産主義革かく命めいによって国家を成立させ、社会主義体たい制せいを取っている中ちゆう華か人じん民みん共和国……つまり中ちゆう国ごくである。

　ソビエト崩壊の前、中国とソビエトは、ともに共産党の一党独どく裁さいによる社会主義体制を取っていたが、その関係は、お世せ辞じにも仲がいいとは言えなかった。

　一九六○年代の終わりには、この両国は国境添ぞいの川にある中なか州す……ソビエト側の呼び名はダマンスキー島、中ちゆう国ごく側がわの呼び名では珍ちん宝ぽう島とう……の領りよう有ゆう権けんを争って激しい武力衝しよう突とつを起こしたほどである。

　その後、ソビエト連れん邦ぽうは崩ほう壊かいし、新しく成立したロシア連邦は社会主義の基盤である計画経済を捨てて市し場じよう経済を導どう入にゆうし、中国もまた改革開かい放ほう経済の名の下、ほぼ市場経済に移行した。

　主しゆ義ぎ主張がすべてだった時代に敵てき視ししあったこの二つの国は、経済優ゆう先せんに方向転てん換かんするのと同時に急速に接近しつつある。

　ロシア連邦で産出する天然ガスと原油は、急きゆう激げきな近代化のためにエネルギー不足に陥おちいっている中国にとって喉のどから手が出るほど欲しいものである。長く低てい迷めいしていた経済を加速させたいロシアにとっても、中国がもたらす外がい貨かは何よりも必要なものだった。

　この二つの国家の間で、どのような密みつ約やくが結ばれてもそれは何なに一つ不ふ思し議ぎではない。

　そして、この二つの国家の特性から、その密みつ談だんが白はく日じつの下もとにさらされることは、ほとんど無いだろう。

　モスクワの中心部にある赤の広場から少し離れた小さなホテルの中に、決して従業員が立ち入ることが無いフロアがある。

　エレベーターも止まらず、この階に通じる階段も無いこのフロアに入るには、ロシア連邦の政治的中ちゆう枢すうであるクレムリン宮きゆう殿でんの地下から延びる地下道とそこから上る秘密のエレベーターを使うしかない。

　この秘密のフロアにある一室で、二人の男が交わしている会話もまた、歴史の闇やみに消えていく部ぶ類るいに入るものだった。

「領土的野心は、まったくございません……展開する部隊も極めて少数のものです。この行動の目的は、かの国に埋まい蔵ぞうされているレアメタルが市場に出るのを少々遅らせたい……それだけでございます」

　東とう洋よう人じん的な風ふう貌ぼうを持つスーツ姿の男はそう言ってご機き嫌げんを窺うかがうかのように上うわ目め遣づかいで目の前にいる一人の男を見上げた。

　目の前にいる男は白はく人じんだった。

　瘦やせて、頭とう髪はつが少し薄く、どこかネズミを思わせる風貌のその男は、酷こく薄はくそうな唇くちびるをゆがめて答えた。

「ソビエト崩壊のどさくさにまぎれて分ぶん離り独立した小国とはいえ、かつてのロシアの一部が西側の企業体に身売りするのを黙って見過ごす気にもなれませんが……かといってあの国とは安全保ほ障しよう条約を結んでおります。そちらの手が国内に伸びれば、おそらくあの国はわが国に援助を求めて来るでしょう。条約を結んでいる以上、無視することはできませんな」

　東洋人は、さらに追つい従しよう笑いを浮かべて言った。

「……それを、無視してくれとは言いません……が。それは内ない戦せんという国内の問題であり、侵しん略りやくの事実は無い、というスタンスを取り続け、行動を起こすのを猶ゆう予よして戴いただけるなら、ありがたい限りです……どのような条件をお出し戴いただけるのでしょうか？」

　どこかネズミに似た男はポーカーフェイスを崩さぬまま答えた。

「こちらからお渡しする西シベリアの原油と天然ガスの価格について再さい考こう願えるのなら、その作戦行動とやらを見過ごすのにやぶさかではありませんが……なに、少々原油と天然ガスの値ね段だんが高くても、そのレアメタルが値崩くずれを起こさなければ、収支は合うのではありませんかな？」

「承しよう知ちいたしました、本国に問い合わせますが……この件はそちらのお望みの通りになると思います」

　そして、東とう洋よう人じんは唇くちびるの端はしに薄うす笑わらいを浮かべて一礼した。







　　　第一章　「シマオオカミとリューカ姫」







　セリカスタンの首しゆ都とアーディンには、いくつものビルが建ち並び、都市の中心部にある中央広場を貫つらぬいて東西南北に片かた道みち四車線の広い道路が通っている。

　街には街灯と様々な商店の看かん板ばんが並び、夜ともなれば、街の中心部はそれらの灯あかりで真ま昼ひるのように明るく照らされる。

　しかし、この首都アーディンでさえ、都市部を少し外れれば道路は未み舗ほ装そうで、その両側に粗そ末まつなつくりの民家が建ち並び、電灯の灯りすらまばらな住宅地が広がっている。

　ましてや地方ともなれば、電話どころか電気もガスも水道も、そういった生活インフラのすべてが存在しない、十九世紀と変わらない生活をしている人々がほとんどだった。

　セリカスタンで唯ゆい一いつ、先進国並なみのインフラが整備され、先進国並みの生活ができる場所。それが、この首都アーディンだった。

　そのアーディンの中心部に、見るからに威い圧あつ的なデザインの高層ビルが建っている。それこそが、このセリカスタンの国家の中ちゆう枢すうである大だい統とう領りよう府ふビルだった。

　そのビルの中ほどにある応接室に、一人の男が立っていた。

　年ねん齢れいは四十代半なかばだろうか、がっちりとした体型に浅あさ黒ぐろい肌はだを持つ、一いつ見けんすると軍ぐん人じんのようにも見えるが、どこかユーモラスな雰ふん囲い気きを持っている。

　その印いん象しようは、顔に浮かんだ柔にゆう和わな微笑ほほえみのためだろう。

　その微笑みは、相手の警けい戒かい心しんを解こう、とか、自分を平和的に見せようとか、そういった意図的な要素が全く存在しない微笑みだった。

　彼の名は、キシトン・セルム・ザクス。

　このセリカスタンの大だい統とう領りようである。

　一年前の内ない戦せん終しゆう結けつに伴う政せい変へんで、自分の出身部ぶ族ぞくであるセルム族だけを優ゆう遇ぐうし、独どく裁さい政治を行っていたセンドルク大統領は職を追われ、彼に成り代わって海軍提てい督とくだったキシトンが新しん大統領となった。

　セカンドネームにセルムの名前があることからもわかるように、彼はセルム族の総そう族ぞく長ちようの直系の子し孫そんである。血の濃さから言えば前ぜん大統領のセンドルクなどよりもはるかにセルム族の代表者にふさわしい人物である。

　しかし、なぜ、彼が今までそういった責任ある地位についていなかったのか、それは……。

　キシトン大統領の立っていた応接室に、ちょうど二人の若い女性官かん僚りようが入って来た。

　二人は、キシトン大統領に一礼した後で、話し始めた。

「先ほど大統領閣かつ下かとご歓かん談だんされていた通つう産さん局の局長は、かなりご立りつ腹ぷくのようでしたね、帰りのエレベーターの中でも、ぶつぶつ文句を言いっぱなしでしたわ」

　キシトン大統領は困ったように首を振った。

「なにがそんなに彼を怒らせたのだろう？　想像もつかないな」

　二人の女性官僚は、お互いの顔を見合わせると、思わず噴ふきだした。

「キシトン大統領閣下が、真ま顔がおで、ベンツに乗る飼い犬に会いたい、なんて言うからですよ」

「え？　だって、彼の持っている車の中には飼い犬が運転しているものもあるそうじゃないか」

　女性官僚は苦にが笑わらいしながら答えた。

「家族の所有している自家用車でも、準じゆん公用車として登とう録ろくしておけば、税金が免めん除じよされますし、燃料代や各種の維い持じ費ひも補助金きんが出ます。あの局長は家族全員だけじゃ足りなくて、飼い犬の名前まで使って車を登録しているんですよ」

「へえ、なんでそんなことをするんだい？　変わっているなあ」

「それは……そうやって無む税ぜいの車を作って人に譲れば、その人から見返りがもらえるし、補助金だって手に入るからですよ」

　キシトン大統領は笑った。

「なんだ、そうなのか、局長の家で飼っている犬がベンツを乗り回しているんじゃないのか。なんでそんなめんどくさいことをするんだろう？　お金が欲しいなら欲しいと言えばいいのに」

　キシトン大だい統とう領りようの言葉を聞いた二人の女性官かん僚りようは、困ったような微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「あの……お言葉ですが大統領。普通はお金が欲しくても、堂々とお金が欲しいと言う人はいませんよ」

「そうです。そういうことは陰に隠かくれて、わからないようにそっとやるんです。飼い犬の名前まで使って補助金きんを貰もらったりとか、そんな風ふうに……」

　キシトン大統領は、ぽんと手を叩たたいた。

「そうか、それが当然なのか、いわば礼れい儀ぎなんだね。私は礼儀知しらずだったってことか、それで局長は怒ったんだ。うん、今こん度ど局長に会ったら謝らなくちゃいけないな」

　女性官僚は慌あわてた。

「あ、いえ、それは別に当然のことでもなんでもなくて、やってはいけないこと、悪いことなんです。礼儀なんかじゃありません！」

「へえ、悪いことなのか……じゃあ、どうして局長は怒ったんだね？　悪いことをしているなら、悪かったと謝るのが普通なのに、なんで怒ったんだろう？　うーん、どうにもわからないなあ」

　このキシトン大統領の言葉は、別に皮ひ肉にくでもなんでもない。彼は言葉通りに考え、そして悩んでいるのである。

　二人の女性官僚は顔を見合わせると、目と目で会話をした。

　……あいかわらずの天然ね。

　……だからこそ私たちががんばらなくちゃね。

　彼女たちの、この暗あん黙もくの会話こそが、キシトン大統領がセルム族の総そう族ぞく長ちようになれなかった理由である。

　彼は人を疑うことを知らないのだ。

　馬鹿ではない、知識も知ち恵えもあるし、頭の回転も早い。しかし、どういうわけか、他人が自分に悪あく意いを抱くということが理解できないのである。

　人を疑わない善ぜん人にんであることは、一般的に社会においては美び徳とくのうちに入るだろう。しかしこれが一国の国家元げん首しゆとして自国の国民に対して責任を負うべき立場の人間となれば、それが美徳であるかどうかは疑問である。

　ともあれ、キシトン大統領は一年間このセリカスタンの大統領の責せき務むを無事にこなしてきた。

　猜さい疑ぎ心しんと恐怖と利益誘ゆう導どうだけで国家を統とう治ちしてきた前ぜん大統領センドルクとは違い、信頼と笑顔と善意で国家を統治しようとするキシトン大統領の姿勢は部ぶ族ぞく国家セリカスタンの安定のために効果的であったと言うべきだろう。

　しかし、セリカスタンの国内から視線を周辺諸しよ国こくに向ければ、そこにはルールの無い国際社会の嵐あらしが吹き荒れているのも事実である。

　セリカスタンで発見されたレアメタルの鉱こう床しようは、西側の企業体とロシア連れん邦ぽう、そして近年急速に近代化を進めている中ちゆう国ごくにとって、到とう底てい無視できるものではなかった。

　中央アジアの小国セリカスタンは、知らず知らずのうちにレアメタルをめぐる国際間かんの資源争そう奪だつ戦争に巻き込まれようとしていた。

　戦争とは、国家と国家の争いを言う。

　その定てい義ぎに沿って言うならばこれは戦争ではなかった。

　なぜなら、この戦争はその国で暮らす国民の意思とも国家の指導者の意思とも関係のないところで始まろうとしていたからである。

　その頃、セリカスタンの首しゆ都とアーディンから遠く離れた北部の草原に、一人の若者が立っていた。

　アライグマの尻尾しつぽをつけた毛皮の帽ぼう子しをかぶったその若者は、大きく伸びをすると周囲を見回した。

　そこには、空と大地だけがあった。

　ぐるりと周囲を見渡せば、はるか南の地平線に白く光る天てん山ざん山脈の峰みね々みねと、そして北の地平線にアルタイ山脈の白い峰々が見えるが、その他に視し界かいに入るものは無い。

　そこにあるのは、一切の人工物が無い大だい草原だけだった。

　その若者──龍たつ也やは思いっきり背伸びをして、大草原を渡ってくる風を吸い込んだ。

　……ああ、セリカスタンの風だ。

　一年前と変わらないセリカスタンの風だ。

　排気ガスと、人いきれと、芳ほう香こう剤ざいと脱だつ臭しゆう剤ざいの入り混じった人工的な東京の風とは比べ物にならない。本当の風だ。

　なぜだろう……この光景を見て、この空気を吸うと、ものすごく懐なつかしいものに出会ったような思いに駆られる。

　心の奥がじぃんと痺しびれるような感覚。遠い昔に見たものを再び見ているかのような言葉にできないノスタルジーにも似た感覚。

　俺は日本から一歩も出たことがなかった。東京の片かた隅すみで生まれ、ずっとそこで暮らしてきた。

　こんな大だい平原なんか見たこともなかったはずなのに。なぜ、懐かしい風景を見ているような感覚が湧わいて来るんだろう？

　……もしかしたら、これって、日本人だけじゃなくて、モンゴロイドって呼ばれる黄おう色しよく人種の共通の感覚なのかもしれない。

　モンゴロイドは、この中央アジアの高原で生まれて、世界中に広がって行ったという話を何かの本で読んだことがある。その話が正しいとしたら、きっとこの中央アジアの大平原はモンゴロイドの故こ郷きようなんだ。

　この懐かしいと思う感覚は、もしかしたら、俺の中にあるモンゴロイドの遺い伝でん子しが懐かしがっているのかもしれない。

　……なんてのは、きっと言い訳だな。

　龍たつ也やは、照れたような笑いを浮かべると小さく首を振った。

　俺は、もっと素直に生きようと決めたじゃないか。一年前、このセリカスタンにいたときに。

　モンゴロイドとか遺い伝でん子しとか、そんな理由をつけないで、素直に認めよう。

　俺は、みんなに会いたくてやって来たんだ。このセリカスタンの風景は、俺にとってもう一つの故こ郷きようみたいなものだもんな。

　そう、俺は会いに来た……サラサさんや、シーデやネマコルさんや……そして、誰よりもリューカ姫に。

　足元に置いてあったリュックを持ち上げて、龍也は西の方角を見た。

　……さてと、グィーランの街はあっちの方角か。サラサさんにメール打っておいたから、誰かがグィーランの街まで迎えに来てくれてるかもしれないし。もしダメならトラック便に乗って行けばいいだけのことだもんな。

　龍也はリュックを背負って細い裏うら街道を歩きだした。

　ノートパソコンの入ったリュックの重さを背中に感じながら、龍也は思った。

　……この重さだけは、一年前と違うよな。

　一年前のあの日、俺は金もパスポートも、とにかく金になりそうなものは全部取り上げられて、この近くの大だい平原のど真ん中に放りだされていた。

　龍也はそっと胸ポケットに触れた。

　そこには、この一年間必ひつ死しでアルバイトして貯ためた全ぜん財産が入っていた。

　龍也は決意を込めて小さくうなずいた。

　……俺は一年前のあの日、リューカ姫を日本に連れて行く、と約束した。

　その約束を果たす時が来たんだ。

　このポケットには、リューカ姫を日本に連れて行くための飛行機代だいと、そして日本に滞在するときのすべての費用が入っている。これを無くすわけには行かない。

　これを無くしたら、俺のこの一年間が消えてなくなる。意味も時間もそのすべてが。

　龍也は自分の足もとにある一本の白い道を見下ろした。

　草原の中を突っ切る未み舗ほ装そうの白い道。その道は左のゆるやかな丘の向こうからやって来て、そのまま右の草原の地ち平へい線せんへと消えていた。

　視し界かいの中には動くものすらない。

　だが、道が陸の頂上で空と交わるあたりに、ぽつん、と白い点が見えた。

　その白い点はやがて一頭の白い馬に乗る一人の少女の姿となった。

　その少女は、龍也に向かって力いっぱい手を振った。

　龍也は思わず手を振り返した。

　リューカ姫だ。間違いない。間違えるもんか。一年会わなくたって……俺にはわかる！

　龍たつ也やの心しん臓ぞうが、どきんどきんと脈みやく打うつ速度が上がるのに合わせるかのように、白い馬は速度を上げた。

　そして、白い馬が近づいてきて……いきなりぴたりと止まった。

　……あれ？　どうしたんだ？

　白い馬に乗ったピンク色の民みん族ぞく衣装を着た女の子は乗っている馬の首をめぐらせると、自分がやってきた方角を振り返った。

　次の瞬しゆん間かん、その音が龍也の耳に届いた。

　それは、ぱたぱたというオートバイの排はい気き音にも似た音に高こう回転するタービンのような金属音が混じった音だった。

　その音に龍也は聞き覚えがあった。

　一年前、これと全く同じようなシチュエーションで、俺はこの音を聞いた覚えがある……この音の直後に、あの丘の向こうから……。

　そいつはいきなり現れた。

　西日を反射させたローターを円えん盤ばんのように光らせた一機のヘリコプターが、ぬうっと現れたのだ。

「うわぁ！」

　龍也は思わず悲鳴を上げた。

　黄おう土ど色いろの地に茶色の迷めい彩さい塗と装そうを施ほどこした丸っこい機体の大型のヘリコプターは、昆こん虫ちゆうの複ふく眼がんを思わせるような何枚ものガラスで構成されたコックピットを龍也のほうに向けて真っ直ぐ飛んで来た。

　龍也は、一いつ瞬しゆん、逃げようかどうしようか迷ったが、そのままその場に踏みとどまった。

　龍也の視し界かいの中にリューカ姫がいた。

　ヘリのローターが舞い立てる砂さ埃じんの中で、リューカ姫は必死にシグルムを操あやつって、龍也に向かって一いち目もく散さんに駆けていた。

　くそ、あのヘリは何なんだ！

　両足をふんばって自分をにらみつける龍也を確認するように、ヘリはゆっくりと龍也の周りを旋せん回かいした。

　ヘリの後部にあるドアが開いており、そこに一人の兵士が座っているシルエットが見えた。一瞬、その兵士の髪の毛がポニーティルのようになびいたような気がした。

　……あれ？

　そのとき、龍也のもとに、シグルムに乗ったリューカ姫が飛び込んできた。

　リューカ姫は乗っていたシグルムから飛び降りるが早いか目を輝かせて、龍也に抱きついた。

「タツヤ！　会えて嬉うれしい！　元気だった？」

　リューカ姫の日本語は、一年前より流りゆう暢ちようだった。少しイントネーションが違うだけで、以前のような片かた言こととは雲うん泥でいの差があった。

「あ、ああ元気だけど……あのヘリコプターは……」

　リューカ姫は顔を上げて笑った。

「よくわかならいけど、大丈夫！　敵じゃないと思います！　サラサが乗っておりました！」

「そうか、やっぱり、あれ、サラサさんだったんだ。でも、なんでいきなりヘリコプターなんかでやってきたんだ？　リューカ姫がシグルムに乗って迎えにきてくれたんだから、ヘリなんか必要ないのになあ……」

　龍たつ也やの疑問に答えるかのように、ヘリコプターがゆっくりと龍也たちの前に着陸した。

　ローターの巻き起こす風の中でリューカ姫が困ったような顔で叫ぶように言った。

「もしかしたら、サラサは怒っているのかもしれません……私は黙って宿屋を抜けだしてここに来ましたから……」

「黙って？」

　驚く龍也を見て、リューカ姫は自慢げに言った。

「リューカは、もう十七歳さいです。セリカスタンでは、立りつ派ぱな大人おとななんですよ！」

　そして。少し赤い顔になって小こ声ごえで付け足した。

「結婚相あい手てを自分で決めることもできるのです……」

「え？」

　ヘリコプターのエンジンとローターの音にまぎれて、その言葉が聞き取れなかった龍也が慌あわてて聞き返したが、リューカ姫は恥ずかしそうに笑って首を振ると、ヘリコプターの方を指差した。

「サラサが来ました！」

　見ると、ヘリコプターから、砂漠用ようの迷めい彩さい戦闘服ふくに身を固めたサラサが、リネト衆しゆうらしい若者を従えて、身を屈かがめて小走りにやって来るところだった。

「やあ、サラサさん！」

　笑って声をかけた龍也に、にこりともせずにサラサは言った。

「元気そうじゃの、わしが打った返信メールは見とらんようんじゃな、おかげで捜すんに苦労したわ。姫様は姫様で勝かつ手てに宿屋から抜けだしよるし……まったく、国中がこげに大おお騒さわぎになっとるときに仕事を増やさんで欲しいのお！」

「大騒ぎになっているって？」

　サラサは怪け訝げんな顔をする龍也をそのままにしてリューカ姫に向き直って一礼した。そして、自分の後ろにいるリネト衆の若者を指差して言った。

「シグルムは、この者が世話をして里さとに連れ帰ります。姫ひめ巫み女こ様は、シマオオカミ殿と共にヘリにお乗り下さい。首しゆ都とアーディンまでお連れ致します」
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「私が……首しゆ都とにですか？」

　驚くリューカ姫を見て、サラサは小さくうなずいた。

「緊きん急きゆう部ぶ族ぞく長ちよう会議が開かれます。キンリ族の代表者として……そして会議の裁さい定てい者として姫ひめ巫み女こ様が必要なのです。お急ぎ下さい」

　サラサの表情を見て、事の重大さを悟さとったのだろう、リューカ姫は決意を込めた目でサラサを見て言った。

「わかりました、アーディンに向かいます！」

　サラサはひょいと龍たつ也やの後ろ襟えりをつかんで引き寄せて言った。

「……ゆうわけじゃけえ、お前も一緒にアーディンに来るんじゃ。早うヘリに乗らんかい」

「え？　だって、俺、昨日きのうの朝アーディンの空港について、二日かけてやっとここまで来たんだよ、なんで逆ぎやく戻もどりしなきゃなんないんだよ！」

　後ろ襟をつかまれた龍也が抗こう議ぎしたが、サラサは相手にしなかった。

「つべこべ言うな、お前はもう観光客じゃない！　護もり人びとじゃ！　姫巫女様の身辺警けい護ごをするのがお前の仕事じゃ！　ほれ行くで、詳しいことはヘリの中で言うわ！」

　半分引ひきずるようにしてヘリに連れてこられた龍也は、リューカ姫と一緒に後ろのドアから乗り込んだ。

　最後に乗ったサラサが、スライド式のドアを閉めて、パイロットに向かって手を振って合図をすると、エンジン音と一緒にヘリのローターピッチが変わって空気を叩たたきつけるようなバタバタという音が一気に大きくなった。

　そして、ヘリは何の前まえ触ぶれも無く、ふわっと空中に舞い上がった。

　後部座ざ席せきに座ったサラサが、シートの上にあった二つのヘリコプター乗務員用ようのヘルメットを龍たつ也やとリューカ姫に差しだして、それをかぶるように身み振ぶりで示した。

　龍也がそれをかぶると、耳のところにあるヘッドホンからサラサの声が聞こえて来た。

『ヘリの機内は騒そう音おんが激しいけえインカムで話すで、胸のところにあるんがプレストークスイッチじゃ、話すときは、それを押して話すんじゃ、わかったら押して話してみい』

　龍也は言われた通りに胸のところにある黒いゴムで覆おおわれたボタンを押して口元のマイクに向かって声を出した。

『これでいいの？』

　サラサがうなずいた。

　ボタンを離すと、サラサの声が飛び込んできた。

『……じゃ、それでええ。通話が終わったらボタンをすぐに離せ。タイミングはそのうちわかってくるじゃろ。音声認にん識しきスイッチもあるが、感かん度ど調整がたいぎいし雑音を拾うけえ、不ふ慣なれな人間にはこっちのほうが確実じゃ』

　龍也はサラサの言葉が終わったのを確かく認にんするように間を置いてから通話ボタンを押した。

『さっきの話だけど、なんで俺たちは、こんなに急いでアーディンに行かなくちゃならないんだ？　セリカスタンが大おお騒さわぎになっているって言ってたけど何があったの？』

　サラサは忌いま々いましげに視線をヘリの窓から外に投げて答えた。

『ナガス族が、セリカスタンから分ぶん離り独立を唱えて武装蜂ほう起きしそうなんじゃ。ようやく国がまとまりかけておったのに、一年前に逆ぎやく戻もどりじゃ！』

「ナガス族が？　だって……」

　そこまで言ってから龍也はプレストークボタンを押していなかったことに気がついた。

　……あ、いけね。

『ナガス族って、同どう盟めい組んで一緒に政府軍ぐんと戦った仲間じゃない！　なんでそんなことになったんだ？　原因は何なの？』

　サラサは視線を龍也に戻すと、ゆっくりと言った。

『お前じゃ……』

　龍也は目を見開いた。

「俺？　だって俺、何にもしてないよ！　昨日きのうセリカスタンについたばかりなんだぞ！」

　また、プレストークボタンを押し忘れたことに気がついた龍也は慌あわてて言いなおそうとしたが、言っている内容がわかったのだろう、サラサが説明を始めた。

『例のレアメタルの鉱こう脈みやくの件は知っとるの？　キンリの里さとの真ま下したにあるという……あれを横を流れているパヴェル川の川底から掘り進むことで、キンリの里さとを残すという方向でカイトグループと合意したのじゃ。二ヶ月前から試験採さい掘くつプラントが建設されとるしの。この鉱山によって発生する利益は、一度セリカスタンの国庫に入って、そこからセリカスタン全土に平等に分配されるということで部ぶ族ぞく間かんで合意しとるんじゃが……。

　猜さい疑ぎ心しんの強いナガス族の長ちよう老ろうの中には、キンリ族だけが利益を独占するに違いないと主張する者がいたのじゃ。キシトン大だい統とう領りようは、ああいう男じゃ、裏も表も無い。契約から帳ちよう簿ぼから全部開あけっぴろげにして、疑いの声を上げたナガスの長老に見せたのじゃが、これが逆ぎやく効果でのお』

『なんで？　全部包み隠かくさず見せたのなら、納なつ得とくするはずじゃない』

　サラサは悲しそうに首を振った。

『いいや、猜疑心に駆られた人間は、そのすべてを疑うんじゃ。そういった人間にとって真実とは目に見えるものではのうて、自分の心の中にあるのじゃ。ナガス族の長老は、キシトン大統領が見せた契約書と帳簿のすべてを噓うそだと罵ののしり、本当の契約書と本当の帳簿を見せろと迫っとる……じゃがそんなものあるわけがない……いくら調べても聞いて回っても、自分が信じる不正の証しよう拠こが出て来ないことを知ったその長老は、ますますキシトン大統領に対する不信を強めたのじゃ……キシトン大統領は、平然と噓をつく信用できぬ人物だ！　とな……』

『それで……どうなったの』

　話の続きを聞いた龍たつ也やを指差してサラサが言った。

『どうもこうもあるか！　よりによってそこにお前がやって来たんじゃ！　一年前、このセリカスタン内ない戦せんで英えい雄ゆうとなったシマオオカミが、再び舞い戻って来た……ナガスの長老は、キシトン大統領がお前を呼び寄せたと思い込んどるんじゃな……』

　龍也は思わず叫んだ。

『なんでそうなるんだよ！　招かれてなんかないよ！　飛行機代だって自じ腹ばらで出したんだよ！』

　サラサは苦く笑しようした。

『わかっとる、だが、猜疑心のカタマリとなったナガスの長老が、そんなん信じるわけなかろうが……キシトン大統領がお前を呼んだ理由は唯ただ一つ……ナガス族討とう伐ばつだ！　それしかない！　そう思い込んだのじゃよ』

『そんなの、ただの誤ご解かいじゃないか！　そんなことで戦争になるわけないよ！』

　サラサは憂ゆう鬱うつそうに答えた。

『ほうじゃの、これがセリカスタンの部族間の話なら、誤解を解けばそれで済む。キシトン大統領はそのナガス族の長老を実際の金の流れとかを知ることのできる地位につけて、誤解を解こうとしているんじゃが……どうやらこの件は国こく内ない問題だけでは済みそうに無いのじゃ……まあ、詳しいことはアーディンについてから、直接シャリフとかに教えてもらえ』

　龍たつ也やはヘリの窓の外に広がるセリカスタンの平原を見下ろしてため息をついた。

「あーあ、なんでこんなことになっちまったんだろう？　俺はリューカ姫に日本を見せてやろうと思って迎えに来ただけなのに……」

　そのとき、龍也の手に、リューカ姫が手を重ねてきた。

　驚いて顔を上げた龍也に向かって、インカムを使わずにリューカ姫が何かを言った。

　その唇くちびるはこう読めた。

「ゴ・メ・ン・ナ・サ・イ」

　龍也は慌あわてて首を振った。

『とんでもない！　これはリューカ姫のせいじゃないよ！　君が謝ることなんか無い！』

　サラサがうなずいた。

『まったくじゃ。謝るのは、タツヤ、お前じゃ』

『なんでそうなるんだよ！』

『聞きたいか？』

　龍也は不満そうにそっぽを向いて、頰ほおづえをついた。

『いいよ！　どうせサラサさんに何を言っても、かなうわけ無いんだから！』

　そして、龍也は、再び窓の外に広がるセリカスタンの大地を見下ろした。

　山やま筋すじの尾根を越えるために高度を上げ始めたのだろう、ヘリのエンジン音が大きくなった。その轟ごう音おんの中で龍也は考えていた。

　……なんでこんなことになっちゃったのか。理由は一つだ。

　……セリカスタンについてから、キンリの里さとに連絡入いれて、リューカ姫を驚かせよう、なんて考えていた俺が馬鹿だったんだ。

　俺は日本では天あま山やま龍也という一人の高校生でしかなかった。一年間日に本ほんで暮らした俺は、すっかりそのつもりでいた。でも、このセリカスタンでは、俺はシマオオカミのままだったんだ。

　サラサさんとかに事前に連絡を取ってから動けば、こんなことにはならなかったのかもしれない。

　龍也はもう一度大きなため息をついた。

　山の尾根を越えたヘリは、ぐうっと旋せん回かいして、盆ぼん地ちの中心部にあるアーディンの方角に方向を変えた。

　遠く地ち平へい線せんのあたりに、白く輝く市し街がい地が見え始めていた。







　　　第二章　「ナガス族と中ちゆう国ごく」







　セリカスタン東部州しゆうにあるナガス族の本ほん拠きよ地ちヌルカ。

　この地は古くは西せい域いきと呼ばれていた。

　大陸の東西を結ぶ貿易のための街道──シルクロードを通って人々が行き来していた頃は、オアシスごとに小さな都市国家がいくつも存在していた地帯である。

　漢かん民族やモンゴル帝てい国こく、そしてペルシャのほうからやって来たイスラム教徒などが次々にこの地を支配しては衰すい退たいして行った。

　次々に主を変えたヌルカの街には、その歴史を示すような仏教寺じ院いんやイスラム寺院など、その当時の建物が今でも数多く残っている。

　このような歴史的背はい景けいもあって、セリカスタンの中でもナガス族は中国との結びつきが強く、ソビエト時代に中国とソ連との緊きん張ちようが高まった時期は、多くのナガス族の長ちよう老ろうや族ぞく長ちようが反はん国家的人じん物ぶつというレッテルを貼はられて収容所に送られ、ナガス族は迫はく害がいされた。

　そして、その迫害されたナガス族に国こつ境きようを越えて、さまざまな物資を密みつ輸ゆし支援してきたのが中国である。

　ナガス族の人々が、ロシア人に近いセルム族を敵てき視しし、中国に親しん近きん感かんを持っている理由は、こういった歴史的な背景によるものだった。

　ヌルカの街のほぼ中心部に位置する東部州政せい府ふの建物の中では、この地を支配するナガス族の六人の長老が集まって、論ろん議ぎを行っていた。

　会議室……と言っても、机や椅い子すが並び、壁へき面めんにホワイトボードが置かれている、いわゆる西洋風ふうの会議室を見慣れている人間には、その部屋は会議室には見えないだろう。

　鉄てつ筋きんコンクリートの建物の床には、机も椅子もなく、床に厚い毛け織おり物ものが何枚も敷かれ、その上に六人の老人が車くるま座ざになって座っているのだ。

　これは、ナガス族の伝統的な長老会かい議ぎのやり方だった。

　ナガス族は、代々、各かく氏し族ぞくの長おさの中から選ばれた六人の長老が合議制せいで部族全体の指針を決める集団指し導どう体制をとってきた。

　合議制は一人の指導者が率ひきいる組織に比べると、意い志し決定に時間はかかるが、その分、部族内の意見調ちよう整せいが進むために、内部にしこりを残さずに済む。

　人は、基本的に自己の利益を優先して考えたがる生き物である。意見調整の行き着くところは、結局は利益であり、武ぶ勇ゆうよりも利益を優先して考える、というナガス族特とく有ゆうの価か値ち観かんは、ある意味この集団指導体制によるものなのかもしれない。

　車くるま座ざになった長ちよう老ろうの中に、一人の白はく髪はつの瘦やせた老人が立った。

　それは、ナガス六ろく長老の中の最さい年長者、ワンセイ長老だった。

　ワンセイ長老は、ナガス族で最大派は閥ばつの氏し族ぞくの長おさであり、六長老の中で、最も発言力の強い存在でもある。

「……わしは、ナガス族こそがこのセリカスタンの指導的役やく割わりを果たすべきだと考える。このままではセリカスタンにおけるレアメタルの利り権けんはすべて北部州しゆうのキンリ族とセルム族に独占されてしまうだろう……座してこれを見ていれば、ナガス族は滅めつ亡ぼうの淵ふちに立つことになる！　およそ古こ今こん東西の歴史を見ても、勢力の弱い側が守しゆ勢せいに回って生き延びたことはない！　先せん手て必勝あるのみ！　セリカスタン政府軍ぐんで一枚岩いわではない、今、この時に蜂ほう起きせねば、ナガス族は他の部族の後こう塵じんを拝はいし没ぼつ落らくの一いつ途とをたどるだろう！」

　ワンセイ長老の隣となりにいた、禿はげ上がった小こ太ぶとりの男が、追つい従しよう笑いをうかべてうなずいた。

「ワンセイ長老のおっしゃる通りです！　キシトン大だい統とう領りよう以下のセルム族の専せん横おうは目に余るものがあります！　政せい権けんを継いだあと、部族差さ別べつを無くす、などと言いながら、政府首しゆ脳のうと官かん僚りようのほとんどが、いまだにセルム族て固められております。このままでは、センドルクの二にの舞まいになることは火を見るより明らかです！　断だん固ことして戦うべきです！」

　ナガス族の長老の一人が手を上げて言った。

「いや、ヒムカ長老。そうは言ってもキシトン大統領がすべてをセルム族で固めようとしているわけではあるまい。現に我われ々われナガス族の長老をカイトグループとの金の流れのすべてがわかる産業振しん興こう局きよくの幹かん部ぶに据すえると言っているが？」

　ワンセイ長老は、笑って見せた。

「愚おろかな！　お主ぬしは、そんなおためごかしを信じると言うのか？　権力と利り権けんを握った人間が、易やす々やすとその利権を譲ゆずり渡すわけがない！」

　別の長老が言った。

「キシトン大統領は、部族間かんの格差をなくし、セリカスタンのすべての国民に対して平等の機会を与えると言っている。国民の代表者であるセリカスタン議会に強い力を与える新しん憲法を策さく定ていする作業を行っているではないか。キシトン大統領に、我々ナガス族を弾だん圧あつする意思があるとは到とう底てい思えないのだが……」

　ヒムカ長老と呼ばれた禿はげの男がわめいた。

「甘かん言げんだ！　それはわしらナガス族を甘言に嵌はめて、抹まつ殺さつするための方ほう便べんでしかない！　それこそが罠わなだとなぜ気がつかんのか！　一年前、同じような甘言で部族長ちようを呼び集めたセンドルクが何をやったのか、お主らは忘れたのか！」

　ヒムカ長老の言葉を聞いたワンセイ長老は、うなずいた。

「うむ、権力の奪だつ取しゆと民みん族ぞくの独立は、すべて銃と流りゆう血けつによってのみ為なしえる！　アメリカは独立のために戦い、ロシアの人民は政権を奪取するために流血の革命を起こした！　およそ人類の歴史において、権力の奪だつ取しゆと独立が、平和裏りに行われたことはほとんど無い！　これは歴史が証明する事実だ！」

　そのとき、今まで黙ってワンセイ長ちよう老ろうの言葉を聞いていた、中年のがっちりとした体型の男が手を上げた。

「一つ聞きたいことがありますが、よろしいでしょうか？」

「何かね？　シャクドー長老」

　シャクドー長老と呼ばれた男はゆっくりと言った。

「あなたがキシトン大だい統とう領りようを信用していない、従ってキシトン大統領が統とう治ちするこのセリカスタンという国家も信用できない、と考えていることはよくわかった。武装蜂ほう起きしてでもセリカスタンの実じつ権けんを握るべきだ、という意見もな……だが、勝しよう算さんはあるのかね？」

「勝算だと？」

　怪け訝げんな顔をするワンセイ長老を見て、シャクドー長老はうなずいた。

「そうだ、武装蜂起と言えば聞こえはいいが、それは戦争と変わらん。そして戦争というのは始めるのは簡単だが、終わらせるのは実に難しい。多くの犠ぎ牲せいを払えば払うほど、その犠牲の分だけ多くのものを得ようとするからだ。勝てる見通し、そして払った犠牲に見合うだけの利益を得る見通しもないのに戦いを始める馬鹿はいない……違うかね？」

　居い並ならぶ長老たちがうなずいた。

「うむ、我われ々われナガス族が蜂起してもこのままではセルム族のみの独どく裁さいを目もく論ろんだ、あのセンドルク大統領と同じ道を歩むことになりかねん。センドルクの野や望ぼうは、反はんセルム族という旗はた印じるしの下でオードン族と我々ナガス族の同どう盟めいを成功させたキンリ族の手によって潰ついえた。もし、我々ナガス族が蜂起すれば、今度はオードン族とセルム族が反ナガス族同盟を組んで我々の前に立ちふさがるのではないか？」

「戦力的に見ても、我々にはとてもセリカスタン全土を支配するだけの力は無い。我々の先せん祖ぞ伝でん来らいの土地であるこの東部州しゆうを支配下に置くだけで精せい一いつ杯ぱいだ。キシトン大統領を信用できないからといって叛はん旗きを翻ひるがえし、戦いを挑いどんでも今より多くの利益を得ることができるとは到とう底てい思えん。このヌルカの地にレアメタルが出しゆつ土どするというのなら、話は別だがな……」

　他の長老たちが自分の意見に否定的な態度を取るのを見ていたワンセイ長老は小さくうなずいた。

「諸君らの意見はわかった。実にもっともである。今のナガス族の戦力では、到底セリカスタン全土を支配することはできんだろうし、もしもこの状態で、セリカスタン政府に叛旗を翻せば、どうせまた、あのキンリ族どもが暗あん躍やくして一年前と同じように反ナガス族同盟を結けつ成せいするだろう。そうなれば我々に勝ち目は無い……」

　そこで、ワンセイ長老は、にやりと笑って長老たちを見回して言葉を続けた。

「……だが、諸君。我々の戦力が今の三倍……いや十倍ならどうかね？　戦車も装そう甲こう車しやも兵士も、今の十倍の数があれば、セリカスタンの実じつ権けんをこの手に握ることができるとは思わんかね？」

「十倍だと？」

「そんな戦力を一体どこから調達すると言うのかね？」

「……まさか！」

　シャクドー長ちよう老ろうが目を見開いたのを見て、ワンセイ長老は満足そうにうなずいた。

「さすがはシャクドー長老だ、カンがいいな……実は、諸君らに紹介したい人物がいるのだよ、詳しいことは彼の口から聞きたまえ……」

　長老たちは、互いの顔を見合わせて、小こ声ごえでひそひそと話し合った。

「長老会かい議ぎは、余よ人じんを交えずに行うものでは？」

「長老以外の者を招く時は事前に根回しを行うのが常識だったはずだが……」

　ワンセイ長老は、そういった長老たちの言葉を無視して、会議室の裏うら手てにあるドアを開けて、外にいた人物を招き入れた。

「白竜パイロン殿、こちらへ……」

　会議室に入って来たのは、東とう洋よう人じんらしい切れ長の鋭い目を持つ、軍ぐん人じん風ふうのがっちりした体格の男だった。

　黙って一いち礼れいしたその男の横に立ってワンセイ長老は言った。
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「白竜パイロン殿をご紹介しよう。白竜というのは彼の本名ではない……コードネームである……と言えばおわかりだろうが、彼は中ちゆう華か人じん民みん共和国のエージェントなのだ……」

　六ろく長ちよう老ろうたちの表情は様々だった。

　親しん愛あいの微笑ほほえみを浮かべる者もいれば、警けい戒かい心しんをあらわにする者もいた。

　中華人民共和国との国こつ境きよう線の向こうにもナガス族と同じ言葉を話し、同じ風ふう俗ぞくを持った民族が居きよ留りゆうしている。

　彼らは二千年以上この地に暮らしてきた。そこに国境線が引かれたのは、たかだかここ百年のことである。

　中ちゆう国ごくとソビエト連れん邦ぽうとの政治的緊きん張ちようが高まるまで、国境線は地図の上にあるだけで、砂漠と荒あれ地ちだけの土地には何もなく、この地で暮らす人々は気き軽がるに国境線を越えて行き来し、交こう易えきを続けていたのだ。

　だが、一九六○年代の終わりに、中国とソビエトは国境をめぐって様々な場所で武力衝しよう突とつを起こし、それに伴って国境線は柵さくと鉄てつ条じよう網もうという目に見える物に姿を変えた。

　さらに、両国の中央から国境警けい備びの軍隊が派は遣けんされ、監かん視しの目が強化されることに伴って人と物の交流は激減した。

　しかし一九八○年代に入って両国の政治的緊きん張ちようが緩かん和わするに従って、再び国境を越えた交易は盛んになった。

　ナガス族の人々にとって、中国人の商人は様々な物資を持ってきてくれる大事な相手である。長老たちの中に親愛の表情を浮かべた者がいた理由はこのためである。

　一方、警戒心をあらわにした者にとって、この白竜と名乗った男は中華人民共和国という国家の代だい弁べん者しや以外の何者でもなかった。

　個人としての中国人と、国家としての中国は、全く別物である。

　……この白竜と名乗った男を見て警戒した長老たちは、この基本的な認にん識しきを持っていたのだ。

　ナガス族の長老たちの顔を見回した白竜は、真剣な顔で言った。

「ナガス族は今、危機の瀬せ戸と際ぎわにあります！　目を覚まして下さい！　こちらのつかんだ情報によると、一年前、このセリカスタンの内ない戦せんを終しゆう結けつに導いた軍ぐん師しシマオオカミこと、あの日本人アマヤマタツヤが再びこのセリカスタンに入国したのは間違いありません！　それも、民間人を装い、一切の政府関係者及および政府機き関かんと接せつ触しよくせず、たった一人でセリカスタン北東部のグィーラン方面に向かうバスに乗ったとのことです！」

　その言葉を聞いたとたん、ナガス族の長老たちの間に動どう揺ようが走った。

「間違いないのか？」

「本物のシマオオカミであれば、国こく賓ひん待たい遇ぐうを受けるのが当然であろう？」

「何ゆえにたった一人で、それも首しゆ都とアーディンに留まらず、この東部州に近いグィーランの街に向かったのだ？」

　ヒムカ長ちよう老ろうが、他の長老たちの不安を煽あおり立てるように言った。

「……かくのごとき極ごく秘ひ行動を取ったことから見ても、キシトン大だい統とう領りようの思おも惑わくは明白だ！　ナガス族討とう伐ばつ！　それしかない！　シマオオカミは旅行者のふりをして我々の動向を窺うかがい、ナガス族殲せん滅めつのために動くに違いありませんぞ！　のんびり構えている場合ではありません！　ワンセイ長老の計画に従い挙きよ兵へいする以外に我がナガス族の生き残る道はありません！」

　白竜パイロンは、追つい従しようするような笑いを浮かべて言った。

「我々中ちゆう華か人じん民みん共和国は、ナガス族こそがこのセリカスタンの主しゆ権けんを握るべきだ、というワンセイ長老の意見に心から賛同し、それを実現するための援助を惜しみません。ご長老の中には、我々の意図をお疑いの方もいらっしゃるようですが、ご心配はいりません。我々はこのセリカスタンに一切の領りよう土ど的てき野や心しんを抱いておりません。我々が望んでいるのは、この中央アジアに我国と親交の深い緩かん衝しよう国家が生まれることだけなのです。

　御ご存ぞんじの通り、現在資し源げん開発を進めているカザフスタンやアゼルバイジャンなどの旧きゆうソ連邦ぽうの国家では、わが国の労働者が数万人単たん位いで入国して働いております。

　労働者として正規の手続きを経て入国しているにもかかわらず、これを民族侵しん略りやくと称して攻撃する勢力もございます。

　民族問題は、冷戦終しゆう結けつ後ごの世界的な問題です。我国はこの問題が拡大する前に手を打つべきだと考え、あえてこのセリカスタンの国内問題に介かい入にゆうすることを決めた次第であります。

　まず手始めに、燃料、弾だん薬やくといった軍ぐん事じ行動に必要な軍事物ぶつ資しとトラック、そして人民解放軍の近代化で余よ剰じようとなった装そう甲こう車しや、戦車などを無む償しようで供きよう与よさせていただきます……ヘリコプターは無理ですが、旧式の固こ定てい翼よく機なら何機か都つ合ごうをつけることができるかもしれません」

　ワンセイ長老とヒムカ長老と、もう一人の長老……親しみの表情を浮かべた三人は、身を乗り出した。

「なんと、戦車に飛行機ですと？　それは心強い！　これで政府軍との戦力比ひは大きく変わるぞ！」

「旧式でも構わん！　キシトン大統領はセリカスタン政府軍ぐんの装そう備び近代化を見送って軍事費ひを削さく減げんしたからな、性能的には同じようなものだ」

　喜ぶ三人の長老を冷たく見み据すえてシャクドー長老が言った。

「兵力というのは、正面装備のことを言うのではない。いかに戦車や飛行機があろうとも、それを動かす兵士がいなくては、それは戦力たりえない。そしてナガス族の戦せん士しの数は、政府軍……つまりセルム族とオードン族、そしてキンリ族などの他の部ぶ族ぞくの戦士を合計した数より、はるかに少ない……この事実に気がついていれば武装蜂ほう起きなどというものがいかに無む謀ぼうかわかるはずだ」

　ワンセイ長老はうなずいた。

「ああ、知っておるよ。センドルクの企たくらみが失敗した理由はそれだ。セルム族は政府軍として装そう備びこそ優れていたが、圧倒的な数の兵士を持たなかった。セルム族の勝しよう算さんは、仇きゆう敵てきであるナガス族とオードン族が手を組むことはない、という前ぜん提ていに立ったものだった。

　わしは、センドルクの轍てつを踏む気はない。我々は政府軍ぐんに匹ひつ敵てきする充分な兵士を揃そろえた後に軍ぐん事じ行動を起こすつもりでいるのだ」

　シャクドー長ちよう老ろうは目を見開いた。

「……まさか、装備だけではなく、中ちゆう国ごく人じん民みん解放軍の兵士も受け入れようと言うのか！　それでは……完全に他国の支援と同じではないか！　セリカスタンの将来……いや、ナガス族の未来に禍か根こんを残すこととなるぞ！」

　白竜パイロンは一いち礼れいすると慇いん懃ぎんに言った。

「人聞きの悪いことは言わないでいただきたい。彼らは兵士ではありません。このヌルカの街の北にある谷に建設中の水力発電所のための労働者です。ナガス族の民族独立の意気に感じて義ぎ勇ゆう軍ぐんとして身を投じただけでございます。戦車や装そう甲こう車しやは、建設用の重じゆう機きを改造して作った手製のものです……外してあった砲ほう塔とうを元に戻しただけのことですがね……すでにウルムチーから鉄道で運び込んであります。梱こん包ぽうしてしまえば、いかに西側の衛星でも判別はできますまい……国こつ境きようの警けい備び兵へいや税ぜい関かん職員を抱き込めば、いくらでも運び込めた……というわけですよ」

　シャクドー長老はワンセイ長老と白竜を見み据すえて言った。

「そんな偽ぎ装そうがいつまでも通じるわけが無い！　国際社会が黙っていないだろう……特にロシアだ！　ソビエト連れん邦ぽうは解体したとはいえ、元はと言えばこのセリカスタンはロシア領だったのだぞ！　ロシアの領りよう土どに対する執しゆう着ちやく心しんは並なみ大たい抵ていのものではない！　中国の侵しん攻こうを黙って見逃すはずがない！　今、ここで中国とロシアの間に緊きん張ちようを高め紛ふん争そうを引き起こしても、双方の国家にとって何の利益もない！」

　白竜の慇懃な態度に変化はなかった。

「ええ、あなたのご心配はごもっともです。我が国としても他国との直接武ぶ力りよく対決という事態はなんとしてでも避けたいものですからな……でも、これはすべてセリカスタンの国内問題だとすれば、ロシア連邦も介かい入にゆうするのに、二の足を踏むのではないでしょうか？　実際のところロシアはソビエト時代のアフガニスタン侵攻と、ロシア連邦になってからのチェチェン侵攻で、かなりの痛いた手でをこうむっておりますからね」

　その落ち着き払った態度を見て、シャクドー長老は心の中で舌した打うちをした。

　……そうか、この件はロシアも了りよう解かい済ずみで、きっちり根回しは終わっている、ということか……中国は本気だな。

　ワンセイ長老は、勝ち誇ったように言った。

「……というわけだ。お前が考えるようなことはちゃんと考えてある！　勝算も利益も計算済みだ！　この武装蜂ほう起き計画には、何の問題も無い！　この武装蜂起は二つの段階を踏んで行われる！　まず我々はナガス族の自立を掲げてセリカスタン政府に叛はん旗きを翻ひるがえす！　セリカスタン政府は我々の分ぶん離り独立を認めることは無いだろう。我々に軍を差し向けるに違いない！　しかし、我々には政府軍ぐんを圧倒できるだけの戦力がある！　この戦力をもってセリカスタン政府軍を討うち破り、政府軍を弱体化させたのち、中ちゆう国ごくの後ろ楯だてを得てセリカスタン政府に更なる譲じよう歩ほを迫り、レアメタル埋まい蔵ぞう地帯である北部州しゆうを我々の支配下に収めるのだ！　レアメタルが我々のものになったとき、このセリカスタンは我々ナガス族のものになるのだ！」

「いや、あなたの計画を実行するには、二つの問題がある」

　首を振ったシャクドー長ちよう老ろうを見て、ワンセイ長老は眉まゆをひそめた。

「……二つ？　何と何が問題だと言うのだ？」

「一つめは、中国の本ほん心しんが見えぬということだ。主しゆ義ぎ主張が経済的理由より優先した時代ならいざしらず。今の中国が、何の理由も無く物資、武器だけではなく兵士まで無む償しようで供きよう与よするほどの大おお盤ばん振る舞いをしてくれるとは到とう底てい思えんな。この世にタダほど怖いものは無いということだよ。もし、ここで中国の力を借りてセリカスタンの実じつ権けんを手に入れることができたとしても、その後はどうなるのだ？　お前らは用よう済ずみだから帰れと言っておとなしく帰るとも思えん。ロシアとの摩ま擦さつを避けて、退去するかもしれんが、それとて中国の影えい響きよう力を完全に排除できるとは思えない。そしてもう一つは、このナガスの掟おきてだ。

　あなたが、いかに中国軍と話を通じて計画を立てようとも、それはナガス族の総そう意いとはならない。あなたは六ろく長老の一人でしかない。ナガス族の意い志し決定は長老の全員の総意をもってのみ決定される。

　総意がまとまらぬ時は採さい決けつで多数決けつを。採決をもってしてもまとまらぬ場合は氏族ぞく長ちよう会議を招しよう集しゆうし広くナガス族全ぜん体たいから意見を聞く。この掟がある限り、あなたの思う通りにはならないということだ！」

　ワンセイ長老は、余よ裕ゆうにあふれた表情を浮かべて答えた。

「一つめの問題にあっては、計算されるリスクのうちだ。たとえ中国の影響が残るにしろ、このセリカスタンの実権を握ることができれば、充分お釣つりがくる。そして二番目の問題については、先のことはわからんだろう？　六長老の採決すら行っていないのだぞ？」

　シャクドー長老は、きっぱりと言った。

「よろしい、ではこれより六長老の採決を行おう。そこで否決されれば、ワンセイ長老殿どのの提案は残念だがナガス族の総意とはならない……よろしいかな？」

「うむ、わしは構わん」

　あっさりと言ったワンセイ長老を見て、一いつ瞬しゆんシャクドー長老の胸の中に疑ぎ念ねんがよぎった。

　……妙みようだな。

　この白竜パイロンという中国のエージェントと、これほどまでに話を通じているということは、自分の計画によほどの自信があるということだ。

　確かに、ナガス族は中国に親しん近きん感かんを抱いている。だが、それは個人の中国人に対する親近感であって政府に対するものではない。ましてや、我々は中ちゆう国ごく政府がウイグル自治区くや東トルクメニスタンなどで、民族独立を叫ぶ少数部ぶ族ぞくに対しどんな行動に出ているかを知っている。いかにワンセイ長ちよう老ろうが発言力が強くとも、他の長老がこんな作戦を承しよう認にんするわけがない。

　私と……少なくとも他に二人以上は反対に回るだろう。

　自分によほどの自信があるのか……それとも……。

　そこまで考えてから、シャクドー長老は胸の中に湧わいた疑ぎ念ねんを振り払った。

　……いや、ワンセイ長老ともあろう御お方かたが、ナガスの掟おきてを破るような真ま似ねをするわけが無い。

　否決されれば潔いさぎよく身を引くに違いない。それだけの覚かく悟ごができているからこその余よ裕ゆうに違いない。

　シャクドー長老が、会議室の中に座っている長老をたちを見回して、ゆっくりと言った。

「では、これより、ナガス六ろく長老による採決を行います。我らはナガスの長老にして、我が一族の行き先を決めし者なり。我ら道を誤ることなくナガスの民を導き、ナガスの民の平へい穏おんと繁はん栄えいの責任を負うものなり。ここにワンセイ長老の申し立てし行き先を採決をもって決める！　ワンセイ長老の申し立てし道をともに歩むと決めし者、右手を上げよ！　他の道を行くと決めし者もの左手を上げよ！」

　右手を上げたのはワンセイ長老とヒムカ長老と他にもう一人だけだった。シャクドー長老を含む残りの三人は左手を上げていた。

「採決が割れましたな……では、この件は氏し族ぞく長ちよう会議にかけ、広くナガス族の総そう意いを集めた上で……」

　長老たちの顔を見回したシャクドー長老が、ゆっくりと告げようとしたそのとき。

　いきなりドアが開いて、ＡＫを構えた兵士たちが会議室に飛び込んできた。

　よく訓練された隙すきの無い身のこなしと、機き敏びんな動作から見て、その男たちはナガス族の戦せん士しではないことは明らかだった。

「お前たちは何者だ！」

　ワンセイ長老の横に座ったヒムカ長老は、嘲あざけりの微笑ほほえみを浮かべて勝ち誇ったように言った。

「彼らかね？　彼らはナガス民族解放戦せん線せんの戦士だよ……」

「ナガス民族解放戦線だと？」

　驚くシャクドー長老たちを見回してワンセイ長老は笑った。

「ずっとこの日の来るのを待っていたのだ。わしが長老になったときからな！　六長老の総意と言えば聞こえはいいが、ようは根回しと利益誘ゆう導どうに時間をかけるだけの無む駄だの塊かたまりではないか！　この体制がナガス族にもたらしたものは何だ？　常に他の部族に出遅れ、何一つリーダーシップを取ることもできずに、利益だけでしか動かん軟なん弱じやくな部族だと馬鹿にされ笑われ続けることだ！　一年前の内ない戦せんの際も戦力温おん存ぞんという名めい目もくのもとで犠ぎ牲せいを払うこと……つまり損することを恐れ、逃げ回っていただけではないか！　私がやろうとしているのは、このナガス族に民族としての誇りを取り戻すための崇すう高こうな行為だ！」

「何が崇高な行為だ！　貴き様さまの選んだ道はナガス族を戦乱の中に導くものでしかない！　貴様がやろうとしているのは戦争だ！　戦争とは、得ることができるかどうかもわからない不ふ確実な利益のために、確実に犠ぎ牲せい者が出る最低で最悪な道なのだぞ！」

「貴様にはそう見えるのか……愚おろかな。戦争とは最低でも最悪な手段でもない。確かに犠牲は生じるだろう。しかし、それと引きかえに我々は民族の誇りを手に入れることができる！　民族の誇りは金では買えん！　それは銃じゆう弾だんと兵士の血のみで購あがなうことができるのだ！」

　ワンセイ長ちよう老ろうはそう言うと、ＡＫを持っている兵士たちに向かって、反対派に回ったシャクドー長老と他の二人の長老を指差した。

「連れていけ……言っておくが彼らは立りつ派ぱなナガス族の長老だ。私とは少々考え方が違っただけのな……くれぐれも丁てい重ちように扱え」

　ＡＫを突きつけられたシャクドー長老は笑ってみせた。

「ほう……わしらを殺さんでいいのか？　後々困るかもしれんぞ」

　ワンセイ長老は怒りに満ちた目でシャクドーを見返した。

「勘かん違ちがいするな！　私はテロリストでも暴ぼう君くんでもない！　諸君らは、しばらくこのヌルカの街の某ぼう所しよで暮らしていただくことになる。我がナガス族がセリカスタンの実じつ権けんを握るまでしばらく辛しん抱ぼうしていただこうか……さあ連れて行け！」

　会議室を出て行った戦士たちの一団を見送ったあとで、ワンセイ長老は傍かたわらに立っていた白竜パイロンを見て言った。

「何か言いたそうだな、白竜」

　白竜は小さくうなずいた。

「後こう顧この憂うれいを断つためには、処しよ刑けいすべきかと……」

「殺せばウワサが広まる。そのウワサは回りまわってわしの首を絞しめるだろう。すべての人の口に戸は立てられんし、人の耳に栓せんはできんのだ」

　ワンセイ長老の言葉を聞いた白竜は、酷こく薄はくな笑いを唇くちびるの端はしに浮かべて言った。

「ウワサに力などありますまい。真実とは、国家が認めたもので充分です……」

　この日の夕方、ワンセイ長老は、ナガス族の幹かん部ぶたちに長老会かい議ぎの結果、ナガス族はナガス民族解放戦せん線せんを結成し、武力をもってセリカスタン政府に立ち向かう！　と告げた。

　この言葉を聞いたナガス族の意見は大きく二つに分かれた。

　内ない戦せんが終わって一年。まだ硝しよう煙えんの臭いも収まらぬセリカスタンで、再び戦いの狼煙のろしを上げることに二の足を踏む者は多く、ましてやその引き金を引く側になるということに納なつ得とくしない者はさらに多かった。

　一年前の内戦でオードン族やキンリ族と肩を並べて戦った経験を持つ戦せん士したちの間には反感を持つ者も多く、ナガス族の軍ぐん事じ部門の指導者の中には、この長老会議の決定に従わないことを公こう言げんする者もいた。

　日が落ちたヌルカの街の通りのあちこちに燃えるかがり火の下には、人々が集まって互いに情報を交換したり、この先どうなるのかを話し合っていた。

　ヌルカの街まち角かどに、聞きなれない女性の声でラジオ放送が流れたのはそのときだった。

　そのメッセージは、実に綺き麗れいなセリカスタン語だった。

　東部州しゆうの訛なまりもイントネーションもない、どこか人工的にすら聞こえる発音で発せられたメッセージに違い和わ感かんを覚えた人間は多かったが、最初に感じたその違和感は、メッセージの内容を知るに従って驚きよう愕がくに変わった。

『セリカスタン共和国の人じん民みん諸君！　我々は、ワンセイ長ちよう老ろうをはじめとする六ろく長老の総そう意いによって組織されたナガス民族解放戦せん線せんである！　我々ナガス族は、このセリカスタンの利り権けんを我が物にしようとする悪あく辣らつなるキシトン大だい統とう領りようの企たくらみに対し、敢かん然ぜんと立ち向かう道を選択した！

　この戦いを勝利に導くために、六長老は便べん宜ぎ的にワンセイ長老に全ぜん権けんを委い託たくし、ワンセイ氏を総そう長老とした指し揮き命令系けい統とうを作り上げた。以後、ナガス族のすべての指揮権けんはワンセイ長老に集約される。ナガス族の民族の誇りを確立した後に、各種の権けん限げんは再び六長老に戻されるであろう。

　我々ナガス民族解放戦線は、セリカスタン政府に対しナガス族の実じつ効こう支配区く域いきであるセリカスタン東部州の完全なる自治を要求する！

　この地における司し法ほう立りつ法ぽう行ぎよう政せい、その他一いつ切さいの統とう治ち行為をすべてナガス族が行う！　税の徴ちよう収しゆう、軍隊、警察、裁さい判ばん所の運用についても、この一切をナガス族が独自で行うものとする！　さらに我々は、ナガス族の子供に対して、ナガスの歴史を学ばせることをここに宣言する！　ナガスの子に、セルム族のインテリどもが作った、セルム族に都つ合ごうの良いだけの歪わい曲きよくされた歴史教育を受けさせる理由は無い！

　我々ナガス民族解放戦線は将来的に、ナガス族の実効支配地域における独自通つう貨かの発行と運用をも含む完全な自治を確立する意思がある！

　これに対するいかなる干かん渉しようも圧力も、我々に対する宣せん戦せん布ふ告こくとみなす！　我々はその瞬しゆん間かんからその総力を持って、セリカスタン政府に対し壮そう大だい激げき烈れつなる攻撃を加えるであろう！　我々は完全なる独立のその日が来るまで、ただの一人になろうとも戦い続けるであろう！』

　それは、セリカスタン政府に対する分ぶん離り独立を求める挑ちよう戦せん以外のなにものでもなかった。

　このラジオ放送は、セリカスタンの首しゆ都と、アーディンをはじめとするセリカスタン各地でも聞くことができた。




　この放送が流れ始めた頃、龍たつ也やとリューカ姫、そしてサラサは、首都アーディンの中心部にあるコンチネンタルホテルの一室にいた。

　ヘリに乗せられたあと、龍也とリューカ姫は大だい統とう領りよう府ふの中庭にあるヘリポートで降ろされ、そしてそのまま、会議に出席する部ぶ族ぞく長ちようたちの宿泊先さきであるこのホテルに連れて来られたのだ。

　ホテルの隣となりにある高級スーパーマーケットで買ってきた夜食用の食材を冷蔵庫に入れながらサラサが言った。

「部族長会かい議ぎが開かれている間、しばらくこのホテルで暮らすことになる。ルームサービスを頼んでもいいが、外食ばかりだと栄養が偏かたよるからな」

　龍たつ也やは部屋を見回した。

　ホテルの部屋と言っても、普通の部屋ではない。広いリビングルームに、書しよ斎さいのような小部屋に三つの寝室。二つのバスルームという豪ごう華かな作りは、日本で言うところの高級マンション並みの設備である。

「……こんな高そうな部屋の代金、俺には払えないぜ……大丈夫なの？」

　警けい戒かいするように言った龍也の顔を見て、サラサは笑った。

「安心せい。ここは政府直ちよく営えいのホテルじゃよ。わしとリューカ姫は政府の招待を受けておるけえ宿泊代その他は一いつ切さい無料じゃ。キシトン大だい統とう領りようは、今回のナガス族の騒そう動どうにどう対たい処しよするか、それをすべて部族長会議の場で決めたいと申し入れてきとる。今までのように大統領が勝かつ手てに戦う場所や部隊を決めるのではのうて、すべてを各かく部族に明らかにした上で決めたいと申しておる……なんというか実に開けっぴろげで、少々気が抜けるような気もするが、まあなんでもかんでも秘密にして勝手に事を進めるよりははるかにマシかもしれん……そうゆうわけじゃけえ、この騒動が収まるまで、ここがわしらの家じゃ」

「ああ、そうなんだ……って、俺はどうなるの？」

　サラサは、にやっと笑った。

「お前は姫ひめ巫み女こ様の護もり人びとじゃからな、特別に宿泊を認めよう……言ゆうておくが寝室は別だぞ」

「わかってるよ、そんなこと！」

　ちょっと赤い顔になって言い返した龍也を見て、サラサが笑いながらリビングに戻って来たとき、サラサの胸ポケットに入っていた携帯電話が鳴った。

「おや？　ネマコルからじゃ」

　そう言って携帯電話を耳に当てたサラサの顔色が変わった。

『え？　なに？　ナガス族がラジオ放送を始めたって？　うん、わかった、こっちでもラジオを聴きいてみる。うん、そっちはそっちでカイトグループと接せつ触しよくしてみて……そうよ、あのロシアの子……え？　女は苦にが手て？　なに言ってんのよ、面白がってたくせに……うんわかった、こっちはこっちで動くから。情報ありがとう、じゃあね』

　携帯電話のやりとりを聞いていたリューカ姫が、リビングのサイドテーブルの上にあったテレビとラジオ、そして室内用ＢＧＭのコントローラーに手を伸ばして、ＡＭラジオのボタンを押した。

　プリセットチューナーがスキャンし始めてすぐに、演説調ちようの抑よく揚ようをつけた女性アナウンサーの声が飛び込んできた。

「ナガス民族解放戦せん線せんか……ついに公然と叛はん旗きを翻ひるがえしたな、ワンセイめ……」

　苦にが々にがしげに言うサラサに龍たつ也やは聞いた。

「ワンセイって……あの、キシトン大だい統とう領りようの言うことを信じていなかった長ちよう老ろう？」

「ああそうじゃ。キシトン大統領がいくら、裏うら帳ちよう簿ぼだの、裏うら金がねなどは無い、と言ゆうても信用しなかった強きよう硬こう派の長老の一人じゃ。ナガス族の中でも一いち番ばん発言力が強うて、軍ぐん事じ指導者の一族を牛ぎゆう耳じっておった男じゃよ……」

　そして、ラジオを聴きいていたサラサは怪け訝げんな顔になった。

「……変じゃの？　このアナウンサーの言葉には訛なまりが無い。えらいはっきりとした発音で原げん稿こうを読み上げとる……ひょっとするとナガス族ではないんかの？」

「アナウンサーなんだから、正確な発音をするのは当然じゃないの？」

　サラサは笑った。

「このセリカスタンは多た部ぶ族ぞく国家じゃ。部族が違ったら言葉も違うのじゃ。いくら訓練しても微び妙みようなイントネーションは違うてくるはずじゃ。このアナウンサーはナガス族ではない。どこか他から連れてきたに違いない。一年前、お前が自由セリカスタン放送をやったときを思いだしてみい。ナガス族の本ほん拠きよ地ちであるヌルカの街の放送機き材ざいの出力は、せいぜい首しゆ都とアーディンに届くのがやっとというレベルじゃったはずじゃ。覚えておるか？」

「え？　あ、ああ、うん。覚えているよ、首都では雑音だらけでなかなか聞こえなかったって言っていたよね」

　サラサは真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「うむ、そして内ない戦せんが終了した後、国営セリカスタン放送の地方局として復活しとるが、出力は変わっておらんはずじゃ。じゃのに、この放送はアーディンでも実に明めい瞭りように聞こえとる。おそらくセリカスタン全土に届くほどの出力を持っているのじゃろう……つまり、ナガス族と手を組んだ勢力が、強力な放送機材とアナウンサーをセットにして、セリカスタンに持ち込んだということじゃな」

「持ち込んだって……誰が？」

　怪訝な顔をした龍也を見たサラサは、胸ポケットから携帯電話を取りだして笑いながら言った。

「ちょっと待て、今、専門家を呼ぶけえ」

「専門家って？」

「来ればわかる」

「ちぇっ……何にも教えてくれないんだから……」

　そっけないサラサの返事を聞いた龍也が、半分怒ったようにつぶやくと、斜め前に座っていたリューカ姫がくすっと笑って言った。

『サラサは、タツヤのことを頼りにしているんですよ。だからより詳しく説明して、相談に乗って欲しいんですよ』

「え？　俺を？」

　驚く龍たつ也やを見て、サラサは携帯電話を耳に当てながら首を振った。

「別に頼りにしとらん。このナガス族の反乱は、こいつが引き金を引いたんじゃからな、こいつに責任を取らせるのは当然ということじゃろう……」

　そこまで日本語で言ってから、サラサはセリカスタン語で話し始めた。

『あ、私だ。うん、今、コンチネンタルホテルにいる。そう、大だい統とう領りよう府ふの裏にある迎げい賓ひん用のフロアよ。シマオオカミも一緒。ナガス族のラジオを聞いていたところ。そっちで今いま現在わかっていることを教えて欲しいの……え？　電話じゃダメよ、直接ここに来て、シマオオカミにも話さなきゃ……え？　まだメシも食ってない？　うるさいわね、何言ってんのよ！　それがあんたの仕事でしょうが！　そうよ、待ってるからね、早く来なさい！』

　携帯電話を折りたたんだサラサを見て、龍也は聞いた。

「今の電話の相手……シャリフさん？」

「なんでわかったんじゃ？　わしは名前を言うとらんはずじゃが……」

　驚いたように目を見開いたサラサを見て、龍也は、にやっと笑った。

「だって、妙みように楽しそうだったから……そうじゃないかな？　と思って」

「うるさい！　いおなかげしななことを言うな！」

　サラサはちょっと赤い顔になって龍也をにらむと、リビングの隅すみにある小さな台所に立って、なにやら料理を始めた。

　そして、五分もしないうちにシャリフがやって来た。

　大統領警けい護ご隊たいの制服を着て、黒いベレー帽ぼうをかぶったシャリフは、ホテルのドアを開けて部屋に入ってくると、ソファに龍也が座っているのを見て、にっこり笑って敬けい礼れいした。

『セリカスタンへようこそ、シマオオカミ殿』

『あ、どうも、お久しぶりです』

　頭を下げた龍也を見て、シャリフは小さくうなずいた。

『ふむ……少し顔つきが変わったな、大人おとなの顔になったよ』

『働いていたからかもしれません……といってもアルバイトですけど』

『経験が人の顔を変えるってのは本当だな……』

　シャリフがそう答えたとき、不ふ機き嫌げんそうなサラサの声が飛んだ。

『そんなところで男同どう士しでごちゃごちゃ話してないで、さっさと中に入って来い！』

　シャリフは、龍也に向かって、ひょいと肩をすくめて見せると、そのままリビングに入った。

『まあ、その辺に適当に座ってろ、今、チャイを淹いれるから』

　サラサはシャリフと目を合わさずに、無ぶ愛あい想そな口く調ちようでそう言うと、リビングの隅にあるギャレーで、チャイを淹いれ始めた。

「……なにかあったの？　サラサさん怒ってるみたいだけど？」

　小こ声ごえで聞いた龍たつ也やを、リューカ姫はびっくりしたように見て、口を押さえて、くすくすと笑った。

「なんだよ、何がおかしいんだ？」

　憮ぶ然ぜんとする龍也を見上げて、リューカ姫は悪戯いたずらっぽく笑って言った。

「サラサさんは、シャリフさんが来たんで、恥ずかしがっているんですよ……わかんないんですか？」

　……恥ずかしいから、わざと無ぶ愛あい想そにするって。それって……もしかして。

　やがて、サラサは手にチャイグラスと山盛りのサンドイッチの皿が載ったトレイを持って来て、シャリフの前に置いた。

　フランスパンに良く似た白い大きなパンに、レタスとチーズそして薄うす切ぎりのソフトサラミを何枚も重ねたものをはさんだそのサンドイッチが山盛りになっている皿を見て龍也は目を丸くした。

　……すっげーボリュームだ。これ一個で日本のコンビニで売っているサンドイッチの三個分くらいあるぞ。

『おお、美う味まそうだな。今夜も大だい統とう領りよう府ふに詰めて徹てつ夜やで情報分ぶん析せきしなくちゃならないからなあ……ありがたい！』

　嬉うれしそうに言ったシャリフを見ようともせずに、サラサは、つっけんどんに言った。

『これは、別にあんたのために作ったんじゃないんだからね！　勘かん違ちがいするなよ！　龍也の分だ……まあ、余ったら食ってもいいけど……』

　……うわ、典てん型けい的なセリフ！

　サラサの言葉を聞いた龍也は、思わず笑ってしまった。

「何がおかしいんじゃ？」

　龍也は笑いながら答えた。

「だって、見え見えじゃない、サラサさん……それってツンデレだよ」

　サラサは怪け訝げんな顔になった。

「つんでれ……というのはなんじゃ？　聞いたことも無い日本語を使いよるな、お前は……」

「まあいいよ、説明すると長くなるから……このサンドイッチの量は、どう見ても俺おれ一人分ぶんじゃない……最初から素直にシャリフさんのために作った、って言えばいいのに……」

　サラサは、赤い顔になって目を見開いた。

『ば、馬鹿を言うな！　誰がこんなヤツのために！　余らせて捨てるよりマシ……というだけのことだ！』

『まあいいさ。俺は余り物でも喜んで食わせてもらうよ……サラサが作ってくれたものならね』
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　笑いながら、さらっと言ったシャリフをサラサはにらみつけた。

『……そういう歯の浮くようなことを平気で言うから気に食わないんだあんたは！　食わせてから説明聞きこうと思ったけど気が変わった。先に説明しろ』

『うわ、ひでえ、目の前に食い物置おいて、後にしろ、かよ……仕方ない説明するよ』

　シャリフは恨うらめしそうに言うと、抱えてきたバッグの中から東部州しゆうの地図を取りだして説明を始めた。

『一年前に、内ない戦せんが終わって政せい権けんを継いだキシトン大だい統とう領りようは、公約通りセリカスタンの全部族を平等に扱うための政策を始めた。最初に手をつけたのが、地方の各かく部ぶ族ぞくの支配地ち域いきのインフラ整備だ。南部州ではオードン族の本ほん拠きよ地ちハネイスの復ふつ興こう、そしてこの東部州では水力発電所の建設による電力不足の解消、その他上じよう水すい道どうや道路の整備などだ。それらの財ざい源げんには、政府軍ぐんの軍事費ひの削さく減げんによって浮いた金が回された。軍事費の削減には文句を言うヤツもいたが、前ぜん大統領のセンドルクが莫ばく大だいな金を軍事費に注そそぎ込みすぎていたのも事実だから、そんなに抵抗もなく、すんなり決まった。そして東部州に水力発電所の建設が始まったんだが、その事業を請うけ負ったのがこの中ちゆう国ごくの新しん建けん集団公こう司じという名前の企業だ。カイトグループとかロシアの企業とかも入にゆう札さつしたんだが、この企業が一番安かったんだな……』

　シャリフは地図の中の一いつ箇所を指で示して言葉を続けた。

『中国企業は、中国から資し材ざいを運び込むために、ウルムチーから延びる鉄道を利用して、ここに線を引きたいと申し入れてきた。セリカスタン政府は特に断る理由も無いのでそれを認め、三ヶ月前から重じゆう機きや資し材ざい、そして労働者の運び込みが始まったんだが……こいつを見てくれ』

　シャリフが示したのはシートを被かぶったブルドーザーらしいキャタピラが映った一枚の写真だった。

『ブルドーザーですよね』

『そうだ、一見するとな。でも、その転てん輪りんのデザインは実はＴ─55という戦車のものと全く同じなんだ。確かに古い戦車の足回りをそのまま使って、ブルドーザーを作ることもあるから、一いち概がいにこいつを戦車と決め付けるわけにもいかないので、とりあえず監かん視しの目を強めていたんだが……昨日きのうになってから中ちゆう国ごく人じん労働者の中にとんでもない人物が紛まぎれ込んでいたことがわかった。今回は完全に後ご手てに回っちまったよ』

『とんでもない人物って？』

　シャリフは、ファイルの中から一枚の写真を取りだしてサラサに見せた。

　それは漢かん民族風ふうの切れ長の目を持つ三十代半なかばの男性の写真だった。

『中国人じん民みん解放軍特殊部ぶ隊たい、西せい域いき特とく部ぶのヤン少しよう佐さだ。コードネームは『白竜パイロン』。中国のエージェントの写真を手に入れるのに苦労してね。やっと手に入れて、ナガス族の中にいる協力者に裏を取ったのが昨日でね。一夜開あけたらこの放送ってわけさ。

　このヤン少佐……実際には少佐とは呼ばれてなくて、便べん宜ぎ上そう呼んでるだけなんだが……こいつの所属している西域特部ってのは、ソビエトとモンゴルチベット国こつ境きよう周辺で活動している組織でね。ウイグル自治区くとか、チベットあたりで少数民族の動向を窺うかがっている、武装特とく警けいなんかとは別の組織なんだ。あっちは公こう安あん局の指し揮き下かにあるが、こっちは人民解放軍の上部組織である党とう軍ぐん事じ指導委員会直ちよく属ぞくの連れん中ちゆうだ。

　中国の特殊部隊ってのは、今までそれほど目立った活動はしていないし、上層部もあんまり力を入れていなかったんだが、湾わん岸がん戦争とかイラク戦争でアメリカやイギリスの特殊部隊が実に有効に働いたのを見て気が変わったんだろう。ここ数年急きゆうに動きが活発になってきた。

　主流派の部族ではない部族の長ちよう老ろうを取り込んで、そのままその部族と共に行動して目的を果たすという、イラク戦争などで使われた方法と同じやり方を取っているところを見ると、もしかすると今回の騒そう動どうは、特殊部隊の訓練を兼ねているのかもしれない。

　これはあくまでも「内ない戦せん」だ。たとえ中国の援助を受けようと、中国軍の兵士が混じっていようと、ナガス族の分ぶん離り独立を掲げているかぎり、これは侵しん略りやくではない、って言い張るためにはナガス族の支持を受けて、ナガス族と共に動く必要があるってことだな』

　チャイを一ひと口くち飲んだ龍たつ也やは、怪け訝げんな顔でサラサに聞いた。

「へえ……中国がそんなことするんだ。あの国が他の国の内ない乱らんに介かい入にゆうするなんてこと本当にあるの？」

　龍也の言葉を聞いたサラサはあきれ果てたように口をぽかん、と開けて言った。

「……お前、学校で国際情勢とか、隣りん国ごくがどんな戦争を起こしてきたかとか、そういうんはなにも教えられておらんのか？」

「え？　うん、世界史の近代史は、まず受験に出ないし、国際協きよう調ちようとか国際平和についてはいろいろ教わったけど、隣国の戦争の歴史なんか教えてくれないよ」

　サラサは、がっくりと肩を落としてため息をついた。

「本当に、えらいのんきで、平和ボケした国じゃな日本いうんは……」

　そして、サラサはイスを引くと、龍たつ也やの前に座って腕を組んだ。

「……どこから話せばいいのかわからんけえ、簡単に言うで。中ちゆう国ごくゆうんは、過去において何度も国こつ境きよう線せんを越えて他国に対し武力侵しん攻こうを起こしとる国なんじゃ。

　五十年前の朝ちよう鮮せん戦争の時には義ぎ勇ゆう軍ぐんの名目で待たい機き兵力を含めて百万人という兵力を国境を越えて北きた朝鮮に送ってアメリカなんかの国連軍と戦っとるし、その後も四十年ほど前にはインド、ソビエト、という国と国境線をめぐって次々に武力を交えた紛ふん争そうを起こしよった。二十年ほど前にはベトナムとも紛争を起こしとるが、国境を越えて戦車部ぶ隊たいを含む二十万人の兵力を持つ本格的な部隊を送り込んでおる。中国当とう局きよくは、侵しん略りやくの意い図とは無かった、と言っており、ベトナムに対して一切謝しや罪ざいしておらん。これでわかったじゃろう。中国というのは、侵略の意図が無のうても、必要とあれば他国の主しゆ権けんを無視し国境を越えて軍ぐん事じ行動を起こすことをためらわんのじゃ。社会主義独どく裁さい制せいの国家体たい制せいを取り、なおかつ核かく武装している中国は、アジア各国にとって、最も警けい戒かいされている国家なんじゃぞ」

「でもさ、そんな風ふうに勝かつ手てに国境を越えて軍隊を送り込んだりするのはルール違い反はんじゃないの？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、サラサは肩をすくめてみせた。

「ああ、そうじゃ、確かに国際法ほう違反じゃな……じゃが、知っとるか？　国際法には罰ばつ則そく規定が無い……とゆうか、国際社会には警察も裁判所も無いんじゃ。ルールはある、しかしそれを守らせる機き関かんはどこにも無いんじゃ」

「え？　だって、国こく連れんが……」

「国連ゆうんは、単なる調整役やくにすぎんのじゃ。国連そのものに権力があるわけではないしの。国際社会というのは無む法ほう地帯のようなものなのじゃ。そこにあるのは単なる力ちから関係じゃ、モラルで抑えられているわけじゃない。他国を侵略したり他国の国境線を侵おかして軍を送り込むのは『悪いこと』だからやらないでおこう、という理由で動いている国などひとつもありゃあせんのじゃ。

　力の強いものが、にらみを利かせておるから、ケンカやトラブルが起こらずに済んでいるのじゃな。つまり、この国にちょっかい出したら、バックについているあの大きな国が黙っとらんけえ、おとなしゅうしていよう……という理由で平和が保たれているのじゃ」

「へえ、初めて聞いたよ、そんな話……誰も教えてくれなかった」

　不満そうな顔をする龍たつ也やを見て、サラサは、ぴしゃりと言った。

「教えてくれんのを言い訳にするんは、疑問にも思わなかったし自分で調べようともしなかったという意味じゃぞ、自慢になるか」

「そりゃあそうだけどさ、だって、世の中って知らないことばかりじゃないか。そんなにいちいち疑問に思ってたら、大変だよ。受験のために覚えることだけで精せい一いつ杯ぱいなんだから……」

　サラサは龍也の言い訳を鼻で笑った。

「そこが、凡ぼん人じんと、ほうでない人間を分ける大きな分ぶん岐き点てんじゃの。世の中のすべてを知ることはできんけえ、知らんでもええ。好こう奇き心しんなんか持つのは馬ば鹿か馬鹿しい、と世の中に無関心に受身で生きとくんは確かに楽じゃ。じゃが、楽な道を選ぶゆうんは、世の中の常識に無知なまま生きていくことになるんじゃ。そして、それはリスクを背負い込んで生きる道を選ぶことに他ならん。

　何かを知ろうとして、疑問を持ち、調べる欲求……つまり好奇心を持ってみい、そうやって蓄ちく積せきすることができた知識は、目め先さきの試験には役立たなくとも、社会に出たときに様々なリスクから身を守るために役に立つんじゃ。どうせなら好奇心を持ち積極的に生きたほうが世の中は面白い思うがの」

　龍也はため息をついた。

「確かに、サラサさんは積極的に生きてるよなあ……そんな風ふうに人生を生きられたら楽しいだろうなあ」

　サラサは龍也の頭を小こ突づいた。

「何をさえんことを言うておる！　まだ二十歳さいにもならんくせしよって！」

　サラサと龍也のやりとりを笑って見ていたシャリフが、少し真ま面じ目めな顔で言った。

『……でな、ちょいとキンリ族の力を貸してもらいたいんだ……正確には、あのリネト衆しゆうという連れん中ちゆうの力を借りたいんだ』

　サラサは真剣な目でシャリフを見て言った。

『中ちゆう国ごくの特殊部ぶ隊たいの動どう向こうを監かん視ししておく必要があるってことね？』

『その通り、さすが話が早い。中国の特殊部隊の任にん務むはおそらく二つある。一つはナガス族と連れん携けいして、セリカスタン政府軍ぐんに攻撃を仕掛け内ない乱らん状態を引き起こすこと。もう一つは、その混乱に乗じてセリカスタン国内に破壊工こう作さくを仕掛けて、国民の体感治ち安あんを引き下げ、世せ情じよう不安な状況を引き起こすこと……』

『政府軍にケンカ吹っかけて来るほうは、バンユー中ちゆう将じように任せておけばいいけど、問題はあとの破壊工作のほうね』

「破壊工作って、要するにテロ攻撃のこと？」

　怪け訝げんな顔で聞いた龍也を見て、サラサはうなずいた。

「ほうじゃ、市民を標ひよう的てきにして、世情不安を引き起こす攻撃じゃ。治安は相そう互ご信頼で成り立っておる。バスに乗ったとき、左右に座った人間を疑う者はおらん。みんな自分と同じで、無む害がいな市民じゃと思っとるけえ、バスに乗れるんじゃ。

　この信頼が崩れてみい。もはや通常の市民生活は営めん。生産性は低下し、すべてが破は綻たんしてしまうじゃろう。それだけはなんとしても食い止めねばならん……」

　そしてサラサは、リューカ姫の方を向いて頭を下げた。

『リネト衆しゆうは、本来キンリの里さととキンリの巫み女こを護まもる為ためのものでございますが、このたびのシャリフ殿の願いを受けて、リネト衆を差し向けてもよろしいでしょうか？　姫ひめ巫み女こ様』

　リューカ姫はにっこり笑った。

『一年前の戦いの時と、このたびの戦いは同じですよ、サラサ。キンリの里の平和は、セリカスタンの平和があって、初めて成り立つのです。セリカスタンの危機はキンリの危機です。キンリの里の民として、セリカスタン全体のためにお役に立てるなら、私から言うことはありません』

　シャリフは、リューカ姫に深く一礼したあとで、龍たつ也やに向き直った。

『シマオオカミ殿にも、このテロ工作を食い止める有効な手立てを考えていただけるとありがたいのですが……』

　その言葉を聞いたサラサは、龍也をちらっと見て鼻で笑った。

『はん！　無む駄だ無駄。こいつはシロウトなんだよ。テロリスト対策なんてプロの細かい仕事にはアプローチできっこない。こいつの仕事は、もっと大まかな全体の概がい念ねんを引っくり返すようなことを考え付くことなんだ……さあ、説明が終わったなら、あんたはさっさと帰んな』

『ええっ？　だって俺、まだサンドイッチ食ってないんだぜ！』

　不満そうな顔をするシャリフに、サラサは仕方ない、という風ふうに肩をすくめて言った。

『じゃあ、食っていいぞ。食いきれない分は包んでおいてやる。夜食にしろ。それと、さっきスーパーで買ったオレンジも一緒に入れておいてやる。ビタミンＣとクエン酸さんを補給しておかないと風か邪ぜを引きやすくなるからな、ちゃんと食えよ』

『いやあ、ありがたい、助かる』

　サンドイッチを食べながらにっこり笑ったシャリフを見て、サラサは、はっとしたような顔になってあわてて答えた。

『いいか、誤ご解かいするなよ、お前は立りつ派ぱな戦力だから気を使っているんだからな！』

『はいはい』

　シャリフはどこか嬉うれしそうに答えた。

　シャリフを送りだした後で部屋に帰ってきたサラサは、カウチソファの上で頭の後ろに腕を組んで、天てん井じようを見上げてぼんやりと考え込んでいる龍也を見て言った。

「何を考え込んでおるんじゃ？」

　龍也は視線を天井から床に下ろして言った。

「……いや、軍ぐん師しとか呼ばれたって、俺は別に戦せん略りやくとか戦せん術じゆつとかそんなものを教わったわけじゃないんだなあ、と思ってね。さっきのテロリストのことも、その前の中ちゆう国ごくのことも、俺は何も知らない。ネットで調べたりチャットで聞いたりして、その場しのぎの方法を考えて切り抜けて来ただけなんだよね。なんというか、自じ称しよう・軍師……なんだよな」

　そして、龍たつ也やは自じ嘲ちようするような微笑ほほえみを浮かべて言葉を続けた。

「ネットとかブログでもね、いろんなことを書いているヤツがいるんだ……でも、考えてみれば本当の専門家ってのは、本を書いたり、雑誌に記事を書いたりして、世の中から認められている人たち……要するにプロのことなんだよね。

　自分の脳のう内ないだけで専門家とか評ひよう論ろん家かのつもりでいるのはみんな、誰に認められたわけでもない『自称・専門家』とか『自称・評論家』なんだよ」

　サラサは笑った。

「面白いのう、その『自称』ゆうんは……確かに実績や能力が伴わんかったら、それは嘲ちよう笑しようの対たい象しようじゃな」

　龍也も笑いながら答えた。

「それにしても、どんな職業や仕事でも、頭に『自称』ってつけるととたんにうさんくさくなるから面白いよなあ……『自称・マンガ家』『自称・ラーメン屋』『自称・国会議員』『自称・声せい優ゆう』……うわあ、どれもこれも、まともに聞こえない」

　そのとき、リューカ姫が、少し怒ったような口く調ちようで言った。

「タツヤは自称・軍師ではありません！　本物です！　なぜならタツヤは実績を残しているからです！　キンリの民はタツヤに救われました。オードン族も、シーデも、そしてインナルドの民たみも、このセリカスタンに暮らす人たちは、内ない戦せんを止めさせてくれたタツヤに感謝しています！　それの、どこが自称なんですか？　タツヤはもっと自信を持って堂々と胸を張っていいんです！」

　龍也は照れたように頭を搔かいたあとで不安そうに答えた。

「うん、ありがとう……でもさ……俺は軍ぐん事じ知識も何も無いアマチュアだってことに変わりないんだよ。たまたま運うんが良かっただけで、俺おれ自身には何の能力も無いんだ。今度の戦争は、国と国との国際紛ふん争そうなんだ。どっかの部ぶ族ぞくと戦うとか、どっかの地方都市の守備隊たいをどうするのか、とかそんな小さい戦争じゃない。政府とか国家とかそんなレベルの戦争に俺みたいな人間が口を出せるわけない……」

　サラサが、やれやれ、という風ふうに首を振って言った。

「どげな大きな出来事も、細かい局面の積み重ねで成り立っておるんじゃ。お前にいきなり国家の舵かじ取とりなんぞさせるわけがなかろう！　お前に求められとるんは、何万という軍ぐん勢ぜいを縦じゆう横おう無む尽じんに指し揮きして敵を打ち破ることでも目の前にいる敵に向かって銃を撃うって倒すことでもない。お前に求められているのは、目の前の問題をどうやって切り抜けるんかの発想じゃ。お前は自分で言うとる通りアマチュアじゃが、ほじゃけえ奇き抜ばつなものを思いつくんじゃ……リューカ姫の言う通り、自信を持ってアマチュアじゃと胸を張ればええ……さて、明日は朝から部ぶ族ぞく長ちよう会議じゃ。そろそろ寝たほうがいいな。こっちの部屋はわしとリューカ姫が使うけえ。お前はあっちの部屋で寝え……」

「うん……」

　立ち上がった龍たつ也やを見てサラサは、真ま面じ目めな顔で言った。

「寝室のドアには鍵かぎは無いが……くれぐれも変な気を起こすなよ」

「わかってるよ！　切り刻んで平原オオカミのエサにするんだろ？　サラサさんが一緒にいるのにそんなことするもんか！」

　龍也の言葉を聞いたサラサは、にやっと笑って答えた。

「ほう……つまりわしがおらんかったら、そがなことをするゆうんか？」

「サラサさん！」

「冗じよう談だんじゃ、本気にせんでええ」

　真まっ赤かになった龍也と、なぜかそれにも増して頰ほおを赤らめるリューカ姫を見て、サラサは面白そうに笑った。







　　　第三章　「売られたケンカと買わないケンカ」







　次の日、首しゆ都との大だい統とう領りよう府ふにある本ほん会議場では、しょっぱなから各かく部族の代表者を集めて緊きん急きゆう部族長会かい議ぎが開かれた。

　セリカスタンは、セルム、オードン、ナガスの三さん大だい部族と、キンリ、ラシク、エンキ、セライの四つの中小部族の七つで成り立つ部族国家である。

　この日の会議は、この七つの部族の中から、叛はん旗きを翻ひるがえしたナガス族を除いた六つの部族の族長と各部族の軍ぐん事じ部門代表者、そしてセリカスタン政府の閣かく僚りようなどが出席し、ナガス族の離り反はんにどう対たい処しよするかについてを話し合うものだった。そして、夕べ行われたナガス民族解放戦せん線せんの放送の内容が明らかになったことから、朝から大おお騒さわぎになっていた。

「行ぎよう政せい権けんだけではなく、司し法ほう、立りつ法ぽう、軍事指し揮き権けんに至るまで要求するというのか！」

「これは……自じ治ち権の拡大などではない！　分ぶん離り独立の要求ではないか！」

「一いつ体たい何を考えているのだ、ナガス族の連れん中ちゆうは！　分離独立してどうやって国を運営していくつもりだ！　あそこには、これといって産業もなければ産物も無い。あるのは中ちゆう国ごくと東ヨーロッパを結ぶ鉄道と街道しかないのだぞ！」

「一いち部ぶ族ぞくでしかないナガス族がセリカスタン政府に叛はん旗きを翻ひるがえすなど、どう考えても常じよう軌きを逸いつしているとしか言いようが無い！　勝てると思っているのか？」

　驚き騒ぐ族ぞく長ちようたちの顔を見回して、内ない務む大臣のリネムがゆっくりと言った。

「叛旗を翻すからには、それなりの勝しよう算さんがあるのでしょうね……ナガス族だけで戦うつもりなど、最初から無いのだと思われます」

　族長たちの間に困こん惑わくと、嫌けん悪おの表情が浮かんだ。

「それはつまり……ナガス族はセリカスタン国外の勢力と手を結んだということですかな？」

　リネム大臣はうなずいた。

「ええ、そう判断せざるを得ません」

　リネム大臣はそこで言葉を切ると居い並ならぶ族長と政府首しゆ脳のうを見回して、ゆっくりと言葉を続けた。

「はっきり言いましょう。ナガス族と行動を共にできる勢力……それはおそらく中ちゆう華か人じん民みん共和国でしょう」

　会議場にいる人々の間に驚きの声は上がらなかった。

　驚きがあるとすればそれはリネム大臣が、あっさりとその名前を口にしたことに対してである。

　それほど、ナガス族と中国との関係は周しゆう知ちの事実だった。

　族長たちは、互いの顔を見合わせると、暗い顔で小さくうなずきあった。

　そのとき、この会議にリューカ姫と共に参加していたサラサが手を上げて言った。

「十年前の独立時じの内ない戦せんでも、そして一年前の内戦でも、確かにナガス族は中国から補ほ給きゆうを受け取っておりました。しかし、それはあくまでも少量の弾だん薬やくや燃料などの、いわゆる消しよう耗もう品ひんです。今回、これほどまでに公然と中国がナガス族を支援する目的は何だとお考えですか？」

　リネム大臣は横に並んだ四十代の実直そうな男を見た。

「それについては、外がい務む次じ官かんが説明します」

　外務次官は小さく一礼すると、立ち上がって話し始めた。

「十年前のわが国の内戦は、どこの国も特定の宗教勢せい力りよくも関心を持たず、全く無視されました。それがゆえにどこからも武器や兵力の支援が無く、各かく部族とも武ぶ器き弾薬を使い果たして、早期終しゆう結けつしたのですから、結果的には良かったのかもしれません。しかし、三年前に我が国の北部でレアメタル……要するにタングステンですが、これの鉱こう脈みやくが見つかって事態は急きゆう変へんしました。我が国は各国の関心を集める存在になってしまったのです。

　ご存ぞん知じの通り今、全ぜん世界で流通するタングステンの実に八割以上は中国で産出されております。事実上じよう売り手側がわの独どく占せん状態であり、価格は高こう騰とう化かの一いつ途とをたどっています。しかし、我が国がタングステンを産出し始めればこの独占状態は解消され、出しゆつ荷か価格は下げ落らくします。

　改革開かい放ほう経済に移行し急速に近代化が進む中ちゆう国ごくにとって、最大のアキレス腱けんはエネルギー問題です。中国が必要とする石油の量は莫ばく大だいなものに膨ふくれ上がりつつあります。もはや輸入のために必要な外がい貨かを稼かせぐことになりふり構わなくなってきたのだということです」

　外がい務む次じ官かんの言葉を聞いたサラサは、つぶやくように言った。

「セリカスタンの国内情じよう勢せいを混乱させて、タングステンが市場に出回るのを少しでも遅くできればその間、自分の所のタングステンを高く売りつけることができるってことなのかもしれないけど……このセリカスタンは旧きゆうソビエト領りようよ。独立したとはいえロシアとのつながりは強く、相互不ふ可か侵しん条約だけではなく安全保ほ障しよう条約も結んでいるわ。これはこのセリカスタンを侵しん略りやくした敵は自動的にロシア連れん邦ぽうの敵とみなす、という軍ぐん事じ同どう盟めいよ。セリカスタンの要よう請せいがあればロシア連邦は支援のために軍を派は遣けんすることになっているわ。

　この安全保障条約のことを中国が知らないわけがない。なのに、なぜ、こうやって公こう然ぜんとナガス族を支援できるのかしら？　中国が、ロシア連邦と一いつ戦せん交える気があるとは思えないんだけど……」

「その件ですが……」

　外務次官は、少し困ったような顔でリネム大臣を見た。

「ここから先はかなりの憶おく測そくを交えることになりますので、情報の正確さは落ちますが、よろしいでしょうか？」

「構いません。どのみち、こういった国家間における裏うら交渉は明確な証しよう拠こは何なに一ひとつ残しません。状況証拠のみで判断せざるを得ないのです……状況証拠から結論を引き出すというのは、先せん入にゆう観かんに捉とらわれやすく、一歩間ま違ちがうと陰いん謀ぼう論に堕だするのですが、それは予想されたリスクのうちです。こちらで判明している限りのことをお話しして下さい」

　リネムに先を促うながされた外務次官は手元にある資料に目を落としながら話し始めた。

「今いま現在、国際社会において中国の行動に関与できるのは、パワーバランスから見てもアメリカをはじめとする西にし側がわ資本主義諸しよ国こくと、そしてロシア連邦だけです。

　しかし、アメリカをはじめとする西側諸国の経済は、もはや中国の市場と豊富な労働力がなければ維い持じできません。実じつ質しつ的に経済そのものを中国によって支えられていると言っても過か言ごんではありません。もし中国が他国に武器や兵力を直接供きよう与よし、軍事的なプレゼンスに関かん与よしても、口くち先さきでは非ひ難なんするでしょうが、軍事的な直接アプローチはもちろん、経済的な制せい裁さいや国連決議すら行われない可能性が高いのです……事実上、今の中国は国際的にフリーハンドに近いと言えるでしょう。

　現在の中国の政せい権けんは、国家全体の目標については以前の鄧とう小しよう平へいの路ろ線せんを継けい承しようしているように見えますが、国こく益えきに関する部分においては、個別に判断して積極的に介かい入にゆうするという方針を取っております。この関与はその方針に基づいて行われているものと思われます。

　そして、この方針によって中国とロシア連邦との関係は、一層緊きん密みつになりつつあります。十年前わが国が独立した当時のソビエトは完全に経済的に破は綻たんしており、旧きゆうソビエト圏けんの国家に西側の資本が食い込み、資し源げん開発を行うことを好ましくないと思いつつも、黙もく認にんせざるを得ませんでした。しかし、シベリアの資源開発が進み、産さん油ゆ国こくとなったロシアは経済的に立ち直りつつあり、旧ソビエト連れん邦ぽう諸しよ国こくに西側の資本が入り込んでいることに不快感を表すようになっております。現にアゼルバイジャン共和国とロシア連邦との間で発生したトラブルの原因は、アゼルバイジャンで産出される原油がＢＴＣパイプラインによって、西側のトルコに直接送られるようになり、ロシア向けの輸出枠わくが減らされたことに端たんを発したものです。

　この構こう図ずはそのまま我が国におけるタングステン鉱こう床しように当てはめることができます。我が国は早くから西にし側がわ資本……カイトグループによる資源開発を受け入れ、西側の資本がもたらす資金で国こく軍ぐんの近代化を成し遂とげました。ロシア連邦にとって、それは苦にが々にがしい出来事であったことは間違いありません。

　ロシアから見れば、我が国は西側にすり寄り、金をもらっておきながら、国の安全保ほ障しようについてはロシアに依い存ぞんするという、実に憎たらしい小国に見えるのだと思われます。

　今回のナガス族の反乱に対する中ちゆう国ごくの支援をロシアは黙もく認にんする可能性が大きいと判断せざるを得ません」

　サラサは、眉まゆをひそめた。

「それはつまり、もし、中国の介かい入にゆうが本格化しても、ロシアは知らん顔をするかもしれないってこと？」

　外がい務む次じ官かんは首を振った。

「いかに苦々しく思っていたとしても、中国軍の正せい規き部ぶ隊たいが国こつ境きよう線せんを越えてなだれ込んで来てこのセリカスタン全土が中国領りよう土どになることを見み過すごすことは無いでしょう。しかし、このセリカスタンを内ない戦せん状態に置いて、西側資本がこれ以上介入できないようにするという中国の目的は、黙認するものと思われます」

　リネム大臣はつぶやいた。

「ロシアの目的は、要するに中国の介入によって内戦が長引き。西側資本が我が国から撤てつ退たいすることね。中国は、タングステンを採さい掘くつさせたくない。ロシアはこれ以上西側の資本が食い込むことは面白くない……そういった意向が一致したと見るべきね」

「ナガス族の馬鹿長ちよう老ろうどもめ！」

　大声でわめいたのは、オードン族の族ぞく長ちようサゴンだった。

「中国と手を組むということがどういうことなのか、自分たちが利用されていることに気づいておらんのか！」

　リネム大臣が、小さく首を振った。

「勘かん違ちがいしないでサゴン族長。これは、ナガス族のすべてが中国軍の介入を歓迎している、ということではないわ。その証しよう拠こに、再び内戦になることを嫌った氏し族ぞくや、軍の一部が続々と東部州しゆうから逃げだしているという情報が入ってきています。

　その人たちから、ナガス族の六ろく長ちよう老ろうの集団指し導どう体制が、強きよう硬こう派はであるワンセイ長老の単たん独どく指導体制に切り替わったという情報も入ってきています……ナガス族も決して一枚岩いわではないのですよ……」

　そして、リネムはあらためて会議室を見回してから言った。

「とりあえず、今現げん在ざい我々が置かれている立場について、必要と思われる情報は皆さんにお話ししました。今後の対策について決定する前に、二時間の休憩を取りたいと思います。この間に各かく自じでお話をしていただいて、その後に方針を策さく定ていいたしましょう……では、これにて一いつ旦たん閉会とします」

　部ぶ族ぞく長ちようとセリカスタン政府の首しゆ脳のうは、一いつ斉せいに立ち上がって、互いに声こわ高だかに話し合い始めた。




　一方、その頃ころ会議場のキンリ族用の控え室では、ヒマを持て余した龍たつ也やが腕を組んで考え込んでいた。

　最初は、会議場の様よう子すをテレビモニターで熱心に見ていた龍也だったが、国際情じよう勢せいの話になったとたんに、ついていけなくなっていた。

　でも、中ちゆう国ごくとロシアが、このセリカスタンに混乱を引き起こそうとしているということだけはわかった。

　……以前、サラサさんに、内ない乱らんというのは外の勢力から援助が流れ込むからいつまでも長引くんだと聞いたことがある。

　国の中だけで戦えば、弾だん薬やくも燃料もあっと言う間に底をついて、戦いたくても戦えなくなるから、すぐに終わるんだって。

　……セリカスタン政府に叛はん旗きを翻ひるがえしたナガス族は、中国から援助をもらうことに決めたらしい……ってことは、つまりこの戦争は長引くってことなんだろうか？

　セリカスタン政府軍ぐんだけで抑さえ込めなかったら、セリカスタン政府はロシア連れん邦ぽうに援助を求めるのかもしれない。そうなったら、同じセリカスタン人同どう士しがそれぞれ中国の武器とロシアの武器を使って戦うことになるんだろうか？

　小しよう国こくが大たい国こくの支援を受けて互いに殺しあうこういう戦争を代だい理り戦争って言うんだって何かの本で読んだことがある。

　……そんなことは誰も望んじゃいない。なのに、なぜ、みんな戦争をやめられないんだろう？

　じっと考え込んでいた龍也は、控え室のドアノブを回す、がちゃ！　という音で我に返った。

　あわてて顔を上げると、そこにサラサとリューカ姫が立っていた。

「なんじゃ、寝とったのか」

「あ、いや、ちょっと考え込んでいたんだ。代理戦争ってどうして起こるんだろうって……」

　サラサは怪け訝げんな顔をした。

「小しよう国こくは大たい国こくの下につかねば生きていけんけえ、しかたないんじゃ……日本だってアメリカの下について、中ちゆう国ごくやロシアと国こつ境きようを接してにらみあっとるじゃろうが」

「いや、日本は島国だもの、国境を接している国なんかないよ」

　不満そうに答えた龍たつ也やを見て、サラサはあきれたように言った。

「海の上にも国境はあるじゃろうが！」

　龍也は、はっとしたように顔を上げた。

「あ、そうか。そう言えばそうだよね……北海道の北はロシアだもんな」

　サラサは、やれやれ、という顔で言った。

「本当に日本人ゆうんはのんきじゃのう……ようもまあ、そんなんで国がやって行けるもんじゃと感心するわ」

　龍也は考え込んだ。

「たしかにそうだよね。日本人って、自分の国の中のこと以外には興味がない人間ばかりだ。日本以外は全部ひっくるめて『外国』としか思ってないところがある……俺だって一年前にここに来るまで、セリカスタンって国があることさえ知らなかったもんな……」

　リューカ姫が、龍也の顔を覗のぞき込んで聞いた。

「日本の人は、セリカスタンのことを御ご存ぞんじないのですか？」

「あ、うん。知らないと思う……本当に興味ないんだよ、日本人って。特に、このあたりのことは本当に知らない。カザフスタンとかキルギスタンとかアゼルバイジャンとか言われて、その場所がピンと来る日本人なんてめったにいないと思うな。そもそもそんな国があることすら知らないし興味ないんだ」

「そうなんですか……ちょっと寂しいお話ですね、それは」

　悲しそうな顔で答えたリューカ姫を見て、龍也はもう一度考え込んだ。

「うーん、日本とセリカスタンと、何か共通の話題とか、そういったものがあれば、日本人の興味を引けるかもしれないな……でも、何があるんだろう？」

「日本人にセリカスタンのことを知らせる方法を考えるのもええが、ナガス族に肩入れしている中国をどうするか方法を考えてくれんか？」

　控え室の中に用意されていたティーポットでチャイを入れたサラサが、チャイグラスをリューカ姫と龍也に差しだしたとき、誰かが控え室のドアをノックした。

　サラサが、すっと立ち上がって、ドアのところにある覗のぞき窓から外をうかがった。

　右手がヒップホルスターの上にさりげなく添えられていた。

　その、隙すきのない身のこなしを見た龍也は、はっとした。

　……そうか、ここは日本じゃないんだよな。

　たとえ大だい統とう領りよう府ふの中にある部屋だって、安心して気を抜いちゃいけないんだ。常に何があってもいいように気を使うことが求められているんだ。

　……こんな簡単なことですらできないなんて、やっぱり俺は平和ボケしているのかもしれないな。

　龍たつ也やがテーブルの上に出してあった両手をぎゅっと握ったとき、リューカ姫がすっと手を伸ばしてその握りこぶしの上に手のひらを乗せた。

「え？」

　顔を上げた龍也を見て、リューカ姫は優しく微笑ほほえんだ。

「タツヤは優しい人です。そして強い人です。人から傷つけられることを怖れるあまり、人を傷つけることを選ぶ人は、本当は弱い人なんですよ」

「……ありがとう」

　龍也が照れたように微笑んだとき、部屋の中に四十過すぎの温おん和わな顔つきの女性と、そしてスーツ姿の背の高い男が入って来た。

「リネム大臣と……キシトン大だい統とう領りよう！」

　リューカ姫がそう言って立ち上がったのを見て、龍也もあわてて立ち上がった。

　キシトン大統領は、龍也のところにやって来ると、すっと右手を差しだして、にこにこ笑いながら言った。

「一年ぶりですね、シマオオカミ殿……セリカスタン政府を……いえ、セリカスタン国民を代表して歓迎いたします」

「あ、どうも……なんか、とんでもない時に来てしまって、ご迷めい惑わくをおかけしました……」

　龍也がそう言って頭を下げると、キシトン大統領は笑った。

「あらかじめ、我が国を訪問したいとご連絡いただければ、国こく賓ひんとしてお迎え致しましたのに……あくまで一いち旅行者として我が国に来られるとは思ってもおりませんでした。ナガス族の長ちよう老ろうもどうやらそう思っていたらしくてね……そこに何か意味があると思ってしまったようだ。君の名前は我が国では特別の意味を持っているから仕方ないんだが……」

「どうもすみません」

　もう一度頭あたまを下げた龍也を見て、キシトン大統領は首を振った。

「いやいや、君が頭を下げることではない。それどころか、こちらが頭を下げねばならないようだ……」

「と、言いますと？」

　怪け訝げんな顔をする龍也の前に中年の女性が進み出て右手を差しだした。

「お久しぶりね、内ない務む大臣のリネムです。私からご説明致いたしましょう」

「あ、どうも」

　あわててその手を握った龍也を見て、リネムは、ちょっと真ま面じ目めな目で言った。

「我が国に入国している外国人の方には申し訳ないが、ナガス族の武装蜂ほう起きに伴い、国家非常事じ態たい宣せん言げんを行いました。現在空くう港こうと国こつ境きよう線せんを閉へい鎖さしています」

　龍たつ也やは目を見開いた。

「それって……飛行機は飛ばないってことですか？」

「ええ、カザフスタンとの間に、国外に出る外国人専せん用ようの特別便びんを一日数すう便びん飛ばすつもりですが……悪いが君には出国許きよ可かを出さないつもりです」

「ええっ！　じゃあ、日本には帰れないんですか？」

　リネム大臣は、済まなそうに頭を下げた。

「君には申し訳ないが、我が国は君を必要としています……正確に言うならばシマオオカミという名前と君の存在です。この先、ナガス民族解放戦せん線せんとの戦いが避けられなくなったとき、君が我々の側にいるということを広くアピールしたいのです。セリカスタンの人々にとって、英えい雄ゆうシマオオカミ、軍ぐん師しシマオオカミの名前と君の存在は十万の兵士に勝る効果を持つ。ぜひとも我が国のために力を貸して戴いただきたいのです！」

　龍也は面めん食くらったような顔で首を振った。

「あ……いや……力を貸すって言ったって、俺には何もできませんよ。軍ぐん人じんとして訓練を受けたこともなければ、これといって特とく技ぎがあるわけでもありません。一年前の内ない戦せんのときだって、俺は何もしてません。ちょっとインターネットを使えて、色いろ々いろ調べることができただけの高校生だったんです……んでもって、一年経たった今も、まったく変わっていないんです……高校生から予備校生になっただけで……」

　リネム大臣は笑った。

「安心して。誰も君に銃を持たせたり、部ぶ隊たいを指し揮きさせようとは思ってはいないわ。我々が君に期待しているのは、我々のような軍人とは違う発想なのです。訓練と経験によって知識や情報が蓄ちく積せきされればされるほど、人間の発想は固定観かん念ねんに囚とらわれ柔じゆう軟なん性を失っていく。いわゆる専門馬ば鹿かと呼ばれる現げん象しようです。問題をブレイクスルーするためには君のような存在こそが求められているのですよ」

「でも……」

　龍也が首を振ろうとしたとき、黙って会話を聞いていたサラサが笑いながら言った。

「すごいじゃない、タツヤ。軍ぐん事じオブザーバーとしてオファーが来るなんて！」

「オブザーバー？」

　目を丸くする龍也を見てサラサは、面白そうにうなずいた。

「うん、一国の軍事行動に対して助言し、指導する立場にいるんだから、これはもうオブザーバー以外の何者でもないわね。ギャランティの交渉肩かた代がわりしてあげようか？　仲ちゆう介かい料はまけといてあげる」

　龍也は顔をしかめた。

「いいよ、そんなの……ギャランティなんてもらうつもりはないよ。一年前だってそうだっただろう？　お金のために何かをするつもりはないんだ」

　その、龍たつ也やの答えを聞いたキシトン大だい統とう領りようはにこにこ笑って聞いた。

「何かをするときに、お金をもらわないってことは、ボランティアってことですよね？　ボランティアって、二種類あると思うんです。お金をもらうと責任を負うことになる、その責任を負いたくない。投げ出して途中で逃げても責められないための逃げ道としてお金をもらわないっていうのと、本当に損そん得とく抜ぬきで誰かのために何かをしようというときです……シマオオカミ殿はどっちですか？」

　龍也は、その単たん刀とう直ちよく入にゆうな言い方に少し驚いた。

　リネム大臣とサラサも同じように驚いたのだろう、場の空気が変わった。しかし、キシトン大統領は自分が言ったことに何なに一つ疑問を持たないような顔で笑っていた。

　その笑顔を見て龍也は思った。

　……そうか、今の質問は別に含むところは何もないんだ。疑問に思ったから聞いた。ただそれだけなんだ。

　でも……人の言葉や態度の裏に何かがあると勘かんぐる人は、こう聞かれたらきっとそこに悪あく意いを感じるだろう。あてつけか何かで言っているに違いないと思い込むだろう。

　この人は鏡かがみなんだ。

　人は悪意で動くと思い込んでいる底そこ意い地じの悪い人には、この人はむちゃくちゃ底意地の悪い人に見える。そして人の言葉を疑わない素直な人には、この人はすごく素直な人に見えるだろう。

　龍也は笑って答えた。

「損得抜きの方です……」

　そして龍也は隣となりにいたリューカ姫をちらっと見てから言葉を継いだ。

「日本では、一番大切なことや大事なもののことを、お金には代えられないって言い方をするんですよ」

　リューカ姫が赤い顔になって下を向いたのを見て、キシトン大統領がにっこり笑った。

「へえ、日本人というのは経済観かん念ねんを優ゆう先せんする人たちばかりだと思っていたのに、そんな言い方があるんですねえ……いい言葉だと思いますよ」

　そして、キシトン大統領は、気がついたように言った。

「そうそう、あなたが日本にお帰りになった後、我が国は特別文化交こう流りゆう財ざい団だんを作りまして、大統領府ふの中に日本館を作りました。日本の文化や日本の技術を紹介する展示館ですが、我が国で働いていた日本人技術者の方から寄き贈ぞうして戴いただいた本やコミックが数百冊さつあります。お暇ひまでしたら顔を出していただければ、良い気晴らしになるのではないかと思いますよ」

「日本人技術者って……もしかして相そう元もとさんかな？」

　キシトン大統領は嬉うれしそうにうなずいた。

「そうです、そのソウモトという方です。私は日本語は読めませんが、日本のコミックというのはなかなか面白いものですね……それと、子供達たちの情じよう操そう教育と記録のためにと、中古のデジタルカメラを百台ほど日本のＮＧＯの方から送って戴いただきました。デジタルカメラは印いん画が紙しやネガフィルムを必要としないので、コストが安く、非常に助かります。ソーラーバッテリーが揃そろったら、各地の学校に配布して子供達を喜ばせようと思っております。文化庁のほうで補助金きんを出し、国営テレビで日本のアニメを週に五本放ほう映えいしておりますし、今や我が国は日本ブームです……それもこれもあなたのおかげなのですよ、シマオオカミ殿。あなたの存在が我が国の頑がん迷めいさを打ち破り、開かれた国にしてくれたのです……」

　そしてキシトン大だい統とう領りようは腕時計に視線を落として言葉を継いだ。

「……あと一時間しかありませんが、少しお話をしませんか？　シマオオカミ殿からもアドバイスを戴きたいのですよ」

「あ、はい、俺……じゃなかった私でよければ……」

　急に真ま面じ目めな言い方になったのがおかしかったのだろう、リューカ姫がくすっと笑った。




　テーブルの上に、サラサが入れたチャイグラスが並び、控え室の中に白い湯ゆ気げと共にチャイの香りを振りまいていた。

　目の前にあったチャイグラスを手に取ったキシトン大統領は一ひと口くち飲んでから言った。

「私は、今回のナガス族の要求をすべて認めようと思うのだよ……彼らが求めるものをすべて与えるつもりだ。完全なる自じ治ち、軍隊の保持と指し揮き権けん、子供の教育権、独自通つう貨かの発行も認めていいと思っているのだ……」

　リネム大臣は驚いたように目を剝むいた。

「なんということを！　それでは、ナガス族の分ぶん離り独立を認めるというのと変わらないわ！　あなたは、このセリカスタンを割るつもりですか！」

　キシトン大統領はうなずいた。

「うむ、たとえこのセリカスタンの東部州しゆうが別の国家になろうとも、それと引き換えに戦いを避けることができるのなら、安いものだとは思わないかね？　……それに、私はずっと考えて来たのだが、ここでナガス族が分離独立し東部州が失われた場合に、このセリカスタンに与える損害と、それを認めぬことで争いが起こったときに、このセリカスタンに与える損害はどっちが大きいのだろうか？　とね……リネム大臣はどう思う？」

「それは決まってます！　東部州が独立すれば、セリカスタンという国家を運営する上でさまざまな不ふ利益が生じます！」

　憤ふん然ぜんとして答えたリネム大臣を見て、キシトン大統領は首をひねった。

「不利益って……具体的にどんなものなの？　それは軍を差し向けて戦争を起こしてでも守らなくちゃならないほどの利益なのかな？」

「それは……確かに目に見えるほど大きな不利益はありませんが、国内に中ちゆう国ごくの息のかかった勢力が実じつ効こう支配する土地があるというのは、いわば侵しん略りやくのための橋きよう頭とう堡ほを築きずかれたようなものなのですよ。いつ、そこを足がかりにして中ちゆう国ごくが攻め込んで来るかわかりません。我わ国の安全保ほ障しよう上から考えても、ナガス族の分ぶん離り独立を認めてはならないものと思われます」

「うーん、そうかもしれないが、私はそれでも戦いを起こしたくないのだ。セリカスタン国内でこれ以上戦いを続けては、国民に負ふ担たんがかかりすぎる。戦うことなくこの場を収め、一刻も早くタングステンを市場に出して、この国を豊かにしなくてはならないのだ」

　キシトンとリネム大臣の会話を聞いていた龍たつ也やは、じっと考えていた。

　……さっき、ロシア連れん邦ぽうとセリカスタンとの間に結んだ安全保障条約についてサラサさんが質問したときに、確か、ロシアはセリカスタンが中国の領りよう土どになってしまうことは望んではいないだろう……って話をしていたような気がする。

　そして、中国もセリカスタンの内部で混乱と不安定、つまり戦争が起こることを望んでいるだけで、セリカスタンを占せん領りようすることまでは考えていないって話だった。

　……ということは、リネム大臣の心配はもっともだけど、もしキシトン大だい統とう領りようの言うようにナガス族の言い分を認めても、それがそのまま中国の占領を招くことにはならないんじゃないのかな？

　この分離独立宣せん言げんとかナガス民族解放戦せん線せんとか言っている連れん中ちゆうの目的は、セリカスタン政府にケンカを売ることだ。セリカスタン政府を挑ちよう発はつして、このセリカスタンに内ない戦せんを起こすことが、あいつらの目的なんだ。

　でも……もし、キシトン大統領の言う通りナガス族の言い分を全面的に認めたら、あいつらはどうするんだろう？

　戦争を起こす理由がなくなっちゃうんじゃないだろうか？　中国の力を借りる理由だってなくなるんじゃないのかな？

　龍也は顔を上げて言った。

「あの……売られたケンカって、絶対に買わなくちゃいけないんですか？」

「え？」

　キシトン大統領とリネム大臣は、驚いたように目を見開いた。




　この日の夜、セリカスタン国こく営えい放送は特別番組を編成し、テレビとラジオでキシトン大統領の緊きん急きゆうメッセージをセリカスタン全ぜん土どに放送した。

『セリカスタンの国民諸しよ君くんに告げる！　我々セリカスタン政府は、戦争を起こす意い思しは無い！　一年前の悪あく夢むはもうたくさんだ。セリカスタン政府は、ナガス族の要求を認め、大幅な自じ治ち権けんを与える用意がある。

　民族の誇りを最大限に尊そん重ちようし、ナガス族の要求するナガス族の自じ衛えいのための武力保ほ持じ、ナガス族に対する独自の教育、ナガス族の支配区く域いき内で通用する独自の通つう貨かの発行。このすべてを認める。

　東部州しゆうは諸君らの土地である。セリカスタンは、君たちのよき隣りん人じんでありたい！　武器を収めて共きよう存ぞんする道を探そうではないか！』

　このキシトン大だい統とう領りようの演説は、セリカスタン全ぜん土どに驚きをもって迎えられた。

　そして、最も驚いたのが、ナガス民族解放戦せん線せんであったのは言うまでもない。







　　　第四章　「自じ作さく自じ演えんと自じ称しよう被害者」







「えーいくそ！　あの大統領は大おお馬鹿か！　当てが外れた！　我が国で、もし一いち地方の少数民みん族ぞくがあんな声明を出したら、即そつ刻こく空くう爆ばくと地上軍ぐんの大たい軍ぐんで武力鎮ちん圧あつに乗りだしている！　我が国だけじゃない！　世界中のどんな国だって一地方の独立などというこんな要求を認める国は無い！　この国の大統領とセリカスタン議会というのは馬鹿と腰こし抜ぬけどもの集まりか！　我々の要求を認める馬鹿がどこにいる！　それでも主しゆ権けん国家か！　理り不ふ尽じんにもほどがある！」

　ナガス民族解放戦線の作戦司し令れい部ぶが置かれたヌルカの街の東とう部ぶ州しゆう政府の建物の中で、白竜パイロンこと人じん民みん解放軍特とく殊しゆ部隊のヤン少しよう佐さは、どっちが理不尽なのかわからないようなことを言いながら、腹立ちを抑えきれぬように机の脚あしを、ガン！　と蹴け飛とばした。

　部下らしい少し年上の男が肩をすくめてから聞いた。

「どうします？　ヤン少佐。当初の作さく戦せん計画では、武力鎮圧にやってくる政府軍ぐんを相手にゲリラ戦を展開して、内ない戦せんを長引かせ、国内のあちこちで鉄道や発電所を爆ばく破はして、政せい情じよう不安を演出し、それに紛まぎれ込ませる形でタングステンの試験採さい掘くつ現場を爆破するはずだったんですけど……政府軍ぐんが武力鎮ちん圧あつに来てくれないと、動く理由が無いですよ？　まあ……ワンセイ殿は喜んでいらっしゃるようですが……」

　ヤン少しよう佐さはわめいた。

「うるさい！　ワンセイの爺じじいが喜ぼうがどうしようが、ナガスの民族の誇りとやらがどうなろうと我々には関係ない！　我々が欲しているのは戦争だ！　戦争！　戦争！　戦争！

　燃え上がる家々！　逃げ惑まどう人々！　地ち平へい線せんに向かって歩き続ける難なん民みんの列！　ぼろきれのように死んでいく子供！　飢うえと恐怖！　笑いを忘れ、他人のことなどどうでもいい、自分だけ生き残ればいい、と誰もが考える……それが当たり前になる世の中！

　それをこのセリカスタンの上に作りだすのが俺たちの仕事だ！　欲望と憎しみに正当性を与えれば、国家ってのはいとも簡単に戦争に走る！　世界の歴史を見ろ！　全部戦争の歴史じゃないか！　なんで……セリカスタンだけが戦争に走らないんだ！」

「……ええ、その件ですけど……あのキシトン大だい統とう領りようの評ひよう判ばんを色々聞いたんですけど。あのワンセイ長ちよう老ろうの言うほど根こん性じようの捻ねじ曲がった人間じゃないみたいですよ。どっちかと言うと、馬鹿がつくぐらい善人で、素直な人物らしいです。どうやら人物の設定を見み誤あやまったみたいですよ……ナガス族の中にも今回のこの民族解放戦せん線せんの蜂ほう起きに対して懐かい疑ぎ的な者がかなりおりますし、蜂起に賛同していた者でも、あのキシトン大統領の演説に満足しており、戦いを求めているものは皆かい無むです……そして、ナガス族の協力なくしてこの作戦は成立しません……ヤン少佐、本国に事情を説明して作戦を打ち切ったほうがよろしいのではないのでしょうか？」

　ヤン少佐はこめかみをぴくぴくさせながら再度わめいた。

「他ひ人と事ごとみたいに言ってるんじゃねえ！　いいか、リュウセイ大たい尉い！　この作戦が成功するかどうかで、特殊部ぶ隊たいの扱いが……ひいては俺の、そしてお前の扱いが決まるんだぞ！　我々の将来のためには、今回の作戦は何が何でも成功させなくちゃならんのだ！　もし失敗すれば、俺もお前も一生日ひ陰かげ者ものだ！　情報資し料りよう整理室送おくりだ！　日がな一日はさみ持って新しん聞ぶん切り抜いてファイルするだけの仕事が待ってるんだぞ！」

「……それもまた人生……そんな気がしますけどねえ」

　リュウセイ大尉と呼ばれた部下らしい男は、そう言って肩をすくめた。

「俺はお前みたいに枯かれたくは無いんだ！　政府軍が攻めて来ないなら、攻めて来たことにしろ！　攻撃をでっち上げるんだ！　ヌルカの街にロケット弾だんを撃うち込め！　死し傷しよう者を出してその責任をセリカスタン政府に押し付けるんだ！」

「……それが政府軍が我々に攻撃を仕掛ける理由になりますかね？」

　怪け訝げんな顔をするリュウセイ大尉に、ヤン少佐は首を振ってみせた。

「違う、我々が政府軍に仕掛ける理由になるのだ！　それを理由にして我々はセリカスタン政府軍に対し反撃の狼煙のろしを上げるのだ！」

　リュウセイ大尉は驚いたように目を見開いた。

「しかし……軍ぐん事じ指導委員会からの指示は、敵の弾だん圧あつを誘ゆう発はつし、それに反撃する形でセリカスタン国内に混乱を引き起こせというものだったはずです。こちらから攻めて行くのと、ゲリラ戦で迎え撃うつのでは、必要とする戦力に大きな差があります！」

「そんなことは言われんでもわかっている！　本国に連絡して応援を送ってもらえ！　兵士をあと二千人。そしてそれを運ぶトラックと装そう甲こう車しやを送ってもらうんだ！　首しゆ都とに向かって進しん撃げきを開始すれば、いかにキシトン大だい統とう領りようが善ぜん良りようで平和主義といえども看かん過かできまい！」

　リュウセイ大たい尉いは、ため息をついた。

「……それは……もはや特殊部ぶ隊たいの作さく戦せん行動ではありませんな」

　ヤン少しよう佐さは両手を広げて言った。

「わかっている！　だが、作戦の目的を遂すい行こうするためには仕方が無いのだ！　お前の言う通り、いささか相手の深さを見み誤あやまったようだ。浅い相手なら小石でも波が立つが、深く大きな相手に波を起こさせたければ、一ひと抱かかえもある大おお岩いわを投げ込む必要があるのだ！

　いいからお前は、早くこのヌルカの街にロケット弾だんを打ち込む手はずを整えろ！　こっちから政府軍ぐんに攻撃を仕掛ける理由が無くては動くに動けん！」

「自じ作さく自じ演えんですか……気が進みませんなあ」

「ごちゃごちゃ抜かすな！　さっさと動け！　これは命令だ！　俺は上級指し揮き官かんだぞ！」

　リュウセイ大尉は、はあ、と大きくため息をついて部屋を出て行った。

「……ため息をつきたいのはこっちだ……くそ！」

　そう言って、もう一度机つくえの脚あしを、ガン！　と蹴け飛とばしたあとで、ヤン少佐は椅い子すにどっかりと腰を下ろし、腕を組んで考え込んだ。

　……くそ、ワンセイめ。名めい誉よだの誇りだので満足しおって！　ナガス族はもっと利に敏さとい連れん中ちゆうだと思っていたが、当てが外れたな。どうする？

　いや、考えてみれば、ワンセイだけがナガス族の長ちよう老ろうなのではない。こっち側についた長老があと二人いる。

　ヤン少佐は、二人の長老の顔を思い浮かべた。

　……ヒムカというあの禿はげた男は、ワンセイ長老のご機き嫌げん伺うかがいばかりやっているが、ああいった男ほど、内側にドロドロした欲望や不満を抱え込んでいるものだが……あの男は使えんかな？

　……ワンセイを名前だけの存在に祭り上げてしまって、あなたが国家の実じつ権けんを握るのです。そうすればレアメタルの利り権けんも何もかもあなたのものになりますよ……と持ちかければ、あのような男は簡単にこっちの言うことを聞くのではないかな？

　ヤン少佐は組んでいた両腕を解くと、ゆっくり立ち上がってつぶやいた。

「やってみる価か値ちはある。ナガス族の協力は何としても必要なのだからな……」




　その日の夕方。ナガス民族解放戦せん線せんの司し令れい部ぶにいたヤン少しよう佐さとヒムカ長ちよう老ろうのもとに、ぜいぜいと息を切らしながら、ワンセイ長老が駆け込んで来た。

「白竜パイロン殿！　部下の方が、総そう攻撃の準備という理由でナガス民族解放戦線の第一軍に所しよ属ぞくしている車しや両りようをすべて接せつ収しゆうすると言って来ているが、何かの間違いではないのかね？」

　ヤン少佐はうなずいた。

「ええ、それは何かの間違いでしょう……」

　ワンセイ長老は、ほっとしたような表情を浮かべた。

「ああ、そうだろう。ナガス族は民族独どく立りつの第一歩を大きく踏みだすことができた。今はキシトン大だい統とう領りようから引きだしたこの譲じよう歩ほを基にナガス族の足場を固めるときだ。戦いを求めるときではない……」

　ヤン少佐は表情も変えずに言った。

「何か勘かん違ちがいをされているようですな。私が間違いだと言ったのは、ナガス族ぞく第一軍に所属している車両だけではなく、ナガス族の所有している車両すべてを我々が接収するからです。本日よりナガス族の兵士及および軍ぐん事じ組織はすべて我々の指し揮き下かに入っていただくことになります……」

　ワンセイ長老は目を見開いた。

「なんですと！　それは話が違う！　確かに我々は、あなた方の助力を受け入れた！　しかし、この戦いの主しゆ導どう権けんは、あくまでも我々ナガス族にあったはずだ！」

「情勢が変わったのですよ、あなたもおわかりでしょう？　最初の計画では、ナガス族が分ぶん離り独立を唱えて叛はん旗きを翻ひるがえせば、セリカスタン政府は当然鎮ちん圧あつ部隊を差し向けて来る。その部隊を叩たたき、政府の発言力を弱め、圧力を加えてセリカスタンの実じつ権けんを握る……そうなるはずでした。しかし、実際には、セリカスタン政府は鎮圧部隊を差し向けるどころか、あっさりナガス族の分離独立を認めてしまいました。相手が殴なぐってくるであろうその拳こぶしを打ち砕くことができないのです！　このままではナガス族はこのセリカスタンの実権を握ることができません！　北部州しゆうのレアメタル埋まい蔵ぞう地帯はそのままです！　それでもいいのですか？　我々は攻めに出るべきです！」

　壁に貼はられたセリカスタン全ぜん土どの地図を右手のひらで叩きながら、まくし立てたヤン少佐を見て、ワンセイ長老はしぶしぶとうなずいた。

「うむ、確かに……これは望んでいた通りの結末ではない。しかし、ナガス族の民族の誇りはこれで確立した！　ナガス族はナガスという国を持ったのだ！　もはや我々はセリカスタンの一いち部ぶ族ぞくではない、セリカスタンと対たい等とう……いや、世界中のどの国とも対等になれるのだ！　これはレアメタルの利り権けんなどとは比べ物にならぬ素晴らしいものだ！

　わしは……キシトン大統領のことを読み違えていたのかもしれん……武力を用いて、このセリカスタン全土を掌しよう握あくし、ナガス族の手でセリカスタンを動かすという自分の考えを見直すべきではないのか？　いかなる犠ぎ牲せいを払ってでも目標を達たつ成せいするという方法論ろんは、本ほん末まつ転てん倒とうなのではないだろうかと思っておる……」

　そのとき、黙ってワンセイ長ちよう老ろうとヤン少しよう佐さの会話を聞いていたヒムカ長老が、嘲あざけりの微笑ほほえみを浮かべて言った。

「……その程度のもので満足するとは……ワンセイ殿、しょせんあなたも視し野やの狭い、ちっぽけなプライドだけにしがみついた田舎いなか者の爺じじいに過ぎなかった、ということですな……」

「なんだと？」

　今まで、一度とて見せたことの無いヒムカ長老の態度を見て、血けつ相そうを変えたワンセイ長老を見み据すえてヤン少佐は言葉を続けた。

「我々は、もはやあなたを必要としていません。ナガス民族解放戦せん線せんのリーダーとしてのお名前以い外がいはね……以後、ナガス民族解放戦線の実じつ質しつ的リーダーはこちらのヒムカ氏となります」

「き、貴き様さま！　裏切るのか！」

　そう叫んだワンセイ長老に向かってヒムカ長老は嘲ちよう笑しようするような表情を変えずに言った。

「裏切り？　なんのことだね？　裏切ったのはあんただよ、ワンセイ。

　……民族の誇りだの、面子めんつだの……そんなものに何の価か値ちがあるんだ？　この世で一番大切なのは金だよ金。利り権けんと財ざい力りよくだ！　いくらナガス族が分ぶん離り独立できたところで、こんな片かた田舎の資源も産業も無い地方で、どうやって国を運営するつもりだ？　セリカスタンと対たい等とう？　世界中の国々と対等？　笑わせんな。こんな鼻くそみたいな貧びん乏ぼう部ぶ族ぞく国家に、誰が関心を持つもんか。こんな独立は茶ちや番ばんだね。セリカスタン政府を倒して北部州しゆうのレアメタル鉱こう床しようを手に入れなきゃ何の意味も無いんだってことに気づけよ馬鹿」

「あ……あ……」

　怒りのあまり言葉が出ないワンセイ長老に向かってヤン少佐は、ずい、と一歩進みでた。

「我々は、あなたにその力を貸してやろうと言っていたのだ。このセリカスタンをあなたのものにしてやろう、とね……北部州のレアメタルも何もかも、このセリカスタン全ぜん土どを、あなたの手の中に載せてやろうと言っていたのだ。

　……なのに、あなたは民族自じ立りつなどという、くだらないちっぽけなエサをもらっただけで尻尾しつぽを振ってしまった。我々がパートナーとして必要としている方は、ナガス族のために、もっと大きなものを望む、上昇志し向こうと飽くなき前進を続けるリーダーなのです……ということで、我々は以後、こちらのヒムカ氏をパートナーとして、ナガス族の発展のために尽じん力りよくすることを決めました……残念なことですが、あなたには表おもて舞台から退場していただきます」

　その言葉が終わるのと同時に、奥の部屋からＡＫを持った屈くつ強きような兵士たちが現れた。

　ヤン少佐は皮ひ肉にくな微笑みを浮かべて兵士たちに言った。

「ワンセイ殿をお連れしろ……名目だけとはいえ、立りつ派ぱなナガス民族解放戦線のリーダー様だ。ご丁てい重ちようにな」

　自分の身の上に起こったことが理解できないように目を見開いたままだったワンセイ長ちよう老ろうは、兵士に両腕をつかまれて我に返った。

「……これが、貴き様さまの正体か！　貴様らは我々に手を貸すつもりなど無いのだな！　貴様らにとってナガス族などどうでもいいのだ！　自分の国の国こく益えきさえ守れば、我々がどうなろうと知ったことでは無いのだな！　ヒムカ！　目を覚ませ！　貴様も騙だまされているのだぞ！　このままではナガス族の将来に禍か根こんを残すぞ！」

　ヤン少しよう佐さは、虫でも追い払うかのように兵士たちに手を振って言った。

「さっさと連れて行け！　人ひと目めにつかんようにな……」

　口を布で塞ふさがれて、部屋から連れだされたワンセイ長老を見送ったヒムカ長老は、目に残ざん忍にんな色を浮かべてヤン少佐に言った。

「あいつは、すぐに殺してしまったほうがいい。生かしておくとろくなことにならんぞ」

　ヤン少佐は首を振った。

「いや、ナガス民族解放戦せん線せんの代表はワンセイ長老だ。彼の名前に従っている者も多い。今後も彼の名前を利用させてもらわねばなるまい。文章の作成などのときに、彼が必要になる場合もあるだろう。殺すわけにはいかない……」

　首を振ったヤン少佐を見てヒムカ長老は吐き捨てるように言った。

「ナガス族の将来だの何だの、自分の言っているタテマエを本気にしている馬鹿なんざ殺してしまったほうがいいんだ！　世の中なんてのはバクチだ。運うんがよければ儲もうかるし、運が悪けりゃ損をする。それだけのことだってのに、何を考えていやがるんだか……」

　その言葉を聞いたヤン少佐は思わず胸の中でほくそえんだ。

　……この男は、努力することや誠せい実じつに生きることを尊とうといなどとは思っていない。努力しても誠実に生きていても、運が悪ければ無だ駄めだし、努力しなくたって不ふ誠実に生きていたって運が良ければ上う手まく行く、と本気で思っている……目め先さきの利益だけがすべてだと思いこんでいる。こういった人間は実に扱いやすい。

　……この男を選んで正解だったな。

　ヤン少佐は小さくうなずくと、自分の腕時計に目を落とした。

　……そろそろリュウセイ大たい尉いのロケット弾だん攻撃が始まる頃だな。

　ロケット弾は風の影えい響きようを受けるので命めい中ちゆう精度が悪い……自分たちの撃うったロケット弾で怪け我がをするのもつまらんな……地下壕ごうに避ひ難なんでもするか。

　ヤン少佐は顔を上げて、司し令れい部ぶの窓から見えるヌルカの街に視線を移した。

　シルクロード時代に作られたいくつもの尖せん塔とうの多くは薄うす紫むらさきの夕ゆう闇やみの中に沈み、バザールの夜店の電灯で照らされて浮かび上がった大通りの建物のほうからは、にぎやかな音楽と人々のざわめきが聞こえてくる。

　……今夜もにぎやかだな。まあ、せいぜい楽しんでおけ。今夜、この街にロケット弾の雨が降り注そそいだそのときに、楽しい日々は終わりを告げるのだからな。

　ヤン少しよう佐さは、ヌルカの街を眺ながめて陰いん惨さんな微笑ほほえみを浮かべたあとで、ヒムカ長ちよう老ろうに言った。

「今後の作戦展てん開かいについて、お話があります。誰かに聞かれると困りますので、地下壕ごうのほうでお話をしましょう」

「おお、そうか、そうだな、そうしよう」

　嬉うれしそうにうなずくヒムカ長老を見てヤン少佐は思った。

　……この男は、こういった秘密の会議とかが嬉しくて仕方ないのだな。きっと心の中で『俺は秘密を握る大物になれたのだ……』などと思っているのだろう。

　ヤン少佐とヒムカ長老が、ナガス民族解放戦せん線せんの司し令れい部ぶの地下にある退たい避ひ壕に姿を消したその頃。

　そこから十五キロほど離れた谷間に止まっていた三台のトラックの周りで、何人もの人間が忙しげに歩き回っていた。

　そのトラックの荷台には、何本ものパイプを四角く束ねたようなものが載せられており、クレーン車のような車体を安定させる接地脚きやくが左右に突きだしている。

　それは、ロシア製のロケット砲ほうＢＭ─21だった。

　暗くら闇やみの中に小さな懐かい中ちゆう電灯のような灯あかりが動き回り、やがてエンジン音が大きくなると同時に油ゆ圧あつポンプが作動して、ゆっくりとパイプの束が持ち上がりヌルカの街の方角を向いた。

　ＢＭ─21の周りで動いていた懐中電灯の灯りの一つが、一人の男の顔を照らしだした。それはリュウセイ大たい尉いだった。

　手元にある地図を懐中電灯で照らしてリュウセイ大尉が言った。

「照しよう準じゆんは指定座ざ標ひようになっているだろうな？　再度確かく認にんしろ！」

　あちこちから小こ声ごえで返事がある中で、部下らしい男が近寄ってきて報告した。

「ＢＭ─21ロケット弾だんの射しや程ていは二十キロ以上ありますから、目標は充じゆう分ぶん射程内ないですが、命めい中ちゆう精度は期待できません。今夜は西よりの季節風が強いですから、かなり流されると思われます。偏へん差さを考こう慮りよせずにこのまま発射しますと、目標の市街地を大きく外れる可能性がありますが、よろしいのですか？」

　リュウセイ大尉は顔をしかめた。

「いいんだよ、ヤン少佐は一人でも多く殺せ、犠ぎ牲せいが必要だ……とか言っていたけど、この攻撃の目的は攻撃があったという事実さえ作れれば達せられるんだ。戦せん果かを求める必要はない……考えてみろ。ヌルカの街には俺たちの仲間もいるんだぞ。お前、仲間を殺して気分がいいか？」

　部下らしい男はあわてて首を振った。

「だろう？　だったら黙って俺の指示に従え。この責任は俺が取る！」

　リュウセイ大尉の言葉を聞いた部下は、黙って敬けい礼れいすると、そのまま配置についた。

　そして、十分ほど過ぎた頃、懐中電灯で自分の腕時計を確かく認にんしたリュウセイ大尉は短く叫んだ。

「撃うて！」

　その言葉が終わるのと同時に、キュバン！　という音と共に最初のロケット弾だんが飛びだした。ロケット弾はもうもうたる土つち煙けむりを立てて次から次にオレンジ色の尾を引いて飛びだし、そのまま流りゆう星せいの塊かたまりのように夜空に消えて行った。

　三台のＢＭ─21から発射された百二十発のロケット弾がすべて夜空に消えて行ったのを見送ったリュウセイ大たい尉いは、部下に向かって叫んだ。

「さあ、撤てつ収しゆうだ！　もうすぐこの一帯は目の色を変えたナガス族の連れん中ちゆうで埋まる！　その前にできる限り遠くまで離れるんだ！」




　最初の一いち弾だんは、ヌルカの東に広がる放ほう牧ぼく地ちに着ちやく弾だんし、そこにいた羊ひつじの群れを吹き飛ばした。

　西風に流されたのだろう、その後の着弾は大きくばらつき、百二十発のロケット弾はヌルカの街の東側半はん径けい二キロの地点に次々に着弾した。

　市街地に着弾したのはそのうちの七発に過ぎなかった。

　しかし、そのとき、ヌルカの街の夜空には、ロケット弾が落下する際に空気を切り裂くキュルルルル！　という音が響ひびき渡り、着弾の爆発音と閃せん光こうが走ったとたん、市街地は停てい電でんした。

　人々の悲鳴と怒ど号ごうとが、あちこちから上がり、バザールの開かれていた大通りは逃げ惑まどう人々で埋まった。

　着弾音おんが収まったのを確かく認にんして退たい避ひ壕ごうから出てきたヤン少しよう佐さは、狂ったようなクラクションの音を立てて走り回る車や悲鳴を上げて走り回る人々で大だい混乱となったヌルカの街を見て、満足そうに微笑ほほえんで言った。

「よし！　すぐに解放戦せん線せんの名前でラジオ放送をやれ！　セリカスタン政府の卑ひ劣れつなる騙だまし討うちで、ヌルカの街は血で染まった！　我々には復ふく讐しゆうする権利がある！　……とな！」

『卑劣な政府軍ぐんの騙し討ち！　ヌルカの街の死傷者多た数すう！　女性と子供ばかり数十人が死亡し負傷者は百人以上！』

　ナガス民族解放戦線の宣せん伝でん放送は、このニュースを何度も繰り返して放送した。

　実際には死者は皆かい無むであり、負傷者の多くはロケット弾による直接の負傷者ではなくその後の混乱の際に車にはねられたり、階段を転げ落ちて負傷した者だったが、こういった犠ぎ牲せい者を水増しするのは、この種の宣伝放送の常だった。

　セリカスタン政府のスポークスマンは『政府軍は、この件に関かん与よしておらず、一切戦せん闘とう行動を取っていない』と発表し、繰り返しそのメッセージを伝えた。だが、解放戦線側がわの宣伝放送は、さらにエスカレーションし、ついには『政府軍のコマンド部隊の攻撃で市内の浄じよう水すい設備が破壊され、子供達たちが伝でん染せん病で次々に死亡している』とか『政府軍の部ぶ隊たいがナガス族の集落を襲おそって男を皆みな殺ごろしにして、女性は幼女から老ろう婆ばまでレイプした』などというでっちあげのニュースを繰り返し放送し始めた。

　そして、この放送を信じたナガス族の若者の多くは怒りに燃え、今まで無む関心だったり、批判的な目で見ていた者も、次々にナガス民族解放戦せん線せんに兵士として身を投じ始めた。




　セリカスタン政府の広こう報ほう部ぶが、このでっち上げ放送の対応に苦く慮りよしていたその頃。龍たつ也やは大だい統とう領りよう府ふの中にある日本との交流のために作られた日本館に来ていた。

　大統領府のビルの二階の一角に作られたその施設には、日本の位置や、さまざまな風景と歴史を紹介した数々のパネル展示と、技術大たい国こくの日本と題して日本製のコンピューターや、日本のＮＧＯから寄き贈ぞうされた中古のデジタルカメラなどの日本製品を展示したコーナーがあった。

　龍也を案内していた赤毛の若い女性職員は、そこに展示されているデジタルカメラを指差して笑いながら言った。

「日本ではこの種のデジタルカメラを略して「デジカメ」って呼ぶんですね。私は日本語を勉強していて、なんとか読むことはできるんですけど、インターネットで「デジカメ」って書かれていたのを読んだとき、最初、何のことなのかわかりませんでした」

　龍也はうなずいた。

「日本人は、長い言葉を短くしちゃうのが好きだからなあ。コンビニエンス・ストアは『コンビニ』だしアルバイトは『バイト』だし……人の名前だって縮めちゃうんだよ。木き村むら拓たく哉やってタレントは『キムタク』だし、俺の友達の山やま田だ健けん二じってヤツは『ヤマケン』って呼ばれてたもんな……」

　女子職員は面白そうに笑って言った。

「私の名前は、トルテ・カラメリィと申しますが……日本に行ったら『トルカラ』と呼ばれてしまうのかもしれませんね……」

　そして、トルテはちょっと真ま面じ目めな顔になって付け足した。

「でも、そうやってなんでも効こう率りつを上げて行く、という気き質しつが、今の技術大国としての日本を作り上げたのかもしれませんね」

　龍也は肩をすくめた。

「いや、効率を上げるっていうより、単にせっかちなだけのような気がする……たとえばエレベーターとかを見てもそうだけど、この大統領府のビルについているエレベーターには扉とびらを開けるボタンはあるけど、閉めるってボタンは無いでしょ？」

　龍也の言葉を聞いたトルテは、きょとんとした顔になった。

「閉めるって……エレベーターのドアって、一定の時間は開いていますけど自動で閉まりますよね？　乗り降りが手て間ま取どって、ドアを開けておく必要があるときのために開くってボタンはありますけど、閉めるってボタンは、なんのために必要なんですか？」

「エレベーターの扉がずっと開きっぱなしになってる時間がもったいないからさ」

　トルテは、怪け訝げんな顔になった。

「時間がもったいないって……エレベーターの扉とびらが開いている時間は、せいぜい三十秒ほどですよ？　すぐに閉まるじゃないですか」

「その三十秒が待てないんだよ、日本人って。一秒でも早く閉めて動きたい人が多いんだ。だから日本のエレベーターには全部『開』というボタンと『閉』というボタンがついているのさ。んでもって、乗り降りする人が途と切ぎれれば、すぐに『閉』のボタンを押す人ばっかりなんだ……なんというのかな、どんなことでも人より先にやったほうが勝ち、って価か値ち観かんが染み付いているからね、日本は」

「はあ……」

　トルテは、ため息とも驚きともつかない声を上げた後で、感心するように首をひねった。

「そういった話を聞いていると、我が国は、どうやっても追いつきませんねえ」

　龍たつ也やは首を振って言った。

「追いつくもなにも、このセリカスタンだって、みんな携帯電話で話しているし、インターネットだって使えるじゃないですか」

　トルテは眉まゆをひそめた。

「確かに我が国でも携帯電話とかインターネットなどの情報インフラは、使おうと思えば使えます……でも、それはこの国のインフラが整備されていることの証明ではありません。その逆ぎやくなんです」

「逆って……？」

「我が国では、各かく家庭に有ゆう線せん電話どころか電力すら満足に行き渡っていません。電線一本ですら張り巡らすことができないほど貧しいのです。そういった状況だから、携帯電話が普ふ及きゆうするのです。電柱を立てて、一いつ軒けん一軒に電線を配線するよりも、携帯電話の中ちゆう継けい局を一個作ったほうが安上がりですし、なにより電線が盗とう難なんの被害に遭あわないで済みます……」

「電線の盗難？」

　驚く龍也を見て、トルテは恥ずかしそうにうなずいた。

「ええ、地方ではごく普通に起こっています。監かん視し人にんがいないんだから、自由に持って行っていいんだ、という価値観の人間が我が国にはまだたくさんいます……恥ずかしいことです」

　龍也は思った。

　……そうか、いろんな物事を支えているのは、インフラだけじゃない、治ち安あんの良さなんだ。いくら発電所を作っても、電線が片かたっ端ぱしから盗まれたんじゃ、家に電気は届かないし、いくら道路が整備されていても、強ごう盗とうや山さん賊ぞくみたいな連れん中ちゆうがうろついていたんじゃ誰も道路を使わないし荷物も運べない。

　考えてみれば誰も見ていない街角に缶コーヒーの自動販売機が二十四時間平へい気きで置かれている日本みたいな国のほうが珍しいのかもしれないな。

　トルテは、そこに並べて陳ちん列れつしてあったデジカメの一つを取り上げて言った。

「このデジタルカメラも同じようなものなんです。これならば、フィルムや印いん画が紙しが無くとも撮さつ影えいできますし、パソコンがあれば画が像ぞうを保存できます。しかし普通のフィルムを使うカメラは専用の現げん像ぞう設備と印いん画が紙しが必要です。フィルムを買うお金も馬鹿になりません。どこでもフィルムが売られていて、どの街にも現像所がある国とは条件が違うんです。ですから、こうやって無む償しようでデジタルカメラを贈って戴いただけたというのは実に嬉うれしいことなんです」

　龍たつ也やは、手を伸ばして別のデジタルカメラを手に取った。

　それは、撮影画が素そ数すうが一メガピクセル前後の世代の中ちゆう古こ品ひんだった。

　……もしかしたら量りよう販はん店などで新品を売るときに、値引きの口こう実じつにするために下取りされた物かもしれないな。日本じゃあ、まず商品価か値ちは無いだろうな。

　でも、これだって動どう画がも撮とれれば、ちゃんとしたプリントだってできる。デジカメとして問題は無いんだよな。

　デジカメを手にとっていじっていた龍也に向かって、トルテはその先にあるドアを指差して言った。

「あちらに、日本の普通の人々の暮らしを再現したコーナーがあります。ちゃんと畳たたみも敷しいたんですよ」

「へえ……畳敷きの部屋なんてあるんだ……」

「インターネットで日本から取り寄せましたけど……畳って面白い匂においがするんですね」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんでトルテが開けたドアの向こうには、本当に新しい青い畳が敷かれた八畳じよう間まと、そして相そう元もとが寄き贈ぞうしたというマンガの単行本や小説の文庫本、そして雑誌などが置かれていた。

　八畳間の真まん中なかには小さな電気コタツが置かれ、ちゃんとコタツ布ぶ団とんがかけられて、天てん板いたが置かれている。

　その天板の上に置かれた竹のざるの中に、模も造ぞう品ひんのみかんまで置かれているのに気がついた龍也は驚いた。

「へえ……よくできてるなあ」

　目を丸くする龍也を見て、案内役のトルテという名前の女性職員は笑いながら言った。

「この部屋は、日本の「イマ」と呼ばれる部屋を忠ちゆう実じつに再現したつもりですけど。もし、おかしなところなどがあったら、遠えん慮りよなく指し摘てきして下さい」

「え？　『イマ』？　……ああ、居間ね。うん、確かにここは居間、つまり日本のリビングですよ。おかしなところとか、まったくありません……なんというか家に帰って来たような気分です」

　感心したように答えた龍也を見て、トルテは嬉しそうに微笑んだ。

「ああ、良かった。ネットで一生懸けん命めい調べたんですよ……畳に上がってみます？」

「いいんですか？」

「ええ、どうぞどうぞ、体験できるように作ってあるんですよ……でも、靴を脱ぐという習慣が無い人が多いのでみんな遠えん慮りよしてますね」

　龍たつ也やは、畳たたみの部屋の前にある「ここに上がる時は靴を脱ぐように」と書かれた注意書きを見て、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「確かにね。部屋に入るときに靴を脱ぐって習しゆう慣かんはヨーロッパには無いからなあ」

　龍也とトルテは靴を脱ぐと、畳の部屋に上がった。

「遊ゆう牧ぼく民みんのフェルトの敷き物よりも硬いんですね」

「うん、畳ってのは植物の茎くきを編んでまとめたものだからね……」

　龍也は、そう言うと畳の上に胡坐あぐらをかいて周りを見回して笑った。

「……なんか、落ち着くなあ」

　トルテは笑ってうなずいた。

「ええ、部屋に溶け込んでますね……」

　龍也は、何かに気がついたように言った。

「俺、この部屋にいていいですか？」

「ええ、構いませんけど……何のために？」

　怪け訝げんな顔で答えたトルテに向かって龍也は笑ってみせた。

「日本館の展示に、日本人がいてもいいと思うんだ……というかこれといってやることも無いしね……」

　トルテは困ったような顔をした。

「ええ、それは構いません……キシトン大だい統とう領りようからもシマオオカミ殿の希望はなるべくかなえるように、と言われておりますから……でも、いいんですか？　こんな、いろんな人が来る場所で……」

　龍也は笑った。

「うん、俺は気にしないよ」

「そうですか、それならばいいのですが……もし、御用があれば、遠えん慮りよなくお申しつけ下さい」

　そう言って一いち礼れいして部屋を出て行ったトルテを見送った龍也は、辺りを見回して誰もいないのを確かく認にんすると、そのまま畳の上にごろんと寝ね転ころがって手足を伸ばした。

　……あー楽だ。やっぱり畳ってのは、どこでも横になれるのがいいよなあ。洋間って椅い子すに座ることはあっても、寝ることができないから、なんとなく疲れるんだよなあ。

　そんなことを考えながら龍也はひょいと壁かべ際ぎわに置かれた本ほん棚だなを見上げた。

　そこには、相そう元もとが寄き贈ぞうしたというマンガの単行本が並べられていた。

　……どんなマンガがあるのかな？

　龍也はよつんばいになると、のそのそとその本棚の下に行って本棚に並んでいるマンガの単行本の背せ表紙を見た。

　……えーと……一番多いのが三さん国ごく志しと水すい滸こ伝でんか、なんとなく相そう元もとさんらしいな。

　龍たつ也やは相元の顔を思い浮かべながら、三国志を一冊手てにとって読み始めた。

　三時間ほど過ぎた時、日本館のドアが開いて、誰かが急ぎ足で施設の中に入って来る足音がしたが、マンガに夢む中ちゆうになっていた龍也はその足音を気にもとめなかった。

「おい！　何をやっとるんじゃ！」

　いきなりサラサに声をかけられた龍也は、飛び上がった。

「うわ、びっくりした！　脅おどかさないでよサラサさん！」

　サラサは腰に手を当てて、龍也とその周りに散らばっているマンガの単行本を見まわして怒ったように言った。

「脅かすもなにもあるか、なにをやっとるんじゃマンガなど読みくさってからに……」

「いや、これは勉強なんだ」

　あわてて言い訳するように答えた龍也をにらんでサラサが言った。

「何を言うとる！　マンガで勉強できるわけなかろうが！」

「いや、これ、三国志のマンガなんだ。ほら、俺って軍ぐん師しだからさ、諸しよ葛かつ孔こう明めいみたいになろうかと思って……」

　サラサは首を振った。

「諸葛孔明はどうでもええ、お前はシマオオカミに戻ってくれればええんじゃ」

「え？　シマオオカミに戻るって……どういうこと？」

　驚く龍也を見み据すえてサラサは言った。

「政府広こう報ほう部ぶが、お前の力を借りたいとゆうてきておる……ナガス民族解放戦せん線せんの宣せん伝でん放送に対たい抗こうする番組を作ってくれとな」

「え？　俺が？」

「当たり前じゃ、お前のほかに誰がおる！　散らかしたマンガ本をさっさと片付けてわしと一緒に来い！」

「わかったよ、行けばいいんでしょ行けば！」

　龍也は、慌あわててマンガの単行本を片付け始めた。







　　　第五章　「ラナキアとサナキア」







　セリカスタン政府の広こう報ほう部ぶは、大きなテレビ塔とうが立っているセリカスタン国こく営えい放送の建物の中にあった。

　大だい統とう領りよう府ふ差し回しの、いかめしいデザインの黒くろ塗ぬりの乗用車から降りた龍たつ也やは、目の前の建物の上に高くそびえる鉄てつ骨こつの塔を見上げて言った。

「ここって……本当の放送局だよね？」

「ああ、そうじゃ、『国営セリカスタン放送』を作って放送しておるのは、セリカスタン政府の宣せん伝でん省しよう広報部なんじゃが……何かおかしなところでもあるんか？」

「あ、いや、なんかこう、本格的だなあ、とか思ってさ……俺に手助けなんかできるのかな？」

「なんじゃ、気おくれしとるのか？」

　サラサは笑った。

「……一年前に、自由セリカスタン放送で、あれほどまでに政府を揺さぶっとったくせに」

「だって、あれは、海かい賊ぞく放送だもの……なんというか無責任と言うと、ちょっと言葉の意味が違うかもしれないけど、本物じゃないって意識があったから、やりたい放ほう題だいできたんだと思うんだ」

　サラサは少し真ま面じ目めな顔になった。

「本物というか、本ほん職しよくというか……いわゆるその道のプロゆうんは、みんな経験と実績を積んどる。じゃが、それは言い換えれば、ぜんぶ経験を通して見ることしかできんということでもあるんじゃ。

　いわゆるセオリーとか固定観かん念ねんから抜けだすことができん。この時は、こうする、という対たい処しよ方法のパターンじゃな。このパターンをいくつ覚えているか、で優ゆう劣れつが決まるんじゃ……」

　サラサはそこで言葉を切ると龍也を指差した。

「その点、お前はまったくのシロウトじゃ。経験も無ければ実績も無い。何か問題にぶつかっても対処法パターンなど持っとらん。それでもお前は、あきらめずに、なんとかしようとする。じゃけん、新しい方法を思いつくんじゃろう。ほいで、その新しい方法には、過去のパターンでは対応できん。その道のプロにとって何より怖いんは、お前のような予想外の方法を使ってくるシロウトなんじゃ……じゃけん、お前さんが気おくれしとるんは大だい歓迎じゃな」

　龍也は少し拗すねたように答えた。

「だって、仕方ないじゃないか。日本に帰れば俺は普通の、どこにでもいるシロウトなんだもの……」

「そうじゃの。ある意味、日本とセリカスタンとのギャップがお前の存在価か値ちでもあるんじゃろう。さあ行くで、ウルカンが待っとるけえ」

　うなずいたサラサの言葉を聞いて、龍たつ也やは驚いた。

「ウルカンって……あの、一年前、自由セリカスタン放送を中ちゆう継けい基地から流した時に一緒だったウルカンさん？」

　サラサはうなずいた。

「おや、言うておらんかったか？　あのウルカンは、今は広こう報ほう部ぶの管理職しよくになっとるんじゃ」

　セリカスタン国こく営えい放送の応接室に通された龍也とサラサの前に現れたのは、一年前にカンナ峠とうげで自由セリカスタン放送を送信するために一緒に頑がん張ばったあのウルカンだった。

　スーツにネクタイという姿だったが、どこか人ひと懐なつっこそうな笑顔はそのままだった。

「いやあ、どうも、お久しぶりですな、シマオオカミ殿！」

　にこにこ笑いながら握手を求めてきたウルカンを見て、龍也は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔になった。

　……そういえば、この人はナガス族の人だったよな。ナガス族って敵じゃなかったっけ？　その表情に気がついたのだろう、ソファに座った龍也を見て、ウルカンが聞いてきた。

「どうかしましたか？　何か不ふ審しんなことでも？」

「あ、いや、ウルカンさんって、確かナガス族だったよなあ……って思ってたんですよ。ナガス族の人が、なんで政府側がわの宣せん伝でん放送なんかやっているんだろう？　……って」

　ウルカンは、ああ、そういうことか、という風ふうにうなずいた。

「センドルク大だい統とう領りようがいた頃のセリカスタン政府とは違うんだ。今の政府機き関かんにはセルム族以い外がいの人もたくさん働いている……それに、例の叛はん旗きを翻ひるがえしたナガス民族解放戦せん線せんとやらは、別にナガス族の総そう意いを代表しているわけじゃない。政府軍ぐんの中にもナガス族はいっぱいいる。解放戦線は、その政府軍の中にいるナガス族に軍を脱走して自分たちに加わるように、と呼びかけているが、その呼びかけに乗る者はほとんどいない」

「そうなんですか？　いやあ、なんとなく、一年前の内ない乱らんのときの俺たちのように、部ぶ族ぞくが団結して蜂ほう起きしているような感じがしていたんですけど、実際には違うんですね」

　ウルカンは腕を組むと、難しい顔になった。

「うむ、実を言うとそこが問題なんだよ。国民の意識の中には、一年前の自由セリカスタン放送のイメージが強く残っているらしくてね。放送内容は、ほとんどが「でっち上げフレームアツプ」とプロパガンダだけなのに、あのナガス民族解放戦線放ほう送そうを信じている人が多いんだ……軍の関係者からは妨ぼう害がい電波を出して放送を聞けなくしたほうがいい、と言われているんだが。でも、そうやって妨害すればするほど、相手の放送内容に真実が含まれると思われる。だからそんな手は使いたくないんだ……」

　ウルカンは龍也の顔を正面から見み据すえて言葉を継いだ。

「正せい々せい堂どう々どうと、番組の内容で、あいつらの言っている大おお噓うそに勝ちたいんだ！　お願いだ、力を貸してくれ。シマオオカミ殿は、放送番組がどうやって競争を勝ち抜いてきたのか、その実例を見ている。俺たちのように、ただ一局の放送局しかない、競争の無い国で番組を作ってきた人間とはセンスが違う！」

　龍たつ也やは頭を搔かいた。

「そりゃあ確かに物もの心ごころついた頃から、熾し烈れつな視し聴ちよう率りつ競争を毎日見たり聞いたりしてきたわけだけど……そんなノウハウを身につけているわけじゃありませんよ？」

　ウルカンは、とんでもない、という風ふうに首を、ぶんぶんと音がするほど振った。

「何を言うんだ！　あのラナキアとサナキアの生みの親が、ノウハウを知らないわけが無いじゃないか！　あの二人……シャクドーとカルケンの二人には、今でも週に一度ジョーク番組を担当してもらっているんだが、すごい人気なんだぞ！」

「あ、いや、でも、あの自由セリカスタン放送の番組は、日本で聴きいていたラジオ番組とかを思い浮かべて、それを真ま似ねして作っただけなんですよ。いわば劣れつ化かコピーみたいなものです」

　龍也の言葉を聞いたウルカンは考え込んだ。

「うん、そういえば思いだした……確かにあの、カンナ峠とうげで中ちゆう継けい局を占せん拠きよしていたときも、君はそう言っていたよな。本格的に番組制せい作さくとかの勉強をしたわけじゃない。ただ真似をしただけだ……って。でも、その真似が表面だけでなく番組としての本質、つまり他人を楽しませようというサービス精神さえも真似していたからこそ、あの自由セリカスタン放送は人々の間に伝説のようにして語り継がれる番組になったんだと思う。

　そして、それこそが、長い間、政府の広こう報ほう機き関かんとしてしか仕事をしてこなかった我々に、一番欠かけている部分なんだ」

　龍也は小さくうなずいてから顔を上げた。

「わかりました、どこまでできるかわかりませんけど……お手伝いします。シャクドーさんとカルケンさんを呼んでいただけませんか？　あと、今までお二人の番組を担当していた方も……みんなで色々考えてみたいんです」

「わかった、大だい至し急きゆう手配しよう」

　ウルカンは顔を輝かせてうなずいたあとで、嬉うれしそうに言った。

「よーし、これで久々に本物のラナキアとサナキアをオンエアできるな！」




　龍也が国営放送でラナキアとサナキアの番組を作る、というウワサは、あっという間に宣伝省しようの職員から大だい統とう領りよう府ふの職員へと伝わった。そして、ついにはキシトン大統領の耳にもそれが入った。

　事務官かんからその話を聞いたキシトン大統領は、にこにこ笑いながら言った。

「いやあ、それは楽しみだねえ。どんな番組を作るのか実に興味がある……どうかな？　その会議に私も出席させてもらえないだろうか？」

　事務官かんは目を丸くした。

「大だい統とう領りよう閣かつ下かをですか？」

　キシトンは大統領、つまりこのセリカスタンの最高権けん力りよく者しやである。まわりの事務官や閣かく僚りようは引き止めることはできるが、大統領が決意をもって下した決断に逆らうことはできない。

　そして……。

　その日の夕方、セリカスタン国際空くう港こうと併へい設せつされている空くう軍ぐん基地から、一台の黒くろ塗ぬりの高級車が走りだした。

　その高級車は、七十年代の終わりごろにソビエトで作られたチャイカ、という名前の車でかなりの年代ものだ。だが、頑がん丈じようで、まだまだ十分使用に耐えることから、経費節せつ減げんの意味もあって、このセリカスタンでは、今でも大統領府ふへの賓ひん客きやくの送そう迎げいのために使われていた。

　その車内では、二十代前半の太った男が情なさけなさそうな声でぼやいていた。

「シャクドー中ちゆう尉い、何で俺たち大統領府なんかに呼ばれたんですか？」

　太った男の隣となりに乗っていた、シャクドーと呼ばれた同じ年くらいの瘦やせた鋭い目つきの男が首を振って答えた。

「知るか！　俺だって、あのナガス民族解放戦せん線せんに対抗する新番組の打ち合わせだとしか聞いてねえんだ！」

「新番組の打ち合わせなら、国営放送の会議室でやるのが普通じゃないですか。大統領府まで呼びつけるってことは、きっと打ち合わせとかそんな理由じゃないんですよ！　何か……嫌な予感がします」

　シャクドーは、半分馬ば鹿かにしたような目で太った男を見て聞いた。

「またかよカルケン……お前の予感ってのが、当たったためしはねえからなあ……」

　カルケンと呼ばれた太った男は、口の横に手を立てて、声を潜ひそめてささやいた。

「いや、今度は間違いないですよ。考えてみて下さいよ、俺もシャクドー中尉もナガス族なんですよ。そしてナガス族は今や政府の敵なんですよ」

「ああ、そうだな。いつのまにか六ろく長ちよう老ろうの代わりにワンセイ長老が指導者になって、知らないうちにナガス民族解放戦線なんてのを作っちまったな。でも、あいつらに賛さん同どうしているナガス族は全体の三分の二くらいのものだぞ。ナガス族全部が政府に敵てき対たいしているわけじゃない」

　シャクドーの言葉を聞いたカルケンは小さく首を振った。

「ナガス族の中のどれくらいが敵になっているか、なんてのは関係ないんです。ナガス族が敵に回ったって事実が問題なんです。俺には、今回の新番組の意い図とがだんだん見えてきましたよ……」

「なんだよ、ずいぶん自信にあふれてるような物言いだな。なんだよ、その意図ってのは」

　少し興味が出てきたように身を乗りだしたシャクドーを見て、カルケンは自信満まん々まんな顔でうなずいた。

「ええ、大だい統とう領りよう府ふへの呼びだし、ナガス族の反乱、そしてシャクドー中ちゆう尉い。この三つからしっかり読めましたよ。まず大統領府ですけど、これはカモフラージュですね。大統領府の建物の隣となりにはセリカスタン軍の憲けん兵ぺい総そう監かん部ぶがあるんです。本ほん命めいはそっちです。次がナガス族の反乱。ナガス民族解放戦せん線せんは宣せん伝でん放送で、ナガス族がどれほど優秀であるか、そしてキシトン大統領以下の政府首しゆ脳のうがいかに無む能のうで下げ劣れつであるかを毎日まくしたてています。今回の新番組はこの放送に対抗するためのものだそうですよね？」

「ああ、そうだ、そういう話だったが……」

　うなずいたシャクドーを見て、カルケンは自慢げに胸を張った。

「そして、最後がシャクドー中尉を名指しで呼びだしたということです……もうおわかりですね？」

　シャクドーは首をかしげた。

「ぜんぜんわからん……その三つが、どう繫つながるんだ？」

「決まってるじゃありませんか。これはナガス民族解放戦線の宣伝放送に対抗するためのネガティブキャンペーンです！　憲兵隊がシャクドー中尉が過去にやってきたさまざまな罪ざい状じようを暴あばく軍ぐん法ぽう会議を開き、それを全国に中ちゆう継けいすることによって、ナガス族の中にも、こんないいかげんで女にだらしなくて、ナンパばっかりしているわりには全然モテないダメ人間がいるんだということを、広く国民に知らせてですね……痛い痛い！　何するんですかシャクドー中尉！」

　カルケン軍ぐん曹そうの頭をヘッドロックのように抱え込んで、脳のう天てんをゲンコツでぐりぐりしながらシャクドー中尉はわめいた。

「いいかげんにしやがれ！　そんなくだらねえ番組作つくるくらいなら、わざわざ大統領府に呼び出したりするもんか！　こいつは、きっともっと手の込んだ番組だ！　なんせ、あのシマオオカミが嚙かんでいるって話だからな」

「へえ……そうなんですか。一年ぶりですねえ、シマオオカミさんと会うのは」

　シャクドーの脇の下に挟まれたままカルケンが言った。




　キシトン大統領臨りん席せきで始まった会議は、妙みように静まり返っていた。

　本来、こういった企き画かく会議というのは、とにかく受けることを前提に無責任な馬ば鹿か話を飛ばしあって、できそうもない番組や、やれそうもない企画でも、どんどんネタを出していく、という実に気き軽がるなスタイルをとるものなのだが、この日の会議には大統領が出席しているというプレッシャーが部屋の空気をずん……と重くしていた。

　会議はセリカスタン陸りく軍ぐん情報部の将しよう校こうによる、ナガス民族解放戦線の宣伝放送の影えい響きように関する分ぶん析せき報告から始まった。

「こちらの調査によると、例の自じ作さく自じ演えんロケット弾だん攻撃の後行われた、一いち連れんの政府軍ぐんの攻撃でっち上げ放送以い後ご、ナガス民族解放戦線の支し持じ率りつは確実に上がっています。

　ナガス民族解放戦せん線せんの活動や、その目的に反感を抱いていた者、もしくは否定的な見方をしていた層の数は、ほとんど変わっていませんが、無む関心、またはやや否定的だった層の者が、雪崩なだれを打ってナガス民族解放戦線に加わりつつあることを示しております。

　この層の人間は、確かつ固こたる信しん念ねんや、価か値ち観かんを持っておりません。まわりの雰ふん囲い気きや、流れに同調するタイプの人間で、最も多いタイプでもあります。我々はこの層の人間に少しでもアピールし、これ以上ナガス民族解放戦線への支持率が上がることを食い止めねばなりません！」

　この将しよう校こうの報告が、会議の空気をさらに重くしたのは言うまでも無い。

　唯ゆい一いつの救いは、その空気を重くしている元げん凶きようであるキシトン大だい統とう領りよう自じ身しんが、実に楽しそうににこにこ笑っている、という点だった。

　暗い雰囲気を何とかしようと思ったのだろう、ウルカンが最初に口くち火びを切った。

「えーとですね、会議と名前はついておりますが、今回は特に発言の形式や、議ぎ事じ録ろくとかはありません。要するに雑ざつ談だんの中から、なにか有用なアイディアが出ることを期待して行われるものですから、皆さん、そう硬くならずに、どんどん好きなことを言っていただいて……」

　そこまで言ったとき、キシトンがにこにこ笑いながら言った。

「では、私から発言させていただいてよろしいかな？」

「え？　あ、はい、どうぞどうぞ」

　額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐってそう答えたウルカンに小さくうなずいてからキシトンは話し始めた。

「私がここにいる理由は、簡単なことなんだ。この国の官かん僚りよう組織は独どく裁さい制の政治によって最も効こう率りつよく動くように作られている。つまり、トップの命令に、いかに迅じん速そくに応えるかということに特とつ化かしている。こういった組織は、いくら現場の人間や中間の人間が頭をひねって知ち恵えを絞しぼって何かをやろうとしても、なかなかうまく動かない。命令や書類は常に上から下に流れるんだ。上から降りてきた書類はどこにも引っかからないが、下から上がっていく書類は常に上の人間の承しよう認にんを必要とする。だから、何かを迅速にやろうと思ったら、一番トップの人間が、こうやって参加するのが一番早いんだ。つまり、私の役目というのは、君たちの立てた計画を大統領執しつ務む室しつという、この国の官僚組織の一番高いところに持ち帰って、こう、下に向けてざあっと流すことなんだ。だから私のことは気にしなくていい。計画に口を挟むのは私の仕事じゃないんだよ」

　にこにこと笑うキシトンの表情に噓うそは無かった。

　それを見ていた出席者は、一いち様ようにほっとした表情を浮かべた。

　会議室の空気が動き始めた。

「ラナキアとサナキアの人気は今でも実に高い。今は週に一回しか放送していないラナキアとサナキアの番組を、週に三日に増やしたらどうだろう？」

「いや、それをやるには台だい本ほんが間に合わない。いくらなんでも台本が無くては、番組はできない」

「台だい本ほんを書く作家を増やしますか？」

　そのとき、会議に出席していた宣せん伝でん省の役人が言った。

「いや、そもそも台本が笑わせようとしすぎている。もっと厳きびしく敵を攻撃し矛む盾じゆん点を追及するようなものにすべきだ」

　番組のディレクターがあわてて首を振った。

「いや、それでは一年前の放送に逆ぎやく戻もどりです。ラナキアとサナキアは、そういった過去のセリカスタン国こく営えい放送へのアンチテーゼとして生まれたものなのですから……」

「しかし、今のセリカスタン国内の状況は、その一年前と同じなのだ。国内に敵てき対たいする勢力がいないのなら、お笑いでもいいだろう。だが明確な敵がいるのだ。敵を叩たたかずして何のための放送だ！　宣伝放送は立りつ派ぱな武器であることを、シマオオカミ殿が一年前に証明してみせたではないか！　敵の矛盾点を突き激しく攻撃する内容でなければ効果は薄いと私は信ずる！」

　龍たつ也やは考え込んでいた。

　……そうなんだろうか。他人の意見や、他人の書いたものを攻撃することは、そんなに効果的なんだろうか？

　日本にいた頃、ネットに繫つないでいろんな人のブログを見ていたっけ。面白いネタや、読んだ人を面白がらせようという意識が見える人のブログは巡じゆん回かい先さきに入れていたけど、ただ人の悪口しか書いていないブログは見る気が無くなっちゃった。

　他人を批判的に見るのはとても簡単で、誰でもできるからだ。知識もスキルも無くたっていい。小学生だって他人の悪口は言える。そういう人は、きっと他人を誉ほめる言葉を脳のう内ないに持っていない人なんだろうな。他人を誉める余よ裕ゆうが無いんだ。

　龍也は手を上げて、問いかけるようにゆっくりと言った。

「ラナキアとサナキアに、あまり攻撃的な言葉は言わせたくありません。相手を激しく攻撃して言いたいことを直接言うのは簡単だし、間違いなく伝わるように見えます。でも、それは意識の表面にしか残らないような気がするんです。笑わせて、面白がらせて何かを伝えるのは、遠回りのように見えるけど、意識の表面だけじゃなくて感情や記き憶おくに残るから、ずっと効果的なんじゃないでしょうか？」

　ディレクターはわが意を得たり、という風ふうにうなずいた。

「ええ、私もそう思うんです。まず面白いことのほうが大切なんじゃないでしょうか？　げらげら笑えて、そして、ちょっとだけ毒を入れる。風ふう刺しという毒をです。

　あのナガス民族解放戦せん線せんの宣伝放送の連れん中ちゆうは、今まで風刺される側にしか立ったことが無いんです。ですから攻撃するときは、ひどい言葉で相手を罵ののしり、煽あおり立てるしか能のうが無い。そして、他人を攻撃し、罵る言葉というのは聞いていて楽しいものではないから、聞いただけで終わってしまう。でも、笑いは聞いていて楽しいし、誰かに伝えたくなる。聞いた人が聞いていなかった人に伝えようとする。つまりは一回の放送が何万回も放送したのと同じ効果を持つんだと思うんです。

　人は、笑いは余よ裕ゆうからしか生まれて来ないことを知っています。人を楽しませ、笑わせることのできる勢力の言うことと、人を罵ののしり、叩たたくことしかできぬ勢力の言うことと、どっちを信じるかは言うまでも無いと思います」

　宣せん伝でん省の役人は不満げな顔になって答えた。

「だが、そんな面白くて風ふう刺しの効いた台だい本ほんを書ける作家がいるのかね？　いくら理想をぶち上げても実行できんのでは意味が無いぞ」

　龍たつ也やは、横にいたウルカンにそっと聞いた。

「あの……今までのラナキアとサナキアの掛け合い漫まん才ざいって、全部台本を作ってそれを演じていたんですか？」

「ええ、そうですよ。それが何か？」

　怪け訝げんな顔をするウルカンを見て、龍也は首をひねりながら言った。

「ラナキアとサナキア……というよりシャクドーさんとカルケンさんですけど。あの二人の会話は素すで聞いてても面白いんです。だから、なまじ台本なんか渡さないで、おおまかな話の流れとか、テーマとかを決めて、二人で好きに会話させてみたらどうでしょう」

　ウルカンは目を丸くした。

「そんないいかげんなやり方で番組ができるわけがありません！　そんなやり方じゃあ真ま面じ目めに聞いている人が怒りますよ！」

　龍也は首を振った。

「ラジオを真剣に聞いている人って、あんまりいないと思うんだけどな……テレビと違ってラジオってさ何かやりながら……車を運転しながら、とか店番をしながら、とかそんな風ふうに他の仕事をしながら聞くことができるものだと思うんだ……少なくとも日本じゃそうだし……セリカスタンでもほとんどの人がそうだと思うんだ。だからさ、一秒単たん位いでガチガチに計算されて作り上げられた番組だけじゃなくて、もっとこう、肩の力を抜いた、二人のパーソナリティが、ユーモラスな掛け合いをやりながら進んでいくような番組があってもいいんじゃないかな？」

　ウルカンは考え込みながら答えた。

「……確かに西側にはそういった番組が多いということは知っています。しかし、それが我が国でも受け入れられるでしょうか？」

「それは……やってみなくちゃわからないと思う。でも、ラジオってもっと自由にいろんなことができるメディアじゃないかな？　携帯電話を持って街の中に入って行って、そこで人の話を聞いてそのまま電話に向かって話してもらうとか、そういった番組は日本でもやっているんだ」

　ウルカンの一つ隣となりにいた宣伝省の役人が目をむいた。

「街に出てその辺の人間の言うことを電波に乗せるですと？　それは録音でしょう？」

「いいえ、違いますよ、生なま中ちゆう継けいです。その場の空気を伝えるのが目的なんですから」

　宣せん伝でん省の役人はとんでもない、という風ふうに首を振った。

「もし、その相手が政府の攻撃を始めたらどうします！　生中継なんかやれば、その言葉がセリカスタン中に流れてしまうのですよ！　政府の批判を放送するなんて、そんなことができるわけがない！　それでは何のための国こく営えい放送なのかわからんではないか！」

　龍たつ也やも同じように首を振った。

「確かに政府の批判は耳が痛いし聞きたくないかもしれません。でも、聞きたくなくったってそういう考えの人がいるというのは事実じゃないですか。放送とかそういったメディアの仕事って本当のこと、真実を伝えることじゃないんですか？　セリカスタン国営放送は、自分たちに都つ合ごうのいいことも悪いことも、同じようにちゃんと伝えるんだ、ということが伝わって、初めて信用されるんだと思うんです。

　そして、この正直に真実を伝えるってことは、あのナガス民族解放戦せん線せんの宣伝放送には絶対にできないことですよね？

　宣伝放送の勝ち負けは、相手を言い負かすことで決まるんじゃないと思うんです。聞いている人がどっちを信じるか、その信じる人の数で決まるんだと思うんですよ。だとしたら政府にとって都合の悪いニュースでも、国民の生の意見でも、どんどん放送して、国民にセリカスタンという国をもっと好きになってもらうほうがいいと思うんです」

　黙って話を聞いていたキシトンが、嬉うれしそうにうなずいた。

「うん、いい言葉だね。セリカスタンを好きになってもらうってのはいい言葉だと思うよ。誰かを好きになって愛したいと思ったとき、その人のことを知りたいと思うのは当然だ。でも何も教えてくれない相手は愛したくても愛せない。愛されるためには、隠かくし事は少ないほうがいいに決まっている。国家と国民の間あいだ柄がらというのもつまるところ同じようなものなのかもしれないな……」

　キシトン大だい統とう領りようはそこで言葉を切ると、異い議ぎを申し立てていた宣伝省の役人に向かって笑いながら言った。

「今のシマオオカミ殿のご意見を参考にして、もっと開かれた放送を心がけるようにしましょう。我々はナガス民族解放戦線の放送をなんとかしなくては、ということにのみ気をとられていました。考えてみれば、問題はあの放送ではなく、それを聞く人にあったのですね。

　我々の放送の価か値ちを高め、信頼を勝ち取れば、人々は我々の放送を信じてくれます。敵がどんなことを言おうと誰もその言葉を信じなくなれば、その放送は意味を為なさなくなります。互いに泥の中で殴なぐり合いを続けるより、泥の中でわめいている相手は放っておいて、先に進んだほうがいいってことですよ」

　キシトン大統領の言葉を聞いたウルカンは大きくうなずいたあとで、感心したように龍也のほうを向いた。

「シマオオカミ殿の言うところの、街まち中なかに出て市民の声をそのまま流す生なま中ちゆう継けいラジオというのは確かに冒険であるし、我が国では前ぜん例れいが無いのは事実だ。しかし、前例の無いところにこそブレイクスルーがある。さすがはシマオオカミ殿、我々にはまったくない発想だ。やってみる価か値ちはあるだろう……それと、シャクドー殿とカルケン殿の掛け合いを中心に進めるという番組だが……どんな風ふうになるのか、ちょっと想そう像ぞうがつかないのですが……」

　龍たつ也やは笑いながらシャクドー中ちゆう尉いとカルケン軍ぐん曹そうを見た。

「そうですね、確かに想像がつかないというか予想がつきませんね。お二人の会話から何が飛びだしてくるかわからないし、どう転がるかもわからない……だからこそ、その瞬しゆん間かんが面白いんです。ねえ、シャクドー中尉」

　いきなり話を振られたシャクドーは目を見開いた。

「俺にそんなこと言われても、答こたえようが無いですよ！　俺は芸げい人にんでもなんでもない、ごく普通の空くう軍ぐんのパイロットなんですから！」

　すかさずカルケンが突っ込んだ。

「……なにが芸人じゃない、ですか。私知ってるんですよ、こっそり『サナキア』ってサインの練習してたじゃないですか。このニセ芸人」

「うるせぇなあ。ああ、たしかにサインの練習とかやってたよ、自分の番組持ったんだからそれくらいやっといたほうがいいかな、とか思ったんだ。でも今はそんなことやってないぜ！」

　カルケンはにやっと笑って答えた。

「ラジオだから顔が出ないの忘れてただけじゃないんですか？　女の子に声かけて、俺がサナキアだ……って言っても信用されなくて……あれを機会にすっぱりサインの練習止やめちゃいましたもんね。やっぱりニセ芸人にはサインの出番は無いんですよ」

「うるさい！　お前だって、ラナキアの名前で、結婚式の司会とか、色いろ々いろ仕事しているって話じゃないか！」

　カルケンはにこにこ笑って首を振った。

「ああ、問題ありません。私、ラナキアの名前じゃ仕事してません。私はラナキアのモノマネが上う手まいカルケン軍曹なんです。ですからあくまでもあれはシロウトの余よ興きようってことで……」

「お前のほうがニセ芸人じゃねえか！」

　会議室が笑いに包まれた。

　龍也は笑いながらウルカンに言った。

「どうですか？　今の会話……そのまま電波に乗せても通用すると思いませんか？」

　ウルカンは感心したように首をひねった。

「うーん、アドリブでこれができるなら、シマオオカミ殿の言う通り、簡単な話題だけを用意しておいて、あとはお任せできるかもしれませんねえ」

　ウルカンの同どう僚りようの、テレビ担当の幹かん部ぶが笑いながら続けた。

「いやあ、ラジオだけで終わらせるのはもったいないですねえ。いっそのことテレビでも流しますか？　時じ事じネタでユーモア番組を一本作ってもいいかもしれません」

「本当っすか！」

　カルケン軍ぐん曹そうが目を輝かせた。

「すごいじゃないですか！　シャクドー中ちゆう尉い！　俺たちスターっすよ。これでナンパしてもニセモノ呼ばわりされなくなりますよ！」

「うるせえ、いいかげん、その話題から離れろ！」

　会議室が、再び笑いで包まれた。




　次の日、龍たつ也やとリューカ姫、そしてサラサの三人は、セリカスタン国こく営えい放送の副ふく調ちよう整せい室しつで、防音ガラス越しに、スタジオの中にいるシャクドーとカルケンを見ていた。

　放送局に来たのが初めてだったのだろう。興味深ぶかそうに周りを見回していたリューカ姫に龍也が聞いた。

「放送局って面白い？」

　リューカ姫はちょっとびっくりしたような顔で龍也を見てから、にっこり笑ってうなずいた。

「ええ、普段聞きいているラジオの番組が、こんな風ふうに作られているなんて知らなかったですから……知らないことを知るって、面白いです」

　そのとき、サラサが小声で言った。

「そろそろ始まるよ、サナキアとラナキアのトークショーだ」

　手元のモニタースピーカーから、小さな音でコミカルな音楽が流れ始めた。

　やがて、ディレクターのサインと同時にスタジオの中にいた、女性アナウンサーが台だい本ほんを読み始め、その声が音楽に被かぶった。

『セリカスタン国民の皆様、いかがお過ごしでしょうか？　今日は予定を変へん更こうして、サナキアとラナキアのお二人に来ていただいて、色々お話をしてもらう、サナキアラナキアのトークショーをお送りします。この番組は、毎週土曜日の夜に放送されていたサナキアとラナキアのコミカルクリップをもとに、サナキアとラナキアを演じていただいているシャクドーさんとカルケンさんに、台本の無い自由なおしゃべりをしていただく番組です。音楽あり、ニュースありの楽しいバラエティに富んだ、今までに無い番組にしたいと思いますので、どうかよろしくお願いします』

『サナキアです、よろしく』

『ラナキアっす、よろしく！』

　どこかぎこちない口く調ちようで挨あい拶さつするシャクドーとカルケンを見て、サラサは首をかしげた。

「台本なしで、本当に大丈夫かねえ……」

「台だい本ほんはありませんけど、色いろ々いろネタは詰めましたから、大丈夫だと思いますよ」

　そう言って龍たつ也やがうなずいたとき、スタジオの中のシャクドーとカルケンが龍也のほうを見て小さくうなずいた。

　……最初っからあのネタをやるつもりなのか！

　龍也は少し驚いたが、すぐに思い直してうなずき返した。

　……冒ぼう頭とうに、聞いている人の関心を引くネタを持ってくるのを『ツカミ』って言って、番組を構成する上で大事なことだって、何かの本で読んだことがある……これはその『ツカミ』なんだ。

『えーと、サナキアでおなじみの私は、実は本ほん職しよくは空くう軍ぐんの軍ぐん人じんでして、名前をチミカ・シャクドーと申します。御ご存ぞんじの方もいらっしゃると思いますが、ナガス族の六ろく長ちよう老ろうの一人、シャクドー長老の息むす子こです……』

『ラナキアでおなじみの私も、本職は空軍の整備兵へいでして、名前はカルケン・モリカ。同じくナガス族の一員っすね……今、ナガス族は民族解放戦せん線せんとやらを名乗って、ケンカ吹っかけて来てますけど。あれ、全部がナガス族だとは思わないで欲しいもんっすねえ』

『そうそう、ナガス族の中には、俺のような立りつ派ぱなナガス族もいるんだな。こう見えても俺はセリカスタン空軍一いちのパイロットなんだぞ』

『へえ、すごいっすね……セリカスタン空軍一モテないパイロットっすか』

『違う！』

『じゃあ、あれっすね、セリカスタン空軍一メシを食うのが早いパイロット！』

『パイロットが、早食いを自慢してどうすんだよ！　腕だよ腕！　俺はセリカスタン空軍で一番腕がいいパイロットなの！』

『さんざんボケましたけど、みなさん、この人の言うことは本当です。シャクドー中ちゆう尉いの腕は文句なしでして、戦闘機きを操そう縦じゆうすれば、この人の右に出る人はいません、これは混じりっ気なしの真実です。この放送を聴きいているお子さんは、この人を見習っておくといいですよ……』

『なんかくすぐったくなってきやがった。気持ち悪いから、あんまり誉ほめんなよ……』

『女の子にモテなくったって、金かね遣づかいが荒くて、いつも金がなくてぴーぴー言っていたって、部屋を片付けられなくて散らかしっぱなしのダメ人間でも、パイロットの腕さえあれば、ちゃんとこうやって給料もらえるんです。せめて一つは人に自慢できるものを持ちましょう』

『ひでえこと言いやがるなあ。これ、全国放送だぞ。そういうお前は何か特とく技ぎとかあるのかよ！　さんざっぱら俺のことを言いやがったんだから、お前にも何かあるんだろうな！』

『ありますよ、実を言うと俺、医者なんです。心しん臓ぞう外科の専門家なんですよ』

『よりによって何を言いだすかと思えば……噓うそつくのもいいかげんにしろ！』

『本当ですって』

『あのなあ、心臓外科の医者になるには、ちゃんと勉強して、医い科か大学に進んで、国家試し験けんに受かって、臨りん床しよう医師とかの経験を積んで、やっと認められるんだぞ。お前、整備士しの資格しか持ってねえじゃねえか！　まさか、お前、飛行機を整備できるんだから人間も整備できる……とか思ってんじゃねえだろうな？』

『思ってませんよ、俺は確かに国家試し験けんも通ってないし、経験もありませんけど。でも、れっきとした心しん臓ぞう外科医いなんです！』

『ずいぶん強気だな……おまえのその強気の根こん拠きよは何なんだ？』

『俺は、自じ称しよう・心臓外科医なんです！　自称、とつければ、どんな職業やどんなものにだってなれるんです！　みんなが認めてくれるんです！』

『そんな馬鹿なことがあるもんか！　本物じゃなきゃ誰が認めるもんか！』

『……だって……ナガス民族解放戦せん線せんだって、実体は中ちゆう国ごくに支配されている自称・ナガス民族解放戦線なのに、みんなに認められた正統な政せい権けんだって言っているじゃないですか！』

　ちゃんちゃん♪　という音楽が入って、ディレクターのキューに合わせて女性アナウンサーの声が流れた。

『目の前でサナキアさんとラナキアさんのお話が聞けて感かん激げきしてます……番組はまだまだ続きますが、とりあえずここで音楽をお届けしましょう、センタルギーア楽団とセロメ・シュタウンの歌で、大だい平原の恋人……です』

　ミキサーがスライドスイッチを動かすと、モニタースピーカーから女性ボーカルの民みん族ぞく音楽と歌か謡よう曲を混ぜたような曲が流れ始めると、調ちよう整せい室の中にあるオンのランプが消えた。

　ヘッドホンを外したシャクドーとカルケンの二人が、大きくため息をついて肩の力を抜いた。

『ふぇー緊きん張ちようしたあ』

『台だい本ほんが無いってのは、めっちゃくちゃ疲れますねえ』

　ディレクターとウルカンが拍手しながら言った。

「いやあ、台本を読み上げるわざとらしさが無い分、実に新しん鮮せんで面白い！　こりゃあ人気が出るぞ」

　龍たつ也やは、さっきのシャクドーとカルケンの『自称』ネタのことを考えていた。

　……考えてみれば、この『自称』って言い方は、本当に実力があって、他人から認められている存在……つまり本物には効果が無いけど、本物じゃない存在、誰からも認めてもらえない存在、つまりは自分の周りを噓うそで固めた存在には、一番気きに触る言い方かもしれない。

　……自称・ナガス民族解放戦線って言い方をニュースとかで使うというのはどうだろう？　政府発表とかそういった場所や新聞でも使って定着させれば、すごいイメージダウンになるんじゃないのかな？

　龍也は顔を上げて、ウルカンに声をかけた。

「ウルカンさん……ちょっと、今、思いついたんですけど……いいですか？」




　次の日から、セリカスタン国こく営えい放送のニュース原げん稿こうを読み上げるアナウンサーや、政府のスポークスマン、そして新聞各かく紙しは『ナガス民族解放戦せん線せん』という単語の頭にすべて『自じ称しよう』をつけて『自称・ナガス民族解放戦線』と呼び始めた。

　そして、この呼び名はあっと言う間に国内に広まり、ついには『自称』という単語がセリカスタン中で使われる流りゆう行こう語ごになってしまった。

　それは、ナガス民族解放戦線のお膝ひざ元もとであるヌルカの街でも例れい外がいではなかった。

　ヌルカの街の大通りにあるバザールでは、色々な商品を売る露ろ店てんが立ち並び、道行く人に声をかけて商品を売りつけているのだが、『自称』という流行語はまずその掛け声の中に取り入れられた。

「さあさあ、このラジカセを見てくれ！　このラジカセは文句なしの日本製だ！　そんじょそこらの『自称・日本製』とは品質が違うぜ！」

「この布を手にとって見てくれ！　こいつはインド製の木綿もめん百パーセント！　レーヨンなんざ混じってない！　ちゃんと汗を吸うし乾きも早い！　なんってったって色落ちしない！　その辺に転がってる『自称・木綿百パーセント』と一緒にしないでくれよ！」

　そしてバザールの片かた隅すみでは……。

「おいおい、うちはお前を、店番のために手て間ま賃ちんを払って雇やとってるんだぞ？　他の客をほったらかしにして女の子とだけ話してるヤツがいるもんか！　お前みたいなのは『自称・店員』だ！　本物の店員なら手間賃を払うけど、ニセ者には払う必要はない。とっとと故こ郷きように帰んな！」

　店てん主しゆに叱しかられた店番の若者は唇くちびるを尖とがらせて言い返した。

「いいじゃないっすか。どうせ、うちで売っている雑ざつ貨かだって、全部適てき当とうに作られたニセモノで、自称・日本製とか自称・ドイツ製ばっかりじゃないですか！　店の屋や号ごうも『自慢屋や』じゃなくて『自称屋』にしたほうがいいんじゃないっすか？」

　そして、この『自称』の原因となったナガス民族解放戦線の宣せん伝でん放送は、この呼こ称しようを卑ひ劣れつな攻撃だとして、ヒステリックに糾きゆう弾だんしたが、わめけばわめくほど、言葉が激げき烈れつになればなるほど、人々は嘲ちよう笑しようの度ど合あいを高めた。ついには解放戦線すら省しよう略りやくされ『自称ナガス族』と呼ばれるようになった。

　一連の宣伝放送を信じて解放戦線に参じたナガス族の若者の間には、実じつ質しつ的な上じよう官かんがほとんど中ちゆう国ごく人民解放軍ぐんの兵士であることを知って幻げん滅めつした者も多かった。

　しかし、ナガス民族解放戦線に一度志し願がんして入隊してしまった者は、兵士として軍ぐん事じ組織の中に組み込まれ、逃げだせば「民族の裏うら切ぎり者」というレッテルを貼はられて、公開銃じゆう殺さつを含む厳きびしい処しよ罰ばつが加えられることになっていた。

　ナガス民族解放戦線の理想と現実のあまりに乖かい離りした姿に絶望した若者たちは、自じ嘲ちようと自じ虐ぎやくの意味を込めて自分たちを『自称・ナガス族』と呼ぶようになっていた。

　それはある意味真しん実じつであり、そして真実であるがゆえに、ナガス民族解放戦線は絶対にそれを認めるわけにはいかなかった。

　セリカスタン国こく営えい放送をはじめとする、政府機き関かんが一いつ斉せいに『自じ称しよう』という呼び名を使い始めて三日が過ぎたその日の夜。

　東部州しゆうの中西部ぶの谷あいにあるネムサスの村の人々は、山のふもとの方から数台のトラックのエンジン音が近づいて来るのに気がついた。

　ネムサスは、人口三十人ほどの小さな村だ。主しゆ要ような街道から外れているために、週に一回か二回、行ぎよう商しよう人にんの馬車がやって来るくらいのもので、訪れる人の姿はほとんど無い。

　その忘れ去られたような小さな村に、夜間、何台ものトラックがやって来ることを不ふ審しんに思った村人たちは、家々から飛びだして麓ふもとから登ってくる道を見た。

　谷川沿ぞいの道に沿ってくねくねと動くトラックのヘッドライトから、どうやら三台のトラックがこの村に向かっているようだった。

　家から飛びだして来た村人の一人が、長ちよう老ろうらしい男に聞いた。

「世せ話わ役やく、俺たちはどうすればいい？」

　世話役と呼ばれた長老らしい男は、その場にいた男たちに言った。

「こんな夜中に、トラックで乗りつけるというのは、どう考えても普通ではない。女おんな子供は家から出すな！　男は家から銃を持って来い！　わしが応おう対たいして話を聞く！」

　村人たちが家々に取って返し、自じ衛えい用ようのＡＫを持って家を出て来たとき、村から一キロほど手前でトラックが止まった。

「止まったぞ……」

「どうしたんだ？　何をやっているんだ？」

　村人たちが怪け訝げんな顔を見合わせたとき、トラックの方角から、スポン！　という炭たん酸さん飲料のビンの栓せんを抜いたような音がした。

　従じゆう軍ぐん経験のあった世話役が叫んだ。

「逃げろ！　あれは迫はく撃げき砲ほうだ！」

　その言葉が終わらないうちに、しゅるるるる！　という空気を切り裂さく音と共に何かが降ってきて、村の中央で爆発した。

　爆発した迫撃砲の砲ほう弾だんの破は片へんが、あたりの家の外がい壁へきや木々に刺さる鋭い音と村人の悲鳴が重なったとき、さらに次の砲弾が闇やみの空から降って来た。

　迫撃砲の砲ほう撃げきはかっきり三分間続いた。

　そして砲撃が終わると、何人もの兵士がＡＫを撃うちながら村の中に入って来た。

　一いつ軒けんの家の納な屋やを直ちよく撃げきした砲弾が、そこにあった燃料のドラムカンを炎えん上じようさせ、天を焦こがすほどに燃え上がった炎ほのおが村を赤く染め上げる中を、兵士たちは家々に飛び込んで、そこにいた村人たちを……女性や子供や老人たちに至るまで……外に引きずりだし、家の前で射しや殺さつした。

　谷に銃じゆう声せいと悲鳴が響ひびき渡った。

　兵士たちは口くち数かずが少なく、そして、その行動は実に手て際ぎわが良かった。

　三十数人の村人のほとんどが殺されるのに、たった十数分しかかからなかった。

　村の広場に、子供や女性の死体が転がっているのを見た指し揮き官かんらしい男が、中ちゆう国ごく語ごらしい言葉でなにやら指示をすると、兵士たちは女性の死体の服を剝はぎ取り始めた。そして、子供や女性の死体を全ぜん裸らにすると、銃じゆう剣けんで一人一人の首くび筋すじを念ねん入いりに刺した。

　その場に転がっている村人の全員が死亡していることを確かく認にんすると、男たちは、トラックに乗り込んで去っていった。




　ネムサスの村で起きた惨さん劇げきは、次の日の朝に、昨夜の火災に気がついた隣となり村むらの住民が訪ねてきて発はつ覚かくした。

　村の家の地下収しゆう納のう庫こから生き残った二人の子供が発見され、その子の証しよう言げんから、この村を襲おそった兵士はセリカスタン政府軍ぐんの軍ぐん服ぷくを着込んでいたことと、そして、現場にセリカスタン政府軍の帽ぼう子しや、政府軍の刻こく印いんの入ったＡＫなどが遺い留りゆうされていたことが判はん明めいした。

　しかし、ナガス民族解放戦せん線せんの調査員いんは、生き残った子供の「兵士は中国語を話していた」という証言には耳を傾けようとはしなかった。その場にいた隣村の住民に恫どう喝かつじみた言葉で他た言ごん無む用ようであることを告げて、この二人の生き残りの子供を連れてヌルカの街に去って行った。

　ネムサスの村の惨劇の真しん相そうについて、ナガス族の間に風ふう評ひようが広がるのに時間はかからなかった。しかしそれは表おもて立だってささやかれるものではなく、ナガス民族解放戦線の宣せん伝でん放送は、このネムサスの村の惨劇は、セリカスタン政府軍の特殊部ぶ隊たいによって行われた残ざん虐ぎやく行為であると断だん定ていし、セリカスタン政府を激しく攻撃し始めた。




　ナガス民族解放戦線の司し令れい部ぶでは、この事件の影えい響きようについてヤン少しよう佐さがリュウセイ大たい尉いに聞いていた。

「ナガス族の兵士の動きはどうだ？」

「以前のようなサボタージュや、抗こう命めい、そして脱走は減ったようです。政府軍ぐんの侵しん略りやくは近い、故こ郷きようを守るために戦え！　と繰り返し教育している効果が出てきたのかもしれません」

「そうか、やはり事実を突きつけてやるのが一番だということだな。お前は反対したが、結果は良いほうに出たではないか」

　ヤン少佐が勝ち誇ったような微笑ほほえみを浮かべているところに、しかめ面つらのヒムカ長ちよう老ろうがやってきた。

「いったいどうなっているんだ？　政府軍の侵略を許すとは！　これではナガス族の面子めんつは丸つぶれではないか……ワンセイ長老と約束した十倍の戦せん力りよくというのはいつ来るのだ！　いつまでたっても中国から応援の部隊が来ないではないか！　政府軍を圧倒する戦力で、このセリカスタンを占せん領りようし、北部のレアメタルの埋まい蔵ぞう地域をこの私のものにする、という計画はいつ始まるのだ！　貴き様さまは私のことを軽んじているのではあるまいな？」

　そこでヒムカ長ちよう老ろうははっと気付いたという表情で、さらに語ご気きを強めた。

「まさか……ワンセイをはじめとする他の長老どもを、いまだに生かしている理由は、私の代わりにナガス民族解放戦せん線せんの代表者として挿すげ替える首のスペアにするつもりなのか！」

　ヤン少しよう佐さは慌あわてて首を振った。

「いや、そのようなことはありません。あなたの代わりにするなど、そんなことは考えておりませんよ。あなたは、かけがえのないパートナーです」

　ヒムカは猜さい疑ぎ心しんを丸まる出だしにした目でヤン少佐を見て言った。

「……そうか、では、その証しよう拠こに私の見ている前で残りの五人の長老を射しや殺さつしてみせろ。他の長老の死体が転がったら、お前の言葉を信じてやる！」

　ヤン少佐はうなずいた。

「ええ、殺すのは簡単です。しかし、ナガス族の他の氏し族ぞくたちのほとんどは、いまだに六ろく長老の言うことだから、という理由で我々ナガス民族解放戦線の指示命めい令れいに従っているわけです。あなた一人の名前や言葉で、ナガス族全ぜん体たいが動くとお考えですか？」

　ヒムカ長老は嫌な顔をした。

　それは、自分がナガス族の中でいかに人じん望ぼうがないかを思い知っている顔だった。

　ヤン少佐は畳たたみ掛けた。

「五ご長老たちも使いどころはあります。各かく長老はそれぞれの氏族の代表です。いわばこちらはやつらを人ひと質じちにしているようなものです。自分の氏族の長おさを殺されたくなければ、こちらの言うことを聞け、と迫れば折れる者も多いでしょう。

　すぐに殺すのではなく、せいぜい使い倒し、利用しつくしてから殺したほうがよろしいのでは？」

　ヒムカ長老は不満げに鼻を鳴らしてから言った。

「他の長老の件は、まあいい……問題は応援だ！　どうして中ちゆう国ごくは残りの部ぶ隊たいを送ってこないのだ！　このままではいつまでたってもレアメタルの利り権けんが手に入らないではないか！」

　ヤン少佐は、言い聞かせるようにゆっくりと言った。

「何もしないで、応援を要求しても、送ってくるわけがありません。まず我々が戦ってみせて、その戦せん果かを示さねば、本国も動きませんよ。我々ナガス民族解放戦線が、よきパートナーであることを示すのが先せん決けつです」

「では……ナガス族だけで戦ってみせろと言うのか？　それは無む茶ちやな話だ。敵は空くう軍ぐんを持っている！　いつでもどこでも攻撃できるのだぞ！　のこのこと進しん撃げきを開始したら、あっという間に空くう爆ばくの餌え食じきだ！」

　目を見開いたヒムカ長老を見て、ヤン少佐は笑いながら首を振った。

「飛行機を飛べなくしてしまえばいいのですよ。我が軍の特殊部ぶ隊たいがもうすぐセリカスタン国内に潜せん入にゆうして破は壊かい工こう作さくを始めます。空くう港こうに対する破壊工作も当然行おこないますから」

「そうか……ならばいいが……それで、ちゃんと戦ってみせれば、中ちゆう国ごくは間違いなく応援を送ってくれるのだろうな？」

　ヤン少しよう佐さはにっこり笑ってうなずいた。

「ええ、それは当然です……わが国はナガス族の皆さんに協力を惜おしみません」

　ヒムカ長ちよう老ろうが帰った後で、リュウセイ大たい尉いが肩をすくめて言った。

「……数万人規き模ぼの軍ぐん事じ援助が来るって話を本気にしてましたねえ……領りよう土ど的野や心しんを見せるような真ま似ねをしたら、ロシアと戦争になるってことに気がつかないんでしょうかねえ？」

　ヤン少佐は吐き捨てるように言った。

「国際社会とかパワーバランスとか考えたこともないんだろうよ。きっとアメリカもロシアもその辺の部族と同じような物だと思っているんだろう」

「……実際、アメリカもロシアも我が国も、やってることは部族と変わんないですけどね。規模がでかいだけで……」

　ヤン少佐はリュウセイ大尉をにらみつけて言った。

「知ったような口を叩たたく前に動け！　部隊行こう動どう準備だ！　ああ言った以上一回ぐらいは戦ってみせんことにはな……」







　　　第六章　「デジカメとテロリスト」







　龍たつ也やは、朝から大だい統とう領りよう府ふにある日本館の八畳じよう間まに入り浸びたっていた。

　この日本館は大統領府の二階の奥にあるため、めったに人が来なかった。小学校や中学校などの見学コースに入っているという話だったが、カリキュラムのスケジュールから外れている時期の平日ともなれば、一日中誰だれも来ないこともある。

　ましてや、セリカスタン国内は、今、ナガス族の武ぶ装そう蜂ほう起きで揺れており、そんな時期にこんなところに来る人はまずいない。

　奥の八畳間は、ほとんど龍也専せん用ようの部屋になっていた。

　コタツの上に自分のノートパソコンを置いて、龍也はネットにつないだ画面を見ていた。

　画面に並んでいる、さまざまな現代兵へい器きの写真やデータを眺ながめながら、龍也はぼやいた。

「……自じ称しよう・軍ぐん師しじゃなくなるために、少し軍ぐん事じのことを勉強しようと思って、ネットに繫つないだんだけど、複ふく雑ざつな兵器が多すぎて、わけわかんないなあ……セリカスタンは旧きゆうソ連軍ぐんの兵器ばっかりじゃなくて、西側の兵器も取り入れているし、そうなるともう、なにがなんだか……」

　龍たつ也やは、画面をクリックして、戦せん術じゆつ兵器の運うん用よう方法について記したページを読み始めた。

　……えーと、なになに？　アメリカの軍ぐん事じ力りよくが突出してしまった今の国際社会の状況では、この先、正せい規き戦せんと呼ばれる戦せん車しやなどを並べた大だい部ぶ隊たい同士が、ぶつかりあうような戦争が起こることは、まずないだろう。小しよう規き模ぼな部隊や武ぶ装そう勢力をどう抑え込むか、という戦いが行われることになる。都市や武ぶ器きの生産拠きよ点てんを大だい規模な空くう爆ばくで破は壊かいして、戦争を遂すい行こうできなくする、という考えはもはや通用しない。

　戦争の主役は国家から組織に……それもごく少人数の、明確な指し揮き命令系けい統とうも、階かい級きゆう組織も持たぬ、同じ価か値ち観かんを持ったサークル活動のような組織の手に移ったのだ。

　機き動どう力りよくをもって動き回るネズミのような敵のコマンドをどう見つけて殺すか。これからの戦争は、ネズミと猫のゲームと化すだろう……か。

　画面の中には、空中にバラ撒まかれる小さなビール缶のようなものが映っていた。

　……あ、これ、ニュースで見たことがある。確か「クラスター爆ばく弾だん」とか言うんだよな。何百個って小さな爆弾をばら撒いて攻撃するんだけど、不ふ発はつ弾だんがそのままになって、子供とかが知らないで触って犠ぎ牲せいになっちゃうから禁止すべきだ、って言われているんだよな。

　小さな爆弾に赤や青の色がついているのは、不発弾を見つけやすくするためなんだけど、それが逆に子供の関心を引いちゃうんだって。

　民間人じんのいるようなところにそんな爆弾を落とすのが悪いんだろうけど、もともとゲリラとか民みん兵ぺいとかってのは、民間人が銃じゆう持っているわけだよな、オードン族みたいな人たちなんだから、兵士と民間人を区別するほうが無理なんだよな。

　……なにやら書いてあるな。えーと、空くう爆ばくってのは、兵士も民間人も全部一いつ緒しよくたにして攻撃する手段だから、一人の敵を倒す代わりに、その何なん倍ばい何十倍という数の新しい敵を作ることになりかねない。

　空爆は国家と国家が戦争していた時代には、相手の国の生産性を無くすために最も効果的な破は城じよう槌つちだったかもしれない。しかし、今のような戦争の形態には向いていないだろう……か。

　確かにそうかもしれないな……オードン族を復ふく讐しゆうに駆り立てたのはソナムルの空爆だった。街や施設をいくら破壊しても、オードン族の戦う意志は破壊することができなかった。オードン族の憎しみは増えるばかりで消えなかった。

「……憎しみか」

　龍也は、思わず口に出してつぶやいた。

　……今、このセリカスタンに渦うず巻まいている憎しみの原因となった、あのネムサスの村の惨さん劇げきは間違いなくナガス民族解放戦せん線せん側がわの自じ作さく自じ演えんテロだって、キシトン大だい統とう領りようは言っていた。

　政府軍は東部州しゆうに兵を出したことはない、と言い切っていた。

　サラサさんもシャリフ大たい尉いも、何の戦せん略りやく的価か値ちもないあんな村を襲おそう理由が無い。あの村が襲われたのは「自じ称しよう・ナガス民族解放戦線」という呼び名が広まって、イメージダウンすることを恐れたナガス民族解放戦せん線せん側がわが、セリカスタン政府に対する憎しみを沸わき立たせ、組織の結けつ束そくを図るために、中ちゆう国ごく軍ぐんの特殊部ぶ隊たいを使って行ったのだろう……って言っていた。

　……ということは、その原因の一いつ端たんは俺にあるんだ。

　俺がナガス民族解放戦線を揶や揄ゆして、風ふう刺しして、イメージを落とすたびに、何の罪もないナガス族の人たちが自じ作さく自じ演えんテロで殺されていくことになるのかもしれない。

　特殊部隊と言ったって、やってることはテロリストと変わらない。

　何の関係もない一般市民を殺し、傷つけ、平へい穏おんな生活を破は壊かいして、人々を不安の中に叩たたき込んでいる。

　……この憎しみの連れん鎖さをどうすれば終わらせることができるんだろう？

　それは、俺みたいな人間がいくら考えてもどうにもならないことなのかもしれない。偉い人や頭のいい人や、その道のプロの人が一生懸けん命めい考えたって答えが出ないのに、俺おれ一人が考えたって答えなんか出るわけがない。

　……でも、本当にそうなんだろうか？

　龍たつ也やはコタツの上のノートパソコンを閉じると、そのままごろんと畳たたみの上に寝ね転ころがって天てん井じようを見上げた。

　部屋の片かた隅すみにある防犯カメラが視し野やに飛び込んで来た。

　……最初は気になったけど、別に何も悪いことしているわけじゃないし。それにああいうのが無いと、ここの展てん示じ物ぶつとか勝かつ手てに持って行っちゃう人がいるから仕方ないんだろうな。

　最初にここに来た時に、トルテさんって職員の人が、電線泥どろ棒ぼうの話をして、この国には監かん視しする人がいないと平気で盗みをする人がいる……恥ずかしいことです……って言ってたけど。

　それを言うなら日本だって充じゆう分ぶん恥ずかしいよなあ。泥棒するヤツも、落らく書がきするヤツも、山ほどいる。

　誰も見てないから何をしてもいいって、本気で思ってるヤツが一いつ杯ぱいいるんだよな。

　龍也は、書店でアルバイトしていたときのことを思いだしていた。

　……防ぼう犯はんカメラで、万まん引びきの現場を見つけて、犯人を取り押さえたことが何度もあったよなあ。

　捕まったあとで『この店儲もうかってるんだから別にいいじゃん！』とか『金くれねえ親が悪いんだから俺は悪くねえじゃん！』とか、いろんな理由をつけて、それを正しいと言い張る、恥ずかしいヤツを山ほど見てきたけど。やっぱり『やってねえよ！　証しよう拠こがあんのかよ！』って開き直るヤツが、一番恥ずかしいよな。証拠があるから捕まってんのに。

　どんな悪いことでも、見つからなけりゃいい、見つかっても、言い逃れできればいい……。

　それが正しいって考え方は、結局とんでもないリスクを負うんだってことに、どうしてみんな気がつかないんだろう？

　……いや、気がつかないんじゃない。知らないし興味ないんだ。

　見つかったらどうなるのか、言い逃れできなきゃどうなるのか……。

　『やってねえ！』とか言い張って、警察沙ざ汰たになって、逮たい捕ほされて書類送そう検けんされて前ぜん歴れき者になっちゃうヤツを何人も俺は見てきた。

　万まん引びきは窃せつ盗とう犯はんで刑けい法ほう犯だから、罰ばつ金きんとか、反則金きんとか、そういった駐車違い反はんなんかとはまったく違う扱いを受けるってことを、俺はバイト先の書店で警察官かんの人から聞いて初めて知った。

　学校じゃそんなことは教えてくれない。家だって塾じゆくだって、そんなことは教えてくれない。

　受験科か目もくにも無いから、法律とか罰ばつ則そくとか、そんなことに興味を持つヤツはいない。でも世の中はその法律や罰則で動いている。知らない、興味ない、というのは言い訳にもならない。

　龍たつ也やは防ぼう犯はんカメラに視線を投げた。

　……本当は、あのカメラは一人一人の心の中にあるはずなんだよな。やっちゃいけないことって、一人一人が持っているはずなんだ。

　防犯カメラのことを、監かん視し社会だとかなんとか言って攻撃する人もいるけど。でも、心の中にそれを持ってない人が……自分で自分を監視することができる人がいなくなっちゃったんだから仕方ないのかもしれないな。

　畳たたみの上に寝ね転ころがってそんなことを考えていた龍也は、誰かがドアを開けて入って来たのに気がついて、あわてて起き上がり、コタツの前に座り直した。

　……誰だろう？　こんな平日の昼前にやってくるなんて。

　小さな足音が近づき、そしてそーっとドアが開いて……顔を出したのはシーデだった。

「シーデ！　なんでここに？」

　驚く龍也を見たシーデは、ほっとしたように微笑ほほえんで言った。

「へへへ、サゴンから聞いたんだ。シマオオカミがここに来ているって……」

　ドアを開けて部屋の中に入って来たシーデは、紺こん色いろのスカートに白いブラウスという、どこかの中学校の制服のような服を着ていた。

「もしかして……社会見学か何かで来たの？」

「うん、毎月二回、キシトン大だい統とう領りようが、各かく部ぶ族ぞくの学校の生徒を首しゆ都とに招待してくれるんだ。今月はオードン族の番なんだよ……本当はみんなで首都にある放送局や空くう港こうを見て回るんだけどナガス族の反乱があったから、見学が中止になっちゃって。その代わりに映画を見ることになったんだけど、映画なんか面白くないから、先生に言ってサゴン兄にいさんのところに来たんだ。そうしたらサゴン兄さんから、シマオオカミが来ているって聞いたんで、急いでやって来たんだよ……」

　そして、シーデは部屋の中を見回して、目を見開いた。

「ここが……日本の家なんだね……」

「うん、ごく普通の日本の家の部屋を再現している……靴を脱いで畳たたみの上に上がってみるかい？」

　龍たつ也やは笑いながら、目の前にある座ざ布ぶ団とんを指差した。

「うん！」

　シーデは、こくんとうなずくと、靴を脱いで、恐る恐る畳たたみに上がると、手のひらで畳の上を触りながら不ふ思し議ぎそうな顔で言った。

「毛け織おり物ものより硬いんだね……でも、板の間よりは柔らかい……不ふ思し議ぎな感じだね」

　シーデは、しばらく畳を触ったり、押さえたりしていたが、やがて顔を上げると、少し悲しそうな顔で微笑ほほえんだ。

「僕……日本に行きたかったなあ……」

　龍也は大きくため息をついた。

「うーん、一年間バイトしてお金を貯ためたんだけど、シーデのぶんまでは飛行機代だいを出せなかったんだ……ごめん」

「とんでもない！　気にしないで！　そんなこと！」

　驚いたように目を見開いて顔の前で振ったシーデの手は、以前のようなガリガリに瘦やせた針はり金がねのような細い手ではなかった。

　身長も伸びて、体つきが少し丸みを帯びたシーデを見て、龍也は思った。

　一年前のとげとげしさが噓うそのようだ。人って、人で変わるんだな。

　優しくされれば優しくなれるし、冷たくされれば冷れい酷こくになる。

　……きっと、シーデは、サゴンに大切にされているんだろうな。

　龍也に見つめられたシーデは、ちょっと赤い顔になって目を逸そらした。

「なんだよ……人の顔じろじろ見て……」

「あ、ごめん。いや、一年ぶりに会ったら、身長とか伸びて、なんか、こう……女の子っぽくなっちゃったんで、驚いていたんだ」

「女の子っぽくなったって……じゃあ一年前の僕は女の子じゃなかったって言うの？」

　龍也はうなずいた。

「うん、なんというか、こう……ワルガキって感じだったなあ」

　シーデはブラウスの上から胸を両手で押さえて、小さく首をかしげた。

「確かに背は伸びたよ、んでもって胸もちょっと膨ふくらんだけど……そんなにびっくりするほど変わってる？」

「毎日会っていればあんまり気がつかないかもしれないけど、一年ぶりだからね」

　自分の胸から、慌あわてて視線を逸らした龍也を見て、シーデは悪戯いたずらっぽく笑って言った。

「シマオオカミは、胸が大きい女の人が好きなの？」

　龍也は赤くなった。

「バカなこと聞くんじゃない！　女の子を好きになるのと胸の大きさは関係ない！」

「そうだよね、リューカ姫ってそんなに胸大きくないものね！」

「ついでにリューカ姫も関係ない！」

　むきになって言い返した龍たつ也やの顔を覗のぞき込んで、シーデは、ちょっと真ま面じ目めな顔になって言った。

「ねえ……シマオオカミ……」

「なんだよ」

「顔が赤いよ？」

「うるさい！」

　龍也が怒ど鳴なると、シーデは、きゃははは！　と声を上げて笑って身体からだを引いて逃げた。そして、身体の後ろに両手を着いて、あらためて部屋の中を見回して言った。

「僕……やっぱり日本に行ってみたいなあ。それでシマオオカミの部屋を見てみたい……きっと、こんな風ふうな部屋なんだろうなあ」

「いや、なんというか、俺の部屋は、もうちょっと狭くて……パソコンとか置いてあって……もっと、散らかってるかな？」

　シーデはそのまま身体をひねってうつ伏せになると、顔を畳たたみに近づけて匂においを嗅かいだ。

「干ほし草くさみたいな匂いがする……」

「まあね、畳ってのは、藁わらとイグサという草の茎くきで編んで作ったマットレスみたいなものだからなあ。草の匂いがするんだよ」

　シーデは畳の上に身を伏せたまま目を閉じてつぶやいた。

「子供の頃、こうやって、干草の中でお昼ひる寝ねしたことがあるんだ……お母かあさんが草くさ刈かりの仕事している間、ずっとね」

　そしてシーデは小さくあくびをすると、小こ声ごえで言った。

「……朝早かったから……眠くなっちゃった。ここでお昼寝していっていい？」

　……どうしよう？　でも、俺も毎日ここで昼寝しているわけだから、俺はいいけど君はダメってのも変な理り屈くつだよな。

　龍也は小さくうなずくと、シーデに言った。

「いいけど、そんなところで寝ると風か邪ぜひくかもしれないから……こっちに来てコタツに潜もぐるといいよ。電源は入ってないけど、布ふ団とんがあるから身体が冷えないしね」

「うん……そうする」

　シーデはそう言うと、ごそごそと布団の中に潜り込んだ。

　龍也の足に自分の足が触れたとたん、シーデが小さく、ふふふっ！　と笑った。

「どうしたの？」

「布団の中に誰かの足があるのって……面白いね」

　龍也は、はっとしたようにつぶやいた。

「そうか、日本人ならコタツの中に他人の足があるのは当たり前だけど、コタツなんか入ったことも無い人には、新しん鮮せんに感じるのかもしれないな……」

「なんか……猫と……一緒に……いるみたい……」

　シーデは途と切ぎれ途切れにそうつぶやくと、そのまま小さな寝ね息いきを立てて寝てしまった。

　コタツの向こう側で、子供のような表情に戻って寝ているシーデを見て、龍たつ也やは思った。

　……シーデが大人おとなになる頃。このセリカスタンはどんな国になっているんだろう？

　レアメタルの採さい掘くつが軌き道どうに乗って、豊かな国になっていればいいんだけど……そのレアメタルが枯こ渇かつしたらどうすればいいんだろう？

　……でも、日本だって江え戸ど時代には金や銀、そして銅の産さん出しゆつ量りようは世界でもトップクラスだったと何かの本で読んだことがある。

　今の日本は、資し源げんを掘りつくしてしまっている。でも今の日本は別に貧しい国じゃない。

　セリカスタンも日本のように、採掘した資源で手に入るお金を産業や教育に注そそぎ込めば、産業立りつ国こくになれるのかもしれない。

　人を育てることにお金をつかうことができるかどうかで、その国の未来が決まるんだ。

　……でも、キシトン大だい統とう領りようなら、きっと大丈夫だ。

　そして、龍也は大きくあくびをしてつぶやいた。

「……やばい、俺も眠くなっちまった……」

　辺りには誰もいなかった。そして誰かが来そうな気配も無かった。

　……寝ちまうか。

　龍也は、コタツの中に足を入れたまま、畳たたみの上に、ごろんと横になった。




　どれくらい寝ていたのだろうか？　龍也は目の前に誰かが立つ気配に気がついて目を開けた。

　……あれ？　誰だ？　サラサさんかな？

　目にとびこんできたのは、自分の腕を枕まくらにして寝ているシーデの寝ね顔がおと……。

　そして、その向こうで、半分泣なきそうな顔で立ちすくんでいるリューカ姫の姿だった。

　……うわ！

　龍也は、がばっと起き上がって、辺りを見回した。

「え？　あれ？　なんでリューカ姫がここに？」

　腕うで枕から振り落とされたシーデが目を覚ました。

「あ、シマオオカミ……おはよう……どうしたの？」

「どうしたの？　じゃない！　お前、反対側にいたんじゃなかったのかよ！」

「うん……ちょっと寒かったから……シマオオカミの手って、あったかいね」

　シーデが照れたように笑って、甘えた声で言ったとき……。

「仲がおよろしいことで……」
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　氷より冷たい声がした。

「え？」

　シーデは目を見開くと、ばっ！　と振り返った。

「姫ひめ巫み女こさま！」

　リューカ姫は、右の眉まゆ毛げのあたりを、ぴくぴくさせながら言った。

「サラサから、タツヤがここでお勉強していると聞いたので、お弁当を持って様よう子すを見にきたのですけど……どうやらお邪じや魔まだったようですね」

「あ、いや、お邪魔も何も……」

　リューカ姫は、言い訳しようとする龍たつ也やに、持っていた四角いランチバスケットを押し付けて言った。

「これはお昼ご飯です……二人分ありますから、どうぞ！　お二人で仲良くお勉強をお続け下さい！」

「え？　二人分って……」

　龍也が聞き返すより早く、リューカ姫はくるりと振り返ってそのまま部屋を走り出て行った。

　ランチバスケットを抱えたまま、呆ぼう然ぜんとしている龍也を見てシーデが叫んだ。

「追いかけなくちゃ！　姫巫女さまは誤ご解かいしてる！」

「え？　いや……だって……」

　どうしていいのかわからない、という顔をする龍たつ也やを見て、シーデが真剣な目で言った。

「僕が悪戯いたずら心ごころ出だしたのがいけないんだ……だから、僕が謝らなくちゃいけないんだけど……でも、シマオオカミは追いかけなくちゃいけないんだ！　だって……追いかけられたほうが……絶対うれしい！　追いかけてもらえなかったら……すごく惨みじめになる！　シマオオカミ……リューカ姫が好きなら追いかけなくちゃダメだ！」

　龍也は持っていたランチバスケットに目を落とした。

　……さっき、リューカ姫は二人分あるって言っていた。ここにシーデがいることを知っているわけがないんだから。それはきっと……。

　……うわあ、くそ！　なんてタイミングだよ！　まったくもう！

　龍也はランチバスケットをコタツの上に置くと、立ち上がってスニーカーに足を突っ込んで、そのままリューカ姫の後を追って走りだした。

　日本館の展示ブースに人ひと影かげは無かった。

　……外に出たんだな。

　日本館のドアを開けて廊下に出て左右を見回したとき、右手の突き当たりにあるエレベーターホールに人影がちらりと見えた。

　……いた！

　龍也は廊下を全ぜん速力で走りだした。

　その足音に気づいたのだろう、エレベーターホールの人影が振り向いた。

　リューカ姫だった。

「待ってくれよ！　リューカ姫！」

　その声を聞いたリューカ姫が目を見開いたとき、その後ろでエレベーターの扉とびらが開いた。

　リューカ姫はエレベーターの中に急いで飛び込むと奥に入った。

　エレベーターの扉は開いたままだった。

　……そうだ！　あのエレベーターには閉まる、というボタンがついていないんだ！　このまま飛び込めば間に合う！

　龍也は、走る足にさらに力を込め、加速したままエレベーターの中に飛び込んだ。

　二メートルも無い奥行きでは、その速度を止めることはできなかった。

　ごん！

　龍也がエレベーターの内うち壁かべに顔面からぶち当たる鈍い音と共にエレベーターの扉が閉まった。

　そのまま床に崩れ落ちた龍也を見て、リューカ姫は息を吞んだ。

「タツヤ！」

　思わず駆け寄ったリューカ姫を見上げて、龍也は床にへたり込んだまま笑った。

「……よかった。心配してくれるんだ……」

　リューカ姫は、はっとしたように目を見開いて、差し伸べた手をあわてて引っ込めると、つんとそっぽを向いた。

「別にタツヤだから心配したんじゃありません！　怪け我がをしているかもしれない人を心配するのは当然です！」

　龍たつ也やは額ひたいを押さえながらよろよろと立ち上がりながら言った。

「あのさ……リューカ姫、誤ご解かいしているみたいだけど……」

「誤解も何もありません！　だって……シーデに腕うで枕まくらして寝ていたのは本当でしょう！」

「あ、いや、それは本当だけど……でも、あれは勝かつ手てにシーデが俺のところにやってきて……」

　必死に言い訳する龍也をリューカ姫はにらみつけた。

「タツヤは隙すきがありすぎます！　もし、敵のテロリストが入って来たらどうするんですか！」

「あ、いや、そんなこと言われたって……大だい統とう領りよう府ふの中にテロリストが来るわけないよ。ちゃんと防ぼう犯はんカメラが……」

　そこまで言ってから龍也は何かに気がついたように目を見開くと、リューカ姫に向かって叫ぶように言った。

「そうだ！　リューカ姫！　この建物のセキュリティセンターに来て！」

「セキュリティセンター？」

　怪け訝げんな顔をするリューカ姫に向かって、龍也は胸を張って言った。

「うん、あそこには防犯カメラのモニタールームがある！　あの部屋の防犯カメラの映像を見れば、俺がシーデに何もしてないって証明できる！　君の誤解も解けると思うんだ！」

　リューカ姫は目を丸くして龍也の顔を見ていたが、やがて、小さく吹きだした。

「なんだよ、笑うことは無いじゃないか！　俺は真剣なんだぞ！」

　龍也の顔から視線を外したリューカ姫は、泣き笑いするように答えた。

「……ごめんなさい……いいんです、防犯カメラなんか見なくたって……わかってました……タツヤがそんなことするわけないって……わかっていたんです……でも、タツヤの腕枕の中にいたシーデを見たとき、もう、頭の中が真っ白になっちゃって……自分で自分が抑えられなかったんです……だって……」

　リューカ姫はそこで言葉を切ると下を向いて、聞き取れないくらいの小さな声で付け足した。

「それは……私の……夢だった……から」

「え？」

　龍也が思わず聞き返したとき、エレベーターが一階について、ドアが開いた。




　二人が戻ったとき、八畳じよう間まに、シーデの姿は無かった。

「あれ？　どこに行っちまったんだろう？　リューカ姫に謝らなきゃ、とか言ってたのに……」

　そのとき、リューカ姫が、コタツの上に置かれたピクニックバスケットの上に、なにやらキリル文字が書かれたメモ用紙があるのに気がついた。

「あら？」

　リューカ姫はそれを持ち上げて文字を読んだ。

　それは、鉛えん筆ぴつで、たどたどしく一文字ずつキリル文字を書いた、でも精せい一いつ杯ぱい何かを伝えようとして書かれた手紙だった。

　メモ用紙にはこう書かれていた。

『ひめみこさま、おこらないでください、いたずらだったんです。しまおおかみは、ぼくよりも、ひめみこさまのことがすきです。ぼくよりずーっとすきです。ぼくはいもうとだから、しまおおかみのおよめさんにはなれないけど、ひめみこさまはおよめさんになれます。おうえんしています。きょうはこれでかえります。ごめんなさい、しーで』

「何？　なんて書いてあるの？　それ、シーデから？」

　ひょい、と覗のぞき込もうとした龍たつ也やから、リューカ姫は思わずメモ用紙を隠かくした。

「あ、なんで見せてくれないんだよ」

　不満そうな顔をする龍也に、リューカ姫は微笑ほほえみを浮かべて首を振った。

「これはシーデから私への手紙です。女の子の秘密が書かれていますから、タツヤにはお見せできません」

「ちぇっ！　気になるなあ……」

　龍也はそう言うと、その場に座り込んだ。

　リューカ姫は、コタツを挟んだ反対側に座ると、さっきそこに座っていたシーデと同じように、部屋の中を見回して言った。

「ここが……日本の人たちが暮らしているお部屋なんですね……タツヤの部屋もこんな感じなのですか？」

　……なんか、さっきも同じようなことを聞かれた気がするな。

　龍也はそんなことを考えながら同じように答えた。

「俺の部屋は、もうちょっと狭くて……パソコンとか置いてあって……散らかってるな」

　そして、龍也はコタツの天てん板いたの上に置いてあったノートパソコンを見て、あ、そうだ、という顔になった。

「そういえば……デジカメで撮とった写真が、これに取り込んであったかもしれない……ちょっと待ってね」

　そう言うと龍也はノートパソコンを開いて、電源スイッチを押し起き動どうさせた。

「えーと、マイドキュメントの中のマイピクチュアの中に……あ、ああ、あったあった。新しいデジカメ買って、家で試し撮りしたときの画像……見てごらん、これが俺の部屋……散らかってるから恥ずかしいけどね」

「タツヤの部屋？」

　リューカ姫は、目を輝かせると龍也の前に身を乗りだして、ノートパソコンの液えき晶しようモニターを覗のぞき込んだ。

　そこには、本ほん棚だなにあふれた本と床に積み上げられた雑誌、机の上のモニターとタワー型のデスクトップパソコン。という、ごく普通の日本のオタク少年らしい部屋の写真が映しだされていた。

「すごい本と雑誌……タツヤは勉強家なんですね」

　感心するようにつぶやいたリューカ姫の言葉を聞いて、龍たつ也やは何と答えようか迷ったが、結局黙だまったままうなずいた。

　……本当はマンガ本とゲーム雑誌なんだけど……まあ本と雑誌で間違いはないもんな。これくらいの見み栄えは張ってもいいよな。

　リューカ姫は、龍也の部屋が映しだされているノートパソコンの画面を見て、感心したようにうなずいた。

「デジタルカメラとパソコンがあれば、こんな風ふうにいつでも写真を見ることができるんですね」

「うん、それだけじゃないんだ。これは写真と違ってデータだからね、インターネットにさえ繫つながっていれば、これと同じものを何枚でも送ることができるし動どう画がだって送ることができるんだよ。たとえば、キンリの里さとにライブカメラとパソコンがあれば、キンリの里の様よう子すを、そのままこっちのパソコンで受け取ることができるんだ」

　リューカ姫は目を丸くした。

「テレビの生なま中ちゆう継けいみたいなことができるんですか！」

「うん、ライブカメラが無くても、普通のデジカメで撮った動画のファイルをそのまま掲けい示じ板ばんとかに載せれば、世界中のどこでも、キンリの里の映像を見ることができるんだよ」

　リューカ姫は目を輝かせた。

「じゃあ、たとえば……私が、このセリカスタンでカメラに向かって、タツヤに伝えたいことをお話しして、その動画ファイルを掲示板に載せれば、龍也は日本でそれを見ることができるんですか！」

　龍也は笑った。

「うん、それはそうだけど、誰でも見ることができる掲示板にそのファイルを載せちゃうと、世界中の誰でも、リューカ姫がしゃべっている内容を見ることができるようになっちゃうんだ。プライベートなことは掲示板を使わないでメールで送ったほうがいいかもね」

「そ、そうですね、プライベートなことが、世界中の人に知られるのは困りますね」

　リューカ姫は、あわてたようにそう言うと、赤くなって下を向いた。

　……一体どんな話をするつもりだったんだろう？

　龍也は笑いながら言った。

「顔とか名前とかの個人情じよう報ほうってのは、みんなに見て知ってもらいたいものと、みんなに見られたり知られたりすると困るものがあるから難しいよな。

　芸能人とか政治家とかは、顔と名前を知ってもらわなくちゃ困るよな。んでもって一般の人は……まあ、確かに嫌がる人もいるけど、意い外がいと喜んじゃう人もいそうだな……本当に困るのは隠かくれて悪いことをしようとしている人だな……泥どろ棒ぼうとか詐さ欺ぎ師しとかテロリストとか……」

　そこまで言った時、龍たつ也やの脳のう裏りにひらめいたものがあった。

　……そうだ！　困らせればいいんだ！　テロリストを！

　リネト衆しゆうにデジカメを渡せば、テロリストの顔を撮さつ影えいできるかもしれない！

　そして……衛えい星せい携帯電話と……パソコンさえあれば、そのテロリストの顔や姿の情報をセリカスタン中に配ることができる！

　顔や名前やそういった個こ人じん情報をみんなに見せて知らせて、困らせてやればいいんだ！

　龍也は、目を輝かせてリューカ姫に聞いた。

「サラサさんに連れん絡らくつく？　なら連絡して！　大だい至し急きゆう！」

　リューカ姫は目をぱちくりさせた後であわてて携帯電話を取りだした。




　次の日の昼を少し過ぎた頃、セリカスタンの首しゆ都とアーディンの中心部に建つ高層ビルの中にあるカイトグループのセリカスタン事務局に、スーツ姿の若いビジネスマン風ふうの男がやって来た。

　受付で、簡単に言葉を交わした後で、応接室に通されたその若いビジネスマン風の男は、ソファに座らずに、そのまま部屋の隅すみに立つと、胸ポケットからボールペンを取りだした。

　そしてボールペンのキャップの先せん端たんについていた小さな黒いシールのようなものをはがすと手早く壁のピンホールに貼はり付けた。

　そして、男はなにくわぬ顔でソファに座ると、机の下と、ソファのわきに手をやって同じようにボールペンの先で何かを細さい工くした。

　二分ほどしたとき、急ぎ足の足音が近づいてきて、応接室のドアをノックする音とともに、若い女性の声がした。

「ナターシャです」

「どうぞ」

　若いビジネスマンが答えると、ドアを開けて、二十代半なかばのメリハリの利いた体型のプラチナブロンドの女性が入って来た。

　ナターシャと名乗ったその女性は豊かに突きでた胸の前で腕を組み、若いビジネスマンを見下ろして忌いま々いましげに言った。

「……見事に化けたわね。ネマコル」

　ネマコルは、にやっと笑った。

「野のにいるときは野の服を、街にいるときは街の服を……スーツというのは完かん璧ぺきな都市迷めい彩さいだからな」

　ナターシャは、ため息をついて肩をすくめると、ネマコルの前に座った。

「……で？　壁の保ほ安あん用の光学モニターと聴ちよう音おんモニターを無む力りよく化かした上で、この私に話したいことって何？」

「以前、君から話があった軍ぐん事じエージェントの派は遣けんの申し出だが……あの件はまだ有効かな」

　ナターシャは、驚いたように、その青い目を見開いた。

「西側からの軍事エージェントの派遣は、ロシア連れん邦ぽうを刺し激げきするという理由で断ったじゃない。どうしたの？　何か情じよう勢せいに変化でも？」

　ネマコルはうなずいた。

「うむ、情勢というか……早急に装そう備びを整える必要が生じたのだ。軍事エージェントを雇やとう代わりにノートパソコンと衛えい星せい携帯電話をセットで五十ほど。こいつを大だい至し急きゆう都つ合ごうしてくれないだろうか？　中ちゆう古こでも構わないし、ロシア語版ばんや英語版のＯＳでなくともいい、インターネットに接続できればそれでいい。とにかくできる限り早く欲しいのだ！」

　ナターシャは怪け訝げんな顔になった。

「ノートパソコンと衛星携帯電話？　そりゃあまあ、ＯＳとかスペックとかにわがまま言わなきゃ、今すぐにでも都合はつくし、空くう港こうを開けてもらえれば、明日にでも届くけど……いったい何をするつもりなの？」

　ネマコルはさらりと答えた。

「テロリスト狩がりだ」

　ナターシャの目が点になった。

「どうやって……というか、どんな使い方をするつもりなの？」

「一ひと言ことで言うのは難しいが、シマオオカミ殿の言うところでは、要するにデジタルカメラと組み合わせて防ぼう犯はんカメラにするそうだ」

　ネマコルの言葉を聞いたナターシャは、肩をすくめた。

「また、あの子が何やら考え付いたってわけね……わかったわ、大至急揃そろえてＤＨＬ国際宅配便で運ばせるわ、明日の夕方には届くでしょう。空港閉へい鎖さは解いてもらえるんでしょうね？」

「ああ、その点は問題ない。根ね回まわしは終わっている」

　あっさりとうなずいたネマコルを見て、ナターシャは小さく首を振って言った。

「この国は、意い思し決定とか、権力のバランスとか、本当によくわかんない国だわ……一いち地方の宗教的権けん威い者しやの護ご衛えい役やくにすぎないあんたが、どうして政府首しゆ脳のうに食い込んでいるのか、とか、その宗教的権威者である姫ひめ巫み女こは、すごい発言力とか影えい響きよう力があるのに、それが実じつ質しつ的な権けん力りよくとか利り権けんにむすびついていなかったり……」

　ネマコルは笑った。

「セリカスタンのキンリの巫み女こを、西せい欧おうにおけるカトリックのような価か値ち観かんで判断するのは、大きな間違いだぞ。キンリの巫女は祖そ霊れいと氏うじ神がみと共にあり、ただ信しん義ぎのみを戒かい律りつとする……人々への影えい響きよう力はあるが、その影響力は現げん世せいでの利益とは無む縁えんなのだ」

「……影響力とか発言力とか信用の度ど合あいとか、なんでもお金に換かん算さんして考えるって方法論ろんでしか動いていない人間には理解不ふ能のうかもしれないわね、その概がい念ねんは……」

　ナターシャはそう言って肩をすくめたあとで、探るような目でネマコルに聞いた。

「で……どうなの？　ナガス民族解放戦せん線せんの連れん中ちゆうは抑え込むことができそう？」

　ネマコルはポーカーフェイスで答えた。

「ナガス民族解放戦線を、ナガス族と民族解放戦線とに分ぶん離りする作戦を現在展てん開かい中ちゆうだ……これが成功すれば、抑え込むどころか、国こつ境きよう線せんの向こう側にお帰りいただけるんじゃないかな？　まあ、詳しいことはいずれ、こちらからご連れん絡らくする……まあ、そんなに心配しなくてもいい、と本社の偉い人に報告しておいてくれればいい」

　ナターシャは、憮ぶ然ぜんとした表情で答えた。

「なんというか、あなたと話をしていると、自分が子供になったような気がするわね……」




　ネマコルが、カイトグループの援助で手に入れたノートパソコンと携帯電話、そしてデジカメの三つのセットを、中ちゆう国ごく軍ぐんの破は壊かい工こう作さく員の活動を抑え込むために、セリカスタン各地の都市に潜せん伏ぷくしていたリネト衆しゆうに配ったのはそれから三日後だった。

　龍たつ也やが考こう案あんした防ぼう犯はんカメラ作戦用のセットを受け取ったリネト衆は、直ちに行動を開始した。ヌルカの街にあるナガス民族解放戦線の司し令れい部ぶ近くの家に彼らの姿はあった。屋根の上にある煙えん突とつの雨あま避よけの下に陣じん取どって監かん視しを開始したのだ。

　ナガス民族解放戦線の実じつ質しつ的指し揮き官かんであるヤン少しよう佐さが、司令部の建物を出て、別べつ棟むねの小さな事務所のような場所に向かったのを見たリネト衆の背中に緊きん張ちようが走った。

「……あそこには、さっきから民間人のようなやつらが、三さん々さん五ご々ご集まってきていたよな？」

「ああ、軍ぐん人じんは一人も入っていない……ヒムカ長ちよう老ろうの私し兵へいかと思ったが……ヤン少佐が会いに行くところをみると、どうやら違うようだな」

「……本ほん命めいは、あそこにいると見ていい！　あの建物から出てくる連れん中ちゆうを撮とるぞ！」

「了りよう解かい！」

　リネト衆がデジタルカメラのレンズを向けたその建物の中にある部屋には、ナガス族の民族衣い装しように身を包んだ三十人ほどの男たちがいた。彼らは思い思いの格かつ好こうで椅い子すや机の隅すみに腰掛けていたが、ヤン少佐が部屋に入って来ると、全員が黙ったまま立ち上がった。

　立ち上がった男たちを見回して、ヤン少佐は静かに言った。

「黙もく礼れいと黙もく立りつ……ありがとう、着席したまえ」

　男たちは黙ったまま再び思い思いの場所に腰を下ろした。

　ヤン少佐は、男たちの真まん中なかに進みでると小こ声ごえで言った。

「お前たちの仕事がいよいよ始まる……攻こう略りやく部ぶ隊たいの進しん撃げきの前にセリカスタン国内に潜せん入にゆうし、鉄てつ橋きようや通信施し設せつなどの破は壊かいを行い、国内を混乱させるのだ……セリカスタン政府軍ぐんの対たいテロ部隊として、大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいがあるが、戦せん力りよくは少なく、主に首しゆ都との警けい備びに当たっている。地方都市は、それぞれの土地を実じつ効こう支配している部ぶ族ぞくの兵士が警備に当たっているようだが、しょせんは民みん兵ぺいレベルでシロウトも同然だ。とはいえ各かく自じ抜かることの無いようにな……諸君らの破壊活かつ動どうが始まるのと同時に本隊の進撃が開始される。先兵として充分に働いて欲しい……以上だ」

　民族衣い装しように身を包んだ男たちは、黙ってうなずくと立ち上がって、それぞれに準備を始めた。

　ヤン少しよう佐さはその中の一人……中ちゆう背ぜいで、目の細いぼんやりとした顔つきの中年男に声をかけた。

「ウー・ツェン。ちょっと私と一緒に来てくれ」

　男は黙ったまま、首を前に出すような仕し草ぐさで頭を下げた。

　自分の執しつ務む室にやって来たヤン少佐は、部屋の片かた隅すみにある応接セットにウー・ツェンを座らせると、冷蔵庫の中から缶ビールを二個取りだして、ウー・ツェンの前に置いた。

「ネムサスの村ではご苦労様さまでした……教きよう官かん殿どの」

　ぼんやりとしたウー・ツェンの顔に表情が動いた。

「仕事場では教官と呼ぶなと言っておいたはずだぞ……」

「ええ、そうですけど……今、このときぐらいはいいではありませんか。あなたはこれから単身で、最も遠方で最も重要な二つの目標……キンリ族の拠きよ点てんと、その近くの川に建設中のタングステン試験採さい掘くつプラントを爆ばく破はしなくてはならないのですから……これは、私からのせめてもの餞はなむけです。祝しゆく杯はいの前まえ倒だおしだとお考え下さい」

　ヤン少佐の言葉を聞いたウー・ツェンの唇くちびるに薄い微笑ほほえみが浮かんだ。

「……なるほど、祝杯の前倒しか。我々広こう範はん囲い作戦部隊第三梯てい団だんが、認められる日がそこまで来ているということだな」

「ええ、この作戦が成功すれば、党とう中央の見る目が変わります。安価で低てい性能な装そう備びを持たせた歩ほ兵へいを並べて数で圧倒する、という方法だけを踏とう襲しゆうしていたのでは、これからの戦いには勝てません。圧倒的な性能差さは数の優ゆう位いなどあっと言う間に凌りよう駕がしてしまうという湾わん岸がん戦争やイラク戦争の現実を直ちよく視しして戴いただかないと困りますからね」

　ウー・ツェンは缶ビールを取り上げると、プシュ！　と音を立てて缶を開けた。

「だが……ハイテク軍隊は金がかかる。それを維い持じするには想そう像ぞうを絶するような金が必要になる……我が国の経済成長は、さらに加速しつつある。この経済成長が果たしていつまで続くのかそれはわからんがね。だが、目もつ下かの問題はエネルギーだ……」

　ヤン少佐は、同じように缶ビールを開けてうなずいた。

「ええ、今や我が国の十二億の民たみすべてが家にエアコンを置き、自動車を乗り回すことを望んでいますからね。金さえあればそれが手に入るということを彼らは知ってしまった。しかし、いくら金を積んでエアコンと車を手に入れても、電力とガソリンが無ければ意味はない。金を稼かせいでも意味が無いと知ったとき、その不満は我が国を根底から揺るがすでしょう。つまり、我々はどんな手段を使おうとも電力とガソリンの原料である石油を手に入れなくてはならないということなんですね」

　ウー・ツェンは缶ビールを持ち上げて言った。

「うむ、今回の作戦について、レアメタルを独どく占せんできたところで、それによって得ることのできる外がい貨かなどたいした額がくではないと言う者もいる。だが、たとえ額が少なくとも、我が国に確実に利益をもたらすものを手放すのは愚おろかだ。たとえ一ドル、一セント、の単位でも、それが我が国に石油の一いつ滴てきとなって入ってくるのだからな。

　先進国は今まで有り余る石油資し源げんをがぶ飲みして、ハイテク生活を維い持じしそれを謳おう歌かしてきた。我々が彼らに追いつき、彼らと同じ生活を望んだとしても、彼らに我々を責める資し格かくなどありはしない。石油の値段が吊つり上がって第三世界に回る余よ裕ゆうが無くなったとしても、その原因と責任を我々だけに押し付けるのは間違っているのだ。

　確かに我々には責任がある。だが、それは国こく際さい責任とやらではない。自じ国こくの国民に対して責任があるのだ……」

　ヤン少しよう佐さは笑いながら缶ビールを持ち上げて答えた。

「責任を果たすことを願って……」

　ウー・ツェンは黙ってうなずくと、缶ビールを飲み干した。

　ヤン少佐の執しつ務む室を出たウー・ツェンは、裏うら口ぐちのドアを開けて外に出ようとして、ぴたりと足を止めた。

　そしてそのままじっと動かずに、左右に油ゆ断だん無なく目を配り始めた。




　五十メートルほど離れた建物の屋根の上に隠かくれてデジタルカメラを構え、その姿を撮さつ影えいしようとしていたリネト衆しゆうの一人は、あわてて姿を隠すと、すぐそばにいた小こ柄がらな仲間に小こ声ごえで話しかけた。

「あいつ……ただ者じゃないぞ。要よう注意だ。これだけ離れているのに俺の気配に感づいた……」

「写真は撮とれたか？」

　デジカメのビュワーで映像を再生した背の高い方のリネト衆は、小さく舌した打うちをした。

「今確かく認にんしてみる……ああ、くそ！　顔が判はん別べつできない。背せ格かつ好こうと着ている服は判別できるがな……」

　脇にいた小柄な仲間は、ノートパソコンを起き動どうしながら言った。

「まあいい、無いよりマシだ。データをよこせ、衛えい星せい携帯電話でメールに添てん付ぷして送る」

「わかった……」

　デジカメから取りだされたメディアを受け取った小柄なリネト衆は、それをアダプターに差し込むと、メールソフトを起動しながら言った。

「……しかし、こうやって写真がその場から送れるとは思わなかったな。これもすべてシマオオカミ殿のおかげだな」

　背の高いリネト衆しゆうがうなずいた。

「ああ、デジカメと衛えい星せい携帯電話とパソコンの使い方を教えてもらえたおかげで、中ちゆう国ごくの特殊部ぶ隊たいの連れん中ちゆうの人にん相そう着ちやく衣いを全部写真で送ることができる……やつらが検けん問もんや警けい戒かいに引っかかれば一発で身み柄がらを拘こう束そくされる……やつらも、まさかこんな風ふうになっているとは思うまい」

「俺たち二人だけが見たものが、そのまま何百人に同時に伝わる……時代が変わったぜ、まったく……」

　小こ柄がらなリネト衆は、しみじみとした口く調ちようでつぶやいた後で、背の高いほうに聞いた。

「そういえば、他の……リキエヌの班はどこに行ったんだ？」

「ああ、あいつらは例の高台の二階家に張り付いている……窓とかから室内が確認できないかどうか調べている……長ちよう老ろうの顔でも見えれば言うことは無いんだがな……」

「ナガスの六ろく長老は殺されちまったって話もあるけど、どうやら生きているらしいしな……よし、衛星を拾ったぞ、送信を始める！」

　小柄なリネト衆が、パソコンに取り込んだ映像ファイルを衛星携帯電話を通じて、首しゆ都との大だい統とう領りよう府ふに設けられた総合指し揮き本部に送り始めたその頃。

　ナガス民族解放戦せん線せんの司し令れい部ぶでは、中国軍ぐんの小しよう隊たい長ちよう以上の階かい級きゆうの者が整せい列れつして、ヤン少しよう佐さが来るのを待っていた。

　やがて、ヤン少佐がドアを開けて入ってきた。

　普通ならここで「気をつけ！」とか「起き立りつ！」という号ごう令れいがかかるのだが、そういったアクションが一いつ切さい無いまま、ヤン少佐は壁面に張られているセリカスタン全ぜん土どの地図の前に立って、部下たちを見回した。

「敬けい礼れいも何も必要が無い、というのには、諸君らもいささか戸と惑まどったかもしれん……だが、忘れないでもらいたい。諸君らは軍ぐん人じんではない。諸君らは発電所建けん設せつのためにやってきた労働者であり、ナガス族の民族自じ立りつの決意に感動して参じた義ぎ勇ゆう兵へいなのだ……諸君らの配下にはナガス族の部隊も数多く存在する。我々は彼らの大たい義ぎに賛同し、これを手助けするためにここにいる。ナガス族をおろそかにしてはいけない……』

　ヤン少佐はそこで言葉を切ると、にやっと笑って言葉を続けた。

『……まあタテマエはこれくらいにして、これから本ほん音ねを話す。我々の目的は、このセリカスタンに内ない戦せんの炎ほのおを上げることだ。だが、腰こし抜ぬけの政府軍ぐんはまったく攻撃を仕掛けてこない。攻めて来ないのならこっちから攻めるまでのことだ。我々の戦力は、ナガス族の軍ぐん事じ部門から接せつ収しゆうした戦せん車しやと、本国から持ち込んだ戦車を合わせた七十両の戦車及および装そう甲こう車しや、トラックなどの車両二百五十両だ。

　これだけの戦せん力りよくしかないが、進しん撃げきを開始すれば、いかに腰抜けの政府軍といえども無視はできんだろう。だが、よいか。我々が刺し激げきするのは、あくまでもセリカスタン政府軍ぐんだ。国際社会……特にロシア連れん邦ぽうに警けい戒かい心しんを持たせてはならない。このセリカスタンに対し領りよう土ど的野や心しんを持っていると思わせてはならないのだ……」

　ヤン少しよう佐さは自分の後ろにあるセリカスタン全ぜん土どの地図を示した。

「我々ナガス民族解放戦せん線せんは、現在この東部州しゆうを実じつ効こう支配している。セリカスタン政府は、ナガス族の要求をすべて受け入れて、東部州の州内に駐ちゆう屯とんしていた政府軍部ぶ隊たいを引き揚げ、この東域州と中部州との境さかいにあるエルムリンの街に集しゆう結けつさせている。我々は全ぜん兵へい力りよくをもって、この街を攻こう略りやくする」

　そして、ヤン少佐は地図上に示された三つの赤い丸印じるしを指差して言葉を続けた。

「戦場となるエルムリンは、このヌルカの街から二百キロ以上遠えん方ぽうにある！　そのため途中に三箇所の補ほ給きゆう基地を用意してある。ここと、ここと、ここだ。

　政府軍は弱体化している。新しん大だい統とう領りようは兵士の数や戦せん車しやなどの正面装そう備びを削さく減げんし、その浮いた金でインフラの整備を始めたからだ。とはいえ、残念なことに、セリカスタン全土の制せい空くう権けんは政府軍にある。移動中に空くう爆ばくを受ければ、壊かい滅めつ的打撃を受けるだろう。したがって部隊移い動どうは主に夜間、無む灯とう火かで行うこととする。移動速度は遅くなるが仕方が無い。

　特とく殊しゆ工こう作さく員がセリカスタン各地で敵の補ほ給きゆう路ろや通信施し設せつを破壊し、混乱が起きるのとあわせて作戦を開始する。予定は二日後の午後六時だ。それまでに各かく自じ車しや両りようの整備と補給物ぶつ資しを確かく認にんしておくように。移動時の消しよう耗もうをなるべく抑え、兵を疲れさせないようにしろ！

　セリカスタン政府は、シマオオカミと名乗る軍ぐん事じアドバイザーがいると大だい々だい的に宣伝しているが、安心しろ。あいつの正体は日本人の、それも高校生だ！　何の訓くん練れんも勉強もしておらん！　インターネットで情報を集める能力だけはあるようだが、所しよ詮せんはシロウトだ！　奇きをてらうことはできても、正せい統とう派の戦いに口を挟むことはできん。諸君らは虚きよ名めいに左右されることなく、粛しゆく々しゆくとプロの働きを見せてくれるだけでいい……以上だ！」







　　　第七章　「決断と判断」







　ナガス民族解放戦せん線せんの攻こう略りやく部ぶ隊たいが集しゆう結けつし進しん撃げき準備を始めた、という知らせは、動どう静せいを監かん視ししていたナガス族の中にいる政府の協力者から直ちに首しゆ都とに伝えられ、対策を決めるために開かれていた緊きん急きゆう部ぶ族ぞく長ちよう会議の場は、大おお騒さわぎとなった。

　会議室の正面スクリーンに映しだされた地図の前には、セリカスタン政府軍ぐん総そう司し令れい官かんとなったバンユー中ちゆう将じようが立って、状況を説明していた。

「ヌルカの街の郊こう外がいにある元の政府軍施し設せつに集結していたナガス民族解放戦線の戦せん闘とう部隊が移い動どう準備を始めました。事前に入にゆう手しゆしてあった情報と、部隊の進しん行こう方向から見て、目標はヌルカの街から約二百二十キロ西方にある中部州しゆうと東部州との境きよう界かいの街、こちらのエルムリンと思われます。

　制せい空くう権けんが我々にあることから、彼らは日中の移動を避け、夜間に無む灯とう火かで移動するものと思われます。そのため、おそらく移動速度はそれほど速くありません。途中に三箇所の補ほ給きゆう基地を置き、その基地の周囲には対たい空くう砲ほう火か陣じん地ちを構こう築ちくし、警けい備び兵へいに携帯型対空ミサイルＳＡ─16を装そう備びさせていることから、これらの補給基地を利用して、出発後ご二日ないしは三日後に目標であるエルムリンに到達するものと思われます。

　戦力にあっては戦せん車しや七十両りよう、装そう甲こう車しや八十両、トラックその他約やく二百両。兵へい員いん数すうはおよそ八千人、動どう員いんできる最大の数を投入しております」

　長ちよう老ろうの一人が手を上げて聞いた。

「対たい抗こうする手立てはあるのかね？」

「はい、先ほども申しました通り、敵は制空権を確かく保ほしておりません。従って空くう爆ばくについては我々にフリーハンドにも近いアドバンテージが与えられています。つまり、我々はいつでも好きな場所に爆ばく弾だんを投下できるわけです。不ふ正せい規き戦ではない、機き械かい化か部ぶ隊たいに対抗する手段として空爆は、極めて有効な手段だと思われます」

「それは、今すぐにでも可能なのかね？」

　バンユー中将はうなずいた。

「空くう軍ぐんには、すでに準備命めい令れいを出してあります。基地には爆弾を搭とう載さいしたＬ─39アルバトロスが待たい機きしており、大だい統とう領りよう閣かつ下かのご命令があれば、いつでも出しゆつ撃げき可能です」

　族長たちの間に安あん堵どのため息が広がった。

「おお、さすがはバンユー中将だ、準備は怠おこたらぬと言うことか」

「敵の機き先せんを制し、その鼻はな先さきを叩たたけば、奴やつらもおとなしくなるだろう」

　オードン族の族ぞく長ちようサゴンが、大声を張り上げた。

「大だい統とう領りよう閣かつ下か！　今こそご決断のときですぞ！　あの、驕きよう慢まんなる自じ称しよう・ナガス族どもに思い知らせてやるべきです！　このセリカスタンの主しゆ権けんが誰にあるのか、それを！」

　キシトン大統領は瞑めい目もくしたまま、各かく部ぶ族ぞくの族長の言葉を聞いていたが、やがて目を開くと、きっぱりと言った。

「空くう爆ばくは行いません……彼らの総そう数すうは約八千人……たったこれだけの人数で、このセリカスタン全ぜん土どを押さえることなどできはしません。彼らには、本気でこのセリカスタンを占せん領りようする気など無いのです！

　彼らがエルムリンに来たければ、それを迎え撃うつのではなく、粛しゆく々しゆくと軍を引き、彼かれ等らに都市を与えればいいだけのことです」

　部族長ちようたちは驚きよう愕がくした。

「なんと！　血ち迷まよいましたか！　大統領閣下！」

「ここで、さらに彼等に領りよう土どを与えるおつもりですか！」

「まさか……このまま戦わずして首しゆ都とまで後退するつもりですか！」

　キシトンはうなずいた。

「ええ、私は、それでも戦いは避けたいのです。首都に来たければ来させればいいではありませんか。自称・ナガス族とはいえ、その戦力の半はん分ぶん以上はナガス族そのものなのです。私はいかなる場合でも、同じ国の国民どうしで戦い、血を流し、命を奪い合うべきではないと考えます！」

　オードン族の族長、サゴンが咆ほえた。

「これ以上譲じよう歩ほしてどうなるというのですか？　それで戦いが終わるという保証はありませんぞ！　やつらが望んでいるのは、領土でも権利でも誇りでもない！　やつらは、ただ、戦いのみを望んでいるのですぞ！　譲歩しても譲歩しても、やつらが満足することはありえない！　それはただ、解決策さくを先さき延のばしにしているだけなのですぞ！」

　キシトン大統領は両手を広げた。

「その通りです！　彼らは戦いのみを望んでいる。このセリカスタンに戦争という名前の混乱を引き起こそうとしている！　しかし、戦争というのは、片方の当事者だけでは起こせません！　戦争を起こさないためには、彼らの挑ちよう発はつに乗らないこと、それだけしか方法はないのです！　サゴン族長……一年前、あなたはインナルドの街で行われた停てい戦せん協定の調ちよう印いん式しきで、センドルク大統領派はの卑ひ劣れつな挑発を受けた……あのときもセンドルク大統領派の連れん中ちゆうは戦いを求めていました。しかし、あなたがその挑発に耐え忍しのんだがゆえに、一年前の戦いは終わりを告げたのです！　違いますか？」

　サゴンはゆっくりと答えた。

「キシトン閣下、それは違います。一年前のあのとき、センドルク大統領は、我々に和わ平へいを求め、そして、その和わ平へいを我々が破ることを期待して挑ちよう発はつしてきたのです。ですからその挑発に乗らないことで……耐え忍しのび、譲じよう歩ほすることで和平は達成できたのです。

　しかし、今回の相手は違います！　やつらは最初から和平など望んではおらんのです！　ひたすら戦いを、戦争のみを望む相手に、いくら譲歩しようと、耐え忍ぼうと、その先に和平は無いのです！　ヌルカの街にロケット弾だんを撃うち込むという自じ作さく自じ演えんを見てもわかる通り、彼らにとって、相手などいてもいなくても同じなのです。我々が挑発に乗らなければ、ナガス族を虐ぎやく殺さつし、我々の反はん撃げきをでっちあげるだけのことです。大だい統とう領りよう閣かつ下かの決けつ断だんが先さき延のばしになればなるほど、国民の苦く難なんは続くのです！　閣下！　ご決断を！」

　会議場に居い並ならぶ部ぶ族ぞく長ちようたちは口々に叫んだ。

「断だん固こ戦うべし！　ご決断を！」

「犠ぎ牲せいを恐れていては何もできません！　クルミを食いたければ殻からを割るしかないんです！」「目を開いて現実を見て下され！　みんなが仲良く暮らせるなんてのは幻げん想そうなのです！　そんなものは物語の中にしか、ありゃあせんのです！」

　キシトン大統領は黙ったまま目をつぶって長ちよう老ろうたちの言葉を聞いていたが、やがて目を開くとしゃべり始めた。

「戦いを決断するのは簡単ではありません。私が自分自じ身しんの手で銃を取り、敵と戦えるのなら、私はこんなに悩んだりしないでしょう。

　二言目には『戦え！』と叫ぶ方の多くは、みずからが銃を持ち、家族や恋人を後に残し、前ぜん線せんに赴おもむく人ではありません。

　自分は安全な場所にいて、絶対に戦いに駆りだされることはない、と思っている人に限って簡単に『戦え！』と言います。

『戦え！』というのは『死ね！』というのと同じです。面と向かって他人に『お前は死ね！』という権利があるのでしょうか？」

　先ほどとは打って変わった静けさに会議場は包まれた。その中、キシトン大統領の言葉はさらに続く。

「しかし……私にはその権利があります。国家の指し導どう者というのはその権利を託たくされています。そして、権利と共に責任も負わされているのです。決断を下すならば……その決断の先にあるものを見通し、熟じゆく慮りよに熟慮を重ねた上で下さねばなりません……戦いを決意するからには勝たねばなりません、勝つことはできなくとも、負けるわけにはいかない、私たちは負けない戦いをやらねばならないのです」

　キシトン大統領はそこで言葉を切ると、居並ぶ人々を見回して言葉を続けた。

「そして、この負けない戦いという考え方をさらに進めたとき、私はその先に『戦わずして勝つ』という方法があるのではないかと思うようになったのです。

　戦争は、なぜ起こりなぜ終わるのか、それを決めるのは人の意い思しです。人々の中に戦いを続ける意い思しがあれば、戦争は続きます。たとえ国家の指し導どう者しやが逮たい捕ほされ、主しゆ権けんが失われ、軍が消しよう滅めつし、社会も秩ちつ序じよも何もかもが失われても、戦いは続き、戦争は終わりません。

　しかし、これを逆に考えれば、いかに兵へい力りよくがあろうとも、人々の心の中に戦いを続ける意思が失われれば、戦争を続けることができなくなるということだと思うのです。

　銃を撃うち、相手を殺す。爆ばく弾だんを降らせ、都市を破は壊かいし、戦せん車しやで蹂じゆう躙りんする……こういった戦い方で、敵の戦争手しゆ段だんを破壊することで、相手を屈くつ服ぷくさせる……私たちはそういった戦い方だけが戦争を勝利に導くのだと思い込んでいました。しかし、そういった戦い方だけではないことを、一年前、シマオオカミ殿が教えてくれたのです！」

　会議場の片かた隅すみで、会議を見ていた龍たつ也やは思わず飛び上がった。

　……なんで、いきなりそこに俺の名前が出て来るんだよ！

　そのとき、部ぶ族ぞく長ちようの中から声が飛んだ。

「戦わずして勝つ、などという世よ迷まよい言ごとを言うのもたいがいにしていただきたい！　そんなことは不可能だ！」

「一年前の内ない戦せん終しゆう結けつは、たまたま、あの宣せん伝でん放送が人々の間に流れていた厭えん戦せん気分を刺し激げきしただけのことだ！　サナキアとラナキアというお笑い芸人を世に出した以外に、シマオオカミは何もやっておらんではないか！」

　キシトン大だい統とう領りようは笑いながら首を振った。

「戦争とは相手に向かって銃や大たい砲ほうを撃つことである、という価か値ち観かんでしか物事を見ることができない人にはそう見えるかもしれません。しかし、シマオオカミ殿がやったことは、その戦争の根こん源げんとなった不ふ信しんと恐怖を取り除くことでした。

　我々は、あの日、オードン族の人々は血に餓うえた野や獣じゆうでも、信頼できぬ無ぶ頼らい漢かんでもない、誇りと忍にん耐たいを失わぬ尊そん敬けいすべき方々だと知りました。そのとき、私たちの心の中にあった不信と恐怖が消えたのです。

　目の前にいる人間が、何を考えているのかわからないという不信、もしかしたら自分に害をなすのではないかという恐怖。これが消え、信頼できる人間なのだと知ったとき、その相手に銃を向ける理由はありません。

　シマオオカミ殿は、あの内戦の理由そのものを消してしまったのです。そして、あれこそが戦わずして勝つ方法だったのです」

　龍たつ也やは、自じ嘲ちようのため息をついた。

　確かに俺は一年前、自由セリカスタン放送を作って放送して、セルム族の戦争の正義を失わせ、オードン族の血の復ふく讐しゆうを止めさせて、内戦終結に導いた……でも、オードン族のほうは、どう考えてもリューカ姫の力だ……つまり、俺がやったのは宣伝放送とサナキアとラナキアってお笑いタレントを世に出したことだけってのは事実だもんなあ。

　そのとき、サゴンが手を上げて言った。

「キシトン大だい統とう領りよう閣かつ下かのおっしゃることの意味は、おおよそ見けん当とうがつきました。しかし、今度の相手は国こく外がいの勢せい力りよくですぞ。国が違い、なおかつ我々に対し明確な害がい意いを持っているものに、どのような方法が使えるというのですか？　いくら概がい念ねんを示されても、具体的な方法が示されないのでは、それは単なる理想論ろんに過ぎん！　そして理想論が上う手まく行くのは物語の中だけですぞ……現実にはそんなご都つ合ごう主義はありえんのです！

　言いにくいことですが、あなたは自分の軟なん弱じやくさを棚に上げ、それを隠かくすために、そうやって戦うという選択肢しから逃げるための理由を並べ立てているだけではないのですかな？」

　キシトン大統領は、自じ嘲ちようするような笑いを浮かべて手を広げてみせた。

「確かにサゴン族ぞく長ちようのおっしゃる通り……私は軟弱者で、弱よわ虫むしです。でも、思うのですよ……もしかしたら、この世のすべての人が軟弱者になる日……それこそが理想の社会ではないかとね。

　誰もが、愛する人のためだけに生きることができる世界。誰かを蹴け落おとそうとか誰かのものを奪おうとか、誰だれ一人そんなことを考えない世界。

　そんな世界はありえない。そんな世界は物語の中にしかない……先ほどもそう言われました。

　その通りです。現実の前に物語は無む力りよくです。確かに物語は理想しか語りません。ハッピーエンドにしかなりません、物事は思った通りに進むし、都合のいいことばかり起こります……」

　キシトン大統領は顔を上げて、真剣な顔で、居い並ならぶ部族長たちを見回して言った。

「では……物語が言っていることは噓うそなのでしょうか？　間違っているのでしょうか？　それを信じてはいけないのでしょうか？

　私は思うのです……物語が言っていることは間違っちゃいない、噓でもなんでもないと。物語が無力なんじゃないんです！　それを実現できない私たちが無力なんです！　物語を責めるべきではありません。責められるべきはおそらく私たちのほうなのです……」

　そのとき、バンユー中ちゆう将じようが静かに言った。

「キシトン大統領閣下の言う通りだと思います……だが、その物語を実現しようとする人々を、命をかけて守る、という物語を紡つむぐ人もまた必要なのです。

　戦うことを選ぶ人も、戦わないことを選ぶ人も、どちらが正しいのでもないし、どちらが間違っているのでもないのですよ、大統領閣下。

　我々の見ている道は同じなのです……ただ、我々は目の前の道を見て、キシトン大統領閣下は、道の遠くを見ていらっしゃるのです。

　ただ……その、遠くにたどり着くためには、目の前の道を見失うわけにはいかんのです……」

　キシトン大統領は無言だった。

　そして、二ふた呼吸ほどの時間が過ぎた時、ゆっくりと言った。

「わかりました。エルムリンの部ぶ隊たいに、防御陣じん地ちを構こう築ちくし防ぼう衛えい行動を取るように命令を下して下さい……」

「空くう爆ばくはいかが致しますか？　進しん撃げきに移るその敵の先手を叩たたくのはセオリーです」

　キシトン大だい統とう領りようは、苦く渋じゆうに満ちた顔で首を振った。

「空爆を与えれば、その被害はナガス族全ぜん体たいに及びます。我々の敵は中ちゆう国ごく軍ぐんであって、ナガス族ではないのです。ましてや目標の近くには多くの一般市民が居住しています。明確な区別ができない限り、空爆は行いません」

　バンユー中ちゆう将じようは確かく認にんするように言った。

「国こく軍ぐんは防ぼう衛えい体制を取り、ナガス民族解放戦せん線せんの攻撃があればこれに自じ衛えい的てき攻撃を加える。しかし、空爆その他の攻撃的行こう動どうは、ナガス族と介かい入にゆう勢せい力りよくの明確なる分化がなされない限り、行わない。我々の敵は、介入する国外勢力であり、ナガス族ではない……これが大統領閣かつ下かの判断でよろしいですね？」

　キシトン大統領は、ゆっくりうなずいた。

　リネム内ない務む大臣が立ち上がって、本日の会議の終了を告げると、本ほん会議場は一気にざわついた。

　出席者の中には、顔をしかめてキシトン大統領の弱よわ腰ごしについて文句を言う者もいれば、感動したように小さくうなずく者もいた。

　本会議場の片かた隅すみで、キシトンの言葉を聞いていた龍たつ也やは、少し感動していた。

　……キシトン大統領の言うことを、理想主義と切って捨てるのは簡単だ。でも、切って捨てたその後に何が残るんだろう？　理想に代わる何で人を説せつ得とくするんだろう？

　利益だろうか？　欲望の充じゆう足そくだろうか？

　……確かに、そのどれもが大切であることは言うまでも無いけど、それがすべてだと言い切っちゃうのって、何か嫌な気分だよな。

　本ほん音ねで生きるって、欲望に忠ちゆう実じつに、動物のように生きることを指すんじゃないような気がするんだけどなあ……。

　考え込んでいた龍也の前に、トルテという名前の赤あか毛げの若い女性事じ務む官かんが立った。

　トルテは、にっこり笑って言った。

「シマオオカミ様、キシトン大統領閣下がお呼びです。こちらへ……」

「え？　大統領が？」

　驚く龍也を見て、トルテは真剣な目で言った。

「ええ、シマオオカミ殿のお知ち恵えを借りたいのです。詳しい話はあちらで……」

　トルテはそう言って歩きだした。

　大統領の執しつ務む室に続く廊下の入り口には、大統領警けい護ご隊たいの制服を着た完全武ぶ装そうの隊員が二人配置についていた。

　……ずいぶん警けい戒かいが厳きびしいな。

　そんなことを考えながらトルテの後をついて歩いていると、トルテが心を見み透すかしたように笑いながら言った。

「警戒厳げん重じゆうだなあ、とか思っていらっしゃるようですね？」

「え？　ええ、まあ、警戒するのは当然なんですけど、なんというかこう……空気がぴりぴりしていますよね。なんか、こう、極ごく秘ひの作戦を展開しているみたいな……」

　龍たつ也やの言葉を聞いたとたん、トルテの顔から微笑ほほえみが消えた。

「……さすがですね、シマオオカミ殿だけのことはありますわ」

「え？」

　……それって、どういうこと？　と聞く前に、龍也は大だい統とう領りようの特別控え室の前に来ていた。

　トルテがドアノブのところにある小さなプレートに右手の人差し指を当てると、小さくピッ！　という音がして、ドアノブががちゃっと自動的に回った。

　毛足の長いじゅうたんを踏んで執しつ務む室の中に入ると、そこにはキシトン大統領の他に、バンユー中ちゆう将じようと、リネム大臣、そしてサラサとシャリフ大たい尉いが立っていた。

　キシトン大統領は、龍也の顔を見て微笑んだ。

「シマオオカミ殿……作戦指し揮き室しつにようこそ！」

「作戦指揮室？」

　目を丸くする龍也に、バンユー中将が笑いながら言った。

「ナガス族の中に我々の協力者がいるように、我々の中にも解放戦せん線せんと中ちゆう国ごく軍ぐんの協力者がいるのだ……だから、何かをするときは細さい心しんの注意を払わねばならんのだ……」

　そしてバンユー中将は龍也を手招きした。

「この模も型けいを見れば、我々が今、何を計画しているのか君にもわかるかもしれんな」

「模型ですか？」

　バンユー中将のもとに足を進めた龍也は、目を見開いた。

　その足元には、どこかの市し街がい地ちの模型が広がっていた。

　家の一いつ軒けん一軒を忠ちゆう実じつに、二センチ四方くらいの白いミニチュアで再現したその模型は、まさしく立体化された地図だった。

「驚いたかね？　種たね明かしをすればなんのことはない、以前ソナムルがハネイスを空くう爆ばくしたときに、目標選せつ定ていのために作らせてあったものの再利用だよ……あの男は、こうやってセリカスタンの主しゆ要よう都市の立りつ体たい模型をすべて作らせていたのだ」

「この街は……もしかして、ヌルカですか？」

　バンユー中将は驚いたように目を見開いた。

「ほう……よくわかったな、さすがはシマオオカミ殿だ」

「あ、いえ、そうじゃないかな？　って予想しただけです……」

　照れたように頭を搔かいた龍たつ也やを見て、サラサがため息いき混じりに言った。

「そこでハッタリをかまさずに、素直に認めちゃうところが、あんたの限界かもね」

「いいじゃありませんか。素直なのはいいことですよ……」

　キシトン大だい統とう領りようは、そう言って笑ったあとで、少し真剣な顔になった。

「実は今、このヌルカの街で、極ごく秘ひ作戦を計画中なのだ」

「極秘作戦？」

　目を丸くする龍也を見て、サラサが笑いながら模も型けいの市し街がい地の中にある、赤い旗が立っている一いつ軒けんの家を指差した。

「どこから漏れるかわかんないから、リネト衆しゆうとシャリフの部隊だけで動いていたのよ。この赤い旗が立っている家が、作戦の目標なの。ここに、ナガス族の長ちよう老ろうたちが監かん禁きんされていることが判はん明めいしたのよ」

　サラサの言葉を聞いていたバンユー中ちゆう将じようが話を継いだ。

「ナガス族の大部分は、いまだにナガス民族解放戦せん線せんは、ナガス族の長老が率ひきいており、長老たちの総そう意いによって運営されていると思い込んでいる。長老たちの言うことには従う……それがナガス族の論ろん理りなのだ。

　だから、ここに監禁されている長老たちを救きゆう出しゆつすることができれば……そして長老たちの口からナガス民族解放戦線の正体を暴あばくことができれば、やつらはナガス族の支持を失い、崩ほう壊かいするだろう。ナガス族が離り反はんすれば、後に残るのは中ちゆう国ごく軍ぐんだ。中国軍を叩たたくのに遠えん慮りよはいらない……国こつ境きよう線せんの向こうに追い払えばいいだけのことだ」

　バンユー中将は、市街地の模も型けいをぐるりと回って、反対側に立つと、再び龍也を招いた。

「こちらから見ると、家の位置がよくわかるだろう。この家はヌルカの街の外れにある高台の一角に建つ三棟むねが密着して一ひと棟のようになっている集合住宅だ。

　古い二階家で。大きな窓も無く、壁は厚い。真ん中に長老たちが、そして左右の建物には監かん視し役の兵士が詰めており、正面と背後には装そう甲こう車が置かれ、周囲は厳げん重じゆうに警けい戒かいされている。

　市街地なら隣となりの家から壁を破って侵しん入にゆうできるが、これだけ離れていてはそれは無理だ。攻め込むことも忍び込むこともできん」

　サラサが話を継いだ。

「一軒家ならロケット弾だんを撃うち込んで、壁に穴を開けて救出……なんて荒ワザも通じるけど、集合住宅じゃそうもいかないわね。それになんとか救出に成功しても、そのあとどうやって逃げるかという問題もあるのよ。このヌルカの街は完全にナガス民族解放戦線が支配下においているわ。私たちの協力者もいるにはいるけど、ほとんどの住民は、真実を知らされていないから敵に回ると思う。建物を破壊して、長老を救出するだけなら、はっきり言って簡単かもしれない。でも、その救出した長老たちを、どうやって無事にナガス民族解放戦線の支配区く域いきから脱出させるか。その方法に困ってるのよ……いろいろな方法を考えているんだけど、あんたにも考えてもらおうかと思ってね……ほら、あんたって、時々とんでもないアイディアを考え付くじゃない」

　龍たつ也やは目を見開いた。

「そんなこといきなり言われたって、その場でほいほい思いつくわけないじゃないか！　俺はそんな物もの知しりでもなんでもないんだ。いろんな人に聞いてアドバイスしてもらって、それで、やっとのことで、ナントカなるかもしれないなあ……って方法をひねりだしているんだぜ！」

　バンユー中ちゆう将じようが、笑いながら答えた。

「たしかに、いきなりここに連れて来られて、何かアイディアを出せ、というのも理り不ふ尽じんな話だろう。実を言うと我々にもアイディアはあるのだ……たとえばこの建物に監かん禁きんされている長ちよう老ろうたちを救きゆう出しゆつするのに、空くう爆ばくを使うというアイディアが浮上しているのだな」

　龍也は目を丸くした。

「空爆？　だって、そんなことすれば、長老を救出するどころか殺しちゃいますよ！」

　バンユー中将は、にやっと笑った。

　だが……今回の空爆の目標は、市し街がい地ではあるが、おそらく犠ぎ牲せい者は出ない。なぜなら、我々が投下するのは爆ばく弾だんではなく、鋼こう鉄てつの塊かたまりなのだからね」

　龍也は目を見開いた。

「鋼鉄の塊って……どういう意味ですか？」

「この建物の中の人間を助けだすには、なんとかして壁に穴を開ければいい……地上から攻めることができんのなら、空から攻めればいい。時速三百キロの鋼鉄の塊を壁にぶつければ壁に穴が開くのではないだろうか？　……とね」

　バンユー中将は、足元の赤い旗が立った家の模も型けいの南側を指差して答えた。

「敵は正面と背後の防備は固めているが、南側は薄い。敵も、我々がロケット弾だんで、壁に穴を開けるという方法を取るかもしれないということは感づいているのだろう、だから、壁の薄い東と西に装そう甲こう車を置いている、だが、南と北には棟むね続つづきの家があるから、壁に穴を開けることはできんと思っている。

　その隙すきを突くのだ。南側からジェット攻撃機きで、爆弾の代わりに鋼鉄の塊を時速三百キロで建物の壁面にぶつける。鋼鉄の塊は棟続きの住宅の手前の家の外壁をぶち抜いて、さらに真ん中の家との間にある壁をもぶち抜くだろう。そこから救出部ぶ隊たいを投入して、長老を奪だつ還かんするのだ。」

「それって……もしかして……」

　顔を上げた龍也を見て、サラサが笑った。

「そうさ、あんたがソナムルの空爆をやめさせようとしたときに、最初に考えた方法さ。時速二百キロでレンガ塀べいをぶつけるって、アイディアさ。そいつをちょいとアレンジさせてもらった。とにかく、空爆と同時に、リネト衆しゆうとナガス族の有ゆう志しが長老を奪還する手はずになっている。だけど、奪だつ還かんした長ちよう老ろうを無事に逃がす方法について、なかなかいい方法が思いつかないのよ」

　シャリフが、模も型けいの北のほうを指差して言った。

「夜間に小型の偵てい察さつヘリを飛ばして、ヌルカの街の北にある谷に隠かくしておけば、なんとかなる。しかし、問題は市し街がい地を抜けてそこまで来る方法だ。追っ手の行動力を阻そ害がいするために、飛行機から地じ雷らいをバラ撒まくという手もあるが、そんなことをやればナガス族の民間人じんに多大な被害が及ぶからとてもやれない……かといって、地上部ぶ隊たいは投入できない。せいぜい一いち小隊がいいところだろう」

　龍たつ也やは怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「飛行機から地雷を撒くなんてことができるんですか？」

「ああ、空中散さん布ぷ型地雷というのがある。爆ばく弾だんのようなケースに入っていて、投下すると空中で開いて、小さな羽は根ねのついた地雷が何百個も飛び出すのだ。いわゆるクラスター爆弾と同じようなものだな」

　龍也は、以前、ネットの画面で見た映像を思いだしていた。

　……そういえば、小さな銀色の爆弾が空中にばら撒かれている写真があったっけ。あんな風ふうに地雷を撒くことができるんだ。

　でも、そんな地雷を撒かれたら、市民はひどい目に遭あうだろう、子供とかが蹴け飛とばしたら大変なことになる。

　……地雷や爆弾じゃなくて、缶ビールとか缶コーラだったら喜ぶだろうけどな。

　そう考えたとき、龍也の脳のう裏りに、クラスター爆弾の映像の中にあった小さな子こ爆弾が、全部缶ビールに変わっている映像が浮かんだ。

　……地面に当たったら缶ビールが破さく裂れつして大おお騒さわぎになるかもしれないな。

　町中泡あわだらけになって……。

　そのとき、龍也の脳裏に、何かがひらめいた。

　……そうか！　地雷じゃなくてもいいんだ！

　地雷に見えるもの、それだっていいんだ！　それが飛行機からばら撒かれたら、民間人は知らないからなんとも思わないけど、兵士はそれを地雷だと思う！

　無む害がいで、なおかつ、敵を足止めできる品物……。

　龍也は顔を上げた。

「……ちょっと面白い方法を考えついたんだけど……」




　次の日の午後四時。

　西に傾いた太陽が、セリカスタンの平原に山々の影を長く引き始めた頃。

　セリカスタンの東部州しゆうの南側から、真北にある州しゆう都とヌルカに向けて大地の上をすべるように飛ぶ三機のジェット機の姿があった。

　鋭えい角かく的な洗せん練れんされたシルエットを持つその小型ジェット機は「エアロＬ─39・アルバトロス」という名前のチェコ製の練習機を改造した軽けい攻撃機である。

『アルファポイントを通過したぞ！　シラキイ少しよう尉い！　テオ中ちゆう尉い！　しっかりついて来ているか？』

　先頭を飛んでいたシャクドー中尉がマイクに向かって叫ぶと、すぐに応答があった。

『しっかりケツに食いついてます！　けど……こんな低空で飛ばなくちゃいけないんですか？』

『さっきの街の上飛んだとき、家の窓から目を丸くして見上げている婆ばあさんと目が合っちゃいましたよ……』

　シャクドーは、レーダー警けい戒かい装置に視線を投げてから答えた。

『ヌルカの街まち外はずれに展開している対たい空くう部隊のレーダーに引っかかるわけにはいかねえんだ！　なるべく低く飛べ！　エアインテークに草を吸い込むぐらいにな！』

『無む茶ちやな要求しないで下さい！』

『無茶な要求じゃねえ！　必要な技ぎ量りようだ！　オヤジの捕まってる家の壁ぶっ壊すのは俺の仕事だが、追っ手を動けなくするのはお前らの仕事だ！　しっかり頼むぞ！』

　シャクドーと一緒に飛んでいる二人のパイロットは、笑いを含んだ声で答えた。




[image: ]

『わかってますよ、二機あわせて二千四百個のスマート爆ばく弾だんバラ撒まけばいいんでしょ？』

『攻撃終わったら、ナガス民族解放戦せん線せんの宣せん伝でん放送が、セリカスタン空くう軍ぐんの血に餓うえたパイロットが、非ひ人じん道どう的てき兵器を大量にバラ撒いた！　と、またまたわめき立てるのが目に見えますぜ』

『まあ、言わせるだけ言わせてやろうぜ。その後で、こっちが種たね明あかしすれば、わめいたほうが恥はじさらしだ……』

　シャクドーは、そう言って小さく笑った後で視線をコックピットの側方に投げた。

　遠くの景色はくっきりと、そして中ほどは動き、一番手前はただの濃のう淡たんを示した線にしか見えなかった。

　……ルンジダムの街を通過したときに、俺たちの姿はナガス族に目もく撃げきされているはずだ。電話回かい線せんへの細さい工くが上う手まく行っていればヌルカの街へ警けい報ほうは届かない。でも、もし細工が失敗していれば、今、この瞬しゆん間かんにヌルカの街の解放戦線司し令れい部ぶの電話が鳴っているだろう。

　シャクドー中ちゆう尉いは視線を正面に戻した。

　正面に見える雪を抱いた山脈の下に、低く何層にも重なる丘きゆう陵りよう地帯が見えてきていた。

　……解放戦線側が対空戦せん闘とう態勢を整えていれば、俺たちは弾だん幕まくと対空ミサイルのど真ん中に突っ込むことになるだろう。

　シャクドー中尉は、レーダー警けい戒かい装置の警けい告こくランプに意識を配ったままマイクに向かって叫んだ。

『見えたぞ……ヌルカの南に広がる丘陵地帯だ！　速度を維い持じしてこのまま突っ込む！　丘の起き伏ふくに合わせて高度コントロールを確実にやれ！　タイミングを失うと突っ込んじまうぞ！』

『了りよう解かい！』

『了解しました！』

　三機のアルバトロスは、地上すれすれの高度を保ったままヌルカの街に向けて飛び続けていた。




「アルファポイント上空を通過！」

　女性オペレータの声が、大おお広間に響ひびいた。

　そこは大だい統とう領りよう府ふの中にある、レセプションを行う大広間を改造した、総合作戦指し揮き室しつだった。

　部屋の正面のつきあたりには大きなプロジェクターがあり、その手前には、いくつもの机が並んでいる。

　机は仕切りで一人ずつのブースに分かれており、そこにはノートパソコンが置かれ、その前にインカムを着けた女子職員が座って、画面の中に映る人々と話をしていた。

　ずらりと並んだノートパソコンと、それを扱う女子職員を見た龍たつ也やは、オリンピックの中ちゆう継けい画面などに出てくるプレスセンターを思い浮かべていた。

　バンユー中ちゆう将じようは、目の前に並んでいるノートパソコンを指差して龍也に言った。

「あのオペレーターの前にあるパソコンの画面に映っているのは、セリカスタン各地に散らばっているリネト衆しゆうと大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいの隊員がデジタルカメラで写している画が像ぞうだ。そして、正面のプロジェクターに映しだされているのは、今現在のヌルカの街だ。我々はここにいながらにして、各地の様よう子すが手に取るようにわかる……我々はデジタルカメラと衛えい星せい携帯電話と、そしてパソコンだけで、リアルタイムのネットワークを手に入れたのだ」

「へえ……すごいですね……」

　感心したように答えた龍たつ也やの言葉を聞いて、まわりにいたキシトン大統領とリネム大臣が笑った。

「これは、シマオオカミ殿が考えたシステムなんですよ。軍用の専用回線や装備は高性能で、敵の妨ぼう害がいにも耐えられるかもしれませんが、我が国のような貧びん乏ぼうな国家には到とう底てい手が出ない。しかし、民生品ならば、実に安価に揃そろえることができます……システムを使いこなすノウハウさえあれば、あとはなんとかなる、という見本だと思いますよ」

　そのとき、正面のプロジェクターに、家の屋根をかすめるように飛びすぎるジェット機が映しだされた。

「ルンジダムの街の上空を通過した攻撃機の映像が入ってきました！　三機とも順調に飛行を続けています！　予定通りです！」

　オペレーターの報告を聞いたバンユー中ちゆう将じようは、自分の腕時計に目を落とし時間を確かく認にんした。

　その姿を見たキシトン大統領が、つぶやくように言った。

「最後まで……予定通りに行けばいいね」

「大丈夫ですよ、パイロットのシャクドー中ちゆう尉いの腕前は抜ばつ群ぐんです。シャリフ大たい尉いも部下と共に無事に本日未み明めいにヘリでヌルカ北方の龍りゆうの谷に到着し、ヌルカの街で待機しているリネト衆しゆうと接せつ触しよくしました。打つべき布ふ石せきはすべて打ちました……彼らの腕を信じましょう」

　バンユー中将はそう言ってうなずいた。

　龍也は、自分の隣となりにいるサラサが、マウスを操作して傍かたわらのモニターに映るヌルカの街の映像を、何度もリロードしているのに気づいていた。

　……きっと、ヌルカの街に潜せん入にゆうしたシャリフ大尉のことが気になっているに違いない。

　でも……そう言うときっと怒るんだろうな。

　サラサは、龍也の視線に気がついたのだろう、画面を見て言い訳するように言った。

「ヌルカの街に潜入しておるリネト衆たちが気になってな……」

「気になってるのは……リネト衆だけ？」

　龍也が、にやっと笑って聞くと、サラサは半分怒ったような顔で聞き返した。

「お前は何が言いたいんじゃ？」

「あ、いや、一緒にヌルカの街に行っているシャリフ大尉のことは気にならないのかな？　と思って……」

　サラサは鼻で笑った。

「ふん！　あんなヤツのことは気にしとらんわ……」

　しかし、そう言っておきながら、すぐに言葉を付け足した。

「……言うとくが、関心が無いとか、どうなってもええ、という意味ではないぞ。あいつなら大丈夫だ、信頼できる、という意味で気にしとらんのじゃけえ！」

「はいはい」

　……本当は好きなのに、そんなことは言えないからつい悪口を言ってしまう。そのくせ、その言葉をそのまま伝えられたら困るから、必死に言い訳をする……。

　……こうやって見るとサラサさんも可愛かわいいところあるよな。

　龍たつ也やが、胸の中でにやにや笑いながら、聞きもしないことに一生懸けん命めい答えるサラサを見ていたその頃。

　話題の主であるシャリフ大たい尉いは遊ゆう牧ぼく民みんの民族衣い装しようを着込み、ヌルカの街の南の高台に向かってゆっくり馬車を走らせていた。

　荷台に詰まれた干ほし草くさの上に寝ね転ころがって、干草を食おうとする羊ひつじを棒で追い払っていた、がっちりとした体型の男が、小こ声ごえで呼びかけた。

「そろそろ時間じゃねえんですかい？」

「時間までにナガス民族解放戦せん線せんの検けん問もん所じよの近くまで行ってなきゃいかんのだが、あんまり早く行って、あたりをウロウロして怪しまれるわけにもいかないし……時間調ちよう整せいが難しいな……それより、干草の上で居い眠ねむりするんじゃねえぞ、ポンズ」

　ポンズと呼ばれた大おお男おとこは、顎あごをゆがめて笑った。

「スタングレネードが詰まった箱の上で居眠りこけるヤツがいたら、顔を見てみたいモンですな」

「爆発音と閃せん光こうだけで、破は片へん効果は無いとはいえ、爆発物に変わりは無いからな……」

　笑いながら答えたシャリフをちらりと見て、ポンズ曹そう長ちようは肩をすくめてみせた。

「それにしても、あのシマオオカミって若わか僧ぞうは、よくもまあこんなとんでもない作戦を考え付きますなあ……子供騙だましと言ってしまえばその通りなんですが、その子供騙しが、これまた実にひっかかりやすそうな子供騙しで……」

　シャリフ大尉は、考え込むような表情になった。

「……お前、裸はだかの王様って童話知ってるか？」

「ええ、知ってますけど……」

「プロってのは、もしかしたらみんな、その裸の王様なのかもしれないぜ……なまじ知識を持ってるがゆえにひっかかるんだ」

　ポンズ曹長はうなずいた。

「確かにその通りですな、クラスター爆ばく弾だんってのが、どんなもんか知らない人間には、なんのことだかわかりゃしねえでしょうけど、知ってる人間には絶ぜつ大だいな効果があるでしょうな」

「そういうことさ……そろそろ検けん問もん所じよの前に行くぞ」

「わかりやした」

　うなずくポンズ曹そう長ちようを乗せた馬車は、がたんと揺れると、少し速度を上げて走りだした。




　最初に、その兆ちよう候こうに気づいたのは、ヌルカの街の南側に展開しているナガス民族解放戦せん線せんの防ぼう衛えい陣じん地ちにある対空レーダー部隊だった。

　レーダースクリーン全体に、不定期なゆれが生じ始めたのだ。

　それは、レーダーに向かって強力なパルス状の電波が浴びせかけられているという証しよう拠こだった。

「……また妨ぼう害がいだ、さて……どうするかな？」

　レーダー部隊の指し揮き官かんはそうつぶやくと考え込んだ。

　攻撃の前に警けい戒かいレーダーへの電でん波ぱ妨害を行うというのはセオリーである。つまり、妨害を受けたら次に攻撃が来る、ということである。

　従って、レーダーの運用細さい則そくには、妨害を受けた時点で即そく座ざに警戒警けい報ほうを出す、と定められている。

　しかし、この種しゆの電波妨害は単なる欺ぎ瞞まん行動として攻撃を伴わない場合も多く、実際にここ一週間ほど毎まい日にち妨害電波を出されるようになり、そのたびに警報を出すものの空くう爆ばくはまったく行われていなかった。

　何度も何度も警報を受けているうちに、防衛側がわは警報に慣れてしまい、緊きん張ちよう感かんを保てなくなる。この種の欺瞞行動は、それを狙っているのだ。

　そして、そうとわかっていても、人間というのは慣れるものであり、なかなか緊張感を保つことは難しい。

　……一いち応おう警報だけでも出しておくか。

　レーダー部隊の指揮官がそう考えて、電話に手を伸ばしたとき、オペレーターから切せつ迫ぱくした声が飛んだ。

「スクリーン上に乱らん反射！　チャフです！」

　その言葉を聞いた指揮官は、即そく座ざに電話を取り上げ、相手が誰かも確認しないまま叫んだ。

「航空機接せつ近きん！　空爆です！」

　なぜ、指揮官が、シャクドーたちの接近を看かん破ぱしたか。それは簡単な理り屈くつである。

　妨害電波は遠えん距離からでも出すことができる。しかし、チャフと呼ばれる小さな金属片へんを空中に散布してレーダーの電波を撹かく乱らんする方法は、実際に何者かが空中に撒まかなければならない。つまり、今、レーダーの電波が届く空くう域いきを何者かが飛行しているということの証明なのだ。

　ナガス民族解放戦せん線せん側がわに航空機戦せん力りよくはほとんど無い。今、この空くう域いきを飛行する者がいればそれは敵である。

　対たい空くう陣じん地ちに非常ベルの音が響ひびき渡るのと、南の地平線のほうから遠えん雷らいのようなジェットエンジンの音が聞こえてくるのはほぼ同時だった。

　待機壕ごうから飛びだした兵士たちが対空銃じゆう座ざに取り付き、方向を変える間もなく三機のジェット機の姿が地平線すれすれに現れた。

　発はつ砲ぽうが間に合った銃座は一つも無かった。最初、黒い点のように見えた機体は、みるみるうちにジェット機の姿となって陣地の上空を一直線に飛びぬけると、機体をひねって左右に振りながら、少し上昇して機体の後部から白い煙を引いた火の玉を発射した。

　それは、赤せき外がい線せん追つい尾び型がたの対空ミサイルをかわすためのフレアと呼ばれる発熱体たいだった。しかし対空陣地からは、一発のミサイルも発射されなかった。

　対空陣地には、歩兵が肩に載せて撃うつことができる携帯型対空ミサイルが配備されていた。しかし、このミサイルは撃つ寸すん前ぜんに、赤外線センサーの部分に液体ガスを噴ふん射しやして冷れい却きやくしなければならない旧型だったために、発射が間に合わなかったのだ。

　対空陣地の上を飛びぬけたシャクドー中ちゆう尉いは、後こう続ぞくの二機に向かって叫んだ。

『ミサイルはどうだ？　追ってくるか？』

『いえ、後方警けい戒かいレーダーは静かです！』

『あ、今、対空砲ほうを撃ち始めました！』

『近接信しん管かんはやっかいだ！　これで、俺たちのことが向こうに知れたな……速度を上げるぞ！　ついて来い！』

『了りよう解かい！』

　加速して飛びすぎて行く三機のジェット機に向けて追いすがるように撃たれた弾だん丸がんは、空中にむなしく散った。




　ヌルカの街の中心部から少し離れたところにある、一いつ軒けんの民家の納な屋やの屋根の上に立っていたリネト衆しゆうの一人が、ふっと顔を上げた。

　遠くで、花火を上げているようなポンポン、という音が聞こえたのと同時に、そのリネト衆は屋根から目の前の道路に飛び降りて、納屋の扉とびらを開けながら叫んだ。

「来たぞ！」

　納屋の中には、ヌルカ民族解放戦線のマークをつけたリネト衆を乗せ、解放戦線の旗を立てた小型トラックが置かれていた。

　扉が開くのと同時に、トラックは、がるん！　とエンジン音を響かせて道路に飛びだした。

　ヌルカの市街地の数すう箇所からは、このとき、ほぼ同時にトラックや馬車に乗ったリネト衆と大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいの隊員が南の台地の上に建てられた家に向かって行動を開始していた。

　シャクドー中ちゆう尉いの乗るアルバトロスは、ヌルカの街の上空に達すると、対たい地ち速度を三百五十キロまで落とし、そのまま一いつ直線に目標に向けて飛んだ。

　シャクドー中尉の目に、見慣れたヌルカの街まち並なみが飛び込んできた。

　……ヌルカは、俺が生まれ育った街だ！　路地という路地から、家で飼っている猫の顔まで知ってるぜ！　間違えるものか！　外すものか！

　そして、ヌルカの街の中心部を通り過ぎた時、シャクドー中尉は短くマイクに叫んだ。

『ブレイク！』

『了りよう解かい！』『了解！』

　短く返答して、後こう続ぞくする二機のアルバトロスは左右に分かれた。

　その直後、シャクドー中尉の機体の照しよう準じゆん器が、目標の二階家を捉とらえた。

　周囲の光景が、すべて線となって流れ、目標に向かって集中線せんを描く中で、シャクドー中尉は自分の機体の高さと方向を素早く読んだ。

　……方向は……このまま。

　……高度は……わずかに高い！

　シャクドー中尉は、唇くちびるの端はしに薄く微笑ほほえみを浮かべた。

　……映画なら、ここで『フォースを使え！』とか、誰かがささやいてくれるんだろうが……こいつは映画じゃねえ。

　自分のカンと腕を信じるしかねえんだ！

　目の前に迫ってくる目標の大きさを読みながら、シャクドー中尉は爆ばく弾だん投とう下かスイッチのボタンに力を込めた。

　ボタンのストローク分だけタイミングが遅くならないように、スイッチが通つう電でんするその寸前にまでボタンのスプリングを押し込んで、その瞬しゆん間かんを待つ。

　照準器の中の映像が、自分の脳のう内ないに組み込まれたものと一致したその瞬間に、シャクドー中尉はボタンを押した。

　翼よつ下かの左右のパイロンから五百キロの重さの鋼こう鉄てつの塊かたまりを二個投下したアルバトロスが、重さを失ってふわっと空中に浮かび上がったそのとき。

　シャクドー中尉の投下した二つの鋼鉄の円えん筒とう形の特殊爆ばく弾だんは、空中で先せん端たん部ぶを開き、破は城じよう槌つちとなって速度をやや落としながら……それでも時速三百キロ以上で目標の古い二階家の南側の壁に命めい中ちゆうした。

　衝しよう撃げき音も土つち煙けむりも、ほとんど無かった。

　日ひ干ぼし煉れん瓦がを積み上げてその上に壁かべ土つちを塗った民みん家かの外壁は、何の抵抗も見せずに二つの鋼鉄の塊を受け入れ、後には人が二人並んで通れるほどの大おお穴あなが開いた。

　そして、それと前後して、左右にブレイクした後続の二機のアルバトロスも同時にヌルカの街の市し街がい地の上空で翼下に吊つるしてあった二個の爆弾を投下した。

　その爆ばく弾だんは空中でパラシュートを開き、ぶらん、と縦たてにぶら下がるのと同時に、ぱかっと開き、中に詰め込まれていた銀色の缶かんビールほどの大きさの子こ爆弾を一気にバラ撒まいた。

　子爆弾は、空気抵抗を増やし、より広こう範はん囲いに飛び散るための銀色の小さな羽は根ねを開いて、くるくると回りながら、一いつ斉せいにヌルカの街の中に落ちて行った。

　シャリフ大たい尉いが荷に馬車の荷台で、キラキラと光り輝きながら落ちてくる子爆弾を見上げていたポンズ曹そう長ちように言った。

「おい！　口をぽかんと開けて見とれているんじゃねえ！　さっさとスタングレネードを検けん問もん所じよの周りに投げ込んで逃げるぞ！」

「あ、いけね、そうでした！」

　ポンズ曹長はそう言うと、自分が座っていた干ほし草くさの中に手を突っ込んで、黒い円えん筒とう形の手しゆ榴りゆう弾だんのような物を取りだすと、ピンを抜いて、落ちて来る子爆弾から逃げようとしている検問所の兵士の足もとに向かって投げ込んだ。

　やがて、子爆弾が降って来て、道路の上に転がり、カラカラという軽い音を立てたのを見て、シャリフ大尉が叫んだ。

「よっしゃ！　馬車を走らせる！　お前は走りながらそいつをばら撒け！　言っとくが人のいないところに放り込めよ！」

「わかってます！　怪け我が人は出したくねえですからね！」

　シャリフ大尉が馬車を動かすのと同時に、検問所の警けい備び兵の足元で閃せん光こうが走り、ズバン！　という大きな爆発音が響ひびき渡った。

　ヌルカの街のあちこちで人々の悲鳴や爆発音が響き渡り、街は大混乱となった。

　長ちよう老ろうたちが監かん禁きんされている家の守しゆ備び隊たいは、最初何が起こったのかわからなかった。ただ、家が大きく揺れ、土つち煙けむりが立ち昇っただけで、爆発音も爆ばく煙えんも立ち昇らなかったからだ。

　しかし、次の瞬しゆん間かん南側の塀へいをトラックの荷台が突き破り、そこから男たちが家の敷しき地ち内になだれ込んで来たのを見て、慌あわてて銃を構えた。

　だが、そのなだれ込んで来た男たちの頭に、自分たちと同じナガス民族解放戦せん線せんの味み方かた識しき別べつ用の青い布が巻かれているのを見て、警備兵たちは一いつ瞬しゆん発はつ砲ぽうをためらった。

　その機き先せんを制するように、トラックの上の指し揮き官かんらしい若い男が大声で怒ど鳴なった。

「ヌルカの街の中は空くう爆ばくを受けて大混乱だ！　我々は長老を奪だつ還かんする部ぶ隊たいに備えて、白竜パイロン殿の指示を受け、応援に来た！　ここの責任者はいるか？」

　胸を張って堂々と言ってのけたその若い指揮官は、一瞬見とれるほどの整った顔つきをしていた。

　警備兵は、意気を飲まれたようにうなずくと、建物の正面を指差した。

「あちらにおりますが……」

「そうか、見ての通り、建物の壁面に穴が開いてしまった！　我々はこの穴を守るために配置につく！　責任者の所に案内してくれ！」

　若い指し揮き官かんはそう言うと、ひらりとトラックの荷台から飛び降りて、警けい備び兵へいの後に続いた。

　すでにトラックの荷台から飛び降りていた兵士たちは手て練だれなのだろう。素早い身のこなしで建物の壁に開いた穴に向かって走った。

　警備兵が正面玄げん関かんに向かおうとしたそのとき、正面から走ってきた五、六人の兵士と鉢はち合あわせになった。

「どうした？　何があった？」

　警備兵は慌あわてて答えた。

「あ、はい、さっきの爆ばく撃げきで建物の南側に大穴が開きまして……でも、御安心下さい、司し令れい部ぶの白竜パイロン殿の指示で応おう援えん部隊が来てくれまして。今、その穴の周りは厳げん重じゆうに警けい戒かい中です！」

　五、六人の兵士の指揮官らしい下か士し官かんが怪け訝げんな顔になった。

「応援だと？　ずいぶん手て際ぎわが良すぎるな……」

　すると、警備兵の後ろから若い指揮官が進みでた。

「お前たちが手際が悪すぎるだけだ！　なぜ、こんなに兵士をこっちに回すのだ！　いくら南側の外壁に穴を開けても中央の棟むねには届かんということは子供でもわかるはずだ！　あれは陽よう動どうだとなぜ気がつかんのだ！　敵の狙いは正面突とつ破ぱだぞ！　一人でも正面に兵力を必要とする状況なのに、こんなに兵士を割さくなど、言ごん語ご道どう断だんだ！」

　下士官は、はっとしたような顔になって銃を引いた。

「誠に申し訳ありませんでした！　おっしゃる通りです！」

　そのとき、市し街がい地のほうからいくつもの爆発音が聞こえてきた。

「敵の攻撃が始まったぞ！　さあ、早く戻って正面を固めるんだ！」

　若い指揮官に言われた下士官は目を見開いた後で、慌てて部下たちに向かって怒ど鳴なった。

「南側は問題ない！　それぞれ早く持ち場に戻れ！」

　若い指揮官は、目の前にいた警備兵に切せつ迫ぱくした口く調ちようで言った。

「ここの責任者に会いに行くのは後回しにする。今は挨あい拶さつなどしている場合ではない！　私は南側の部下を指揮しなければならん、君も早く本来の部ぶ署しよに戻れ！」

　警備兵は若い指揮官の言葉に吞まれたようにうなずくと、くるりと振り返り慌あわてて走りだした。

　その後ろ姿を見送ってから、若い指揮官はにやっと笑って、ネマコルの声でつぶやいた。

「上じよう官かんでなくとも上官に見えるやつの言うことは聞いたほうがいい……こいつはいずこの軍ぐん隊たいにも共通の処しよ世せい術じゆつか……」

　南側の外壁の大おお穴あなから内部に侵しん入にゆうしていたネマコルの部下たちは、特殊弾だんがぶち抜いた真ん中の家との仕切り壁の穴から、まんまと中央の家の内部に到達していた。

　崩ほう落かいした土壁の下した敷じきになった人間を見て部下たちは驚いたが、そのとき部屋の奥にいた男が声をかけた。

「そいつは監かん視し兵へいだ……気にするな……サディストでな……わしら全員がそいつを嫌っておった。死んでも毛ほども悲しくない」

　頭から白い埃ほこりをかぶったその男に、ネマコルの部下たちは駆け寄った。

「ナガスの長ちよう老ろうの方々ですね？　キシトン大だい統とう領りようの命めいによって救きゆう出しゆつに来ました！　さあ急いで！」

　その場にいた男たちは口々に「おお！」とか「ああ！」というため息を漏らして、嬉うれしそうに互いの肩を叩たたいたが、その中にいた一人だけが嬉しそうな素そ振ぶりを見せず、奥に引っ込もうとした。

　それに気づいた長老の一人が声をかけた。

「ワンセイ殿！　どちらに行かれるのだ！　脱出口こうはこっちだぞ、さあ早く！」

　ワンセイと呼ばれた男は、首を振った。

　髪の毛から白い砂すな埃を落としながら、ワンセイは言った。

「いや……わしは、ここに残る。この騒そう動どうの責任はすべてわしにある……どの面つら下げてキシトン大統領に会えと言うのだ……わしを救出してどうする？　国民の前で銃じゆう殺さつにするためか？」

　そのとき、部屋の中に入って来たネマコルが言った。

「とんでもありません！　ワンセイ殿！　キシトン大統領は、そんなこと考えてもいませんよ。あの方の心の中にあるのは、手を取り合ってこのセリカスタンを立りつ派ぱな国にしよう、ということだけです。私たちの敵はあなた方ではありません、あなた方をそそのかし、そして介かい入にゆうしてきた大たい国こくです。彼らにとって、このセリカスタンなどは勝かつ手てに好き放題できる小しよう国こくでしかないのです。キシトン大統領はこの大国の干かん渉しように国を挙げて立ち向かおうと呼びかけているのです！　お願いです……私たちに力をお貸し下さい……ワンセイ殿！」

　ワンセイ長老はしばらく無言だったが、やがて、がっくりと肩を落とした。

「……この私に、力を貸せと言うか……そうか、わかった。わしは負けたのだな……」

　シャクドー長老が、その手を取って言った。

「そうです、勝った負けたと……そういうことを言う人は最初から負けているのですよ……さあ急ぎましょう、追っ手が来ないうちに！」

　そして、長老たちが南側の外壁から庭に出たとき、この建物の責任者らしい男が部下を引き連れて姿を現した。

「応援ご苦労……お、おい！　そいつらはナガス族の長老じゃないのか？　貴き様さまら何をするつも……」

　後の言葉が続く前に、ネマコルが手に持っていた消音器きつきのマカロフを三発発はつ射しやした。

　まわりにいた部下たちも、消音器つきのカールグスタフ短たん機き関かん銃じゆうを構えて、責任者の周りにいた兵士を撃うった。
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　くぐもった、弱く叩たたいたときの拍はく手しゆ程度の音がパンパンパン！　と庭に響ひびき、警けい備び兵へいたちが崩れ落ちた。

　ネマコルは部下の持つ特殊部ぶ隊たい用ようのカールグスタフのサブマシンガンを見て、感心するように言った。

「西側の中ちゆう古こ品だが、結けつ構こう使えるものだな……さあ急げ！　追っ手が来る前に距離を稼かせぐんだ！」

　荷台に長ちよう老ろうたちを乗せたトラックは、エンジンを、がるん！　と一吹かしすると車体を揺すって壊した塀へいをガリガリと削けずって道路に飛びだした。

　後に残ったネマコルたちは、ポケットから黄き色いろい帯のついた手しゆ榴りゆう弾だんを取りだすと、ピンを抜いてそのまま外壁の大おお穴あなから室内に放り込んで、そのまま敷地の外に走りだした。

　数秒後ご、鈍い爆発音おんと共に白い、見るからに高温の炎ほのおが建物の大穴から噴ふきだして、室内を一気に燃え上がらせた。

「さすがはテルミット弾だ……さあ逃げるぞ！」

　ネマコルは、そう言い残すと部下たちと共に、大だい混乱になっているヌルカの街の中に消えて行った。

　ナガス民族解放戦せん線せんの司し令れい部に詰めていたヤン少しよう佐さは、部下から飛び込んできた混乱した情報を聞きながら考えていた。

　……この空くう爆ばくは、集しゆう結けつした部ぶ隊たいを叩たたいたり、軍ぐん事じ施設を狙ったものでは無さそうだ。

　今のところ確かく認にんできているのは、ヌルカの街の中にスマート爆ばく弾だんを投下したということと、路上に子こ爆弾の不発弾だんが散さん乱らんしている、ということだけだ。

　……なぜ、こんな空爆を行ったのだ？　目的は何なのだ？

　そして、次々に入ってくる錯さく綜そうする情報の中に、ナガス族の長ちよう老ろうたちを監かん禁きんしてあった家の建物が破は壊かいされた、という情報があるのを知ったとき、ヤン少しよう佐さは叫んだ。

「やつらの目標は、長老の奪だつ還かんだ！　急げ！　応おう援えん部隊を監禁場所に送り込め！　市内に兵を出して、検けん問もんを強化しろ！　長老を逃がしてはならん！　射しや殺さつしても構わん！」

　しかし、ヤン少佐の命令は、ほとんど実行されなかった。

　市し街がい地の道路のいたるところに、空爆でバラ撒まかれたスマート爆弾の不発弾が散乱し、部隊の移動ができなかったのだ。

　しかし、そんな中で、ナガス族の長老を奪還した敵が乗るトラックは、不発弾が散乱する道路を、まったく考こう慮りよする素そ振ぶりも見せずに、猛もうスピードで走り抜けて、ヌルカの街から逃げだして行った。

　すべてのからくりが明らかになったのは、長老たちが奪還された、という報告と共に、解放戦せん線せんの司し令れい部に、スマート爆弾の不発弾が届けられたときだった。

「くそ！　やられた！　こいつは爆弾でも地じ雷らいでもない！　そのダミーですらない！」

　ヤン少佐の手の中にあったのは、アルミ製の缶ビールの空あき缶だった。

　底に当たる部分に、バランスウェイトにするためだろう、鉄製のナットが赤いビニールテープで貼はり付けられており、上の方には二箇所にＵの字の形に切り込みが入っている。

　空中に投下されたこのアルミの空き缶は、ナットを下にして落ちていく間に、空気抵抗でＵの字の切り込み部分がめくれ上がり、それが羽は根ねのようになって、降下速度を緩めるのだ。

　さらに手の込んだことにＵの文字型の切り込みの縦たての長さが左右ちがっているために、めくれ上がった羽根はプロペラのようにねじれが生じ、空き缶はくるくると回りながら、広こう範はん囲いに広がっていくのである。

　飛行機から投下されたケースが開いて、こいつが、何百個と空中に散らばるのを見れば、軍ぐん事じ知識のある兵士ならば、当然スマート爆弾だと思うだろう。ましてやこいつが落下するのに合わせて地上で、スタングレネードを爆発させた連れん中ちゆうがいた。

　スマート爆弾の子爆弾そっくりの銀色の円えん筒とうが飛行機から降って来て、地上で爆発音と閃せん光こうが起これば、誰だって本物だと思い込む。

　路上に散乱した爆弾の上を車で走る馬鹿はいない。そして近づくヤツもいない。我々の部隊は完全に足止めを食らってしまった。しかし、やつらはこれが、ただのアルミ缶の空き缶だと知っている。

　トラックだろうが馬車だろうが徒と歩ほだろうが、平気で踏み潰つぶして逃げて行けばいい。

「おのれ……こんな子供騙だましで我々を嵌はめやがって！」

　ヤン少しよう佐さは、奥おく歯ばをぎりっと嚙かみ締めると、手に持っていたアルミ缶を、ぺきぺきと音を立てて握りつぶした。




　ヌルカの街の一いつ軒けん家に監かん禁きんされていたナガス族の五人の長ちよう老ろうは、建物の壁が破は壊かいされた際に、崩れた壁の破は片へんによって数人が軽けい傷しようを負っただけで、一人の死者も出さずに無事に救きゆう出しゆつされた。

　ヌルカの街から脱出した長老たちは、北部の谷間に隠かくしてあった大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいの用意した小型ヘリコプターに乗って、その日のうちにセリカスタンの首しゆ都とアーディンに到着した。

　そして、次の日。

　朝からセリカスタン国こく営えい放送のテレビとラジオは、この日の正しよう午ごよりセリカスタン政府が、ナガス民族解放戦せん線せんに関する特別番組を放送するというメッセージをくりかえし放送した。

　やがて、正午になり、特別番組が始まった。

　最初にテレビの画面に映しだされたのは、どこかの街の上空を超ちよう低空で飛びすぎていくジェット機の動画映像だった。

　そして、画が素そ数すうの低いデジタルカメラで取られた、動どう画が枚数の少ない少しカクカクとした動きを見せるその動画に、じゃーん！　という感じの音楽と共に、大きく字じ幕まくがかぶさった。

　その字幕には、こう書かれていた。

『緊きん急きゆう特とく番ばん！　ナガス民族解放戦線の正体を暴あばく！　ヌルカ急きゆう襲しゆう作戦の全ぜん貌ぼうが今、明らかに！　救出された長老たち生なま出演！』

　その、今までのセリカスタン国営放送では一度も行われたことのない、センセーショナルなタイトルの字幕に人々は驚き、そして画面にクギづけになった。

　画面が切り替わり、一人の軍ぐん人じんが映った。それはバンユー中ちゆう将じようだった。

　バンユー中将は小さく一礼すると、ゆっくりと歩きながら話し始めた。

「親しん愛あいなるセリカスタン国民の皆さん。こんにちは。今日は、昨さく日じつ行われた極ごく秘ひ作戦について皆さんにご報告します……まずは、この模も型けいの街をごらん下さい」

　カメラが引くと、バンユーの足元に、ヌルカの街が現れた。

「この街は、東部州しゆうの州しゆう都とヌルカ……今いま現在、自じ称しよう・ナガス民族解放戦線を名乗る勢せい力りよくが占せん拠きよしている街でもあります。

　御ご存ぞんじのように、先日ナガス族は六ろく長老の総そう意いによりナガス民族解放戦線なる組織を作り上げ、ナガス族の地ち位い向上と民族の誇りを守るためという名目で、我がセリカスタン政府に叛はん旗きを翻ひるがえしました……しかし、奇き妙みようなことに、自称・ナガス民族解放戦線は、ナガス族の六長老の総意、民族の総意、とくりかえすくせに、肝かん心じんの六長老はおろか、代表者であるワンセイ氏ですら、姿を見せません、長老の中で唯ゆい一いつ姿を見せ、ラジオでワンセイ長老の名前で声明を発表するのはヒムカ長老ただ一人です……他の五人の長老の方々はどこに行ってしまったのでしょう？」

　バンユー中ちゆう将じようは手に持った指し揮き棒ぼうで、ヌルカの街の模も型けいの中にある一いつ軒けんの家を指示して言葉を続けた。

「……実は、長ちよう老ろうの方々は、こちらにいらしたのです……自じ称しよう・ナガス民族解放戦せん線せんが、六ろく長老の名において、ナガス族の人々に命令を下すために、六長老の名前だけを使うために、長老の方々をここに監かん禁きんしていたのです。

　我々は、自称・ナガス民族解放戦線の正体を暴あばくために、この長老の方々を救きゆう出しゆつする計画を立てました。しかし、監禁されている家は厳げん重じゆうに警けい戒かいされ、とても近づくことができません。そこで我々は、この家を空と陸から急きゆう襲しゆうする計画を立てました」

　三機のジェット攻撃機のうち、一機が爆ばく弾だんではなく、特殊な破は壊かい用具を長老の監禁されている家の壁面に当てて、壁を破壊し、待機していた地上部ぶ隊たいが突入して長老を救出する、という計画です……しかし、救出は上う手まくいっても追っ手から逃れることは難しいでしょう。ここヌルカは、自称・ナガス民族解放戦線の本ほん拠きよ地ちなのです。ここにいるのはすべて敵です。何千人という兵士に周りを囲まれては逃げることはできません……そこで考えられたのがこれです」

　バンユー中将は、市し街がい地の模型から離れて、机の前にやってきた。

　机の上には、缶ビールの空あき缶が置かれていた。

　バンユー中将は笑いながらその空き缶を持ち上げて言った。

「昨日きのうから、あの自称・ナガス民族解放戦線の宣せん伝でん放送がヒステリックにわめいている、政府軍の非ひ人じん道どう的てき兵器であるクラスター爆弾の正体がこれです。見ての通り、ただのアルミ缶の空き缶にこうやってＵの字の切れ込みが入っているだけのシロモノです。爆発するはずもありませんし、落らつ下か速度は遅く、頭に当たってもコブすらできません。宣伝放送では、何百人という子供や女性が犠ぎ牲せいになったと報じていますが、一体どうやったらアルミの空き缶で犠牲が生じるのか、はなはだ疑問であります……」

　そしてバンユー中将はそのアルミ缶を持って言葉を続けた。

「……しかし、これは一見するとクラスター爆弾の子こ爆弾に見えることは事実です。これが飛行機が投下した爆弾型がたのケースから何百個と落ちてくれば、誰だってクラスター爆弾だと思うでしょう。そこが我々の狙い目でした。空からバラ撒まかれたこの空き缶は、路上に散らばりました。これを子爆弾だと思い込んだ自称・ナガス民族解放戦線の兵士は、身動きが取れなくなってしまったのです。そうやって追っ手の足を封じた我々は、無事に長老の方々を救出し、このアーディンにお連れしました……」

　バンユー中将は手に持ったアルミ缶を見て、感心するように言った。

「実を言うと、このアルミ缶を使うという奇き策さくを考え出したのは、あのシマオオカミ殿でした。膨ぼう大だいな予算も、設備も、戦力も使わず、たった二千四百個のアルミ缶で、シマオオカミ殿はヌルカの街に展開していた数千人の兵士を足止めしてのけたのです！

　無から有を作りだし、有を無にするシマオオカミ殿の神しん算さん鬼き謀ぼうがある限り、この戦い……いや、この戦いだけではありません。我が国にシマオオカミ殿の智ち謀ぼうがある限り、我々は負けるはずがないのです！」

　そして、画面は暗あん転てんし、カメラが切り替わった。

　次にテレビに映ったのは五人の老人が椅い子すに座っている映像だった。

　それは、ヒムカ長ちよう老ろうを除く残りのナガス族の五ご長老たちだった。

　国こく営えい放送の男性アナウンサーが一人一人に名前と氏し族ぞくを聞いて答えさせ、長老本人であることを示した後で、一番最後になった白はく髪はつの瘦やせた長老が立ち上がって、テレビの画面を見ている人々に向かって呼びかけた。

「セリカスタンの国民諸君、そして、ナガス族の諸君！　わしは、ナガス族六長老の一人、ワンセイであります！　わしは、ナガス族の地位向上を求め、ナガス民族解放戦せん線せんを結成し、セリカスタン政府に叛はん旗きを翻ひるがえした、その張ちよう本ほん人にんであります！

　わしは、かねてから、セリカスタンにおけるナガス族の扱いに不満を持っておった。なにゆえにセルム族のみが、このセリカスタンの指し導どう者しやなのか！　役人！　軍ぐん人じん！　教師！　それら国家の根こん幹かんを成す者の多くが、セルム族で固められ、セルム族の支配地ち域いきである中央州しゆうと西部州のみが発展しているこの国の現状に不満を持っておったのだ！

　そして、一年前、その部ぶ族ぞく格かく差さを具ぐ象しよう化したような人間であるセンドルク大だい統とう領りようは失しつ脚きやくし、キシトン大統領がこの国の指導者となった。

　キシトン大統領は部族格差を無くすことを公約に掲げ、それを実行に移した。軍事費ひを削さく減げんし、その予算を空くう爆ばくで壊かい滅めつ的な被害を受けた南部州の復ふつ興こうのために注そそぎ込んだ。そして東部州では、州しゆう都とヌルカの慢まん性せい的な電力不足を解かい消しようするために水力発電所を建設した。

　……考えてみれば、セリカスタン政府が、このように地方部族のために尽じん力りよくしたのは、ソビエト時代以来のことである。

　これは、画かつ期き的なことであり、この政策によって、セリカスタンの地方格差は少しずつ解消に向かっていくであろう……。

　今になって、わしは理解した……いかに国の全ぜん権けんを握る大統領と言えど、何十年も続いてきた国の構造を、たった一年で変えることなどできはしないのだと！

　だが……しかし……そのころのわしは理解しておらなんだ。わしは……おそらく、あせっておったのだろう……わしの生きているうちに、わしの力があるうちに、目に見える形でナガス族を、このセリカスタンの根幹を支える地位につけたいと思ったのだ。

　そのためには、武力を用いても良い、たとえこの大地が血と破は壊かいに彩いろどられようとも、確実な結果さえ残すことができれば、歴史は勝者に微笑ほほえむ！

　……それは、このわしに取り付いた妄もう執しゆうだった……一年前、センドルクに取り付いたのと同じ妄執だった。

　妄もう執しゆうの虜とりことなったわしは、中ちゆう国ごく軍ぐんから示された軍事援えん助じよの誘いに乗った。中国は、わしに政府軍ぐんを凌りよう駕がするほどの戦せん力りよくを与えると約束してくれた。

　……それほどの戦力がこの手にあれば、セリカスタンにおけるナガス族の地ち位い向上ではなく、このセリカスタン全ぜん土どをナガス族の支配下におくことができる！

　一年前、あのセンドルクですらできなかった、セリカスタン全土の武力による統合ができる！

　わしは……この甘かん美びな誘いを断ることはできなかった……」

　ワンセイ長ちよう老ろうは両手を広げ、自じ嘲ちようするような微笑ほほえみを浮かべて言葉を続けた。

「結果は……見ての通りだ。わしが宣せん戦せん布ふ告こくの口こう実じつとするために突きつけた、ナガス族の自じ治ち権けん拡大という、いわば無む理り難なん題だいを、キシトン大だい統とう領りよう閣かつ下かは、あっさりと受け入れてくれた。

　キシトン大統領にとって最も大切なもの、それは国民の幸福だからだ。誰が主権を握ろうと、国家を運営しようと、国民の幸福を最大限に考こう慮りよし、その結果国民が幸福であればそれでよいのだ。

　それを知ったとき、わしの中にあった、今まで抱き続けてきたキシトン大統領に対する疑念が大きく崩れた。

　武力を用いて、このセリカスタン全土を掌しよう握あくし、ナガス族の手でセリカスタンを動かすという自分の考えを見直すべきではないのか？　いかなる犠ぎ牲せいを払ってでも目標を達成するという方法論は、本ほん末まつ転てん倒とうなのではないだろうか？

　未来に待っている恒こう久きゆう的な絶対的な幸福にたどりつくためならば、目の前にある、この人々の日々の小さな幸福を叩たたき潰つぶし、破は壊かいし、血と恐怖で踏みにじろうとも、それは許される。大たい義ぎの前に個人の幸福は無意味だという考え方は、本当に正しいのだろうか？

　人間は、常に大儀を掲げ、大儀の名の下に破壊と殺さつ戮りくを繰り返してきた。自らの信じる神の名の下に戦い、ありえざる魔ま女じよを焚やき、浄じよう化かの名の下に殺戮を繰り返してきた……。

　しかし、いまだかつて、その方法論ろんの果てに人々を幸福の地に導いた者は誰だれ一人おらんのだ……。

　この疑問を抱いた私は、セリカスタン全土を武力で制圧するという方法論を修正しようとした。だが、それは許されなかった……」

　ワンセイ長老は、テレビのブラウン管から、画面を見ている人々に向かって声を張り上げた。

「セリカスタン国民諸君！　そして誰よりもこの放送を見ている、そしてラジオで聴きいているナガス民族解放戦せん線せんに所属するナガス族の戦せん士し、そして解放戦線のために働いているすべてのナガス族に告げる！

　ナガス民族解放戦線は、もはやナガス族とは無む縁えんの存在である！　六ろく長老の中で、彼らに加か担たんしているのは利権に目がくらんだヒムカ長老と、その配下の私兵どもだけだ！

　その実体は、中ちゆう華か人じん民みん共和国の特殊部ぶ隊たいである！

　彼らの目的は中国の国こく益えきであり、ナガス族の幸福などひとかけらも考えてはいない！　それは単なる大たい義ぎ名めい分ぶんである！

　彼らがこの地にいる理由はただ一つ！　このセリカスタンに混乱を引き起こし、レアメタルの採さい掘くつを遅らせ、中ちゆう国ごくの利益に繫つなげること、それだけなのだ！

　くりかえす！　ナガス民族解放戦せん線せんはナガス族とは無関係である！　ナガス族よ！　目を見開き、真実を見み極きわめよ！　我らが進むべき道を！」




　ヌルカの街にある、ナガス民族解放戦線の司し令れい部で、この放送を見ていたヤン少しよう佐さは思い切り机を蹴け飛とばして叫んだ。

「くそ！　やはりあのとき殺しておけば……後こう悔かい先に立たずとはこのことか！」

　部屋の入り口に立っていた部下のリュウセイ大たい尉いが、肩をすくめて聞いた。

「これで、ナガス族の協力を得ることは難しくなりそうですが……いかがいたしますか？」

「いかがも何もない！　作戦は続ぞつ行こうだ！」

「作戦続行と申しましても……この放送を見たナガス族の戦せん士しが、我々の指し揮き命令に従うとは思えません……ナガス民族解放戦線の戦力の八割は、ナガス族の戦士によって成り立っております。最悪の場合、我々だけで戦わねばなりません。たった二千人の兵士で、何ができるとお考えですか？」

　ヤン少佐はリュウセイ大尉の言葉を鼻で笑った。

「ふん、何もできんわけではないよ、簡単にあきらめるのは敗はい北ぼく主義だぞ。人じん民みん解放軍特殊部ぶ隊たいの真しん髄ずいは、少数の精せい鋭えいをもって敵に痛つう撃げきを与えることにある！

　……国内に潜せん入にゆうした隊員のことを忘れたか？　ナガス民族解放戦線など、しょせんは隠かくれ蓑みのに過ぎん。セリカスタン国内に混乱を引き起こし、そしてタングステンの試験採さい掘くつプラントを破は壊かいする……それが我々の本来の目的なのだぞ」







　　　第八章　「創造と破は壊かい」







　セリカスタンの北東部にあるエルムリンの街は、政府の実じつ効こう支配する中央州しゆうの街のなかで、もっとも東部州に近い街だった。

　このエルムリンの街の町の中心部には、地下水が湧わきだす大きな泉があり、市し街がい地ちはこの泉を中心にして発達している。

　乾かん燥そうした台だい地ちが広がるこのセリカスタン北東部を旅する旅人や隊たい商しようにとって、水の補ほ給きゆうができる場所は貴き重ちようであり、ここには早くから街が作られていた。

　東部州の州しゆう都とヌルカと首しゆ都とアーディンを結ぶ東とう国ごく街道と、北の山さん岳がく地帯の谷たに筋すじに延びるいくつかの地方の街道が、この地で分ぶん岐きするようになり、交通の要よう所しよとして発達していったという歴史を持つのはある意い味み当然かもしれない。

　毎まい日にち数多くの旅人が行き来するエルムリンの街は、東に向かう旅人にとっては東部州の、そして首都に向かう者にとっては中央州の、その双方の玄げん関かん口だった。

　そして、東部州の実効支配が、分ぶん離り独立を掲げるナガス民族解放戦せん線せんの手に移ってから、この街はいわばセリカスタン政府軍ぐんの実質的な最さい前ぜん線せんとなっていた。

　もし、これが本当の戦争ならば、この街は政府軍の出しゆつ撃げき拠きよ点てんとなっただろう。しかし、キシトン大だい統とう領りようは、攻勢に出ることを禁じ、防ぼう衛えい体制を取ることのみを指示したため、政府軍は街の東側にある東国街道を挟んで広がる低い丘きゆう陵りよう地帯に塹ざん壕ごうを掘り、防御陣じん地ちを築くのみに終わっていた。

　塹壕の先せん端たんに設けられた監かん視し哨しようにいた政府軍の若い兵士が、双そう眼がん鏡きようで東国街道を見ながらつぶやいた。

「今日も避ひ難なん民の列が引きも切らないな……そのうちに東部州は空からっぽになっちまうぞ」

　その言葉の通り、東部州と中央州を結ぶ主要な道路である東国街道の上を、荷物を満まん載さいしたトラックや荷に馬車、そして同じように荷物を背負った人間たちが、東から西へ列を成してぞろぞろと向かっていた。

　双眼鏡を覗のぞく若い兵士の後ろに座っていた少し年上の兵士が、したり顔でうなずいた。

「場合によっちゃあもっと増えるぞ。今、あそこにいるのは、息むす子こや父親がナガス民族解放戦線に徴ちよう兵へいされるのを嫌った一家とか、分離独立なんてことを歓かん迎げいしなかった一族とか、先行き不安に思っている人とか……二、三日前に自分の住んでいた町や村を発たってここまでやって来た連れん中ちゆうだ。今日の正しよう午ごに流れた、あのナガス族の長ちよう老ろうたちの声明を聞く、その前に東部州を捨てる決意をした連中だからな」

　若い兵士は、あわてたように年上の兵士を振り返った。

「そうか、今日のあの放送を聞いて、ナガス民族解放戦せん線せんから離り脱だつしようと考えた人は、まだ東部州しゆうの中にいるんだ！」

「そうそう、今いま頃ごろ一族で会議しているんじゃねえのかな？　東部州を捨てるかどうするか……セリカスタン政府は、逃げてくる人々を追い返したりはしない。アーディンの近くにある陸りく軍ぐんの駐ちゆう屯とん地ちの跡地にキャンプを作ってそこに収しゆう容ようして、就しゆう職しよく口や定住地をあっせんすると表明している。このまま東部州にいてもいいことはない、と思えば、みんな逃げだすだろう。沈む船から逃げるみたいに我われ先さきにな……んでもって、ナガス族の離り反はんと逃亡を民族解放戦線が許さずに、強圧的に出れば出るほど人々の心は離反する。東部州の内部を引き締めようとすればするほど、脱出する人は増える……国を支える人がいなくなれば、戦争どころじゃなくなるだろう……まさに戦わずして勝つってわけだ……」

　若い兵士は、不安そうに答えた。

「……でも、中ちゆう国ごく軍ぐんが、そんなに簡単にあきらめるでしょうか？　こっちは戦う気が無くても。あっちはやる気満々ですよ？」

「まあな……兵士が逃げちまって、正面きって戦争を吹っかけて来られなくなったら、きっとゲリラ戦を展開してくるだろうな。潜せん入にゆう工こう作さく員いんを使った破は壊かい工作だ……考えようによっちゃあ、そっちのほうがずっと厄やつ介かいなんだが……」

　年上の兵士は、そこで言葉を切るとにやっと笑ってみせた。

「でもよ、なんでもあのシマオオカミってのが、潜入しようとする工作員を見つけだすハイテクのシステムを編み出して、セリカスタン中の街に手配しているって話だ。まあ、そう簡単にはやられないとは思うがな」

　若い兵士は顔を輝かせた。

「そうですよね。その話、俺も聞きました！　こないだのヌルカの街からナガス族の長ちよう老ろうを救きゆう出しゆつした時の作戦といい、その方法といい、シマオオカミってヤツは本当にすごいですよね……一年前、あそこで内ない戦せんが終わって正解ですよ。あのまま内戦続けていたら、俺達たちはシマオオカミを敵にまわして戦わなくちゃならない羽は目めになっていたでしょうからね……キシトン大だい統とう領りようが日本から呼び寄せたって話ですけど、このままセリカスタンにいて欲しいですねえ。なんせ十万の味方がいるようなもんですから」

　感心したようにうなずく若い兵士を見て、少し年上の兵士は思った。

　……昨日きのう、バンユー中ちゆう将じようが、シマオオカミのことを無から有を作りだす、と評していたが、それはこういうことをいうのかもしれない。

　そして、年上の兵士は視線を、避ひ難なん民が列を作って向かっているエルムリンの街に移した。

　……俺が中国の工作員なら、間違いなくあの列に紛まぎれ込む。

　シマオオカミの考えだしたシステムとやらが、効果を発はつ揮きすればいいんだが……。




　エルムリンの街は、シルクロード沿いに点在する他の古い街と同じように、城じよう壁へきで周囲を囲まれている。

　北方の騎き馬ば民族や盗とう賊ぞくなどの襲しゆう撃げきから都市を守るために設けられたこの城壁は、この辺りが何度となくさまざまな民族と、国家同どう士しの戦せん乱らんに巻き込まれた土地であることを示している。

　都市を囲んだ城壁の東西南北には、大きな城じよう門もんが設けられており、セリカスタン政府軍ぐんは、ここに簡単な検けん問もん所じよを設けていた。

　門の前で完全武装の兵士が油ゆ断だんなく見張っている前を、様々な荷物を積んだ荷に馬車や、大きな荷物を背負った人が列を作るさまは、ほとんど中世の頃と変わらない光景だった。

　検問所で、荷物の検査を受け、ＩＤカードを作成するために簡単な事情聴ちよう取しゆを受けて、書類を作成してもらったナガス族の避ひ難なん民は、一人ずつ、簡単な間ま仕じ切きりで作られた通路を歩いて突き当たりにあるドアを開けて、待たい機き所に向かうのだ。

　その通路とドアを見下ろす位置にある建物の二階に、二人のリネト衆しゆうと大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいの隊員が街に入ってくる人々を監かん視ししていた。

　彼らの前には、ノートパソコンが置かれており、その画面にはヌルカの街に潜せん入にゆうしていたリネト衆が撮さつ影えいした中ちゆう国ごく軍ぐんの特殊部ぶ隊たいの隊員の写真を縮小した一いち覧らん映像が表ひよう示じされている。マウスでその映像をクリックすると、その人物が歩く動どう画がが表示されるのだ。

　ヌルカで撮影された動画は、対たい象しよう人物がドアを開けて歩いてくる姿を屋根の上から隠かくし撮どりしたものである。検問所に間仕切りで作られた短い通路とドアが設けられている理由と監視所が二階に設けられている理由は、対象人物の身体からだの動きやドアを開ける仕し草ぐさを、この動画の視点位置に近い位置から見るためだった。

　朝からずっと一人一人の行動を見ていたリネト衆の間に、緊きん張ちようが走ったのはそのときだった。

「おい！」

「ああ、わかっている！」

　二人のリネト衆は、検問所から通路に入って来た、薄うす黄き色いろいターバンスカーフを巻いて、大きな荷物を背負った三十代のひげ面づらの男を食いいるように見つめていた。

　その男が頭に巻いている薄黄色のターバンスカーフは、ノートパソコンの中にある工作員の一覧の中の一人が巻いていたものと酷こく似じしていた。

　リネト衆の一人が、その画が像ぞうをクリックした。

　すると、その人物がドアを開けて歩き始める動画が表示された。

　肩を少し揺するように歩き、ドアを開けるときにほとんど顔を動かさずに目だけを動かす、という仕草を脳のう裏りに叩たたき込んだリネト衆は、二階の窓から問題の人物の動きを注ちゆう視ししていた。

　男は五メートルほどの通路を、肩を少し揺するように歩くと、突き当たりのドアを開けて、顔を動かさぬまま素早く、目だけで左右をうかがった。

　二人のリネト衆しゆうと大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいの隊員は、互いにうなずきあった。

「間違いないな」

「ああ、まず間違いない、二十一番だ！」

　大統領警護隊の隊員が、手元にあった無線機に飛びついた。

「俺だ！　ああ、そうだ！　該がい当とうあり！　今いま三番のドアから出て来た薄うす黄き色いろのターバンスカーフの男だ！　そのまま特別室にご招待しろ。そうだ、警けい戒かいされないようにな！」

　その無線が終わるとすぐに白はく衣いを来た医師らしい男と女性看かん護ご師しが二人やってきて、その男に話しかけた。そして、女性看護師が男の腕を取ると、渋る男をそのまま診しん療りよう室しつと書かれた部屋のほうに連れて行った。

　薄黄色のターバンスカーフを巻いた男は、そこでパラチフスの予防接せつ種しゆを受けなくてはいけないと言われ、観かん念ねんしたように右手を差しだした。

　白衣を着た医師が右手に注ちゆう射しや器きを刺して……そしてその男はその場に崩れ落ちた。

「処置が終わりました！」

　女性看護師が声をかけると、診療室の奥の部屋に通じるドアを開けて、屈くつ強きような大統領警護隊の隊員たちが姿を現した。




　その男が目を見開き、意識を取り戻したのは、トレーチャーと呼ばれる患かん者じやを乗せて運ぶ車輪のついた担たん架かのような器き具ぐの上だった。

　身体からだを起こそうとして、自分が上半身裸はだかで、首からキンリの護ご符ふだけを下げた状態で両腕と胴どう体たいがベルトで固定されていることに気がついた男が驚いたように目を見開いたとき、少し離れたところに立っていたセリカスタン陸りく軍ぐんの制服を着た情報部の将しよう校こうが声をかけた。

「気がついたかね？　はるばる中ちゆう国ごくからセリカスタンにようこそ。できることなら正式に就しゆう労ろうビザを取ってから入国して働いて欲しいものだな……もっとも破は壊かい活動についてはビザは下りんがね」

　意識を取り戻した男は、小さく首を振ると、なんのことだかわからないという顔をして言った。

「中国？　破壊発動？　それは……なんのことだね？　私はナガス族の農民だよ。兵士に取られそうだったので、逃げて来ただけだ！」

　陸軍の士し官かんは、にこにこ笑いながら聞いた。

「そうか、君はナガス族の農民か。ならば自分の氏し族ぞくと氏うじ神がみである先祖の名を言ってもらえんかな？」

　ナガス族の農民と名乗った男は、再び首を振った。

「俺の家は祖そ霊れいの土地を捨てて山を降りた一族だ。祖霊に申し訳ないということで、親は氏神の名を教えてはくれなかった……」

　情報部の将しよう校こうは、にやっと笑ってうなずいた。

「なるほど、セリカスタンについての予よ備び知識はしっかり教わっているということか……確かに流りゆう民みんと呼ばれる一族が最近増ふえている。自分の氏うじ神がみの名を親から聞いていない世代も多くなっているというのは事実だ……では、もう一つ聞きたい。その、君が首から提さげているキンリの護ご符ふはどう説明するね？　それは七つの祝いの護符だぞ。子供用だ」

「なんだと？　そんなはずはない！」

　驚いたように自分の胸に下がっている護符を見た男に向かって、将校は聞いた。

「そうか、違うと言うのだな……では、教えてくれ。子供用の護符と大人おとな用の護符とは、どこが違っているのかね？……」

「え？」

　農民だと言い張っていた男の目が泳いだ。

「どうしたんだ？　キンリの護符だぞ？　このセリカスタンに暮らしている人間なら誰でも知っていることじゃないか……」

「そ……それは……」

　黙り込んだ男を見て、将校は勝ち誇ったように言った。

「教えられていないことは答えようが無い、ということかな？」

　男が、三十秒ほどの沈ちん黙もくの後で、諦あきらめにも似た表情を浮かべてうなずいたのを見て、将校は少し目を見開いた。

「ほう……君はなかなか潔いさぎよいな。君のお仲間の中には、やれ護符の色が違うだの、書いてある文字が違うだの、いろいろ悪あがきして答えた者もいて、我々を楽しませてくれたがね」

　そして、将校は周りにいる部下に命じた。

「連れて行け……中ちゆう国ごくの特殊部ぶ隊たいは体たい術じゆつが得意だ、気を抜くな」

　トレーチャーに拘こう束そくされた男は部屋を出て行く前に将校に聞いた。

「私は……死し刑けいかね？」

「たしかに、スパイは、ジュネーブ条約における捕ほ虜りよとしての扱いは受けられない。軍事法ほう廷ていも裁判も無しで射しや殺さつされても文句は言えない……だが、安心しろ。ここで君たちを殺しても、何の得とくにもならん。君たちはこの騒ぎが終わったら自由の身になれるだろう……」

　中国軍の男は驚いたように目を見開いたが何も言わなかった。




「いやあ、素晴らしい！　あなたは本当にこの国の救きゆう世せい主しゆですねえ！」

　トルテを従えたキシトン大だい統とう領りようは、喜き色しよく満まん面めんの笑みを浮かべて、龍たつ也やの手を両手で握った。

　そこは首しゆ都とアーディンの少し郊外にある、大統領官かん邸ていの広々とした応接室の中だった。

　豪ごう華かなアンティークの家具に囲まれたその応接室には、高価そうな絵や陶とう磁じき器が飾られており、床には毛の詰んだそれでもくるぶしまで埋まるような高級そうな絨じゆう毯たんが敷き詰められている。

「あ、いえ……」

　照れたように笑った龍たつ也やの手を握り締めたまま、キシトン大だい統とう領りようは言葉を続けた。

「あのワンセイ長ちよう老ろうの演説の後、ナガス民族解放戦せん線せんの支持率りつと、軍ぐん事じ組織の組織率は激げき減げんしました。ナガス民族解放戦線の軍事部ぶ門もんは兵員が集団脱だつ走そうした部ぶ隊たいや、中ちゆう国ごく人の上じよう官かんを拘こう束そくして司し令れい部ぶに追い返して、指し揮き命令に従わない部隊が相次いでおり、軍事組織としては、ほとんど崩かい壊めつ状態にあります。

　中国人の自称・義ぎ勇ゆう兵たちは、ナガス族から攻撃されることを恐れて、自じ衛えいのために司令部の近くにある駐ちゆう屯とん地ちに集まって、戦せん々せん恐きよう々きようとしているそうです。ナガス民族解放戦線が自己崩ほう壊かいするのも時間の問題でしょう」

　そしてキシトン大統領は、もう一いち度ど龍也の手を握った両手に力を込めた。

「そして、何より効果的だったのは、あなたの考えた、あのデジタルカメラによる手配動どう画がシステムです！　中国軍の破は壊かい工こう作さく員いんは、そのほとんどが身み柄がらを拘束されており、現在に至るまでテロリストの破壊工作は一件も報告されておりません！　私は、本日、緊きん急きゆう招しよう集しゆうしたセリカスタン部ぶ族ぞく長ちよう会議の閉会を宣言するつもりです！」

　龍也は驚いた。

「え？　会議を閉会するって？……」

　キシトン大統領は、うなずいた。

「おわかりになりませんか？　もはや部族長会議は必要ありません。このセリカスタン全体の緊急事じ態たいは去りました。あとは東部州しゆうの中だけで終わります。私たちがやるべきことは、ナガス族の長老たちを手助けして、ナガス族の地に再び平和を取り戻すだけのことです。我々は戦わずして勝ったのです！　そして、これはすべてあなたのおかげなのですよ！　私は国家の指し導どう者しやとしてあなたに勲くん章しようを授じゆ与よし、広く国家の英えい雄ゆうとして褒ほめ称たたえるつもりです！」

　国家の英雄って何だよ!?　あまりに大げさすぎないか？

　龍也はあわてて首を振った。

「あ、いや、勲章だなんてとんでもありません！　だって、俺はこれといって何もしていませんよ。この大統領府ふの二階の部屋で本を読んで寝ね転ころがっていただけで……実際に働いたのはシャクドー中ちゆう尉いや、シャリフ大たい尉い、そしてリネト衆しゆうの方たちです！　勲章はあの方たちにこそあげるべきです！」

　キシトン大統領はうなずいた。

「ええ、当然彼かれ等らにもそれなりの栄えい誉よを与えます、しかし、彼らはそれが仕事なのです。その点あなたは違います。あなたは一いつ介かいの民間人でありながら、このセリカスタンという国のために尽じん力りよくされました……金のためでも、利益のためでもない、ただ、このセリカスタンが好きだという理由だけで……私がその好意に報むくいる術すべは、これしかないのです……受け取って戴いただけますか？」

　龍たつ也やは一ひと呼吸ほどの時間の後で、ためらいつつもゆっくりうなずいた。

「ええ、戴いただきます……」

　キシトン大だい統とう領りようの顔が輝いた。

「ああ、それは良かった！　では、五日後に式しき典てんを開きます！　それまで、どうかこの大統領官かん邸ていで、おくつろぎ下さい！」

「え？　あ、はい、じゃあホテルの方は……」

　傍かたわらに控えていたトルテが笑いながら言った。

「部ぶ族ぞく長ちよう会議が閉会になりますから、各部族の関係者の方はみんなホテルを引き払ってそれぞれの部族の地にお帰りになるはずです……キンリ族の姫ひめ巫み女こ様とサラサ殿も一度キンリの里さとにお帰りになり、改めて五日後の式典に参加されるご予定です。

　シマオオカミ殿は五日後に行われる国家英えい雄ゆう顕けん彰しよう式典の準備のために、こちらにお残りいただけると嬉うれしいのですが……」

　トルテの言葉を聞いた龍也は、リューカ姫と一緒にキンリの里に行けないことを知って、一いつ瞬しゆん落らく胆たんの表情を浮かべたが、すぐに気を取り直した。

　……まあいいか、たった五日だもんな。それに、国家英雄となってからキンリの里に行くのもいいかな？　でも、リューカ姫とサラサさんに会って、ちょっと自慢したいよなあ。

　龍也は顔を上げた。

「あの……一度ホテルに行って、リューカ姫やサラサさんに会って来てもいいですか？　いろんな物も置いたままですし……」

　トルテはにっこり笑ってうなずいた。

「ええ、もちろんですわ。では、これからホテルのほうにお送りいたします」

「あ、どうもすみません」

　ぴょこんと頭を下げた龍也を見て、トルテは笑った。

「なんとなく……シマオオカミ殿はキシトン大統領閣かつ下かと通じるものがありますわね」

「え？」

　目を見開いた龍也を見て、トルテは慌あわてて首を振った。

「いえ、なんでもありません、ではこちらにどうぞ。今、お車を玄げん関かんに回します」




　ホテルに向かう車の中で、龍也はトルテに聞いた。

「あの……さっき、俺がキシトン大統領に似ているって言いましたよね……」

　トルテはちょっと赤い顔で答えた。

「ええ、そうですよ、見た目とかそういった部分じゃなくて……なんというか、いつまでも偉くならないというか、自分のこと事を特別の存在だと思っていらっしゃらないところが似ているな、って思ったんですよ」

「特別の存在？」

　怪け訝げんな顔をする龍たつ也やを見て、トルテはうなずいた。

「そうです、ちょっと言葉が足りなかったかもしれませんね。正確に言うならば、自分は特別な存在だから特別に扱え！　と要求しないところが似ているんです」

「だって、そんな要求ができるような人間じゃないもの……」

　トルテはわが意を得たりという風ふうにもう一度うなずいた。

「そこなんです……普通の人間なら、実績に応じた扱いを要求しますわ。俺はこれだけのことをしたんだからそれ相そう応おうの扱いをしろ！　という態度を取ります。それが当然ですし、そうやって扱わないとそれは失礼に当たります……でも、キシトン大だい統とう領りようもシマオオカミ殿も、そんな素そ振ぶりはまったくお見せになりません。どんな実績を積もうがどんな地位にいようが、そこにいるのは一人の人間でしかない、という意識をお持ちなんです……」

　龍也は照れたように頭を搔かいた。

「いや、誉ほめられてるんだと思うんだけど……だって実際に俺って何にもしてないんですよ。結果的にそうなっちゃっただけで……」

　トルテは笑った。

「何もしていない人に限って、結果的にそうなったことですらも自分の意い図ととしてやったことにして、実績にしたがるものなんですよ」

「へえ、そんなものなのかなあ」

　龍也が首をひねったとき、前方にリューカ姫がいるコンチネンタルホテルが見えてきた。




　ホテルのドアを開けると、リューカ姫がニコニコ笑いながら出迎えてくれた。

「国家英えい雄ゆう勲くん章しよう受賞おめでとうございます！」

「なんだ、知ってたの？　驚かせようと思ったのに……」

　がっかりしたような顔をして見せた龍也を見て、リューカ姫は慌あわてて頭を下げた。

「ごめんなさい、さっきニュースで流れたのを聞いていたんです……」

「あ、いや、君が謝ることじゃないよ」

　龍也が慌てて首を振ると、室内から聞き覚えのある声がした。

「シマオオカミ！　国家英雄おめでとう！　勲章もらったら、ボクにも見せて！」

　リビングの中で、シーデが笑っていた。

「シーデ！　なんでここに？」

　シーデはニコニコ笑って言った。

「サゴン兄にいさんが、しばらく首しゆ都とに滞たい在ざいするからその間一いつ緒しよにいてもいい、って言ってくれたんだ。図書館とか、映画館とか見たいものを何でも見て来いって！」

「そうか……サゴンもいいところあるなあ」

　龍たつ也やの言葉を聞いたシーデは、ぶんぶん、と音がするくらいにうなずいてみせた。

「オードン族はね、すべてを子供のために優ゆう先せんさせるって決めたんだ！　学校とか図書館とかそういったものにお金を使って、貧しい家の子供でも学校に通えるように、州しゆう政府がお金を出すんだって！　サゴン兄にいさんは、二十年後のセリカスタンの外交官はオードン族から出す！　というのが目的なんだって言っていたよ……」

　龍也は目を見開いた。

「へえ、あのサゴンがねえ……人って変わるもんだなあ……」

　リューカ姫がくすっと笑った。

「タツヤだって変わったじゃないですか……」

「え？　俺？　俺は何にも変わってないよ？」

　リューカ姫は一いつ歩ぽ龍也に近づくと、その胸をつん、と突付いてにこっと笑った。

「ここに、国家大だい英えい雄ゆうの印しるしを下げるような人間になったくせに……」

「え？　あ、ああ、そりゃあそうだけど……」

　自分が英雄として讃たたえられる姿を想像した龍也が、首しゆ都とアーディンのホテルの一室で面おも映はゆそうな微笑ほほえみを浮かべていたその頃。




　セリカスタン中央州しゆうから北部州に抜ける北ほつ国こく街道を、一頭のロバに引かせた小さな荷車に乗った白はく髪はつの老人が北にあるグィーランの街に向かってゆっくり進んでいた。

　ロバは体格も小さく、馬の半分くらいしかない。当然歩く歩幅も違う。

　ちょこまかと足を動かすロバが引く荷車には、裏に泥を塗った羊ひつじの毛皮が山積みにされていた。

　毛皮をなめす薬品や工場が発達していないセリカスタンなどの奥地では、剝はいだ生なま皮がわに残った脂し肪ぼうを抜き取ることができない。放置すると毛皮の毛が黄き色いろく脂あぶら焼やけしてしまうため、それを防ぐために毛皮の裏に泥を塗るのである。

　これは毛皮の半はん製品であり、買い求めた客はそれぞれ自分の家で加工するのだ。

　ロバに引かれた荷車の上に乗った老人は、ひょいと顔を上げて自分が行く道の先を見た。

　草がまばらに生はえた平原の中を一本に突っ切る北国街道の路ろ肩かたに一台の車が止まって、その傍らに誰かが立っていた。

　……なんじゃろう？　車が故こ障しようでもしたかな？

　車の脇に立った男は荷車を見て、ほっとしたような素そ振ぶりで片手を上げた。

「やはりな、助けを求めておる……」

　老人は小さくつぶやくと、手に持った木の枝でロバの尻しりを、ぱん、と軽く叩たたいてその歩みを速めた。

　路ろ肩かたに止まっている車は、政府機き関かんなどがよく使っている、ＵＡＺという小型の四輪駆く動どう車しやだった。

　老人が荷車を車の脇に止めると、男がゆっくりと近づいて来た。

「どうかしなすったかね？」

　男は、目の細いぼんやりとした表情をした三十代半なかばの男だった。背は高からず低からず、薄うす汚よごれた作業ズボンに白いシャツ、というどこかの役所に勤める下したっ端ぱの公こう務む員のような格かつ好こうをしている。その男は、老人に近づくと荷車の上を指差して尋たずねるように言った。

「あれは……」

「ん？　毛皮がどうかしたか？」

　老人が振り向いたそのとき、男は手に持っていた短いロープを、ひょい、と無む造ぞう作さに老人の首に回した。

「な！　なにを……」

　……する！　と言う前に、男はくるりと振り向き背中合わせになって自分の背中に老人を乗せ、首に回したロープをつかんだまま宙に持ち上げ、そして二回ほど激しく揺すった。

　頸けい椎ついが鈍い音を立てて砕けるのを確認した男は、表情も変えずに息いき絶たえた老人を背負ったまま車に近づき、後部座ざ席せきのドアを開けてそこに死体を放り込んだ。




　三時間後、羊ひつじの毛皮を背中に積んだロバを引いた男が、グィーランの街の入り口にある検けん問もん所じよに差し掛かった。

　民族衣い装しようを着た、どう見ても七十を過ぎた風ふう貌ぼうのその男は、検問所でいくつかの質問を受けた後、リネト衆しゆうと大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいが設けた細い通路に差し掛かった。

　グィーランの街でも他の街と同じようにノートパソコンに記録された動どう画がとの照しよう合ごうが行われていた。

　ヌルカの街に潜せん入にゆうしたリネト衆が撮さつ影えいした、特とく殊しゆ工こう作さく員いんと思われる人物の映像は全部で三十二人。そしてそのうちの三十人はすでに身み柄がらを拘こう束そくされていた。

　この三十人のメンバーから聞きだした断だん片ぺん的な情報から、身柄が確かく保ほされていない残りの二人の名前とおおよその年ねん齢れいなどが明らかになっていた。

　一人は「リー・クワン」という四十代半なかばの男で、破は壊かい工作の補助要よう員いんとして事前に現地に潜伏し情報を収しゆう集しゆうしたり、破壊工作用の爆ばく薬やくや資材を運ぶのが任にん務むである。もう一人はヌルカの街に潜入していたリネト衆から要よう注意人じん物ぶつとしてマークされていた、ヤン少しよう佐さと行動を共にしていた「ウー・ツェン」という四十前ぜん後ごの男であることが判明した。

　しかし「リー・クワン」はヌルカの街で撮影された動画の中に映っておらず、また「ウー・ツェン」の撮影時間は十秒弱と短く、顔の判はん別べつが難しいことから、この二人はいまだにどこの検問所でも発見されておらず、各地で必死の捜そう索さくが行われていた。

　もし、この場にヌルカの街に潜せん入にゆうしていたリネト衆しゆうがいれば、目の前にいる七十歳さい過ぎに見えるこの男を見ても、その姿から何かを感じることができただろう。しかし、わずかな時間の動どう画がから得られる断だん片ぺん的な情報だけを頼りに男を捜していたこのグィーランのリネト衆と大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいのメンバーには、この男を見分けることができなかった。

　その男……ウー・ツェンは、ロバを引いてグィーランの街に入り、そしてそのまま街の中に姿を消した。

　グィーランの街に向かう北ほつ国こく街道の脇で、エルムリンの街まち外はずれの農業試し験けん場じようから盗まれたＵＡＺが燃料切ぎれで放置されているのが発見されたのは、この日の夕方だった。

　地方警察から連絡を受けたシャリフ大たい尉いが現地に着いたのは、日も暮れかけた頃だった。

　グィーランの街の近くの北国街道沿ぞいの平原に着陸したＭＩＬ２小型ヘリコプターから降りたシャリフ大尉は、ヘリコプターのローターの巻き上げた砂すな埃ぼこりが、地ち平へい線せんに沈みかけた夕日に照らされオレンジ色に染まる中を突っ切って、車の近くで待たい機きしている地方警察の警察官かんの下に急ぎ足で向かった。

　地方警察の警察官から手て短みじかに状況を聞いたシャリフ大尉は、車内に遺い留りゆうされた老人の死体と、その上に掛けてあった着ちやく衣いを調べながら警察官に聞いた。

「この老人の身元はわかるか？」

　警察官は首を振って答えた。

「……いえ、身につけていた衣服はすべて持ち去られています。近きん隣りんの村等などに人をやって、行方ゆくえ不明の者などがいないかどうか確かく認にんしておりますが、いまだに判はん明めいしません」

「そうか……」

　シャリフ大尉は考え込んだ。

　……この車は燃料切れの状態だ。おそらく犯人は盗んだ車の燃料計けいが壊れていたことに気がつかなかったのだ。

　エルムリンの街の郊外でこの車を盗んだ犯人は、そのままここまでやって来た……そしてここでこの老人を紐ひものようなもので首を絞しめて殺し、衣服を剝はいでそれに着替えて、ここから立ち去った……。

　……この老人と同じ殺され方をした死体がエルムリンの街の先の街道沿いで見つかっている……ナガス民族解放戦せん線せんから脱走した若い兵士らしかったが、その男の衣服も剝ぎ取られていた。

　シャリフは老人の死体の上に掛けられている作業ズボンと白いシャツを見た。

　……おそらく、あそこで殺された兵士が着ていた衣服がこれなのだろう。

　ナイフや銃を使わずに、紐のようなもので一気に首を絞め、頸けい椎ついを折るという殺し方は、衣服に血けつ痕こんを残さぬためだ。

　こうやって次々に通りすがりの人間を殺して衣服を着替えれば、手配のしようが無い。

　そのとき、街道沿ぞいを調べていた部下が、戻ってきて報告した。

「北ほつ国こく街道の脇に荷車の車しや輪りんの跡と、ロバの蹄ひづめの跡、そしてロバの糞ふんが落ちておりました。蹄の方向から見て、荷車は南から来て、ここで街道を少し外れ、車の脇まで来て、そこでしばらく止まっていたものと思われます」

「なぜ、しばらく止まっていたとわかる？」

　部下はうなずいた。

「ロバの糞が、まとまって落ちています。止まっていた時間があったということの証明になると思われます」

　シャリフ大たい尉いは嬉うれしそうにうなずいた。

「よし、よく気がついた……大だい至し急きゆうグィーランの町にいる隊員に連絡を取れ！　ロバの引く荷車に乗った男が市内に入ったかどうか……いや、もしかしたら荷車を捨ててロバに荷を負わせて街に入っているかもしれん……とにかく一人でロバを連れた人間が何人入っているか確かく認にんするんだ！」

「了りよう解かいしました！」

　敬けい礼れいしてヘリコプターに向かって走っていく部下を見送った後で、シャリフは難しい顔になって考え込んだ。

　……この一連の凶きよう行こうをやってのけたのは、おそらく例のウー・ツェンと呼ばれる男だろう。確実に事を運ぶその方法に、一切のためらいが無い。

　ウー・ツェンにとって必要だったのは、新しい服とそして移い動どう手段だった。だから彼はそれを手に入れるために確実な方法を取った。それだけのことなのだ。

　彼にとって他人とは、道を歩いているときに顔にかかるクモの巣のようなものだ。

　邪じや魔まだと思えば誰でもクモの巣を手で払う。巣を作ったクモのことを考えて。その行為に罪ざい悪あく感かんを抱くことはない。

　彼が必要とする衣服と移動手段……それを持っている人間は邪魔だ……だからクモの巣のように払って捨てた。

　……彼には、共きよう感かん能力という人間が本ほん来らい持っているものが、完全に欠けつ落らくしている。いわば、すべてを理性的にそして合理的に判断する。

　……俺たちの敵はそういう人間なのだ。

　シャリフ大尉が、体の芯しんに何か冷たく重い物を抱え込んだような気がした、そのとき。ヘリコプターの無線機で照しよう会かいしていた部下が息せき切って走って来て報告した。

「本日、ロバと共に一人でグィーランの街に入った者は全部で三名です。そのうち一名は老人で、残りの二名は、係員の顔かお見み知しりだったそうです！」

「その老人が怪しいな……顔を見たものはいなかったのか？」

　顔を上げたシャリフ大尉を見て、部下はすまなそうに言った。

「ええ、そうなんですが……ただ、誰も老人の顔をよく覚えていないのだそうです。なんというかぼんやりした顔つきの、本当にこれといって特とく徴ちようの無い顔の男で、ただ目が細かったということしかわからないそうです」

「仕方ない、大だい至し急きゆうグィーランの街を封ふう鎖さしろ！　街の中から人を出すなと言え！　足止めさえできれば、あとはどうにでもなる！　俺たちもグィーランの街に行くぞ！」

「了りよう解かいしました！」

　シャリフ大尉たちは急いでヘリコプターに乗り込んだ。

　しかし、シャリフ大たい尉いのこの決定は、ほんの少しだけ遅かった。

　グィーランの街が封鎖され、市内の捜そう索さくが始まったその頃。変へん装そうを解いて三十代半なかばの顔に戻ったウー・ツェンは、グィーランの街のさらに北部にあるグルデンの街に向かう乗り合いトラックの荷台の片かた隅すみに座って、ぼんやりとした表情で平原の向こうに消えていく夕日を眺ながめていた。




　ウー・ツェンと思われる者が、北部州しゆうに入ったらしいという情報はシャリフからすぐにサラサに伝えられた。

　首しゆ都とアーディンのホテルでその知らせを受けたサラサは、思わず顔をしかめて携帯電話に向けて怒ど鳴なった。

「そういうことはもっと早く知らせなさいよ！　昨日きのうリューカ姫がシーデを連れてキンリの里さとに帰ってしまったのよ！　そう、大だい統とう領りようが専用ヘリを貸してくれたからそれに乗って……ウー・ツェンが北部州に向かってると知ってたら、一人で行かせるもんですか！　すぐにそっちに行くから、あんたも急いでキンリの里に向かってちょうだい！　そう、私はこっちで使えそうな応援かき集めてヘリで行くわ！　あんたは陸りく路ろで、近くの村とか宿しゆく場ばとかをしらみつぶしに当たって！　うん、頼むわよ！」

　携帯電話を切ったあとで、サラサは考え込んだ。

　……破は壊かい工こう作さく員いんがキンリの里に向かっている、という情報を里に伝えるのはいいけど……今、里に残っているのはネマコルと、見習いのリネト衆しゆうだけだわ。

　ベテランのリネト衆は今、セリカスタン中の都市に散らばってしまっている。今から呼び寄せても、間に合うかどうかだわ。

　……他に使える人間はいるかしら？

　サラサの脳のう裏りに龍たつ也やの顔が浮かんだが、サラサはすぐに、ぶんぶんと首を振ってその顔を吹き飛ばした。

　……いや、これからの戦いは、実際に銃を撃うち、ナイフで渡り合う戦いだ。あいつには、そういった戦いはできない。

　正せい規き軍ぐんの兵士なら何人でも動員できるだろうけど、対たいテロリスト訓練なんかやったことのない兵士は、足あし手でまといになるだけだし……。

　対テロリスト訓練を受けた兵士なんて、そんなにいるわけない……テロリストになるための訓練を受けた人間はいるかもしれないけど……。

　そこまで考えたとき、サラサは何かに思い当たったように目を見開いた。

　……そうだ！　サゴンだ！　オードン族の中には一年前の内ない戦せんで、首しゆ都とに潜せん入にゆうしてロケット弾だん攻撃を仕掛けた連れん中ちゆうがいる！　非ひ正規戦を知っている人間は、そのまま対たい非ひ正規戦を戦うことができるはずだわ！




「闇やみ師しを貸せ……だと？」

　ホテルの一室でサラサと会ったサゴンは目を丸くした。

「そうよ、例の破は壊かい工こう作さく専門の特殊部ぶ隊たい員いんが、どうやらキンリの里さとに向かったらしいの。そいつの目的は今、カイトグループが建設中のタングステン試験採さい掘くつ用ようのプラントよ！　あれを破壊されれば、セリカスタンの未来が遠のくのよ！　あんたが、オードン族の子供たちの教育に力を入れているって話は私もシーデから聞いたわ。もし、ここでプラントが破壊されて、タングステンを市場に出すのが遅れたら……いえ、これが原因でカイトグループが手を引いたら、セリカスタンはずっと貧しいままだわ！　オードン族の子供たちの未来も消えてしまうのよ！」

　サゴンはしばらく黙ったまま考え込んでいたが、やがてつぶやくように言った。

「オードンの闇師は、オードン族の族ぞく長ちようの命令しか聞かぬ。そしてオードンの族長はオードンのためにしか闇師を使ってはならぬ。それが掟おきてだ……悪いが……サラサ殿に闇師をお渡しするわけにはいかん……」

　サラサは叫んだ。

「この期ごに及んで何を馬鹿なことを言っているの？　オードンの掟がなんだって言うのよ！　あんたは、目が覚めたんじゃないのか？　このセリカスタン全体が豊かに幸福にならねば、オードン族も豊かに幸福になれないってことに！　キンリの里には、姫ひめ巫み女こさまと一緒にシーデも行っているんだ！　あんたはシーデを見殺しにするのか！」

　サゴンはソファから立ち上がると、サラサをにらみつけた。

「誰がシーデを見殺しにすると言った！　人を見み損そこなうな！」

「だって、あんたは今……」

　言い返そうとしたサラサの言葉を制してサゴンは続けた。

「いいからよく聞け！　オードンの闇師はオードンの族長の命令しか聞かぬと言ったはずだ！　そうだな？　では、このわしが闇師と共にキンリの里に向かえばなんら問題はないということだ……違うか？」

　サラサは目を見開いた。

「それって……つまり……」

「三時間待て。このアーディンの街まち中なかと、近郊に潜ひそませてある闇やみ師しを招しよう集しゆうする！　セリカスタンの危機はオードンの危機だ！　この俺が、そのウー・ツェンとやらの首くび根ねっこを押さえてくれるわ！」

　サゴンは、にやっと笑ってうなずいた。




　サラサから、キンリの里さとの南側の川沿いに作られたタングステン試験採さい掘くつプラントが破は壊かい工作員の目標にされている、という知らせを受けたネマコルは、キンリ族の代表者と各かく氏し族ぞくの長おさと戦せん士し、そしてリネト衆しゆうを集会所に集めた。

　ネマコルは、ヌルカの街で撮さつ影えいされた動どう画がを繰り返し再生しているノートパソコンの画面を、キンリ族の戦士たちに示して言った。

「サラサ殿の報告では、キンリの里に向かっている破壊工作員は、どうやらこの動画に映っている男一人だけらしい……しかし、この男は一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ。

　動画の撮影時間の短さを見てもわかる通り、実にカンがするどく油ゆ断だんが無い。この男は、他の工作員とは別格に扱われていたところから見て、このキンリの里を攻撃するために選ばれた特別の要員らしい。

　現在までに判はん明めいした人じん定てい事項は、名前はウー・ツェン、年ねん齢れいは三十代後こう半はん。目が細く、ぼんやりとした表情をしていて、一見すると鈍そうに見える風ふう貌ぼうの持ち主……ということだけだ。

　グィーランの街に入ったところまでは確かく認にんされているが、その後の足取りは不明だ。

　こいつは今までに二人の人間を殺して衣服を奪い、それに着替えている。おそらく変装の腕も確かなのだろう……」

　そのとき、キンリ族の戦士の一人が手を上げて言った。

「しかし、たった一人でやれることには限りがあるのではないでしょうか？　それほど恐れる必要はないのでは？」

　ネマコルは首を振った。

「彼を普通の人間と同じに考えてはいけない。彼は最も効果的な場所を探しだし、そこに爆ばく弾だんを仕掛けることができる。訓練された破壊工作員は、誘ゆう導どう装置のついたミサイルに等しいのだ。

　彼が狙うもの、それは試験採掘プラントかもしれないし、このキンリの里の人々が暮らす街並みかもしれないし、そして祭さい祀しを行う奥の院かもしれない。そのどれを破壊されても取り返しのつかない結果を生むだろう……そして、彼はその目標を自由に選択できる……つまり、この戦いのイニシアティブは彼の側にある。我々は苦く戦せんを強しいられるということだ」

　ネマコルは壁に一枚の手書きの地図を貼はった。

「これはキンリの里と試験採掘プラントの位置関係を簡単に略りやく図ずにしたものだ。我々はここを中心にアクティブラインとパッシブラインの二つの警けい戒かいラインを敷く。

　アクティブラインというのは、いわゆる普通の見張り要よう員いんだ。見通しの良い高い場所や、遠くが見通せる開けた場所で警戒する人間だ。遠くが見える代わりに遠くからも見える。いわば存在を見せることによって、敵を遠ざける意味がある。

　そしてパッシブラインというのは、その見張り要員を視し野やに入れた状態で、姿を隠かくし周囲の警戒にあたる要員だ。遠くからはその存在は判はん別べつできない。アクティブラインの見張り要員を倒せばそこの警戒は突とつ破ぱできると考えた敵が行動を起こせば、このパッシブラインの要員に発見されることになる。

　この二に重じゆう警戒ラインの他に、四人程てい度どの人員で編へん制せいした攻性サーチ＆警戒アタック班チームをラインの外側に遊ゆう弋よくさせることにより、潜せん入にゆうを計る敵を迎げい撃げきする……」

　居並ぶキンリ族の戦せん士しや氏し族ぞく長ちようは感心したように声を上げた。

「うむ、これは完かん璧ぺきだ。これならそう簡単に忍び込むことはできまい」

「見える見張りと見えない見張りという二段構がまえの警戒ラインを突破するのは容易たやすいことではあるまい……」

　しかし、ネマコルは首を振った。

「確かに、この二重警戒ラインは、人の目を盗んで忍しのび込もうとする相手には有効だ。しかし、そうでない方法……つまり、堂々と一般の民間人を装って正面からキンリの里さとに入って来られれば、これらの方法は意味を持たない……そして、この男はそれがやれる男なのだ」

　そのとき、ネマコルの言葉を黙って聞いていたリューカ姫が手を上げた。

「では……私が、キンリの里に入ってくる人を見分けます！　私なら人々の想いを感じ取ることができます！」

　その言葉を聞いたネマコルやキンリ族の氏族長たちは目を見開いた。

「とんでもありません姫ひめ巫み女こさま！　そんな危険な目にあわせるわけにはいきません！」

　リューカ姫は笑いながら答えた。

「御安心下ください。私は以前、それと同じことをやっております……シーデがオードン族の刺し客かくとしてシマオオカミ殿を狙ったときに、私は里の入り口で里に入ってくる荷車の下に隠れていたシーデを見つけ出したことがあります……お忘れですか？」

　ネマコルは目を閉じて首を振ってみせた。

「確かにあのときは、姫巫女さまのお力にすがりました……しかしそれは、子供であるシーデの能力では、目的を達成できないとわかっていたからです。

　今度の相手は、シーデなどとは比べ物にならないほど恐ろしく手ごわい相手です。ましてや里を守るリネト衆しゆうの数は少なく、見習い衆を投入せねばならない状況なのです。

　こちらが戦せん力りよく不足であり、敵にイニシアティブを握られているというこの状況下では、何が起こるかわかりません！　万まんが一いちの場合を考えると、姫巫女さまをこの防ぼう衛えい計画に加えるわけには参りません！」

　リューカ姫は真剣な顔で言った。

「戦力となる者が少なく、見習い衆しゆうですら投じなければならないという状況だからこそ、私も加わらねばならないのです！　私はこのキンリの里さとの姫ひめ巫み女こです……でも、それは奥の院で何もせずに鎮ちん座ざして護まもられていればいい、という意味ではないと思うのです！

　キンリの里は、セリカスタンに暮らす、すべての人々の祖そ霊れいを祀まつる場所です！　教えを守りしきたりを守り……そしてここを護るのも姫巫女の仕事なのです！

　護るべきものが危機に瀕ひんしているときは、使える限りの、ありとあらゆる手段と方法を用いてそれを護らねばならない……私はそれをシマオオカミ殿から教わりました！

　今がそのときではないのですか？　キンリの里が……そしてセリカスタンの未来を支える採さい掘くつプラントが……危機に瀕しているのではないのですか？」

　リューカ姫は、そこで言葉を切ると、にっこり微笑ほほえんで言葉を継いだ。

「ならば……私は姫巫女ではありません……それらを護るための手段の一つです……」

　ネマコルは、しばらく無言でリューカ姫を見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「かしこまりました……姫巫女さまにも参加いただけるのなら、いくつか策がございます……」

　居並ぶキンリ族の首しゆ脳のうや氏し族ぞく長ちようは驚いたように目を見開いたが、何も言わなかった。

　それはつまり、今回の相手が、ネマコルをして、そこまで思い至らせる存在であるということを思い知ったからである。




　キンリの里で、ウー・ツェンを迎え撃うつ作戦が練られていたその頃。

　グルデンの街の中にあるバザールの片かた隅すみにて。天てん秤びん棒ぼうや荷車を並べて、人待ち顔で座り込んでいる人々のところに、民族衣い装しようを着た一人の七十歳さいくらいの老人がやってきた。

　そこに座り込んでいるのは、このバザールで買った人々の荷物を運ぶことで代金をもらい、生計を立てている、いわゆる運び屋と言われる人々だった。

　老人はその人々を見回したあとで、天秤棒を背負った一人の中年女おんなに近づいて声をかけた。

　その老人と、一ひと言こと二ふた言こと言葉を交わした中年女は、天秤棒を抱えて立ち上がると彼の後について、その場から立ち去り、やがて両脇わきに二つの壺つぼを抱えて戻ってきた。

　そして壺を布に包むと天秤棒の前後にそれを提さげて担かつぎ、ゆっくりと街まち外はずれにある乗り合いトラックの乗り場に向かって歩きだした。

　セリカスタンでは、バスとトラックが人々の重要な交通手段だった。

　特に地方では、買い出しした荷物を運ぶ人が多いため、荷物も人も運べる乗り合いトラックの需じゆ要ようが高い。

　都市や村の間を行き来する乗り合いトラックは、不定期に運行されており、時刻表も規定の運賃も無い。それはすべて乗せてもらう人間と乗せる人間との交渉で決まるのだ。

　セリカスタンの地方都市の中心部の道路は狭く、さらに両側に露ろ店てんが建ち並んでいるためにトラックは入って来られない。

　トラックを利用する人は街まち外はずれに設けられた乗り場まで行って、そこで目的地に向かうトラックを捜して乗り込むのだ。

　キンリの里さとの南にある、このグルデンの町は、もともとは小さな宿しゆく場ば町だったが、この一年ほどで、あっというまに町の人口が膨ふくれ上がり、今では北部州の中心であるグィーランの街と肩を並べるほどになってしまった。

　グルデンの街も、他の街と同じように城じよう壁へきで囲まれている。しかし、ここ一年ほどの間に、市街地はどんどん広がり、ついには城壁の外にも家屋が建ち並ぶようになった。

　人々は城壁のあちこちに勝かつ手てに穴を開けて通路を作り、城壁の中の旧きゆう市街地と外に広がった新市街地を自由に出入りするようになったため、もはや城壁は意味を成さなくなっていた。

　なぜ、このグルデンの街がこれほどまでに急きゆう激げきに広がったのか。それは、キンリの里に通じる道路の建設が始まったからである。

　セリカスタンの北部山さん岳がく地帯にモンゴルとロシア連れん邦ぽうと中ちゆう国ごくの国こつ境きようである「友ゆう誼ぎ峰ほう」と呼ばれる高い山がある。キンリの里は、その麓ふもとにある「雪ゆき割わり谷だに」と呼ばれている谷の奥にあった。

　この谷は、その温暖な気温と日照の良さから、遊ゆう牧ぼく生活が主体の北部州で唯ゆい一いつ農業を営むことができる土地としても知られていた。

　この雪割谷の両側は切り立った崖がけであり、谷に入るには山の尾根筋すじをくねくねと通る、荷に馬車がやっとという狭い道一本しかなかったのだ。

　キンリの里が長い間、一種の隠かくれ里のような扱いを受けてきた理由は、この交通の不便さであった。

　だが、キンリの里の谷の地下に埋まい蔵ぞうされているタングステンを採さい掘くつする権利を持った西側の企業体カイトグループが、半年前に資材をヘリで空輸して、このキンリの里の近くの谷底に試験採掘プラントを建設した。それに合わせて、採掘した鉱こう石せきを運びだすための道路の建設に取り掛かったのだ。そしてこの道路工事で働く建設作業員が暮らす宿しゆく舎しやや、彼らを目当てに品物を売る店や、飲食店が次々に作られ、街はどんどん広がっていったのだ。

　このグルデンの街の入り口にも、リネト衆しゆうと大だい統とう領りよう警けい護ご隊たいの検けん問もん所じよは置かれていた。しかし、街に出入りする人間をすべてチェックするには、人数が少なすぎた。

　城壁と門によって区切られた他の都市と違い、野の放ほう図ずに広がった市街地に出入りする道はいくらでもあるため、街道上に設けた検問所だけでは、とても街に出入りするすべての人間を調べることはできなかったのである。

　やがて、乗り場に、キンリの里方ほう面めんに向かう乗り合いトラックがやってきた。

　少しでもいい場所を取ろうと、手に手に金を握って荷台に殺さつ到とうした人々の手から札をもぎ取りながらトラックの運転手と助手が叫んだ。

「さあ乗った乗った！　キンリの里さとの入り口まで行くぞ！　荷物は上に置け！　壊れ物は抱えておいてくれよ、割れても弁べん償しようはしないからな！」

　老人の変へん装そうを解いて、作業衣に着替えたウー・ツェンは、トラックの荷台の後部に座り込み、無表情な顔でグルデンの街並みを見ていた。

　布で包んだ大きな壺つぼを二つ天てん秤びん棒ぼうと共に抱え込み、トラックの前の方に座っている中年女おんなとは目も合わさなかった。

　やがて、乗り合いトラックはエンジンを吹かして、車体を揺すると、キンリの里の入り口に向かって、ゆっくりと走りだした。

　以前はグルデンの街からキンリの里に行くには、自動車の通れない山あいの道を通って、いくつかの村を経由し、丸一日かけて歩きか馬、もしくは馬車でなければ行くことができなかった。しかし、採さい掘くつプラントの建設に合わせてトラックが走れる道路が作られたため、キンリの里のある雪ゆき割わり谷だにの入り口近くまで自動車で行けるようになっていた。

　トラックの通れる道は雪割谷の八キロほど手前まで作られて終わっており、そこから先はまだ工事中だった。しかし、グルデンの街からここまで車で来られるようになっただけでもキンリの里に向かう者にとっては、ずいぶんと時間短たん縮しゆくになるため、この種のトラック便を使う者は多かった。

　乗り合いトラックは、キンリの里を目指す巡じゆん礼れいの人々や、里に集まる巡礼たちを相手に商売する人々が持ち込んだ山のような荷台に荷物を積み上げて、埃ほこりっぽいできたばかりの道路を北に向けて走り続けた。

　荷台の一番後ろに座り込んで無表情に景色を見つめていたウー・ツェンの顔が、ふっと動いて空を見上げたのはそのときだった。

　ガタガタ揺れながら走るトラックの荷台に乗っている人は誰だれ一人気きづかなかったが、ウー・ツェンの視線の先には一機のヘリコプターの姿があった。

　セリカスタン政府軍ぐんの迷めい彩さい塗と装そうを施ほどこした大型輸送ヘリは、一いつ直線に北を目指して飛んでいた。

　そのヘリが自分の乗っているトラックに関心を示さぬことがわかったのだろう。ウー・ツェンは空中を見ていた視線をすっと地平に落とし、そのまま自分を取り巻くものと一切の関わりを断った無関心の殻からに閉じこもった。

　トラックに乗り合わせた乗客は誰もウー・ツェンに話しかけようとはしなかったし、ウー・ツェンのことをじろじろ見るようなこともなかった。

　自分を他人の関心の外に置くことによって、ウー・ツェンは同じトラックで数時間顔かおを突き合わせていた相手であっても、ほとんど印いん象しようを残さなかった。

　自分の印象を人の記き憶おくの中に消してしまう、いわば顔の無い男。

　ウー・ツェンは、まさしくテロリストになるために生まれてきたような男だった。




　数時間のトラックの旅の終着点は、谷間の川沿いの岩がん壁ぺきを爆ばく破はと削さく岩がん機きで掘りぬき、道路を作っている工事現場だった。

　そして、そこにはキンリ族の戦せん士したちとリネト衆しゆうの検けん問もん所じよが設けられていた。

　乗り合いトラックから降りた人々は、ここで身元や荷物を調べられることになる。

　テロリストがセリカスタン国内に潜せん入にゆうしているという知らせは、セリカスタン国こく営えい放送のニュースやそしてサナキアとラナキアの番組などで何度もネタにされて放送されていたために、人々の間に広く浸しん透とうしており、ここで行われている荷物検けん査さに、またか、という顔をするものはいたが、食って掛かるような人間はいなかった。

　トラックから降りた中年女が持っていた布に包まれている壺つぼを見て、リネト衆が言った。

「すまないが、中身を見せてくれないか？」

　中年女おんなは肩をすくめると布を解ほどきながら言った。

「何も入っちゃいませんよ、新品を持って行ってくれと頼まれたところなんですから……欠けたりヒビ割れたりしたくないので布に包んでるだけなんです……」

　中から出て来た壺の中を覗のぞき込んで、リネト衆はうなずいた。

「ああ、確かに空からだな……悪かった。念には念を入れたいのでね」

　中年女はもう一度肩をすくめると、壺を布に包んだ。

　トラックから最後に降りたウー・ツェンは、検問所のところまで来ると、そこで警けい戒かいしていたキンリ族の戦士に目の前にある道路工こう事じ現場を指差して、ぼんやりとした口く調ちようで聞いた。

「俺……あそこが仕事場なんだけど……検査受うけなきゃダメか？」

　キンリ族の戦士は、薄うす汚よごれた作業服を着こんで小さな背負い袋を肩に掛けたウー・ツェンの姿を見た。

　それは、どう見ても休きゆう暇かか何かで街に行っていた労働者が現場に戻ってきたという姿にしか思えなかった。

　……どうしようか？　荷物検査はキンリの里さとに向かう者だけでいいんじゃないかな？　こいつはここから先に行くわけじゃないし……。

　キンリ族の戦士は一いつ瞬しゆん迷ったが、そのまま行かせることにして、うなずいてみせた。

「ここで働いているのなら、別に構わない……この検査はキンリの里に入る人間だけだからな」

「そうか、じゃあ失礼する」

　ウー・ツェンはそう言い残して、工事現場の中に消えて行った。




　キンリの里の周囲に張り巡らされた警けい戒かいラインが、ウー・ツェンの姿を捉とらえられないまま日は暮れようとしていた。

　ヘリに乗って首しゆ都とアーディンからやってきたサラサとサゴンと会ったネマコルは、サゴンが連れてきたオードン族の破は壊かい工こう作さく専門部ぶ隊たいである闇やみ師したちに、このキンリの里の状況と警戒ラインを見せてから質問した。

「あなたたちに聞きたい。もし、この状態であなたがこのキンリの里に破は壊かい工作を仕掛けるとしたら、どんな方法を取る？」

　闇やみ師したちは互いの顔を見合わせたあとで聞いた。

「それは……つまり、守ることを考えるのではなく攻めることを考えろという意味ですか？」

「ええ、そうです。あなたがたは攻めるプロです。あなたがたの方法を知れば、守る方法を考えることができます」

　うなずいたネマコルを見て、闇師たちは面白そうな表情になった。

「……たしかに、攻める方法を知れば守る方法も知ることができるな……面白い。オードンの闇師のノウハウを知られるのは今ひとつ気に食わんが、今はそんなことを言っている時代ではないのだろう」

　闇師の一人が、キンリの里さとの近くにあるプラントを指差して言った。

「私なら、ここを狙う。今回のこのナガス族の反乱の原因から考えても、目標はここしかありえない」

　ネマコルはうなずいた。

「確かにそうだろう。しかし、ここに出入りしている人間にはすべてＩＤカードとボディチェックを行っている。未み登録の人間は出入りできないし、もし、ここに入り込むとしても爆発物のようなものを持ち込むことはできない」

　闇師は低く笑った。

「破壊工作をする人間が爆発物を持ち込む必要は無い。爆発物はそうと知らぬ人間に別ルートで持ち込ませておけばいいのだ。そして現場でそれを受け取る……直接顔かおをあわせなくともいい。どこかに置いておくように指示をして、後でそれを取りに行けばいいだけのことだ。

　運うん搬ぱん係は、自分が運んでいるものが爆ばく弾だんだと知らなければ、素そ振ぶりは自然で疑われることは無い。実行犯はんも何も道具を持っていないのだから、もし身しん体たい検査を受けても言い逃れることができる、というわけだ」

　その言葉を聞いたネマコルがはっと顔を上げた。

「そうか！　運んでいる人間が疑わなければ、それは姫ひめ巫み女こさまにもわからない！　ごく普通の品物のように、このキンリの里の中に爆発物を持ち込めるんだ！　もしかしたらすでに持ち込まれているかもしれない！　プラントが危ない！　俺たちも行くぞ！」

　サラサは慌あわてたように聞いた。

「今、あんた姫巫女さまがどうのこうのって言ったわよね……もしかしてリューカ姫も警けい戒かいに出ているの？」

　ネマコルはすまなそうにうなずいた。

「ああ、姫巫女さまがどうしてもと言うので……つい……」

「この馬鹿！」

　サラサは怒ど鳴なった。

「あんたはそれでもリネト衆しゆうか！　姫ひめ巫み女こを守る立場の人間が姫巫女を危険にさらしてどうするんだ！　護ご衛えいはつけているんでしょうね？」

「ああ、リネト衆が二人と……そしてシーデがついている……」

「リネト衆がたったの二人とシーデ？　ふざけんな！　たったそれだけでよくも……」

　サラサはさらに食って掛かろうとして、何かに気がついたように言葉を飲み込んだ。

「……そうか、そういえば今、この里さとにはまともなリネト衆は五人しかいなかったんだよね……その中で二人つけるだけでも精せい一いつ杯ぱいだったってことか……」

　そしてサラサはネマコルに言った。

「私が応援に行く！　サゴンは闇やみ師したちとプラントの周囲に向かって！　もうすぐ日が落ちるわ……きっとウー・ツェンは日が落ちるのをどっかで待ってるんだと思う。動き出す前に見つけてとっ捕まえるんだ！」

　サラサたちがキンリ族の集会所を飛びだしたその頃。

　試験採さい掘くつプラントがある谷川の底から少し上流にある水みず汲くみ場に、一人の中年女が天てん秤びん棒ぼうで背負ってきた二つの壺つぼを置きながらつぶやいていた。

「……誰もいないところに置いて行ったりしたら盗まれちまうかもしれないけど……客がそれでいいって言うんだからしょうがないわよね……あとは私の知ったこっちゃないさ」

　中年女はそう言うと何も提さげていない天秤棒を背負い、川岸の階段を登り始めた。

　そして、女の姿が消えて、しばらく過ぎた頃、谷川の中から真っ黒な人の頭のようなものが現れた。

　それはウェットスーツ姿のウー・ツェンの頭だった。

　工事現場の近くで川に入り、途中にある幾いくつもの瀬せや滝たきを乗り越えてずっと川を遡さかのぼってここまで来たのだろう。

　ウー・ツェンは水汲み場におかれた壺を見て、にやっと笑うと、ゆっくりと壺に近づいた。




　最初にそれに気がついたのはリューカ姫だった。

　天秤棒の先に壺をぶら下げた中年女が水汲み場に降りていくのを見て、小さく首を傾かしげて考え込んだ。

　……プラントができたときに谷川の水をポンプで汲み上げることで、里の真ん中にまで水道が引かれて共同の水汲み場ができたから、もう谷川に水を汲みに降りていかなくてもいいはずなのに。どうしてあの人は谷に降りていったんだろう？

　リューカ姫が見ていると、壺を持たずにその女性が谷底から上がってきた。

　……あら？　壺を持ってない。

　何をするためにあの人は谷底に降りて行ったのかしら？

　……なんだろう？　なんか嫌な予感がする。

　リューカ姫は街道を見下ろす崖がけの途中をくりぬいて作られた監かん視し所じよの中で立ち上がった。

「どうしたの？　姫ひめ巫み女こさま……何か不ふ審しん者がいたの？」

　慌あわてて聞いたシーデにリューカ姫は首を振ってみせた。

「いいえ、ちょっと気になったことがあっただけ……」

「見に行く？」

　じっと狭い監視所の中で座っているのに飽あきたのだろう。シーデが目を輝かせて聞いた。

　リューカ姫は、ちょっと迷った後で、その場にいたリネト衆しゆうに言った。

「申し訳ありません、少し気になることがあったので……水みず汲くみ場まで一緒に行っていただけませんか？」

　リネト衆は、にっこり笑ってうなずいた。

「かしこまりました、お供ともします……」

　監視所を出て、水汲み場まで急ぎ足で歩きながら、リューカ姫はシーデとリネト衆に自分が見たものについて説明した。

「それは確かに妙みようですね……キンリの里さとの者なら、あの水汲み場はもう使っていないことは誰でも知っています……」

　首をひねったリネト衆の言葉の後をシーデが継いだ。

「それに、肝かん心じんの水汲みの壺つぼを置いて帰っちゃったってのは変だよね……」

　そして、三人が水汲み場の近くまで来たとき、突然リューカ姫がその場に立ちすくんだ。

「どうしたの？　姫巫女さま！」

　リューカ姫は、真まっ青さおな顔になって自分の頭を押さえ、うめくように言った。

「……何かいます……あの先に……人じゃない……こんな恐ろしい……」

　リネト衆の顔つきが変わった。

「私が様よう子すを見てきます！　姫巫女さまはすぐにここを離れて下さい！　シーデ！　姫巫女さまを頼むぞ！」

「うん！」

　真剣な目でうなずくシーデを残し、リネト衆は水汲み場の階段から川の流れる谷底に身を躍おどらせた。

　しかし、それきり、何も起こらなかった。

「どうしたんだろう……」

　シーデはそうつぶやくと、リューカ姫を見た。

　リューカ姫は真っ青になったまま震えていた。

　その顔つきを見たとき、シーデはすべてを知った。

　……殺されたんだ！

　どうしよう？　どうすればいい？

　……どうするもこうするもあるもんか！　守らなくちゃ！　姫ひめ巫み女こさまを！

　シーデは背中に挟んであった短たん剣けんを抜くと、リューカ姫をかばうように前に出て小こ声ごえで言った。

「姫巫女さま……僕がここでくいとめる！　だから……逃げて！」

　しかし、シーデの言葉はリューカ姫の耳に入ってはいなかった。

　リューカ姫は、身体からだを硬こう直ちよくさせたまま、目を見開いて、さっきリネト衆しゆうが身を躍おどらせた水汲くみ場への階段の入り口を見つめていた。

「姫巫女さま！　早く！」

　シーデの言葉にリューカ姫が我に返ったそのとき、階段の向こうから真っ黒なウエットスーツに身を包んだウー・ツェンが両りよう脇わきに壺つぼを抱えて姿を現した。

　ウー・ツェンは、抑よく揚ようの無い声で、つぶやくように言った。

「……囲まれたか……俺もここまでだな」

　……え？　囲まれたって？

　シーデが素早く視線を左右に走らせたとき。

「シーデ！　姫巫女さま！　下がって！　そいつは危険です！」
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　その声と共にネマコルとサラサたちがウー・ツェンを囲むように姿を現した。

　ネマコルがウー・ツェンを見み据すえて言った。

「もはや逃げられんぞウー・ツェン！　おとなしく降こう伏ふくしろ！」

　ウー・ツェンは、唇くちびるの端はしに薄い笑いを浮かべると、抱えていた二つの壺つぼを足元に置き、降伏するように両手を上げた。

　リネト衆しゆうの見習いの若者が一人、ＡＫを構えてウー・ツェンに近づいた。

　次の瞬しゆん間かん、リューカ姫が目を見開いて叫んだ。

「だめ！　逃げて！」

　サラサとネマコルがリューカ姫とシーデに飛びついて、その場に押し倒したとき、ウー・ツェンは口をあけて大声で笑った。

　そしてその笑い声と笑顔が閃せん光こうの中に消え。

　キンリの谷を揺るがすほどの爆発音と、巨大なキノコ雲にも似た爆ばく煙えんが立ち昇った。




　ウー・ツェンがキンリの里に持ち込んだ壺は、高性能爆ばく薬やくを成せい形けいし壺にした擬ぎ装そう爆薬だった。

　中身が中ちゆう空くうで水に浮くため、彼はこれに時じ限げん信しん管かんをつけて谷川の上流から流し、プラントの真下で爆発させる計画であったのだろうと推定された。

　そして、この二個の高性能爆薬の爆発の衝しよう撃げき波はを至し近きん距離で受けたリネト衆の見習いの若者が死亡し、その場にいた全員が重じゆう軽けい傷しようを負った。

　リューカ姫は右手上じよう腕わん部ぶを骨折し、そしてリューカ姫をかばおうとしたネマコルとシーデ、サラサの三人は爆ばく風ふうをもろに受けて、肋ろつ骨こつと両腕、そして内臓破は裂れつの重傷を負った。彼らは、緊きん急きゆう輸血を受けながらヘリで首しゆ都とアーディンの陸りく軍ぐん病院に搬はん送そうされ、なんとか一いち命めいを取り留めた。

　知らせを受けた龍たつ也やは、トルテの運転する車で陸軍病院に向かい、医師に説明を受けながら集中治ち療りよう室しつに向かった。

　集中治療室のある救きゆう急きゆう治療棟とうの三階のエレベーターから降りて、龍也は気持ちの急せくまま集中治療室に向かって急いで歩き始めた。そのとき、右手にある、患かん者じやの容よう態だいが急変したときに親しん族ぞくなどが詰めるための控え室の隅すみっこに、白い包ほう帯たいで右手を釣つった痛々しい姿のリューカ姫がぽつんと座っているのを、龍也は見て驚いた。

「リューカ姫！　なんでこんなところにいるんだ！　君だって怪け我がしているんだぞ！　寝ていなくちゃダメだ！」

　リューカ姫は、真っ赤に泣きはらした目で首を振った。

「私はいいのです……私は右腕を折っただけです！　でも……サラサやネマコルやシーデは……」

　後は言葉にならなかった。

　龍たつ也やはソファで泣き崩れるリューカ姫の肩を、傷に障さわらぬようにそっと抱いて励ました。

「大丈夫だ！　病院の先生が説明してくれた！　三人とも重じゆう傷しようだけど、命は取り留めるって……だから、ここは病院の人たちを信じて任せよう……サラサさんやシーデたちが元気に退院してきたときに、笑顔で迎えてあげよう！」

　そのとき、集中治ち療りよう室しつとの間にある自動ドアの向こうから聞き覚えのある声がした。

「……だぞ！　兄が妹を見守って何が悪い！　邪じや魔まはせん！　一緒についていてやることがなぜできんのだ！」

　ドアが開き姿を現したのは、集中治療室の面会用の白はく衣いとヘアキャップとマスクを身につけたサゴンだった。サゴンは二人の女性看かん護ご師しに挟まれるように両腕をつかまれ、外に引っ張り出されるところだった。

「……ですから、医師と看護師以い外がいの人間の面会は五分、一日一回と決められているんです！」

「誰が決めたんだ！　そんな決まりなど関係ない！」

　サゴンの腕をつかんでいる看護師が、駄だ々だっ子に言い聞かせるように言った。

「この部屋は空気も滅めつ菌きんフィルターを通し、なるべく外部との接せつ触しよくを避けているんです！　妹さんが心配なのはわかります。だからこそ私たちの言うことを聞いて下さい！」

「サゴンさん！」

　声をかけた龍也を見て、サゴンは目を見開いた。

「おお！　シマオオカミ殿も来てくれましたか！　我が妹シーデを見舞って下され！　まだ意識は戻らぬままですが、シマオオカミ殿の声を聞けば、きっと目が覚める！」

　サゴンの目に光るものがあった。

「わかりました……」

　龍也はそう言ってうなずくと、医師の指示を受けて両手を洗い、服の上から消毒済ずみの白はく衣いとヘアキャップとマスクを身につけて集中治療室に入った。

　龍也の前には、天てん井じようの金具から何本もの点てん滴てきチューブをぶら下げたベッドがいくつも並んでいた。

　一番手前には、包ほう帯たいでぐるぐる巻きになって酸素マスクをつけたシーデが寝かされていた。

「シーデ！」

　思わず近づいて覗のぞき込んだ龍也の背中から医師の声がした。

「今は麻ま酔すいが効いています……彼女は背面から爆ばく風ふうを受けたため背中の肋ろつ骨こつが折れて肺はいに刺さっておりました……動どう脈みやくなどに損そん傷しようが無かったのは幸運でした……」

　冷静な口く調ちようで説明する医師の言葉を聞きながら、龍也は思った。

　……きっとシーデはリューカ姫を守ろうとして抱きついたんだ。だから背中に傷を負ったに違いない。

　……なんで、シーデがこんな目に遭あわなくちゃならないんだ。

　テロリストを送り込むってことは、その国の国民を……兵士でも何でもない、ごく普通の人々を殺したり、このシーデのような目に遭あわせるってことなんだ。

　自分たちの国の利益を守るために、他の国の国民を殺したり怪け我がをさせたり……そんなことが許されるのか？　許せるのか？

　……ふざけるな！

　目を閉じたまま、ベッドの上に横たわるシーデを見たとき、龍たつ也やの目から涙が零こぼれ落ちた。

　龍也は目をこすりながら隣となりのベッドに向かった。

　そこには、同じように点滴のチューブを身体からだに刺したサラサが寝ていた。

　達也が近づくと、その気配で気がついたのだろう、小さく目を見開いて龍也を見上げた。

　そして、目の焦点が合ったとき、サラサの目に光が灯ともった。

　サラサは酸素マスクの中から小こ声ごえで聞いた。

「姫ひめ……巫み女こさま……は？」

　龍也はうなずいてみせた。

「大丈夫！　なんとも無い！　元気だ！　ちょっと擦かすり傷きず程度の怪我だけですんだ！」

　サラサは安心したように微笑ほほえむと、そのまま目を閉じた。

　サラサの隣となりにはネマコルがいた。

　もっとも爆発に近い場所にいて、両手を広げてサラサとリューカ姫とシーデをかばおうとしたため、両腕を骨折し、爆ばく風ふうによって内ない臓ぞう破裂の重じゆう傷しようを負っていた。

　しかし、鍛きたえ上げられた精神力と生命力で、真っ先に意識を取り戻していた。

　ベッドに近づいた龍也を見上げて、ネマコルは自じ嘲ちようするような微笑を浮かべた。

「生かして捕まえて……中ちゆう国ごくに送りつけてやろう……なんてことを考えなければ……良かったんだろうな……」

　龍也は首を振った。

「違うよ、ネマコルさん！　あなたに責任は無いよ！　あんなヤツを送り込んできたほうが悪いに決まっているじゃない！」

　ネマコルは目を閉じた。

「……いや、私の責任だよ……私が姫巫女さまを捜そう索さくの手伝いに使おうなどと思わなければこんなことにはならなかったのだ……私は一生この責めを負って生きていかねばならないのだ……」

　ネマコルの言葉には深い悲しみとそして苦にが味みがこもっていた。

　龍也が何かを言い返そうとしたとき、傍かたわらに立っていた女性看かん護ご師しが有う無むを言わさぬ口く調ちようで告げた。

「五分を過ぎました、面会は終了です……また明日いらして下さい」




　集中治ち療りよう室を出た龍たつ也やは、控え室のソファに座っているリューカ姫の脇に、医師と看かん護ご師しの姿があるのを見て思わず駆け寄った。

「どうしたんですか？　リューカ姫に何か？」

　医師が何かを言う前に、リューカ姫が小さく首を振って答えた。

「大丈夫です……ちょっと痛み止めが切れたみたいで……」

　リューカ姫の顔色は蒼そう白はくで、額ひたいにうっすら冷や汗がにじんでいた。

　医師が言った。

「奇き跡せき的に単たん純じゆん骨折ですんだとはいえ、あなたは本来は歩けるような状態ではないんです！　安あん静せいにしていなければ！」

　龍也はあわててリューカ姫に言った。

「先生の言う通りだ！　君は安静にしなくちゃだめだ！　サラサさんたちのことが気になるのはわかる。でも、君が良くならなくちゃ、サラサさんたちが悲しむ！　ここには俺が詰める。だから君はベッドに戻るんだ！」

　リューカ姫は龍也の顔を見上げると、小さくこくん、とうなずいた。

　医師と看護師に付き添われて外科病びよう棟とうに戻っていくリューカ姫を見送った後で、龍也は控え室の壁に走り寄って、その壁を握りこぶしで叩たたいた。

「……くそ！　俺は馬鹿だ！　大おお馬鹿だ！　……何が国家英えい雄ゆう勲くん章しようだ！　何がテロリストの封じ込めの功こう績せきだ！　俺が自慢げにやってみせたことは、何にもならなかったじゃないか！　そんなものをもらえる資格なんかあるもんか！　俺が……首しゆ都とで勲章がもらえるって喜んでたそのときに、リューカ姫やシーデやサラサさんたちは死んでいたかもしれなかったんだぞ！」

　悔くやしかった。

　腹の底から悔しかった。

　自分の愚おろかさと、無力さと、怒りと悲しみがごっちゃになった突き上げるような感情がこみ上げてきて、そしてそれが涙となって目からあふれた。

　本当は、声を上げて泣きたかった。でも、龍也はそれをこらえた。

　歯を食いしばり、泣き声をかみ殺した。

　でも……涙だけは止めることができなかった。







　　　第九章　「関心と無む関心」







「どうしてなんですか！」

　大だい統とう領りよう府ふの執しつ務む室に龍たつ也やの声が響ひびいていた。

「デタラメでもなんでもないんですよ！　とっ捕まえた特殊部ぶ隊たいの連れん中ちゆうという証しよう人にんがいるんですよ？　そいつらの口から、今回のこのナガス民族解放戦せん線せん騒ぎの張ちよう本人は中ちゆう国ごくだっていうのがちゃんと……」

　リネム大臣が首を振った。

「我が国の外交官を通じて、中ちゆう華か人じん民みん共和国に対しては厳げん重じゆうなる抗こう議ぎを何度も行っています……しかし、すべて突っぱねられています。

　中国側の言い分は『そのような事実は無い。それはすべてセリカスタン国内の問題であり、我が国は一いつ切さい関係が無い』というものです……」

「証人がいるのにですか！」

　リネム大臣は悲しげに首を振った。

「特殊部隊の隊員は証しよう人にんにはならないわ。彼らは軍ぐん人じんではないの。公式の記録は一切無いし、あっても公開されていないわ。公式の存在ではない彼らが何を言ってもそれは証しよう拠こにもならない。つまり、彼らが我が国で何をやっても、建たて前まえ上はあくまで国家ではなく個人として扱われる……つまり単なる犯罪者であり、国家に責任はないということなの……」

「そんないいかげんなことが許されるんですか！」

「許されないわ！」

　リネム大臣は即そく座ざに答えたあとで、龍也に向き直って正面から見み据すえて言った。

「でも……許せないから……どうしろというの？　戦争をしかけるの？　セリカスタンが中国に？　勝てるわけも無い戦争をしろとでも言うの？」

　龍也は言葉に詰まった。

「でも……じゃあ、何もできないのかよ！　百歩譲ゆずって特殊部隊は犯罪者だとして……そんな犯罪者を送り込んで、国の中をめちゃくちゃにする……そんな権利が誰にあるんだ！　小さな国は大きな国に歯は向むかえない……だから、大きな国は小さな国を好き放ほう題だいにして構わないって言うのか！　国こく連れんは何をしているんだ！　国連に訴えればいいじゃないか！」

　今まで黙って龍也とリネム大臣の会話を聞いていたキシトン大統領が口を開いた。

「国連は警察でも法律でもありません……国際社会における調ちよう整せい役にすぎないのです。国連に訴えでても、その結果、軍事力の行使に至ることはまずありません。

　実を言うと、このセリカスタンのように、他国の勢力や軍隊に侵しん入にゆうされ、国民を殺され、財産を奪われた国はいくつもあるのです。

　アフリカの新しん興こう国家の歴史は、地下資し源げんを狙った大たい国こくの思おも惑わくに翻ほん弄ろうされ続けてきた歴史です。被害に遭あった国は制せい裁さい動議を提出してきました。しかし、背後にある大国同どう士しの駆け引きの前に、経済制裁や制裁的軍ぐん事じ行動が行われたことはほとんどありません。国こく連れんが行えるのは非ひ難なん決議だけ……つまり『きみきみ、そんなことをやってはいけないよ』と口こう頭とうで注意する程度のことしかできないのです……」

　龍たつ也やは絶望したように頭をかきむしった。

「なんだよそれ！　そんなことしかできないなんて！　じゃあ国連に何の意味があるんだよ！」

　キシトンは静かに言った。

「国連には、権けん威いがあります……ある国に対して非難決議が出れば、出された国のやったことの正当性は否定されます。つまり、その国は悪いことをした、ということが歴史に残るということでもあるのです。いくらその国の政権が、自国の歴史の教科書で自国のやったことの正当性を主張しても、それは国際社会では通用しない。世界中から『おまえは悪いことをした』と言われ続けるのです」

「そんなの……何の意味があるんだよ！　いくら『お前が悪い！』と言ったって、それをやめさせることができなきゃ意味なんか無いじゃないか！　力なき正義は無効だって、何かの本に書いてあった！　それと同じことだ！」

　キシトン大だい統とう領りようは悲しそうにうなずいた。

「シマオオカミ殿の言っていることは、悲しいけれど事実ですね……でも、力を振るうことがそのまま正義では無いというのも事実です。力を伴わない正義というのは、ありえないことなのでしょうか？　私はそうは思いません。

　たとえ無力でも、国際社会から無視され続けようとも、私はこの大統領執しつ務む室しつの電話を使い世界中の国家の指導者に向かって、セリカスタンの現状を伝え、中ちゆう国ごくに対し警けい告こくと圧力を加えてもらえるように頼み続けるつもりです……軍ぐん事じ力も国力も無い我が国にとって、諸外国の協力こそが最後の頼みの綱つななのです！」

　キシトン大統領の表情には、無む念ねんさが漂っていた。

　その表情を見たとき、龍也の胸の中に病院で感じたのと同じ無力さと、怒りと悲しみがごっちゃになった突き上げるような感情がこみ上げてきた。

　……そうか、誰より悔くやしいのは、誰より頭に来ているのは、そして誰より悲しいのは、キシトン大統領なんだ。

　俺なんかよりずっと……。

　龍也の胸の中に、さっきキシトン大統領が言った言葉がよみがえった。

　……力を伴わない正義というのはありえないのでしょうか？

　そんなものはありえない、と言ってしまうのは簡単だ。そんな絵え空そら事ごとは物語の中にしかない不可能だ……と言いきってしまうのは実に簡単だ。

　……でも、不可能かどうか知るためには、不可能だとわかるところまでやってみなくちゃわからないじゃないか！

　龍たつ也やは日本にいたときに見ていたテレビ番組を思いだしていた。

　それは、日本のさまざまな分野にいる技術者たちのドキュメンタリー番組だった。

　日本で人じん力りき飛行機を作ろうと計画し、そして本当に作り上げてしまった学生や、家庭用のＶＴＲを作った人たちの記録だった。

　その人たちは、その当時、不可能だと言われていたことや、常識だ、と言われていたことに何度もチャレンジしては失敗を繰り返し、そして不可能を可能にして、常識を非ひ常識にしてみせた。

　最初から不可能だと思ってあきらめていたら、もしかしたら人力飛行機も家庭用のＶＴＲもこの世に無かったかもしれない。

　それが常識だとか、そんなことは不可能だとか言うのは誰にだってできる。諦あきらめるのは簡単だし、一番楽なことだ。

　チャレンジしなけりゃ挫ざ折せつもしないし、傷つくことも無い。目の前で失敗しているやつらを嘲あざ笑わらっていれば、気分がいい。

　……でも、誰からも尊そん敬けいされないし、誰からも信頼されない。結局、何一つ満たされずに。ただ、どす黒い不満だけが溜たまっていく。

　セリカスタンに来るまで、俺はそういう生き方をしていた。

　でも、一年前、俺は知った。

　やってみなけりゃわからない！　ってことに。

　やって、ダメだったとしても、何もかも失うわけじゃない。絶対に何かが残る。それは自信だ。自分で自分を信じる力だ！　そして、これは、やってみなけりゃ、絶対に手に入らないものなんだ！

　……そうか、俺は、こういうときのためにここにいるんだ。

　俺はアマチュアだ……プロの常識なんか知らない。力を伴わない正義の行使が不可能だなんて思わなきゃいい！

　龍也は考え込んだ。

　……中ちゆう国ごくは、特殊部ぶ隊たいを送り込んだことを知らん顔している。いくら特殊部隊の証しよう言げんを突きつけても『そんなの証しよう拠こにならないよ、どこに証拠があるんだよ！』としらを切っている。

　……待てよ、俺は、この言葉に聞き覚えがあるぞ。

　そうだ！　書店でアルバイトしていたときに、防犯カメラでとっ捕まえた万まん引びき犯人がよく言うセリフだ！

　そうか！　言い逃れできなくしてしまえばいい！　防犯カメラで撮とった映像を突きつければいいんだ！

　龍たつ也やは顔を上げて、リネム大臣に聞いた。

「さっき……大臣は、特殊部ぶ隊たいは公式の記録が無いし軍ぐん人じんだと証明できないから、その証しよう言げんは証拠にならないって言いましたよね。でも、俺はシャリフ大たい尉いから、中ちゆう国ごく軍ぐんの特殊部隊の指し揮き官の写真を見せてもらい、名前も教えてもらいました！　あれは公式の記録じゃないんですか？　あれを突きつければ言い逃れできないんじゃないんですか？」

　リネム大臣は、少し驚いたように目を見開いてから首を振った。

「え、ええ、確かに各国のエージェントの情報というのは半分公こう式しきになっているようなものだわ。でもね、それを公表するというのは……なんというか不ふ文ぶん律りつで禁じられているのね」

「なんで、そんな禁きん則そく事項があるんだ？」

　リネム大臣はゆっくりとした口く調ちようで説明を始めた。

「どんな国でも情報収しゆう集しゆう機関というものを持っているわ。さっきも言った通り国際社会には警察も裁さい判ばん所も無い。ルールはあっても罰ばつ則そくは無い。力関係がすべてを決める、そういった一種の無む法ほう地帯だわ。だからどんな国でも周りの国のことを知りたいと思っている。

　他の国がどんなことを考え、何を計画しているのか、それを知れば国家間で紛ふん争そうが起きたときに対たい処しよの方法をいくつも用意しておくことができるわけ。

　だから、そのための要員を他の国に送り込むのは当然のことよ。どんな国でもやっているの。こっちが送り込んでいるように向こうも送り込んでくる。合法的な要員もいれば非ひ合法の要員もいる。いわばお互い様さまね。

　つまり、この禁則事項というのは……こっちのエージェントを公表されたくないから、向こうのエージェントも公表しないという、紳しん士し協定というかなんというか……国家間ではそういった駆け引きが行われているってことなのよ」

　龍也はしばらく考えた後で、真ま面じ目めな顔で聞いた。

「きっと……これは極ごく秘ひ事項で、俺のような外国人が聞いたって教えてもらえるものじゃないと思いますが……ダメを承しよう知ちで聞きます……セリカスタンの非合法エージェントは何人くらいいるんですか？」

　リネム大臣は絶句した。

「そ……それは、たとえあなたが国家英えい雄ゆうでもお教えするわけにはいきませんね」

「そうですか……やっぱりね」

　がっくりと肩を落とした龍也を見て、キシトン大だい統とう領りようが興味深ぶかそうに聞いた。

「それを聞いて……どうするつもりだったんですか？」

　龍也は半分諦あきらめたような笑いを浮かべて、肩をすくめながら答えた。

「公表しちゃえばいい……って思ったんです。中ちゆう国ごくのエージェントの情報を全部。顔かお写真から名前から所属から、個人情報も、こっちが知っている相手の国の情報を全部！

　防ぼう犯はんカメラに映った犯行映えい像ぞうの下に、その犯人の名前とか住所とか勤め先とか学校名とか全部字じ幕まくで入れて、テレビの全国放送で流すみたいに……。

　もし、万まん引びきの犯人の映像にそんなことやれば、人じん権けん問題だとかなんとかで問題になるけど、特殊部ぶ隊たいの連れん中ちゆうなら国際社会には法律も何も無いし、顔や名前や所属が公開されれば、相手の国や軍隊に、すっごいダメージになるんじゃないかって思ったんです。

　でも、そんなことをやれば、セリカスタンの外交上、とんでもないことになりかねませんよね……」

　キシトン大だい統とう領りようは考え込んだあとでつぶやいた。

「ふむ……それは面白いね……」

　そのつぶやきを聞いたリネム大臣と、そして脇で控えていた大統領補ほ佐さ官かんたちは、目を丸くした。

「いけません！　大統領！　あなたは何を考えているんですか？」

　キシトン大統領は、にっこり笑って言った。

「君たちが考えていることと同じことさ……考えてみたまえ。この方法を取ったとして……それで我が国にどんなデメリットがあるのかね？　他国の安全保ほ障しように関わるようなアクションを起こせるような力は何も無い。いわば我が国は見たまんまの国だ。公開されて困るようなものは何一つ無い。我が国は小しよう国こくで歴史も浅い……この方法を取って、もし報ほう復ふくされて、我が国のエージェント情報や国家機き密みつを公開されても、我が国は痛くも痒かゆくもない。

　我が国は腹を探られても痛くも痒くもないが、相手の国の腹は痛いし痒いし、きっと大変なことになるだろう……それくらいやっても構わないと思うのだが……どうかね？」

　リネム大臣はしばらく黙ったまま考え込んでいたが、やがて大きくため息をついた。

「……確かに、効果的でしょうね。いわば国際的談だん合ごう破りみたいなものですから……そんなことをやったら、世界中の国から相手にされなくなりそうだと思ったんですけど……考えてみれば、このセリカスタンは、もともと世界中から相手にされていない、誰の関心も呼ばない、見捨てられたような小国ですしね……戦力を使わずして相手にダメージを与える乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負に出るのもいいかもしれません……」

　そして、リネム大臣は、目の前にいる大統領補佐官の女子職員たちを見み据すえて言った。

「この作戦が、どんな結果を呼ぶかわかりません、怒りに燃えた中ちゆう国ごくが正規軍ぐんを攻め込ませ、ロシア連れん邦ぽうと激しい武力衝しよう突とつを起こすかもしれません。そうなればこのセリカスタンは戦場と化すでしょう。そのリスクを回避できるかどうかが、これからのあなた方そして私の働きにかかっています！　さっそくプロジェクトを立ち上げて検けん討とうに入りましょう！」

　そして、リネム大臣は笑いながら龍たつ也やに言った。

「このプロジェクトには、シマオオカミ殿にも加わっていただきます……あなたにもこのセリカスタンの命めい運うんを背負っていただくことになります……いまさら逃がしませんよ」

　龍たつ也やは、その言葉を正面から受け止めて小さくうなずいた。

「はい、逃げません……」

　その顔を見たとき、リネムは、はっとした。

　それは、少年の顔ではなかった。




　龍也が立てた国家機き密みつを公開することによってダメージを与えるという方法は『開け放オープンドア・ち作戦オペレーシヨン』と名付けられ、大だい統とう領りよう府ふの作戦指し揮き室しつが、そのまま使われることとなった。

　セリカスタン国こく営えい放送からこの作戦会議に参加したウルカンは、目を輝かせて言った。

「国際社会に訴えるというのは、他の国家指導者だけに訴えるということではないと思うのです。他の国の人々に訴えることも必要ではないでしょうか？

　私たちは長い間、国家の都つ合ごうや命令を優先し、それに国民が従うのが当然だと考えてきました。いわば世せ論ろんというものに重きを置いてこなかったのです。

　しかし、世界を見れば、もはや指導者の意い思しだけで国家を運営しているような国はほとんどありません。国家とは、国民の総そう意いで動くものだという考えが確立しつつあります。このセリカスタンの実情を広く世界に知らせるために、どんどんジャーナリストを呼び込むべきだと思います！」

「しかし、外国のジャーナリストは両刃もろはの剣だ。相手の悪いところだけではない、我が国の欠点や悪いところもすべて世界中に発信することになりかねない」

　苦言を呈ていする宣せん伝でん省の役人を見て、ウルカンは苦にが笑わらいしながら言った。

「その話は、以前あなたとやったような気がしますが……いわば今回の作戦は死なばもろとも的な作戦なんですよ。自分のいいところだけしか見せないで、相手の悪いところを指し摘てきしても、誰も信用してくれません。こっちも相手も全部開けっぴろげに見せて、そして問うしかないんです。さあ悪いのはどっちだ！　とね……」

　宣伝省の役人は額ひたいの汗をハンカチでぬぐってつぶやいた。

「それは……もはや国家ではありませんな……まるで個人のケンカです」

　キシトン大統領は笑ってうなずいた。

「そうです。そして、そういった戦いは、このセリカスタンにしかできないのです……私は軍の情報部に命じて、今までに収しゆう集しゆうした中ちゆう国ごく軍に関するすべての情報を公開するように命じました。この情報が出て来た時点で、特殊部ぶ隊たい員の個人情報から武器弾だん薬やくの数に至るまで、すべてをインターネット上のデータベースに公開するつもりです。その瞬しゆん間かんから中国軍の情報は世界中の人間が知ることができる共通の情報となります」

　横で黙って会議の進展を見守っていたバンユー中ちゆう将じようが、うめくように言った。

「それは……なんというか、やられたほうにしてみればたまったものではないし、他の国でもパニックになりかねん。軍の機き密みつというのは、相手の国に何を考えているかわからない、何を持っているのかわからない、という恐怖心を与え威い圧あつを与える実に有効な手立てだ。それを開けっぴろげにされるとなれば、後ご生しよう大事に抱え込んでいたダイヤが一いつ瞬しゆんにしてガラス玉に変わるようなものだからな」

　キシトン大だい統とう領りようは、笑いながらうなずいた。

「国際紛ふん争そうとか、戦争とか、そういったものの原因は、ほとんどが、その国家機き密みつ……つまり相手の国が何を考えているかわからない、何を持っているかわからない、という疑ぎ心しん暗あん鬼きが原因で始まっています……なまじ隠かくすから不安と恐怖を呼ぶんです。互いに見せっこして不安と恐怖を取り除けば、戦争なんかこの世からなくなるんでしょうけどねえ」

　龍たつ也やは、キシトン大統領の言葉を聞きながら考え込んでいた。

　……秘密を暴あばくっていうのは、悪いことなんだろうか？　それともいいことなんだろうか？　何から何まで暴かれて、平気でいられるような、そんなやましいことが何も無い聖せい人じん君くん子しみたいな人間はこの世にいない。

　誰だって隠しておきたいことはある。

　だから、みんなおたがいさまで、詮せん索さくしないで世の中は動いているんだろう。でも、少なくとも犯はん罪ざい行為を保護する理由は無い。だから防ぼう犯はんカメラがあるんだ。

　盗みや傷害や強ごう盗とうや、そんなことをやっておきながら、それを暴くなと文句を言うほうが間違っている。

　罪を犯した人間のプライバシーと、平へい穏おんな生活を営む権利と、どっちが大事かと言われればそれはやっぱり後者だ。

　……そうか、世の中にはきっちりとした不変の基準なんか無いんだ。

　その基準はいつも揺れ動く天てん秤びんのようなものなんだ。ＡとＢならＡ、ＡとＣならＣ、という風ふうに、そのケースバイケースで判断されるんだ。

　絶対に正しいことも絶対に悪いことも無い。そんな簡単な二に元げん論で片付くほど世の中は単純じゃないんだ。

　でも……今、セリカスタンで起きていることは、どう見てもセリカスタンに非はないよなあ。

　……さっき、キシトン大統領が、中ちゆう国ごく軍の機密情報をネットに流すって言っていたけど、きっと専門的なデータの羅ら列れつだろうから、専門家の人は騒ぐだろうけど、普通の人たちには、それほど評判にはならないだろうな。

　もっと、こう、世間の人たちの注目を集めるような方法はないかな？　もっと気軽にアクセスできて、評判になるような場所……。

　そのとき、龍也の脳のう裏りに、大統領府ふの二階にある八畳じよう間まで、リューカ姫と交わした会話が脳裏に浮かんだ。

　……そうだ！

　動どう画が掲けい示じ板ばんだ！

　あそこには、色々な映像がアップされている。あの中に、中ちゆう国ごく人民解かい放ほう軍ぐんの連れん中ちゆうがセリカスタンでやっていることを撮さつ影えいした映えい像ぞうをどんどんアップするんだ。

　そして、そこからリンクを張って、セリカスタンの現状を訴える、アピール用のウェブページを作るんだ！

　ジャーナリストを呼び込むだけじゃダメなんだ！　もっとアクティブにこっちからどんどん情報発はつ信しんをして、世界中のいろんな人にセリカスタンを知ってもらわなくちゃいけないんだ！

　龍たつ也やは手を挙げた。

「あの……一ついいでしょうか？」

　会議室にいた全員が龍也に注目した。

　そのどれもが期待に満ちた目だった。

　……うわ、プレッシャー。

　龍也は生なま唾つばを飲み込んで、小さく息を吐くと、下した腹はらに力を入れて話し始めた。

「さっきのキシトン大だい統とう領りようのお言葉を聞いたときから、ずっと考えていました……もしかしたら俺たちの……このセリカスタンという国の敵は中国でもロシアでも西にし側がわ資本でもない、それは無関心なんじゃないのかって……。

　世界の人はセリカスタンを知りません。セリカスタンがどこにあるのか、どんな人が住んでいるのか何を食べて何を見て何を話し何を考えているのか……まったく関心がありません。セリカスタンの人は日本人が好きです。この大統領府ふにも日本館が作られて、セリカスタンの人たちは日本に関心を持ってくれています。でも悲しいことに日本人のほとんどがセリカスタンを知りません。関心が無いんです。

　もし、日本人が……いえ、日本人だけじゃありません。世界中の人々の数パーセントでもセリカスタンに関心を持ってくれていれば、果たして中国は特殊部ぶ隊たいを送り込んでナガス族を扇せん動どうし、国内に内ない戦せん状態を作りだそう、なんて考えたでしょうか？

　セリカスタンは世界中のどこからも注目されていない。誰も関心を持たない。だから、何をやっても問題にならない。見つからなければ何をしても構わない。見つかっても『証しよう拠こはあんのかよ！』と開き直れば泣き寝入りするに違いない……そう考えたから、今回の騒ぎが起きたんじゃないのかと思うんです……」

　龍也はそこで言葉を切ると、少し辛つらそうな顔になった。

「日本にはイジメって言葉があります。一人の人間を、よってたかって攻撃することです……俺も、実を言うと中学のときに、イジメを受けました……でも、そのとき友達が助けてくれたんです。

　どこかの誰かが、よってたかって殴なぐられているのを見たとき、その誰かが知らない人なら、見て見ない振りしてスルーしちゃうと思うんだ。

　でも、もし、その誰かが知っている人だったら、スルーできない。見て見ない振りなんかできない！　助けることはできなくとも、そいつの応援をすると思う！　誰かを呼びに行ったり、警察官を呼んだりすると思うんだ！

　……だから、俺は思うんです。

　友達は多ければ多いほどいい！　って……。

　友達なんかウザイだけだって言う人もいるけど、そんなことはないんだ。最後に人を救うのは人と人との繫つながりなんだって……。

　国と国も同じようなものなんじゃないのかな？　指導者なんかじゃなく、普通の人、一人一人に知ってもらう。関心を持ってもらえれば、友達をいっぱい作れれば、それが力になるんじゃないかと思うんだ！

　そして……直接国くにと国を行き来できることはできなくとも、インターネットならそれができるんだ！

　日本の人に向かって話をする、アメリカの人に向かって話をする、ロシアの人に向かって話をする、そうやって、このセリカスタンに関心を持ってもらうんだ。

　俺……ネットって、本当はそういうことのために使うものだと思うんだ……」

　会議室にいた人々は無言だった。

　やがて、キシトン大だい統とう領りようが静かに言った。

「わかりました……シマオオカミ殿の言うことに間違いはないと思います。我々は今まで、一人一人の力とか意識とかそういったものを理解していませんでした。

　国家の力の前に個人は無力だという常識。個人の力は全体を動かすことは不可能であるという常識。

　この常識に囚とらわれていたのかもしれません。

　シマオオカミ殿……あなたのやろうとしていることは、物語の中にしかない、絵え空そら事ごとと理想論です。今まで誰もが思い浮かべ、しかしただの一度も成功しなかった、一種の理想郷きようをあなたは作ろうとしています……過去の誰だれ一人として成功させることができなかったそれを、あなたは自分にはできるとお考えなのですか？」

　龍たつ也やは目を閉じて、キシトン大統領の言葉を聞いていた。

　そして、キシトン大統領の言葉が終わったとき、大きく息を吸って、そして目を開けて、胸を張って言った。

「やってみなけりゃ……わからないじゃないですか！」

　龍也の答えは、キシトン大統領の予想していたものの中に無かったのだろう。一いつ瞬しゆん驚いたように目を見開いたあとで、キシトン大統領は声を上げて笑った。

「ははははは！　そうだね！　そうだよ！　やってみなけりゃわからないよ！　うん、そうだ！　なんだってそうだ！　諦あきらめる前にやってみなけりゃ！」

　そして、キシトン大統領は、大きくうなずいて言った。

「では、そのウェブページを作成する件についてはシマオオカミ殿に一任します。必要な予算と資材、そしてスタッフについては、事務官と相談して決めて下さい！」




　会議が終わった後、龍たつ也やは大だい統とう領りよう府ふからすぐに車でシーデたちが入院している陸りく軍ぐん病院に向かった。

　その車内で、トルテが話しかけてきた。

「シマオオカミ殿は、セリカスタンの実情を訴えて、関心を持ってもらうためのウェブページを、どんなものにするおつもりなんですか？」

　龍也はちょっと考え込んでから答えた。

「……まだ、具体的には浮かんでいないんだけど……基本的には楽しめるページにしたいな、と思ってるんだ」

「楽しめる？　エンタテイメントを前面に押しだすという意味ですか？」

　怪け訝げんな顔をするトルテを見て、龍也はうなずいた。

「ほら……ラナキアとサナキアのコントだってそうでしょう？　あれがみんなの関心を集めるのは、楽しいからですよね？　メッセージ性よりも、笑えることを優先して作ってるから、みんなが聞いてくれるんだと思うんだ。ある意味、メッセージ性すら無くったっていいかもしれない。面白い、楽しいコンテンツをいっぱい用意しておくだけで、人は来てくれる。人が来るってことは、関心を持ってくれたということだからね」

　トルテは小さく首を傾かしげてつぶやくように聞いた。

「……その、人が来てくれる、面白い、楽しいコンテンツとはどんなものなんでしょう？」

「受けるもの……って答えるのは簡単だけど、じゃあどんなものが受けるの？　と聞かれると、まだはっきりと、これだ！　と言えるものは見えていないんだ。ぼんやりとしたものが頭の中にあるだけでね……」

　龍也がそう答えたとき、車は陸軍病院のロータリーをぐるっと回って、正面玄げん関かんについた。

　トルテが受付で面会の手続きをしている間も、龍也はずっと考えていた。

　……受けるもの、人気が出るもの、評判になるものって、どんなものなんだろう？

　ラナキアとサナキアのときもそうだったけど……俺は俺が面白いと思ったものを作ってきただけで、受けるにはどうすればいいのか、とか、評判になるにはどうすればいいのか、なんてそんなことは考えて来なかった。

　今度作るコンテンツは、いろんな人に受けなくちゃならない。もっとたくさんの……お年寄りや中年のオジサンや、女の人や、外国の人にも受けるものを作らなくちゃならない。

　だとしたら、俺が面白いだけじゃダメなんじゃないかな？　もっと考えてコンテンツを作らなくちゃいけないんじゃないかな？

「……したよ」

　トルテに声をかけられて、龍たつ也やは我に返った。

「え？」

「外科病びよう棟とうに入院中のリューカ姫への面会許きよ可かが出ました、って言ったんですよ」

「あ、ああ、どうもすみません！」

　慌あわてて頭を下げた龍也を見て、トルテは微笑ほほえんだ。

「ずっと考えていらっしゃるんですね……」

「ええ、まあ。責任がありますから」

　病院の廊下を歩きながら、トルテは小さくため息をついた。

「シマオオカミ殿は、やっぱりこっち側の人間ですわね……」

「こっち側って？」

　突き当たりのエレベーターのボタンを押したトルテは振り返ると、怪け訝げんな顔をする龍也を見て笑いながら言った。

「なんとかしよう！　とか、なんとかしてやろう！　とか考えるほうの人間で、なんとかしてくれ！　としか言わない人間じゃないってことですよ……」

　龍也はちょっと驚いたように目を見開いたあとで、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「そう……ですね。そうかもしれません……」

　そして、顔を上げて微笑んだ。

「でも……そっちのほうが、楽しいですよね……楽じゃないけど」

　エレベーターの扉とびらが開き、トルテと龍也は中に乗り込んだ。

　リューカ姫の入院している階のボタンを押したトルテは、エレベーターの中にある階数表ひよう示じを見上げて、つぶやくように言った。

「楽に生きようと思うか、楽しく生きようと思うか……結局はその違いなんでしょうね。楽に生きるのって簡単だけどつまんないし、楽しく生きるのは大変だけど面白い……なかなか思うようには行きませんよね」

「……そういうものかもしれませんね」

　龍也が答えたとき、エレベーターが、集中治ち療りよう室しつのあるフロアに止まった。

　白はく衣いとヘアキャップにマスク、という姿になって集中治療室の中に入った龍也は、シーデの意識が戻っていることに気がついた。

　ベッドの脇に立った龍也を見上げて、シーデは微笑んだ。

「……姫ひめ巫み女こさまは……大丈夫だった？」

「ああ、シーデが守ってくれたからね、元気だよ。もうすぐここにも来られる……」

　シーデは満足そうに目を閉じて答えた。

「姫ひめ巫み女こさまは……大事な人だもんね……シマオオカミの……だから……僕、一いつ生しよう懸けん命めい守ろうとしたんだよ……」

「うん……わかってる……よくやった……でも、俺にとっては、お前だって大事なんだぞ……」

　シーデは驚いたように目を見開いたあとで、照れたように微笑ほほえんだ。

「……うれしいな……でも……また姫巫女さまに怒られちゃうかな……」

「怒るもんか……だから、先生の言うことを聞いて早く良くなるんだぞ」

「うん……」

　小さくうなずいたシーデに大きくうなずき返してから、龍たつ也やはシーデのベッドを離れた。

　サラサは目を閉じて寝ていたようだったが、傍かたわらに龍也が立ったのに気がついたのだろう。すっと目を開けた。

「なんじゃ……お前か」

「俺で悪かったね……シャリフ大たい尉いのほうが良かったかい？」

　サラサは龍也をにらんだ。

「あいつは……今いま忙しいけえの。一回来てくれれば充分じゃ……」

「やっぱり来たんだ……」

「ああ、わしの顔を見て涙を流しよった……ほんま軟なん弱じやく者ものじゃのう……」

　龍也は微笑んだ。

「嬉うれしいくせに……もっと素直になったほうがいいと思うよ」

　サラサは目を閉じて、つぶやくように言った。

「……そう……かもしれんの……」

　素直に認めたサラサを見て龍也は驚いた。

「どうしたの？　サラサさん、なんか……弱気になってない？　もっとしっかりしなくちゃダメだよ！」

　サラサは目を開けると、龍也をにらんだ。

「……弱気でのうて……素直になっただけじゃ……」

「ああ、なんだ、良かった……素直なサラサさんって見たこと無かったから……」

　サラサは龍也をにらんで言った。

「……退院したら……覚えておれよ」

「うん、覚えておく、だから早く退院してくれよな」

　そう答えた龍也を見て、サラサは微笑んだ。

「……一人前の口をききおって」

　龍也はにっこり笑ってサラサのベッドを離れた。

　ネマコルのベッドに行くと、ネマコルはにこにこ笑って龍也を出迎えた。

「明日には一般病びよう棟とうに移れるそうですよ……」

　驚く龍たつ也やに、付き添っていた医師がうなずいてみせた。

「運び込まれたとき、この方は、生死の境さかい目めをさまようほどの重じゆう傷しようでしたが……回復力りよくが常じよう人じんの比ではありません……研究材料にしたいほどですよ」

　ネマコルは茶ちや目めっ気のある笑顔を覗のぞかせて言った。

「日々の鍛たん錬れんのたまものですよ……」

　医師は小さくため息をついてから、集中治ち療りよう室しつのシーデとサラサのベッドを見て言った。

「打だ撲ぼくと骨折と内ない臓ぞう損そん傷しようが主で外がい傷しようが少なかったため、感かん染せん症の心配がありませんからね……あちらのサラサ殿はあと三日ほどで……あちらのシーデお嬢じようさんは一週間ほどで一般病棟に移れるでしょう……」

「そうなんですか！」

　龍也は、マスク越しに大きくため息をついた。

　マスクの中が、ほわっと暖かくなった。




　集中治療室のある緊きん急きゆう医い療りよう棟とうを出た龍也は、次にリューカ姫が入院している外げ科か病棟へと向かった。

　龍也が病室のドアをノックすると、リューカ姫の声が返ってきた。

「どうぞ！」

　その声が思ったより明るいのに気づいた龍也は、ほっとしたような表情でドアを開けた。

　部屋は龍也が想像していたよりも広く、仕切られた別室や応接用ソファが置かれている様よう子すは、まるでどこかのホテルの一室のようだった。

　部屋の中を見回した龍也を見て、ベッドの上に身を起こしていたリューカ姫が恥ずかしそうに言った。

「この部屋は国家首しゆ脳のうクラスの方が入院するときのための貴き賓ひん室なんだそうです……私にはもったいないですよね」

「いや、そんなことないさ……それより、腕の具合はどう？　痛みとかは和らいだの？」

　龍也は首を振ってみせたあとで、ベッドに近づいてリューカ姫の顔を覗のぞき込んで聞いた。

「ええ、昨日きのうよりもずいぶん楽になりました……副ふく木ぼく固定も上う手まくいっているそうです」

「そうか、良かった！」

　にっこり笑った龍也の顔を見上げていたリューカ姫は、頰ほおを染めて眩まぶしそうに視線をそらした。

　龍也は、そのリューカ姫の素そ振ぶりが気になった。

「……どうしたの？」

　真ま顔がおで聞く龍也の顔をちらっと見たリューカ姫はもっと頰を染めて、小さく首を振り、聞き取れないような小さな声で言った。

「なんでもありません……タツヤが眩まぶしかっただけです……」

「眩しい？」

　龍たつ也やは顔を上げて窓を見た。

「カーテン引いたほうがいいのかな？」

「あ、いえ、そういうことじゃなくて……」

　顔を上げたリューカ姫は、慌あわてて首を振った。

　トルテが持ってきてくれた椅い子すをリューカ姫のベッドの脇においてそこに座った龍也は、ネマコルが明日には一般病びよう棟とうに移るということと、サラサやシーデも一週間以い内ないには集中治ち療りよう室しつを出て一般病棟に移るだろう、ということをリューカ姫に伝えた。

「本当ですか！」

　目を丸くして喜ぶリューカ姫を見て、龍也は思った。

　……やっぱり、リューカ姫は笑顔が一番いい。

　昨日きのう、集中治療室の控え室で泣いているリューカ姫を見たとき、俺はどうしていいかわからなかった。

　リューカ姫の涙だけは見たくない……リューカ姫が笑うためなら……リューカ姫の笑顔を見るためなら俺は何だってやってやる！

　そして、龍也は気がついた。

　……そうか。

　だから俺は今、ここにいるんだ。

　リューカ姫に受けようとか、リューカ姫に関心を持ってもらおうとか……そんな理由じゃないんだ。

　リューカ姫が大切だから……俺なんかよりずっと大切な存在だから……俺はここにいるんだ。

　俺の、この気持ちになればいいんだ！

　セリカスタンを知った人が、俺と同じようにセリカスタンを大切に思うようになればいいんだ！　そうすれば、セリカスタンの味方が一いつ杯ぱいできる！

　リューカ姫の笑顔だ！

　ウェブページの表紙はリューカ姫の笑顔にしよう！

　お姫様の笑顔でセリカスタンを宣伝して、そして関心を持ってもらうんだ！

　……待てよ？

　そんなアイディア……確かライトノベルにあったよな。




　大だい統とう領りよう府ふの作さく戦せん会議室で、龍也からアイディアを聞かされたキシトン大統領は目を丸くした。

「キャラクターを立てるですって？　どういう意味ですか？」

「文字通り、セリカスタンを紹介するウェブページに、メインキャラクターを作って、そのキャラクターがしゃべったり、アニメで動いたりするってことです。リューカ姫と、シーデとサラサさんをモデルにした三人の女の子を登場させてね……」

　キシトン大だい統とう領りようは目を白しろ黒くろさせて聞いた。

「しかし、アニメーションとかそういった技術は、我が国にはほとんどありませんが……」

「大丈夫、ウェブ上で動かすだけだから、フラッシュアニメで充分なんです。三人をキャラに立ててるのも、全ぜん部ぶ日本の知り合いに頼むつもりです……」

　龍たつ也やはそう言った後で、少し言いにくそうに言った。

「……ただ、友人とはいえ、仕事なんだから、やっぱり制作費ひを払わないといけないと思うんです。使える予算はどれくらいあるのかな？　と思って……」

　キシトン大統領は、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ああ、制作費ですね。それでしたら、枠わくが決まりました……えーと米ドルに換かん算さんして五万ドルほどですね……」

　脳のう内ないで日本円に換算した龍也は思わず目を丸くした。

「……約五百万円？」

　驚く龍也を見て、キシトン大統領は安心しろ、という風ふうにうなずいてみせた。

「それは当とう初しよ予算ですよ。必要に応じて、あと五万ドルほど乗せても良いと、私から指示を出しております。これはセリカスタンの国こく防ぼう予算ですので、払い出しはセリカスタン国防省しようの名義になりますけどね」

「十万ドルも出して、大丈夫なんですか？」

　キシトン大統領はうなずいた。

「シマオオカミ殿の作ったウェブコンテンツで世界中に味方ができるのなら、そんな金ははした金です。新型戦せん車しやを一台買うよりはるかに安いではありませんか……かわいい女の子のキャラクターで、面白い楽しい、誰からも愛される物語を作って、それがこのセリカスタンのことだと知ってもらえたら……そしてこのセリカスタンはそういったコンテンツを送りだし続けるために努力していると知れば、きっと味方は増えます！　頑がん張ばって下さい！」

　龍也はうなずいた。

「わかりました……では、心置きなく作らせていただきます！」




　日本の東京都三み鷹たか市しのワンルームマンションに住んでいる、大学生の備び前ぜん正まさ行ゆきのところに電話がかかってきたのは、その日の夕方だった。

「あ、もしもし？　備前ですけど……え？　天あま山やま？　ああ、お前か、どうしたんだ。しばらく見ないけど、どこに行ってるんだ？　え？　セリカスタン？　ああ、前にお前が行ったことがあるって言っていた、あのモンゴルだかなんだかあの辺りの国ね……てことは国際電話かよ！　大丈夫か？　高いんじゃないの？　え？　国家予算だから構わない？　ははは面白いな……秀しゆう逸いつなギャグだ……え？　ギャグじゃない？　そんなことはいいから話をしたいって……何の話だよ？　仕事？　仕事って……同人誌しのことか？　コミケでどれくらい売るって聞かれても……そうだなあコミケだけじゃなくて、専門店とかに流してる分も含めて五千部完かん売ばいだ……自慢じゃないけど……結けつ局きよく自慢だけど……え？　仕事しないかって……何の仕事だよ……マンガ？　キャラ立てて……四コマにして、フラッシュ作って？　いいけど、俺はカワイイ女の子のマンガしか描かないぜ……っていうか描けないぜ。え？　そのほうがいい？　女の子三人組のキャラで、うんうん、一人がお姫さまで、一人が中学生くらいの忍にん者じやみたいな元気な子で、一人がナイスバディのお姉ねえさん？　……面白いじゃないか。うん、で？　原げん稿こう料が出る？　そりゃあ有あり難がたいなあ、うん、二百万？　おい、冗じよう談だん言うなよな！　え？　国際電話で冗談言うかって？　それもそうか……振りだし先はセリカスタン国防省しよう？　なんだそりゃ！　どういう意味だ！　詳しいことはチャットで話すからＩＲＣに繫つなげ？　わかったよ、今繫ぐよ……」




　一時間後、打ち合わせを終えた龍たつ也やはにやっと笑うと、ＩＲＣチャットの接続を切って、ガッツポーズを作った。

「よし！　やれるだけやってやる！　俺は戦車じゃなくて、萌もえキャラでこのセリカスタンを守ってみせる！」




　次の日から、大だい統とう領りよう府ふにある作戦指し揮き室しつは、一いち大だいＩＴセンターに模も様よう替えした。

　女子事じ務む職員が、ずらりと並んだノートパソコンを駆く使しして、情報部が公開した中ちゆう国ごく軍の詳しよう細さいなデータを次々に英語と日本語に翻ほん訳やくしていく。

　執しつ務む室しつの奥には大きなサーバールームが設けられ、カイトグループの技術者の手によって、回線の集中に耐えられるように大だい規模なルーターと、そしてサイバー攻撃に耐えられるシステムの構こう築ちくが着々と進められていた。

　自分のパソコンの上で動くセリカスタン三人娘むすめのアニメーションの動きを確かく認にんしていた龍也のところに、ナターシャがやってきて声をかけた。

「ずいぶん楽しそうね……オタク冥みよう利りに尽きるってところかしら？」

　龍也は素直にうなずいた。

「ええ、その通りです」

　ナターシャは小さくため息をついて、龍也の座っているブースの机の端はしに腰掛けるとノートパソコンを覗のぞき込んだ。

　ふわっと、香水の匂においが龍也の鼻をよぎった。

　ノートパソコンの中を動き回る三人娘のキャラクターを見て、ナターシャはもう一度ため息をついた。

「……こういうものを作らせると、ホント、日本人にはかなわないわ……ロシアにもジャパニメーションのファンはたくさん生まれているし、今でも爆発的に増え続けているわ……世界中の青少年に共通の言語ね、アニメって……」

　龍たつ也やはうなずいた。

「日本人だから、ロシア人だから、アメリカ人だから、セリカスタン人だからって区別は、本当はほとんど意味が無いのかもしれません……どんな国の人だって、かわいいものはかわいいんです。愛すべきもの大事にしたいもの、守りたいものに変わりはないって思うんです……国の都つ合ごうとか、宗教的大たい義ぎとか、そういった大だい上段に振りかぶった建たて前まえにも意味があるのかもしれません。でも、そういった意味って、目の前にある幸せな生活や愛すべきものや守りたいものをぶち壊してでも守るべきものなんでしょうか？

　アニメやマンガやかわいい女の子キャラを好きになるのは軟なん弱じやくなことです。でも、キシトン大だい統とう領りようが言っていたように、その軟弱な生き方こそが人間の理想なんじゃないかな？　って気がするんですよ。俺は見ての通り軟弱ものです……だから、大義とか建前を守ろうなんて気になれません。でも、自分の好きな女の子、そしてその子の住んでいる世界、その子が生きてきた歴史……そういったものを守るためなら命がけで守ってもいいかな？　って思うんです。みんながそう思えるなら、お互いのその思いを尊そん重ちようできるようになれれば……理想ですよね」

　ナターシャはもう一度ため息をついた。

「……憎しみの感情に支えられた強者の論ろん理りと、友愛の感情に支えられた軟なん弱じやく者の論理……本当に強いのは……どっちなんだろうね？」

　そして、ナターシャはにこっと笑った。

「一年前、ネマコルが言っていたことの意味が、なんとなくわかってきたような気がするわ……」

「ネマコルさんが？」

「そうよ、一年前、あのオードン族の行進の時に、ネマコルが言ったのよ。我々は新しい一人の英雄が生まれるところを見ているのかもしれないってね」

　龍也は照れたように頭を搔かいた。

「あのネマコルさんが、そんなこと言うなんて信じられないや」

　そんな龍也を見て、ナターシャは嬉うれしそうにうなずいた。

「あら、そう？　あの人って意い外がいと素直なのよ。あの人両腕を折っちゃったでしょ？　病院に行って色々世せ話わを焼いてやると、実に居い心ごこ地ち悪そうでね……それが実に快感なのよねえ……」




　ナターシャが去って行った後で、ノートパソコンに目を落とした龍也は、画面の隅すみにあるカレンダーを見て思った。

　……キンリの里さとでウー・ツェンという破は壊かい工こう作さく員いんが爆ばく死しして今日で一週間か。

　中ちゆう国ごく軍ぐんのヤン少しよう佐さが、そろそろ痺しびれを切らす頃だ……たった二千人ではたいしたことはできないだろうってバンユー中ちゆう将じようが言っていたけど、窮きゆう鼠そ猫を嚙かむじゃないけど、最後に自じ棄きになって行動を起こさなきゃいいけど。







　　　第十章　「作戦と計けい略りやく」







　大だい統とう領りよう府ふの中にある作戦指し揮き室しつの片かた隅すみで、龍たつ也やがヤン少佐の動向を危き惧ぐしていたその頃。

　ナガス民族解放戦せん線せんの司し令れい部の中では、ヤン少佐とリュウセイ大たい尉いが激しくやりあっていた。

「もう無む駄だです！　現実を見て下さいヤン少佐！　我々は失敗したのです！　あのシマオオカミという名前のアマチュアの若わか僧ぞうにしてやられたのです！　破は壊かい工こう作さく員いんを送り込んで十日が過ぎましたが、いまだにただの一件も爆ばく弾だんテロの被害を伝えるニュースはありません！　流れているのは我がほうの工作員のほとんどが捕らえられたという、工作員の顔かお写真入りのニュースだけです！」

「セリカスタン国こく営えい放送が、自分たちに不利になるニュースを流すものか！　実際には、何十件という爆弾テロが発生し、社会不安でセリカスタン国内はボロボロになっているはずだ！」「少佐……願がん望ぼうと事実の区別がつかなくなったら人間おしまいですよ……」

「うるさい！　願望なんかではない！　これこそが事実だ！」

　監かん禁きんしてあったナガス族の長ちよう老ろうが奪だつ還かんされ、その長老たちのメッセージが放映されたあと、ナガス民族解放戦せん線せんの中は大だい混乱となった。

　特に軍ぐん事じ部門は、中ちゆう国ごく軍ぐんの自じ称しよう・義ぎ勇ゆう兵とナガス族民族自じ決けつというスローガンを信じて志し願がんした志願兵の間に以前から感情的な対立があったことから、完全に分裂状態となってしまっていた。ナガス族の兵士たちは次々に中国軍の指し揮きを離れ、ほとんどが離散した。

　ナガス民族解放戦線の手元に残ったのは、中国の本国から労働者という名目で越えつ境きようしてきた二千人の中国軍兵士だけだった。

　撤てつ収しゆうを進言したリュウセイ大たい尉いに向かってヤン少しよう佐さが叫んだ。

「我々には最後の手段が残っている！　残存する総戦力をもって戦いを仕掛けるのだ！」

　リュウセイ大尉は引っ込まなかった。

「たった二千人でどうなるというのですか！　ナガス族の協力どころか、下へ手たをすれば敵に回るかもしれないこの状況で、何ができると言うのですか！　不可能です！　常識で考えてみて下さい！」

「やってみなければわからんだろうが！」

　ヤン少佐は龍たつ也やと同じようなことを言うと、部下に命令を下す電話機を取り上げて叫んだ。

「私だ！　当初の計画通り、全ぜん兵へい力りよくをあげて、政府軍の駐ちゆう屯とんするエルムリンの街を叩たたく！　これで我々が全ぜん滅めつすれば、本国は、それをさらなる派は兵へいの理由にすることができる！　中国人義勇兵を虐ぎやく殺さつしたという理由だ。今は派兵できなくとも、その理由があれば我が国はいつでもセリカスタンに派兵できる正当なる理由となる！」

　そして、ヤン少佐はにやりと笑った。

「どうせならただでは死ぬものか……セリカスタンと中国の間に深く刺さったトゲになってやるまでのことだ……」




　ナガス民族解放戦線の戦せん闘とう部ぶ隊たいが行動を開始したという知らせは、直ちに陸りく軍ぐん参さん謀ぼう本部を通じて大だい統とう領りよう官かん邸ていに伝えられた。

「兵力は当初の四分の一、約二千名です……戦せん車しや装そう甲こう車の台数は合計で約やく百台……移動は夜間のみに限られており、駐ちゆう留りゆう場所では空くう爆ばくを恐れて集しゆう落らくなどの民家の脇に分ぶん散さんして退たい避ひしております。そのため、出発に手間がかかり、エルムリンの街で戦闘に突入するのは三日後になると思われます」

　バンユー中ちゆう将じようの報告を受けたキシトン大統領は、困り果てたような顔で言った。

「諦あきらめてくれると思ったのですが……粘り強いというか諦めが悪いというか……困ったものですね」

　バンユー中将がうなずいた。

「彼らは、負けた、という気がしていないのだと思います。実際に、ただの一度も砲ほう火かを交わしたわけでもなく損害も出ていないのですから、これで負けたと思えと言われても納なつ得とくできるものではありますまい……実際にはどうやっても勝てないということがわかった時点で、その戦いには負けているのですが……理性が納なつ得とくしても感情が納得していないのですね」

　キシトン大だい統とう領りようは残念そうな顔で言った。

「感情を納得させるには、攻撃して損害を与えなくてはならない、ということなのですか？　……そうなれば我がほうにも犠ぎ牲せいが出ますね」

　緊きん急きゆう招しよう集しゆうされた閣かく僚りようと部ぶ族ぞく長ちようの中にいたサゴンが手を上げて言った。

「空くう爆ばくを加えるしかありませんな、空爆ならばこちらの損害は最小限にして敵に痛つう撃げきをあたえることができる！」

　キシトンは腕組みをした。

「しかし、移動中を攻撃するとなると夜間爆ばく撃げきになりますから命めい中ちゆう率りつが悪くなります。かといって昼間は集しゆう落らくの民みん家かの周りに退たい避ひしますから、空爆を加えるとなると、民間人を巻き込むことになります……私はできることなら犠牲者を出すことなく、この戦いを終わらせたいのです……無いものねだりの理想論ろん者しやの戯たわ言ごとかもしれませんが……」

　バンユー中ちゆう将じようは肩をすくめた。

「空爆は有効な手段かもしれません……例え当たらなくとも、心理的な重じゆう圧あつにはなるでしょう。実際、この二千人の中ちゆう国ごく兵へいたちは、ナガス民族解放戦線の正体が暴ばく露ろされてから、ナガス族の人々から白はく眼がん視しされており、もはや軍ぐん服ぷくではヌルカの街の中を満足に外出もできない状態になっている、とのことです。私服に着替えて、そっと兵へい舎しやを抜けだして買いだしに行かねば満足に買い物もできないという、どこぞの不良学生のような状態に置かれており、今回の作さく戦せん行動についてもかなり嫌いや気けがさしているのではないか、という報告が来ております」

　バンユー中将の言葉を聞いたサゴンが笑いながら言った。

「なんだそうか、では夜間爆撃を食らわせてやればいい。当たればめっけもの、当たらんでも嫌気を誘うには持って来いだ」

　バンユー中将の言葉とキシトン大統領の言葉を聞いていた龍たつ也やはじっと考え込んでいた。

　……敵が行動を起こす。こっちはそれを叩たたいて敵を全ぜん滅めつさせる。

　果たしてそれで、めでたしめでたしで終わるんだろうか？　先に手を出したのは向こうだ。これは向こうが悪い。でもそれに乗って殴なぐり返して敵を全滅させたら、こんどは、やりすぎだ！　とか言われてこっちが悪者にされちゃうんじゃないんだろうか？　俺って考えすぎなのかな？

　そのとき、キシトン大統領が、龍也を見て言った。

「ここは一つシマオオカミ殿にもご意見を伺いましょう。どうですかシマオオカミ殿、なにか妙みよう案あんでも？」

　龍也は、自分が思っていたことを話し始めた。

「実を言うと、ずっと、敵の目的を考えていたんです……たった二千人の兵力で、攻めて来る目的って何だろう？　って。

　だって、どう考えても勝てるわけないし、もしかしたらエルムリンの街に着く前に空くう爆ばく受けて全ぜん滅めつしちゃうかもしれないわけでしょう？　普通に考えたら絶対にやるわけないことをやる理由……それを考えたらひとつ思い当たったんです。

　これはちょっと考えすぎかもしれませんけど……敵は全滅するために、つまりセリカスタン軍に殺されるために攻撃を仕掛けて来たんじゃないかって思うんです」

　その言葉を聞いたサゴンが笑った。

「ははは、ならば好こう都つ合ごうではないか。シマオオカミ殿、相手のお望み通り皆みな殺ごろしにしてやればいい！　もう二度とセリカスタンに手を出す気になれないようにな！」

　龍たつ也やは首を振った。

「違うんだよ、サゴンさん。逆なんだ。中ちゆう国ごくは、もう一度このセリカスタンに兵を出す理由にしたくて攻めてきているのかもしれないんだ。ナガス民族解放戦せん線せんは、何度も中国人義ぎ勇ゆう兵へいが加わって共に戦っているって宣伝していた。つまり、ナガス民族解放戦線に中国人がいるってことを世界中に広報していたんだ。そのナガス民族解放戦線の部ぶ隊たいを全滅させるってことは、その中国人義勇兵を全滅させたってことにならない？　つまり、中国にとっては、文句をつける……もう一度攻め込む理由ができたってことになるんじゃないかと思うんだ」

　サゴンは龍也の言葉を鼻で笑った。

「ははは、何を言うかと思ったら、シマオオカミ殿、御安心下ください。義勇兵というのは、国際法ほう上じよう、その出身国とは無む縁えんの兵士を言います。いくらナガス民族解放戦線に所しよ属ぞくしている中国人義勇兵を倒そうと、それを理由に中国が攻めてくることはできません」

　しかし、キシトン大だい統とう領りようは笑わなかった。

「……いや、サゴン殿。国際法に決められているからといって、それを守らねばならないという理由はありません。攻め込む理由に正当性など必要ないんです。数百年前に隣となりの国の土地は我が国の土地だったという理由で、失しつ地ち回復を唱となえて攻め込んだ独どく裁さい者や、大たい砲ほうの射しや程ていが延びたから国こつ境きよう線をもっと奥に引っ込めてその間の土地を安全保ほ障しようのためにこっちによこせ、などという理由にもならない理由で戦争をふっかけた事実が世界の歴史にはゴロゴロしているんです」

　サゴンはわめいた。

「では、どうすればいいのだ！　このまま黙って、攻めてくるのを待って、花束で出迎えてやれとでも言うのか！」

　龍也はうなずいた。

「ええそうです……でも、出迎えるのは花束じゃなくて、別のものですけど……」

「別のもの？」

　怪け訝げんな顔をするサゴンに、龍也はうなずいてみせた。

「ええ、相手は中国の兵士ですよね……きっと三さん国ごく志しとかに詳しいと思うんです。そこを利用して心理戦を仕掛ければ、嫌になって逃げちゃうんじゃないかと思うんです」

「戦う気を無くせば、殺さずして目的を果たせるということか……」

　考え込むサゴンを見て、龍たつ也やはうなずいた。

　龍也はうなずいた。

「ええ、心理戦せんを仕掛けて敵の意欲を挫くじいたところで例の『開けオープンっ放ドア・オし作ペレーシ戦ヨン』を開始します……きっと本国は慌あわてふためくと思うんです……もう、軍ぐん事じ行動どころの騒ぎじゃなくなると思います」

　キシトン大だい統とう領りようは笑いながらうなずいた。

「小しよう国こくには小国の意い地じがある。その意地の針はりで、踏みにじろうとした大たい国こくの足の裏を刺してやるってわけですね……その方針で行きましょう……」

「意地？　針？　なんのことだ？」

　わけがわからない、という顔をするサゴンを見て、キシトン大統領はもう一度笑って言った。

「諸しよ葛かつ孔こう明めい印いんの針は、知ち恵えの砥と石いしで鋭く磨みがいておくこと、ということですよ」

　サゴンはもっとわけがわからない、という顔になった。




　その日の夜、ナガス民族解放戦せん線せんの戦せん闘とう部ぶ隊たいが移動を開始した。

　ヘッドライトを点てん灯とうさせず、わずかな光を頼りに夜の道を走り始めてすぐに、先頭を走っていた偵てい察さつ部隊の隊員が、遠くで何かを合あい図ずするように赤い光が点てん滅めつするのに気がついた。

　偵察部隊の報告を受けたヤン少しよう佐さは、忌いま々いましげに夜の闇やみを見つめて押し殺した声で指示を下した。

「やっぱり待ち伏せだ！　全軍に警けい戒かいを怠おこたるなと伝えろ！」

　赤い光が点滅していた地点に急行した偵察部隊は周囲を何度も捜そう索さくしたが、部隊の痕こん跡せきを見つけられぬまま撤てつ収しゆうしてきた。

　そして、全ぜん部隊が再び進しん軍ぐんを開始して一時間しないうちに、右手の小高い丘の上で二発の青い信号弾だんが打ち上げられた。

「来たぞ！　夜や襲しゆうに備えろ！」

　警けい報ほうが飛ぶのと同時に、赤せき外がい線せん暗あん視し装置がいくつもの熱ねつ源げん体たいが丘の上を動き回るのを発見した。

「右手の丘に敵てき反応！」

「遠えん距離射しや撃げき開始！」

　指し揮き官かんの号ごう令れいと共に、装そう甲こう車の機き関かん砲ほうが右手の丘の斜面に向かって発射された。

　あたりが閃せん光こうと爆発音で満ちたその直後に、突とつ撃げきを開始した装甲車部隊から一いつ報ぽうが入った。

「丘斜面に敵てき影えいなし！　羊ひつじの死体のみが多数散さん乱らんするのみ！　赤外線反はん応のうは遊ゆう牧ぼく中の羊と思われる！　直ちに射撃を中止せよ！」

　この一報を受けて射撃が中止されるまでの約三分間、夥おびただしい量の機関銃弾だんが丘に吸い込まれていた。

　ヤン少しよう佐さは乗っていた指し揮き車しやの床に帽ぼう子しを投げつけた。

「馬鹿め！　早とちりしおって！　何を浮き足立っておるんだ！」

　床に落ちた帽子を拾いながらリュウセイ大たい尉いが言った。

「このあたりは狼おおかみが出ますからね……夜はあんまり羊ひつじを放しません……どうやら、トラップに引っかかったようですね」

　ヤン少佐は黙って帽子を受け取り砂すな埃ぼこりを払ってかぶりなおすと、リュウセイ大尉をちらっと見てから不ふ機き嫌げんそうに言った。

「いいから進しん撃げきを開始しろ！　朝までにリュヌルの村につかねばならんのだ！」

　ナガス民族解放戦せん線せんの戦せん闘とう部ぶ隊たいの隊列は再びのろのろと進撃を開始した。

　この、神経をすり減らすような夜間行こう軍ぐんは次の日も続いた。

　丘の上や山の中ちゆう腹ふくに赤い灯あかりや青い灯りがいくつも点てん滅めつし、信号弾だんが打ち上げられ、時とき折おり遠くで爆発音が響ひびく、そのたびに部隊は停止し、絶え間ない緊きん張ちようの中に放り込まれる。

　そして、何の攻撃もないまま一時間が過ぎ、部隊が再び動き始めると、今度は両側から照明弾が打ち上げられ、あたりを昼間のように照らしだす……が、それだけで攻撃はない。

　こういった行軍が三日続いた最後の日、部隊の兵士たちは、全員ふらふらになっていた。

　出しゆつ撃げき前にヤン少佐から「我々は全ぜん滅めつするために戦うのだ」ということを聞かされた中ちゆう国ごく軍の兵士たちの間には、言葉にならない不満が蓄ちく積せきされていた。そして、この神しん経けいをすり減らすような夜間行こう軍ぐんの連続による睡すい眠みん不足は、兵士たちの士し気きだけではなく、行動や判断力をも失わせていたのだ。

　夜間行軍中のある戦せん車しやの操そう縦じゆう士しは、前を走っている三両の戦車がふらふらとてんでばらばらの方角に向かって走りだしたのを見て舌した打うちをすると、インカムを通じて頭の上にいる戦車長ちように言った。

「戦車長！　前の連れん中ちゆうまた居い眠ねむりしてますぜ！　一ひと言こと言ってやって下さい！」

　返事はなかった。

　……くそ！　こいつも居眠りしてやがる！

　操縦士は脇に置いてあった木の枝を取り上げると、戦車長のすねを突つ付ついた。

「起きて下さい！　戦車長！　寝てる場合じゃありませんよ！　このままだとうちの小しよう隊たい全員迷まい子ごになっちまいますよ！」

「え？　あ、ああ悪い、んーとああ、了りよう解かい……」

　戦車長は無線で自分の小隊に一言呼びかけた。すると、操縦士の前で左右てんでバラバラに動いていた戦車たちが、再びゆっくりと道路に戻ってきた。

　しかし、その戦車たちがそのまま道路を真っ直ぐ連なって走っていたのは十五分だけだった。

　東の空が白しらみ始めたとき、ヤン少佐は自分の指揮するナガス民族解放戦線の戦闘部隊の半数がどこかに消え去っているのに気がついて愕がく然ぜんとした。

「これはどういうことだ！　どこに消えたんだ！」

　眠そうな顔で、リュウセイ大たい尉いが答えた。

「おそらく……居眠り運転で道路を外れ、そのまま隊たい列れつから脱だつ落らくしてしまったんでしょうな。まあ、ここで待っていれば、そのうち追いつくでしょう」

「こんな開けた場所でか！　空くう爆ばくの的まとだぞ！」

「敵に空爆する気があればとっくにやってますって……こいつは敵のメッセージですよ。戦う気は無い。さっさとカエレってね……帰りましょう、少しよう佐さ……死んだってつまんないですよ」

　ヤン少佐はぶんぶんと首を振った。

「敵が空爆する気が無いのなら好こう都つ合ごうだ！　ここで部ぶ隊たいを再さい編へんし、一気にエルムリンの街に向けて突とつ撃げきする！　この先は一本道みちだ！」




　バラバラになっていた車両が集しゆう結けつし終わった頃には、すでに太陽は上空から照り付けていた。

　ヤン少佐は拡かく声せい器きのマイクを取り上げると、整列した部下に向かって叫んだ。

「我々は誰だれ一人欠けることなくここまで来た！　目指すエルムリンの街は目の前だ！　この先七キロのところに敵の防衛陣じん地ちがある！　激しい抵抗が我々を待っているだろう。しかし、我々は断だん固ことしてそこを突破し、一気にエルムリンの街に攻め込む！　いかなる抵抗があろうとも決して引くことは無い！　人民解放軍広こう域いき作戦部ぶ隊たい第三梯てい団だんの意い地じを見せろ！　前進！」

　後方に待たい機きしているロケット砲ほう部隊と野や砲ほう部隊が制圧射しや撃げきを始めるのと同時に、ナガス民族解放戦せん線せんの戦せん闘とう部隊は、戦車を先頭に押し立てて進しん撃げきを開始した。




　制せい圧あつ射撃弾だん幕まくの無数の爆ばく煙えんが立ち昇る中、政府軍ぐんの防衛陣地に近づいた戦せん車しや部隊の兵士は怪け訝げんな顔になった。

「敵てき陣地からは……一発も撃うってきませんね」

「ああ、なんか妙みような感じだな……もしかするとあの陣地は空からっぽなのかもしれないぞ」

「空っぽ？　なんでまた……」

「さあ……とにかく油ゆ断だんするな。俺は本部に報告を入れる」

　先頭を行く戦車部隊から、防ぼう御ぎよ陣地からの応おう戦せんが一発もないと聞いたヤン少佐は考え込んだ。

「……おかしい、敵の意い図とが見えんぞ。何を考えているんだ？」

　ヤン少佐はしばらく考えていたが、答えが見つからなかったのだろう。とにかくセオリー通りに事を進めることにした。

「よし、機械化歩ほ兵へいを前進させろ！　装そう甲こう車しやを先頭にして後方にトラックだ」

　ヤン少佐の命令を受けて、装甲車とトラックが前進を開始した。

　そして。陣地の手前に差し掛かったそのとき、突然、あたりにドラを叩たたくじゃーんじゃーんじゃーん！　という派は手でな音が鳴り響ひびいた。

「な、なんだ！」

「どうしたんだ！」

　トラックに乗った兵士たちが驚き騒ぐ中で、いきなり街道の両側に無数ののぼりが立ち上がった。

　三角の旗はたのふちに炎ほのおのような飾りをつけたそののぼりの数は千数百本はあるだろう。

　トラックの荷台に乗った兵士があっけに取られて棒立ちになった次の瞬しゆん間かん、一台のトラックが急停車して、荷台に乗っていた兵士と運転手がトラックから飛び降りて、中ちゆう国ごく語ごで叫びながら逃げだした。

「シマオオカミの罠わなだ！　伏ふく兵へいだ！　逃げろ！」

「これはシマオオカミの罠だ！　早く逃げるんだ！」

「火ひ攻ぜめだ！　火をかけられるぞ！」

　それは、夕べのうちにすりかわっていたリネト衆しゆうたちだった。

　普通なら、こんな芝しば居いがかったセリフに引っかかるものはいない。しかし、連日の睡すい眠みん不足で冷静な判断力と理り性せいを失いつつあった兵士たちにとって、この言葉はパニックを起こすには充分だった。

　トラックに乗った兵士たちは次々にトラックから飛び降り、銃や装備を投げ捨てて、クモの子を散らすように逃げ始めた。

　このパニックは、先行する戦車や装そう甲こう車の搭とう乗じよう員いんにも伝でん染せんした。

「しゃ、車しや長ちよう！　見て下さい！　歩兵が逃げています」

「うわ！　全員逃げだしました！　どうしましょう？」

「どうするもこうするもあるか！　歩兵がいなくちゃ戦争にはならん！　俺たちも逃げるぞ！」

　一台の戦せん車しやが停止して、ハッチが開いて搭乗員が飛びだすのを合あい図ずにしたように、すべての戦車が停止し、ハッチから搭乗員がわらわらと逃げだし始めた。

　後方の先頭指し揮き車しやの中ではヤン少しよう佐さがわめいていた。

「馬ば鹿か野郎！　三さん国ごく志しじゃねえんだ！　なんで伏兵だの軍ぐん師しの罠だので逃げるんだ！　あいつらは馬鹿か！」

　リュウセイ大たい尉いが肩をすくめて言った。

「馬鹿にされちまったんですよ、三日かけて……睡眠不足のカボチャ頭にね……どうします？　帰り道はあっちですよ」

「くくくく……くそ！　今日のところはこれでかんべんしてやる！　だが、負けたわけじゃない！　兵士は無む傷きずだ！」

　ヤン少佐が、どこかの喜き劇げきの悪あく役やくのような捨て台詞ぜりふを残して部下とともに後退しはじめたとき。無数にはためく旗はたの下で、その光景を見ていたサゴンが首をひねっていた。

「なんであいつらは逃げだしたんだ？　俺たちは旗を立てて、ドラを叩たたいて、ときの声を上げただけだぞ？」

　双そう眼がん鏡きようで、潰かい走そうしていく中ちゆう国ごく軍ぐんを見ていたシャリフが答えた。

「そういった一つ一つの要よう素そが組み合わさって、連れん中ちゆうの脳のう内ないにある記き憶おくを呼び覚ましたんでしょうな……三さん国ごく志しだの諸しよ葛かつ孔こう明めいだの、そういったイメージの影えい響きようは大きいんじゃないかと思いますよ、なんせ中国人ですからねえ」

　そしてシャリフは笑いながら付け足した。

「どうですか？　ダメ押しに騎き馬ば部隊率ひきいて突とつ撃げきしてみますか？　もしかしたらサゴン殿の髭ひげ面づらを見て『げぇっ！　関かん羽う！』とか言いだすかもしれませんよ」

　サゴンは苦にが笑わらいを浮かべた後で、首をひねって感かん嘆たんのつぶやきを漏らした。

「しかし、相手の国民性まで考えて作戦を立てるとは……さすがはシマオオカミ殿だな」

「ええ、まったくですよ。よくもまあこんな作戦を思いつくものだと思います」

　龍たつ也やが、この作戦を何から思いついたのか、それを知らない二人は、感心したようにうなずいていた。




　大だい統とう領りよう府ふの作戦指し揮き室しつに、最さい前ぜん線せんの指揮にあたっていたシャリフ大たい尉いから、敵の部ぶ隊たいが崩ほう壊かいして逃げだした、という一いつ報ぽうが入った。それを聞いた龍也は、ほっとしたように大きなため息をつくと、顔を上げて、その場に詰めている女子職員たちを見回して言った。

「では……作さく戦せん開始です！　サーバーを立ち上げて下さい！　各リンクを再度確かく認にんし、日本国内のマスコミと有名ブロガーにメール送信を開始！　各種動どう画が投とう稿こう班はんは、動画掲けい示じ板ばんへの投稿開始！　連れん投とう禁止避よけに引っかからないように、ＩＰは変へん更こうして下さい。セリカスタンの国名ドメインはすでに取しゆ得とく済ずみです！　各かく自じ、事前の打ち合わせ通り、落ち着いて仕事を進めていきましょう！」

　龍也の言葉を受けて、二百人の女性事じ務む官かんは一いつ斉せいにノートパソコンのキーボードを叩たたき始めた。

　有名な動画掲示板に、ヌルカの街のバザールで店みせ番ばんの老人を蹴け倒たおして金を払わずに品物を持って帰る義ぎ勇ゆう兵へいの映像や、輸ゆ送そう列車から次々に降ろされるトラックの映像……といった、潜せん入にゆうしたリネト衆しゆうが撮さつ影えいした中国軍義勇兵の正体を暴ばく露ろする映像や、特殊部ぶ隊たいの隊員たちの映像に、名前や所属、そして主にどのような国でどのような活動に従じゆう事じしてきたのかを示すテロップを加えたものが、次々にアップされはじめた。

　掲示板にアップされた動画が一定数すうに達したところで、龍也は次の指示を出した。

「では、動画コンテンツとのリンクをセリカスタン応援コンテンツに入力し、サーバーにアップして下さい！　ミラーサイトも同時に立ち上げます！」

「了りよう解かいしました！　アップ開始します！」

　サーバーが起き動どうしたのを確かく認にんした龍たつ也やは、目の前にあるノートパソコンのブラウザに、自分が作ったセリカスタンを応援するためのウェブページのＵＲＬを打ち込むと、一回大きく深しん呼吸してからエンターキーを押した。

　薄いべージュ色のベースに最初に浮かび上がったのは『セリカスタンという国を知っていますか？』という一行の文字だった。

　やがて、そのベージュ色のベースの中央にウィンドウが浮かび上がり、その中にいくつもの丘の稜りよう線せんと、その向こうにそびえる天てん山ざん山脈の絵が浮かびだした。

　そのセリカスタンの風景を描いた絵に重なる文字は、やがてテロップとなって上に流れはじめた。

『セリカスタンは、中央アジアにある小さな国です。

　ロシアとモンゴルと中ちゆう国ごくと、そしてカザフスタンに囲まれた、これといって産業も名物も資源もない、小さな国です。

　日本に住んでいるあなたには何の関係も無い、知っていてもいなくても別に困らない、関心を持つ理由も無い国なのかもしれません。

　でも……。

　知って欲しいんです。

　セリカスタンという国を、そこに暮らしている人々のことを。




　……そして。

　今、その国で何が起こっているのか。

　それを……』

　そのテロップが画面から消えるのと同時に、中央の小さなウィンドウに三人の女の子のキャラが飛びだしてきて手を振った。

　マンガのフキダシが画面に浮かぶ。

　一番左に立っている、リューカ姫をモデルにしたお嬢じよう様っぽいキャラのフキダシには、

『私のモデルになったセリカスタンの姫ひめ巫み女こさまからのメッセージが見たい人は、右上のリューカ姫の部屋をクリックして下さいね』

　という文字が。そして真ん中に立つ、ちびっ子の忍にん者じやのような格かつ好こうをした女の子のフキダシには、

『セリカスタンの風景や、風ふう習しゆうを知りたければ、ボクの上にあるシーデのセリカスタン案内をクリックして！』

　……という文字が。そして、一番右に立つ迷めい彩さい服のズボンにピンクのタンクトップを着たメリハリのある体型のポニーテールのお姉ねえさんキャラのフキダシには……、

『今、セリカスタンで何が起こっているのか、それを知りたければ右上のサラサの作戦指し揮き室しつをクリックしろ！』

　……という文字が浮かんだ。

　龍たつ也やは、迷わずリューカ姫の部屋をクリックした。

　画面が切り替わり、中央に動どう画が掲けい示じ板ばんへのリンク画面が浮かび上がった。

　中央の再生ボタンを押すと、動画に映ったリューカ姫が、にっこり微笑ほほえんでいる映像が動きだした。

『ようこそ、日本のみなさん……私の日本語は聞き取れますか？

　私は、セリカスタンの北部にある神社で巫み女こをしている、リューカと申します。

　セリカスタンは、日本から遠く離れたアジア大陸の真ん中にある小さな国です。

　きっと、日本の方々の多くは、こんな国があるなんてことをご存じないと思います。

　ファッションとも、音楽とも、産業や資源やそういったものとも、何一つつながりの無い国のことなど知らないほうが、当たり前のことなのかもしれませんね……』

　リューカ姫は小さくうなずくと、ちょっと真ま面じ目めな顔で言葉を継いだ。

『……でも、セリカスタンの人たちは、みんな日本を知っています。それは、工業製品を生みだすハイテクの国、という意味だけではありません。私たちは日本という国がどんな国で、人々がどんな生活をしているのか、それを知っています。

　それは、実際の映像や、知識や情報としてではなく、漠ばく然ぜんとしたイメージとして知っているに過ぎません。なぜなら、その日本の人々の暮らしを知った理由、それは日本のアニメからなのです。

　私たちの国でも日本製のアニメは放映されています、子供たちや大人おとなたちもみんな日本のアニメが大好きです。

　アニメに出てくる日本の街並みや、日々の暮らしや、学校生活や、家庭の光景……私たちは、そういったもので日本の人々の暮らしを知りました。

　そして、アニメの中の主人公たちのように、日本の人たちも私たちと同じように、悲しみ、怒り、そして笑うのだということを知ったのです……。

　私たちにとって日本とは、遠い異い国こくではありません。慣れ親しんでいるキャラクターたちを生みだし、そしてそのキャラクターたちが暮らしていた街がある国なのです。

　私たちは日本が好きです。そして、日本の人たちが好きです』

　リューカ姫は、そこで言葉を切ると、画面の中から、じっとこっちを見つめた。そして、手を広げて、叫ぶように言った。

『でも、この想いは片思いなのかもしれません！　私たちがいくら日本のことを想っていても、日本の人たちは私たちに振り向いてはくれません！

　今、セリカスタンは戦せん乱らんに揺れています。セリカスタンは、複数の部ぶ族ぞくに分かれた部族国家です。一年前に内ない戦せんが終しゆう結けつし、やっと部族が一つになって未来に踏みだそうとしたそのときに、中ちゆう国ごくの影えい響きよう力を受けた部族が叛はん旗きを翻ひるがえしたのです。でも、それは部族を隠かくれ蓑みのにした、中国政府の干かん渉しようだったのです！

　中国が今、セリカスタンで何をしようとしているのか、それを知りたい方は、私のお話を聞いていただいた後で、サラサの部屋に行って下されば詳しいことが分かると思います。

　セリカスタンは、戦争を続けるつもりはありません。戦争を続ける力もありません。ただ国内にあるレアメタルを市場に出し、それによってこの貧しい国を少しでも豊かにしようと願っているだけなのです！

　私たちの国は、誰も知らない小さな国です。もし、どこかの国に侵しん略りやくを受けて滅めつ亡ぼうしても、世界史の教科書にすら載らないでしょう。私たちはどこからも関心を向けられない道みち端ばたの石ころのような存在なのかもしれません。

　でも、私たちはこの国で生まれ、この国で生きているのです！

　誰からも関心を向けられない国は、生きていく資格がないのでしょうか？　滅亡しても仕方ないのでしょうか？　そんなことはありません！　どんな小さな国にも他国から侵略されないという権利があるはずです！　大きなもの、力あるものだけがその権利を主張できるのでしょうか？　弱者にそれを言う権利は無いのでしょうか？

　私たちは、ただ、こう言っているだけなのです……。

　私に気がついて！　私を見て！　関心なんか持たなくたっていい、振り向いてもらえなくたっていい！　ただ、私がここにいることを知ってください！　……と！

　このウェブページを見て、セリカスタンのことを知っていただけたなら……私がここにいることを知っていただけたなら……私はそれだけで幸せです……。

　私の言葉を聞いていただけたことを心から感謝します』

　リューカ姫は深々と頭を下げ、そして映像は最初に戻った。

　龍たつ也やは小さくため息をついた。

　……このメッセージは、全部リューカ姫が考えたものだ。ここにはリューカ姫の想いが込められている。

　この言葉が……この映像が心に何かを残すのは、この言葉が薄っぺらな宣伝用のメッセージじゃなくて、リューカ姫の心の中から出た言葉だからだ。

　リューカ姫は、本当に日本が好きなんだな。

　……でも、この映像を録画した後で俺がそう言ったら、俺をにらんでその後ずっと不ふ機き嫌げんだったよな。

　日本が好きっていうのは、本ほん心しんから出た言葉じゃないのかな？

　そして、龍也は一つの答えに気がついた。

　……でも、まさか、そんなことは無いよな。

　龍也は少し赤くなって首を振ると、次のコンテンツへのリンクをクリックした。

　それはセリカスタン三人娘むすめのフラッシュアニメと、四コママンガのコンテンツだった。

　コミカルな音楽とともに、セリフの無い、パントマイムのようなアニメが動きだした。

　パタパタと画面の中を走り回る三人娘のキャラを見ていた龍たつ也やは、思わず顔がにやけるのがわかった。

　……さすが備び前ぜんさんだな。あの人の描くキャラはいい。

　ちゃんとお金をかけて環境を整えてあげれば、いい物を作る人ってまだまだ一いつ杯ぱいいるはずなんだ。

　そういった人たちをセリカスタン政府がバックアップしてあげることはできないかな？

　たとえ小しよう額がくでもいいけど、資金を出して、そして発表の場を用意してあげるだけでも、いいんだよな。

　今回みたいな形で、ウェブ上のコンテンツとかなら、世界中どこにいても活動できるし、世界中どこからでも見ることができる。

　セリカスタンの名前を世界中に知らせて、どんどん関心を持ってもらうには、やっぱりインターネットを使うのが一番だと思うんだよな。

　そして、龍也はサラサのページに飛んだ。

　ナイスバディに描かれたサラサのキャラが、その豊かな胸を誇こ示じするように背せ筋すじを伸ばして立つそのページの中には、例の中ちゆう国ごく軍ぐんの軍ぐん事じ情報のデータや、特殊部ぶ隊たいや工こう作さく員いんの個人データを列れつ記きしたデータへと飛ぶリンクがあった。

　龍也は、試しに、その工作員のデータに飛んでみた。

　そこには、国の名前とそこに出入りしていたエージェントの一いち覧らんがあった。

　何の気なしに、その中の一つをクリックした龍也は、そこに浮かび上がった一人の男の顔を見て怪け訝げんな顔になった。

　……あれ？　どっかで見たことがあるぞ、この人。

　キャプションを読んだ龍也は思わず声を上げそうになった。

　その男は、以前、セリカスタンの日本領りよう事じ館かんで、出会ったことのある中国人コックだった。

　……そうだ！　確か陳於手とかいう名前のコックさんだ！　あの人もエージェントだったのかよ！　すげえな、これが公開されたら、世界中で大おお騒さわぎになるぞ。

　龍也は、どこか背せ筋すじがぞくぞくするような感かん触しよくを感じながら顔を上げた。

　正面のディスプレイには、龍也が作ったウェブページへのアクセス数が表ひよう示じされていた。

　最初、その数字はほとんど増えなかった。しかし、六時間、十二時間過ぎたとき、一気に数字が跳ね上がった。

　……クチコミ効果が広がったな。リンクがリンクを呼び始めたに違いない。

　やがて、セリカスタン軍ぐん情報部から出た中国軍のデータ画面へのアクセスが跳ね上がり始めるのと同時に、サーバーセキュリティ部門の赤ランプが点てん灯とうした。

「サイバー攻撃を確かく認にん！　飽ほう和わ攻撃です！　現在ミラーサーバーを稼か動どう中！　第二第三バックアップ稼動！　回線総そう容よう量りようの八十パーセントまで集中！」

　龍たつ也やはうなずいた。

「データダウンロードを開始します！　ビジー画面表ひよう示じ上じように、その中ちゆう国ごく軍ぐんの軍事機き密みつがダウンロード可能な場所に置いてあることを知らせる画面を表示して下さい」

　アクセス数はさらに跳ね上がった。

　やがて、この中国軍の機密データと、龍也の作った『セリカスタン三人娘むすめ』のウェブページの関連が明らかになってくると、日本だけでなくさまざまな国からのアクセスが増え始めた。

　英語の画面、ロシア語の画面、フランス語の画面、中国語の画面、それぞれの画面へのアクセスカウンターが物もの凄すごい勢いで回り始めた。

　そのとき、龍也の前にあった電話が鳴った。

　それはキシトン大だい統とう領りようからの電話だった。

「たった今、中国の大たい使しから電話がありました……抗こう議ぎの電話でしたが、突っぱねておきましたよ。『我が国は言論の自由を最大限に尊そん重ちようしている』とね……しばらくは相手の出方を見るつもりです」

「わかりました……セリカスタンへの関心は、間違いなく上がっていますよ……セリカスタンってどこにあるの？　とか、セリカスタンって本当にあるの？　って質問が掲けい示じ板ばんに集中しています。今のところ日本がダントツですけど……英語やロシア語も増えていますね」

　龍也は、自分が作ったウェブページのアクセスカウンターが上がっていく様さまを、満足げに見つめていた。

　そして、一夜明けたとき。

　セリカスタンは世界中の注目の的まとだった。

　最初にこの騒ぎを報道したのはＣＮＮだった。

　ＣＮＮの画面に踊る三人娘のアニメが映しだされたとき、龍也は思わず胸の中でガッツポーズを取った。

　それから後は、雪崩なだれだった。

　ホームページの作成者となっている龍也のもとに、マスコミの取材が殺さつ到とうし、電話の応おう対たいに追われ、ジャーナリストの取材を受け、そして気がつくと一日が終わっていた。

　龍也はぼんやりと机に肩かた肘ひじをつきながら、「セリカスタン」という単語で検けん索さくをかけたその画面を見ていた。

「十二万件か……たった二日でこれだもんな」

　龍也は、何の気なしに、その中の一つを開いた。

　それは、日本のアニメとマンガが好きな若者が作っているブログだった。

　セリカスタン三人娘、で検索して、ウェブに飛んで、そこで初めてセリカスタンという国を知ったということが書かれていた。

　そして、龍たつ也やは、その中の日記に目を留めた。




　……俺は知らなかったけど、こういう国が他にもあるのかもしれない。

　小さいけれど、一いつ生しよう懸けん命めい生きている国だ。そういう国を手助けしたいと思った。

　募ぼ金きんもボランティアもやったことはないし、誰かのために何かをしようなんて思ったこともなかった。

　現実の前に俺おれ一人の価か値ちなんて何の意味もないんだと思い込んで来た。

　でも、このページを見てちょっと思った。

　この世の中って、大きな天てん秤びんになっているのかもしれないって。

　天秤の片方にはでっかい現実が、どん！　と乗っている。もう片方はからっぽだ。

　天秤は当とう然ぜん現実の方に傾いている。

　もう片方に一人二人乗ったって、天秤はびくともしやしない。

　でも、三人、四人、五人。いや、何千何万という人が現実の反対側に乗れば、現実は浮くかもしれない。

　俺が、その現実を動かす一人かもしれない。俺が乗ったとき、はじめて現実は動くのかもしれない。

　その一人になれたらいいと思った。

　動くことを信じて乗ることは無む駄だじゃない。

　そして、俺が乗って動かなくても、そこに乗った俺を見て、誰かが乗ってくれるかもしれない。

　もしかしたら、そのとき、その天秤は動くかもしれない。

　だから、動くことを信じて乗ることは無駄じゃない。

　一人は無む価か値ちじゃない。




　……なんか、そんなことを考えてしまった日でした。




　龍也は泣いた。

　黙って涙をぬぐった。

　このブログを書いた人のところにいって、両手を握り締めて、心の底からお礼が言いたかった。




　日本から遠く離れたセリカスタンの大だい統とう領りよう府ふのビルの片かた隅すみで。

　龍也は満たされていた。







　　　第十一章　「アニメと実じつ写しや」







　逃げ散った兵士を集めてなんとかヌルカの街に戻ってきたヤン少しよう佐さを待っていたのは、中ちゆう華か人じん民みん共和国共きよう産さん党とう軍事委員会からの電でん文ぶんだった。

　文面はこうだった。




「これ以上の作さく戦せん行動は国こく益えきに反する。

諸君らの行動は、逐ちく一いちネットで全世界に発信されている。

　……自じ重ちようせよ」




　ヤン少佐は電文用よう紙しをびりびりに引き裂いてわめいた。

「自重だと？　破は壊かい工こう作さく専門の特殊部ぶ隊たいに自重しろってのはどういう意味だ！　その言葉はそのまま北京ペキンに叩たたき返してやる！

　お前らが……お前らこそが自重しておれば、こんなことにはならなかったのだ！」

　肩で息をするヤン少佐を見て、リュウセイ大たい尉いが言った。

「自重ですか……自じ嘲ちようなら得意なんですけどねえ」

　ヤン少佐は、リュウセイ大尉をにらみつけると足音荒あらく司し令れい部を出て行った。

　その後ろ姿を見送って、リュウセイ大尉は手近にいた部下に向かって言った。

「さあ、荷物をまとめろ！　帰るぞ！」

　そして、ばたばたと動き始めた部下たちの一人を呼び止めて、リュウセイ大尉は言った。

「悪いが、どっかで切り抜きに向いたよく切れるハサミを調達して来てくれないか？」

「了りよう解かいしました！」

　敬けい礼れいして部屋を出て行こうとした部下を、リュウセイ大尉はもう一度呼び止めた。

「あ、すまん、そのハサミ……もう一本頼む」

　部下はにやっと笑うと、敬礼して去って行った。




　中ちゆう国ごく軍ぐんが完全に国こつ境きよう線せんの向こうに撤てつ収しゆうし、ワンセイ長ちよう老ろう以下の五人のナガス族の長老がヌルカに戻ったのは、それから二週間ほど過ぎた日のことだった。

　ヒムカ長老は一族を引き連れて、中国側に逃げ込んだが、中国当とう局きよくの手で身み柄がらを拘こう束そくされていた。

　近日中に強制送そう還かんされるだろうというのがもっぱらのウワサだった。




　この日、陸りく軍ぐん病院の前には、花束を持ったシャリフ大たい尉いと龍たつ也や、そして右腕を釣つったリューカ姫たちの姿があった。

「なんか、プロポーズするみたいですよ……シャリフさん」

　リューカ姫が笑いながらそう言うと、シャリフは真まっ赤かになって言い返した。

「やめて下さいよ……ただでさえ、あいつ妙みようにしおらしいんで怖いんです。そんなこと言ったら怒り狂いますよ」

　龍たつ也やとリューカ姫が顔を見合わせて笑ったとき、病院の奥から車椅い子すに乗ったサラサが姿を現した。

　病びよう棟とうの看かん護ご師したちが拍手する中を正面玄げん関かんまでやってきたサラサは、そこで車椅子を止めた。そして、後ろに付き添っていた看護師から松まつ葉ば杖づえを受け取って、それを突いて立ち上がると、そのまま歩いて玄関の外にやって来た。

　そこで院長や、師し長ちようたちから祝福の言葉を受け握手をかわし、そしてシャリフの前にやってきた。

「……退院おめでとう……後はリハビリだな」

　サラサはにっこり笑うと素直にうなずいた。

「うん、そうね……」

　シャリフが花束を差しだすと、サラサはそれを左手で受け取ろうとしてバランスを崩した。

「おっと！」

　シャリフはサラサを両手で抱きとめた。

　思わずお姫さま抱っこのような形になってしまったのに気がついたサラサは、真っ赤な顔でシャリフをにらみつけた。

「これは……バランスを崩しただけだぞ！　こんな格かつ好こうになったからって誤ご解かいするなよ！」

　シャリフは笑ってうなずいた。

「ああ、わかってるって……」

　サラサは目をそらして小こ声ごえで言った。

「でも……ありがとう」

　シャリフは大きくうなずくと、もう一度サラサを抱えあげ、そして車に向かって歩きだした。

「あ、こら！　歩けるんだ！　恥ずかしいから降ろせ！　馬鹿！」

　涼しい顔でシャリフは答えた。

「なーに、予よ行こう演習にちょうどいい」

「え？」

　サラサは目を丸くした。

「今……なんて？」

　シャリフはにやっと笑って言った。

「今度、部ぶ隊たいでウエイトリフティングの競技会があるのさ。その予よ行こう演習にちょうどいい」

　サラサはシャリフをにらみつけた。

「降ろせ！　重くて悪かったな！」

　車のドアのところまで持って行って、そして車内に下ろしながら、シャリフは小こ声ごえでサラサの耳元にささやいた。

「もう一つの予行演習の理由なんか言えるか、恥ずかしい……でも、後で指輪のサイズ教えろよ」

「え？」

　目を丸くしたサラサの顔の前でドアを閉めて、シャリフ大たい尉いはウィンクした。

　耳の先まで真まっ赤かになったサラサが、車の後こう部ぶ座席に身体からだを沈めたとき。

　龍たつ也やとリューカ姫のところに、セリカスタン国こく営えい放送のウルカンが息せき切って走ってきた。

「シマオオカミ殿！　ちょっとお知らせが！」

「なんですか？」

　目を丸くする龍也とリューカ姫に向かってウルカンは、ポケットから取りだしたファックス用紙を見せた。

「日本のアニメ会社のプロデューサーという方からオファーがきました！」

「オファー？」

　怪け訝げんな顔をする龍也に、ウルカンは笑いながらうなずいた。

「ええ、セリカスタン三人娘むすめのモデルになったお三さん方かたを、ぜひ日本に招待したいって！」

　リューカ姫は目を丸くして歓声をあげた。

「日本に行けるんですか！　三人とも？　サラサもシーデも！」

「ええ。そういうことです」

　にこにこ笑うウルカンと、嬉うれしそうにとびはねるリューカ姫を見て、龍也は思った。

　……どうなるんだ？





ＥＮＤ
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　　　あとがき




　どうも、鷹たか見み一かず幸ゆきです。『小さな国の救きゆう世せい主しゆ４　シャカリキ勇ゆう者しやの巻』いかがでしたでしょうか？

　念のために申し添えておきますが、この物語は完全なるフィクションです。

　物語の中に登場する国家、団体、組織、その他の固こ有ゆう名詞は、すべて架か空くうのものであり、実在するものと一致する部分があったとしても、それは私の脳のう内ないにおける空想の存在です。

　……とまあ、ここまで書いてから、実にライトノベルっぽくないただし書きだなあ……などと考えてしまいました。

　およそ、世せ間けん一般で言うところのライトノベルの世界観かんというのは、わざわざそんなことを断らなくてもいい世界を描くもので、現実の世界からの浮ふ遊ゆう感かんを楽しむものがほとんどです。

　私のように、物語の中に現実を取り込み、一緒くたにして物語を描くというスタイルの作品は、ライトノベルでは、あまり見かけません。

　この『小さな国の救世主』の物語構こう造ぞうは、いわば、現実世界では何のとりえも能力も持っていなかった主人公が、異い世界に飛ばされて、その異世界で異なる能力を得て、ヒーローとなる。といういわゆる「異世界召しよう還かんもの」と何なに一つ変わりません。

　ただ、その「異い世界」という舞台を現実の外国にして、主人公を普通の人間にしただけのお話です。唯ゆい一いつ主人公が、普通の人間と違うところは、「日本と外国の常識の差」というアドバンテージが与えられている、ということです。

　超ちよう能力や、魔ま法ほうや、異い形ぎようのものが登場し、波は乱らん万ばん丈じようの展開を見せるそういった、現実からの浮ふ遊ゆう感かんを求める読者の方からは「ダサい物語」として切って捨てられるような物語でしょう。

　でも、それは仕方ありません。私の書く物語と、そういった浮遊感を与えてくれる物語とは、目的が違うのです。

　私は、現実を排除し現実を否定しようとは思いません。私の書く物語はすべて、どうやって現実と折り合いをつけていくか、そのノウハウを示すことで成り立っているからです。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチ、八はつ方ぽう塞ふさがりのそのときに、逃とう避ひすることではなく、視点を変えて、なんとか切り抜けることができる道を探そう。

　現実を否定したって逃避したって、何にもならない。百点満まん点てんの正解が見つからなくとも、ゼロよりはマシじゃないか。

　私の書く物語は、常にそういう視点で描かれています。

　いわば、私の書く物語は、読者の方々に世の中を生きていくためのスキルを説く実用書のような物語なのかもしれません。




　さて、自分語りはこの辺にして、次の巻のネタバレをちょっとだけお話ししましょう。

　次の巻『小さな国の救きゆう世せい主しゆ５　オツカレ勇ゆう者しやの巻』の舞台は、日本、それも秋あき葉は原ばらです。

　日本にやって来た、リューカ姫、シーデ、そしてサラサのセリカスタン三人娘むすめ（娘と言うのは無理がある人も混じってますが）。

　ドタバタ珍ちん道どう中ちゆうを繰り広げる彼女たちと、東京を死の街にしようとするテロリストの魔まの手が、秋葉原で交差する！

　そして大だい都と市し東京の運命は、何も知らない龍たつ也やたちの手にゆだねられた！　果たして、龍也は日本の救世主になれるのか？

　……という物語を予定しております。

　五巻続いた、この『小さな国の救世主』シリーズのラストを飾るに足りる物語にしたいと思っておりますので、どうぞお楽しみに。




　最後に、サラサの広島弁べんの監かん修しゆうをしていただきました、広島在ざい住じゆうのゲームデザイナー銅あかがね大だい氏と、正月返へん上じようでお付き合いいただいた担たん当とう編集氏に厚く御おん礼れい申し上げます。





（メディアワークスの会議室でカンヅメになって、これを書いていた・鷹たか見み一かず幸ゆき）
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部で物語製造業を営む零細業者の一人。四分の一世紀以上警察官として勤務していたが健康上の理由で退職し作家になった変り者である。様々な現場に遭遇し、事実は小説よりも奇なり、を身を持って体験したこと数知れず。経験値だけで作家をやっていけそうだとのこと。現在続刊執筆中。
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イラスト／Himeaki

最近メインパソがＭａｃからＷｉｎに変わったり、モニタに液晶使ってみたり、２０００年に購入したパソコン達がいろいろリニューアルです。描くモノも日々進化していったらイイな。

Himeakiサイトhttp://www.unisexline.com
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